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本 書 は 、NEC の パソ コン 「PC 一 9 8 0 0」 お よび 「PC-8 8 0 0 」 の 持つ 機能 を 、 最 大 限 に 引き 出 
す た め の ハン ドブ ッ ク で す 。 2 冊 こ すべ きも の を 1 冊 に まとめ 、 比 較 で きる よう に し て あり ます 。 

現在 、 市 場 に は それ ぞ れ 特徴 を 持っ た パソ コン が あふ れ て いま す 。 利 用 者 は その な か か ら 、 各 自 の シス テ 
ム に だ 合っ た パソ コン を 探し 出せ ば よい わけ で す 。 お 断り し て お きま す が 、 上 記 両 機種 が 「 最 良 の 機種 だ か ら 
採り 上 げた 」 と いう 意味 は あり ませ ん 。 た また ま 、 わ れ わ れ が 構築 を 予定 し た シス テム に な じ む も の だ っ た 
だ け で あり 、 通 信 機 能 な ど は NEC 側 と し て も 、 こ れ か ら 相 当 な 強化 を は か る で し ょ う 。 

われ われ は 、 マ ニュ アル 類 の 良否 を 機種 選択 の 大 き な ポ イン ト に し て いま す が 、 ま だ まだ 、 そ こ に 気づか 
な い 開 発 担当 者 が 多い よう で す 。 分 國 こ な っ た マニ ュ ア ル で 時 間 を 浪費 する くら いな ら 、 最 初 に 「 自 分 に あ 
っ た ハン ドブ ッ ク 」 を 作っ て か ら 仕 事 を 始め た 方 が 能率 的 で 、 よ り 現 実 的 で す 。 

以上 が 本 書 を 作っ た 理由 で す 。 目 次 を 見 れ ば 分 か る と お り 、 本 書 は 次 の 諸点 に 留意 し まし た 。 

① 全体 の 構成 か ら 準 備 作業 まで を ひと まとめ に し て 、 い つ で も 参照 で きる よう に し た 。 
特に 、 機 械 語 の 解説 に 力 を 入れ た 。 

BA S 1 C の 例題 プロ グラ ム は 、 事務 処 理 に 必要 な 基本 的 アル ゴリ ズム を すべ て 網羅 し た 。 
機械 語 の プロ グラ ム は 、 初 心 者 の た め を 思い 、 一 行 ど と に コメ ント を つけ た 。 

9 8 0 0 用 表示 選択 方 式 こ よる 日 本 語 入力 を と りあ げた 。 

表現 上 の 問題 と し て 、 ア セン ブラー・ 機 械 語 関連 の 「 ニ ー モ ニッ ク 表 記 ] は すべ て イン テル 社 の ニー モニ 
ッ ク 表 現に し まし た 。 わ れ わ れ は 「 ニ ー モ ニッ ク (表記 記号 ) に 著作 権 は 成立 し な い 」 と 考え ます 。 む ろ ん 
特定 の ニー モニ ッ ク で 記述 し た プロ グラ ム に は 、 著 作 権 は ある で し ょ う 。 し か し 、 ニ ー モ ニッ ク そ の も の は 
人 類 共 通 の 財産 で あり 、 ま た 、 そ うし な いと 進歩 も 普及 も あり 得 ま せん 。 わ れ わ れ は イン テル 社 と ザイ ログ 
社 の ニー モニ ッ ク で 作業 を 進め 、 そ の 対照 表 ま で 作り まし た が 、 最 終 的 に は イン テル 社 の も の に 統一 し まし 
た 。 む ろ ん イ ン テ ル 社 の 了解 は 得 て い ます 。 ま た ザイ ログ 社 の ニー モニ ッ ク に つい て は 、 今 回 、 本 害 で は 触 
れ ま せん で し た 。 ザ イロ グ 社 の 話 で は 、 こ れ は 当然 で す が 、 普 及 の た め の ニ ー モ ニッ ク の 機能 解説 に まで 制 
限 を 加え る 積もり は な いと の こと で す 。 

NEC か ら 、 多 大 の ご 支援 を いた だ きま し た 。 心から 感謝 し て 、 お 礼 を 申し あげ る 次 第 で す 。 

最後 に 、 本 書 は あく まで 本 書 に 記述 し て ある 範囲 で ご 使用 いた だ けれ ば 幸い で す 。 極め て 突っ 込ん だ 技術 
解説 が し て あり ます の で 、 ひ と つ ひ と つ 読 者 の ご 質問 に お 答え する の は 物理 的 に 不可 能 で す 。 ま こと に 勝手 
で す が 、 ご 質問 は ご 遠慮 し て いた だ きた く 、 あ ら か じ め お 願い 申し 上 げ ま す 。 
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本 書 の 使用 法 
本 書 は 次 の 4 編 か ら 成る 。 


「 1 ・ 基 礎 編 」 主として 両機 種 共 通 の 機能 や 使用 法 
「・PCー9 8 0 1 ハー ド ・ ソ フト 解析 編 」 

「 臣 ・PC 一 8 8 0 1 ハー ド ・ ソ フト 解 折 編 」 

「IV・ 共 通 編 | エラ ー メ ッ セ ー ジ ・ キ ャ ラク ター コー ド 表 ・ 日 本 語 J IS コー ド 表 

本 書 で 扱う BAS 1 C は 、 す べ て N8 8 一 BAS I C で ある 。 

N 一 BAS 1IC を 動か す に は 、PC-9 8 0 1 で は NBAS 1IC 用 の シス テム ディ スク を 使う 。 
PC 一 8 8 0 1 で は 、「NEW ON」 コマ ンド で N 一 BAS 1 C に 切り 替え る 。 


N- BAS 1 C の 使い 方 に つい て は 、 姉 妹 書 「 パ ソコ ン PC シ リー ズ 8001 600 1 ハン ドブ 
ッ ク 」 を 参照 し て いた だ きた い 。 


本 文中 に (9 8) の 表示 が ある 場合 は 、PC 一 9 8 0 1 だ け の 機能 や 使用 法 を 示す 。 
(8 8) の 表示 が ある 場合 は 、PC-8 8 0 1 だ け の 機能 や 使用 法 を 示す 。 
な に も 表示 が な けれ ば 、PC 一 9 8 0 1 と PC-8 8 0 1 の 両機 種 の 機能 や 使用 法 を 示す 。 


(ディ スク ) の 表示 が ある 場合 は 、、N8 8 DISK-BAS TIC の 機能 や 使用 法 を 示す 。 
BASIC の コマ ンド や ステ ー ト メン ト の 書き 方 の 説明 は 、 次 の 規則 に し た が う 。 

①【 ) で 囲ん だ 部 分 は 指定 し て も 指定 し な く て も よい 。 

⑨< > で 囲ん だ 部 分 は 指定 する 。 


③ (< 前 の 項目 >) ( , く あ と の 項目 >) で 、 前 の 項目 を 指定 せ ず に あと の 項目 を 指定 する 場合 、 
前 の 〔 〕 の 中 の カン マ (,) も 指定 する 。 


( 例 ) COLOR (< ファ ンク ショ ンコ ー ド >〕) 〔, く バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>〕 〔 , < ボー 
ダー カラ ー>〕 〔, く フォ アグ ラウ ンド カラ ーッ >)〕 
で バッ ク グ ラウ ンド カラ ー を 0 、 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー を 7 と 指定 する 場合 、 次 の よう 


に する 。 
GOIMLG 選 。0。。7 


セミコロン (j) 、 ハ イフ ン (ー) 、 等 号 ( ニ ) 、 引 用 特 (” ) な どの 記号 は 、 指 示さ れ た 位置 に 
記入 する 。 


⑤ 反 復 記号 (・・・・) の 前 の く >、( 〕 で 囲ん だ 部 分 は 1 行 の 長 さ (2 55 文 字 ) 以内 で くり 
か え し 指定 で きる 。 


文章 中 に すみ つき パー レン 【 】 で 囲ん だ キー は 、 実際 に キー を 押す 操作 を 表す 。 

また 、【 前 の キー】+【 あ と の キー】 と ある 箇所 は 、 前 の キー を 押し な が ら 、 あ と の キー を 押す 操作 
を 表す 。【RETT】 は リタ ー ン キー を 押す 操作 を 表す 。 

(人 例 ) PRINT 3.14159*10【RET】 


リタ ー ン キー を 押す 
( 例 ) 【CTRL】+【XFER】 


| _」 











ーーーーCTRL し キー を 押し な が ら XFER キ ー を 押す 


1 6 進数 を 表す の に 、B A S IT C に つい て の 説明 で は 、 数 字 の 頭 に み H を つけ る 。 
文章 中 で 番地 な ど を 表す と き に 使う 1 6 進数 に は 、 数 字 の 未 尾 に H を つけ て 1 0 進数 と 区 別 する 。 


4 


(8) 2 進数 の 1 桁 (ビッ ト ) の 説明 で は 、 次 の よう に 頭 に 小文字 の b を つけ て 表す 。 
lsrlpelssls4lpslpzlpilbo| 


(9) 「I・11 PC-9801 表示 選択 方 式 に よる 日 本 語 入力 ] を する 場合 は 、N8 8 - 日 本 語 BA 
S I C の シス テム ディ スク か 必要 。 








(1 0) 索引 は コマ ンド や ステ ー ト メン ト だ け で な く 、「 機 能 ] か ら も 引け る よう に し た 。 


(参考 ) 

2 進数 と 1 0 進数 と 1 6 進数 の 関係 は 次 の と お り 。 

2 進数 の 4 桁 が 1 6 進数 の 1 桁 に 当たる 。 

1 0 進数 の 10、11、12、13、14、15 は 、16 進 数 で は 英 大 文字 の A、B、C、D、E、F で 表す 。 


数 2 進数 





es 

どど どど の どど どど ご どの どの どど の どの の のど 
トー ュー ュー ュー ミー ミー ュー ュー ミー ミー ュー ュー ミー ミー ミー ミー 
ご どど どど の どの どど の どの どの どの どの の どの のど 
トー ュ メー ュー ミー ミー ミー ミー メー ミー ミー ミー ミー ミー ュー ミー ミー】 
ーー ビデ ビー ビビ ビービー ビビ ンマ どら どら どの どど の どの どら の の ら 
ーー ビービー ビジ CO の ビビ ビー ビー の ららら 
ーー ビン の どど ビビ ンジ ビビ ンジ どど ビビ の CO ら 
デー ビジ どー ジー ジー ジー ジー の ーー の 


2 進数 の 1 1 0 1 1 0 0 1 は 、1 0 進数 で は 2 1 7 、1 6 進数 で は D 9 に な る 。 





(1 0 進数 

11011001 

| | に 1 の 位 1xX 1 ニ = 1 

8 の 位 1x 8= 8 

16 の 位 1x 16= 16 

64 の 位 1x 64= 64 

128 の 位 1x128= 128 

(1 6 進数 ) 21『 
11011001 
ーー 1 

に ーー 1 の 位 9X 1= 9 

トーーーーーーー 16 の 位 13x 16= 208 

217 
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固定 ディ スク ユニ ッ ト 


10WB 


キー ボー ド | | PC-8045K ライ トペ ン 
N88-BASIC (8 | | pc-8092 | | PC6001 ン 8801 用 
ROM 96RB [SA | CRT 用 ケー ブル CRT デ ィ ス プレ ー 
イン タフ ェ ー ス 
RAM ツモ リー) し | pc-s044k | | 角 話 用 カラ ー テ レビ 
128KB セン トロ ニク ス 家庭 用 カラ ー テ レビ アダ プター 
プリ ンタ ー 
[ ] イン タフ ェ ー ス 
テキ スト 用 VRAM PC-8094 PC-8023-C また は PC-8822 
(TVRAM) 8RB プリ ンタ ー 用 ケー ブル | | ドッ トマ トリ ックス プリ ンタ ー 
8 イン チ フ ロッ ピー 
イン タフ ェ ー ス 
グラ フィ ッ ク 用 VRAM PC--8894 NK3618-21 また は NK3618-22 
(GVRAM) 96KB | | ーーーーーーーーー」 プリ ンタ ー 用 ケー ブル | | ドッ トマ トリ ックス プリ ンタ ー 
5 イン チ フ ロッ ピー 
イン タフ ェ ー ス 
PC-9801-01 PC-9881 PC-8882 (1) 拡張 用 
党 字 ROM ボ ー ド 8 イン チ 標 準 フロ ッ ピ ー | 8 イン チ 標 準 フロ ッ ピ ー 
RS-232C | ディ スク ユニ ッ ト ディ スク ユニ ッ ト 
イン タフ ェ ー ス 
PC-9806 
数 値 デ ゲー タプ ロ セ ッ サ ー PC-8881 PC-8882 拡張 用 
ー ゴ 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピー || 8 イン チ 標 準 フロ ッ ピ ー 
ディ スク ユニ ッ ト ディ スク ユニ ッ 
拡 随 スロ ッ ト た 
PC-8898 PC-8001 用 
ミニ ディ スク 用 ケー ブル | (PC-8031 シリ ー ズ ) 
ミニ ディ スク ユニ ッ ト 
| 
PC-9801-02 PC-9805 2 セッ ト ま で PC-8001 用 
増設 RAM ボ ー ド 128KB 増設 RAM 128KB | 接続 可能 (PC-8032 シリ ー ズ ) 
拡張 用 ふ ミー ディ スク ユニ ッ ト 
PCー9801-03 - オー ディ オカ セッ ト 
CMT イ ンタ フェ ー ス ボー ド モデ ム 
| 電話 回 線上 
PC-9801-04 PC-889 音響 カプ ラー 
ユニ バー サル ボー ド RS--232 上 ブル 
PC-9801-05 1 ODA (Outewt Device Aeeteg その 他 の 装置 
ODA イ ンタ フェ ー ス ボー ド | | 周辺 機器 
PC-9801--06 GPIB (IEEE-488) 各種 計測 織 器 
イン タフ ェ ー ス ボー ド | 
PC-98H31 5MB PC 05 者 5MB 
PC-9801-07 5 イン チ 固 定 ディ スク | 固定 ディ スク ユニ ッ ト 用 間 補 ア ィ スク ユニ ッ ト 
イン タフ ェ ー ス ボー ド 
PC-98H33 PC-98H34 10MB 


拡張 用 固定 ディ スク ユニ ッ ト 

















( ハー ドウ ェ ア 構 成 図 PC-8800 シ リー ズ ) 














キー ボー ド 


















































































































































































PC-8045K 
ライ トペ ン 
N-BASIC + 
ROM 32KB CRT 
イン タフ ェ ー ス PC-8092 PC8001 ン 8801 用 
CRT 用 ケー ブル RT ディ スプ レー 
N88-BASIC 
ROM 40KB セン トロ ニー クス 
プリ ンタ ー 4 PC 一 8044K | 家庭 用 カラ ー テ レビ 
ー イン タフ ェ ー ス ーー | 家庭 用 カラ ー テ レビ アダ プター 
RAM メモ リー) 
8 イン チ フ ロッ ピー ーー PC-8894 PC-8023-C また は PC-8822 
イシ ツタ ジェ ー ス トーーー プリ ンタ ー 用 ケー ブル ドッ トマ トリ ックス プリ ンタ ー 
グラ フィ ッ ク 用 
VRAM 48KB 
5 イン チ フ ロッ ピー PC-8881 PC-8882 
イン タフ ェ ー ス トーーー」 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピー | | 拡張 用 8 イン チ 
PC-8801-01 ディ スク ユニ ッ ト 標準 フロ ョ ッ ピ ー デ イス ク 
深 字 ROM ボ ー ド - 」 
選 滞 一 すめ 1 
イン タフ ェ ー ス ー ゴ PC-8898 -8001 用 
「ーーーーーーー ミニー ディ スク TeC -8031 シリ ー ズ ) 
ユニ ッ ト 用 ケー ブル ミニ ディ スク ユニ ッ ト 
拡張 スロ ッ ト ロ | 
PC-8 0 0 1 用 
(PC-8032 シリ ー ズ ) 











PCー-80.12ー01 
ユニ バー サル ボー ド 








トー PC=8012ー02 
増設 RAM ボ ー ド 32KB 











8012-03 


PC 
音声 ニッ ト 


上 皇 戸 








PC-8 012-04 
音 才 録音 再 生 ボー ド 











TE 


音 才 認識 ボー ド 

















拡張 用 ミー ディ スク ユニ ッ ト 











PC-8895 
RS2 3 2 C と ケー ブル 














その 他 の 装置 











交 装 置 の 接続 文 


PC 本 体 後面 に ある コネ クタ の 表示 を 確認 し て 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る ケー ブル を 接続 する 。 ケ ー ブ ル 、 コ ネ 
クタ ー に 画 印 が ある 場合 に は 印 を 合わ せる 。 キ ー ボ ー ド は 、P.C 本 体 前 面 、 電 源 ス イッ チ の 下 に 接続 する 。 
拡張 スロ ッ ト に は 、 増 設 R AM ボー ド や 党 字 ROM な ど 必 要 に 応じ て セッ ト す る 。 大 障 の 原因 に な る の で 、 
ケー ブル の 接続 や ギィ ッ プ スイ ッ チ な ど を 切り 替え る と き は 、 か な ら ず 各 装 置 の 電源 スイ ッ チ を 切る こと 。 


ィ ーー 





ソケット の 表示 接続 する 装置 

B グ W モノ クロ ディ スプ レー 
COLOR カジ ラー ディ スプ レー 

民 Sー28326 RS-232C ユネ クタ ー (通信 用 ) 
PRINTER プリ ンタ ー 

G グラ ウン ド 端 子 

(98) 8 "FLOPPY DISK 8 フロッピー デ ィ ス ク 

(98) 5 "FLOPPY DISK ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 

(98) 8 "FLOPPY DISK DC 0UT シフ ロッ ピー ディ スク 用 電源 
(98) AC-100V-3 と 

(98) AC-100V 
(88) AC-100V 
(88) FLOPPY DISK 
(88) CMT 





8 


タン 
と 
C 
C 








せん で ロマ 9 


巡 デ ィ ッ プス イッ チ な どの セッ トト 区 


装置 の 設置 、 ケ ー ブ ル の 接続 が 終了 し た ら 、 デ ィ ッ プス イッ チ 等 を セッ ト す る 。 こ こ で は 、BAS 1IC モ 
ー ド で 標準 的 な 使い 方 を する 場合 の セッ ト 方 法 を 説明 する 。 


《PC-9801》 
① デ ィ ッ プス イッ チ 

シス テム の 構成 に 合わ せ て 、 本 体 後面 の が ィ ッ プス イッ チ と メモ リー スイ ッ チ を セッ ト す る 。 デ ィ ッ プス 
イィ イッチ は 、 下 が ON。 SW1 の 1 は 専用 高 解 度 だ ディスプレー を 使う と き は ON、 禁 準 デ ィ ス プレ ー で は OF 
F に する 。 SW1 の 2 て 6 は 白黒 ディ スプ レー の 画面 を 決め る スイ ッ チ で 、2 て 5 を OFRF、6 を ON に す 
る 。SW1 の 7 一 10 は RS 一 232C (通信 機能 ) の 制御 に 使う が 、7 と 9 を OFF、8 と 1 0 を ON に 
し て お く 。 SW2 の 1 と 2 は OFF、3 と 4 は ON (8 0 字 ノ 行 、2 5 行 ノ 画面 ) 5 は ON、6 て 8 は OF 
F に する 。 こ こま で セッ ト し た ら PCー9 8 0 1 以外 の 周辺 装置 か ら 順次 電源 を 入れ 、 最 後に PC 一 98 0 
1 の 電源 を 入れ る 。How many files (0 一 15) ? と いう 表示 ( 注 ) が 出 た ら RET キ ー を 
押す 。 表 示 が 出 な いと き は 、 電 源 を 切り 、 装 置 の 接続 と ディ ッ プ スイ ッ チ を チェ ッ ク す る 。 








法 下 正 眉 ド LETEE 下 | 人 ま E 下 ぎ 上 下 天 ド Ep 下溝 玉 
ちら で も 可 
12345678910 12345678 


SW 1 SW2 














⑨ メ モリ ー ス イッ チ 

次 に 、 不 揮発 性 R AM を 使っ た メモ リー スイ ッ チ を セッ ト し て 、 シ ステ ム の 使用 状態 を 決定 する 。 こ こ で 
は 、 実 装 R AM の 大 き さ を 登録 する 方 法 を 説明 する 。 標 準 実 装 R AM (1 2 8 KB) の と き は セッ ト 不 要 。 
まず 、MON と 入力 し 、RET エ キー を 押す と モニ ター モー ド に な る 。 次 に SSW 3 と 入力 し 、RET キ ー を 
押す と 0 0 一 と 表示 され る の で 、 対 応 する 数 値 を 入力 し て RET キ ー を 押す 。 こ れ で セッ ト は 終わ る 。 CT 
RL キ ー を 押し な が ら B を 押す と BAS TIC モ ー ド に も どる 。 








実装 R AM の 大 き さ SW 3 に セッ ト す る 数 値 (1 6 進数 ) 
128KB 0 0 
256KB 0 1 
384KB 02 
512KB 03 
640KB 0 4 





《PC--8801)》 

シス テム の 構成 に 合わ せ て 、 本 体 後面 の ディ ッ プ ス 
スイ ッ チ は 、 上 が ON。SW1 の 1 と 2 は OFF、3 
OFF。SW2 は 通信 機能 の 制御 に 使う が 、 全 て OF 


と ジャ ン パ ー ス イッ チ を セッ ト す る 。 ディップ 
F 
スネ オッ の INE ツ ケッ ト 二 さま < 理 層 ディ ズン シー 人 
8 
i 


ッ チ 

4 は ON (8 0 字 ノ 行 、2 5 行 プ 画面) 、5 と 6 は 
。 高 解像度 だ ィ ス プレ ー を 使う と き は 、 ジ ャ ン パ ー 
と き は 、M に ソケット を さす (カラ ー の と き は ど 
) 。RS-2 3 2 C (通信 機能 ) の 二 組 の スイ ッ 
1 以外 の 周辺 装置 か ら 順 次 電源 を 入れ 、 最 後に P 
es (0 一 1 5) ? と いう 表示 ( 注 ) が で た ら 、 
置 の 接続 、 デ ィ ッ プス イッ チ 、 ジ ャ ン パ ー ス イッ 


こ で も よい 「PC 一 8 8 0 1 の ジャ ン パ ー ス イッ チ 」 

チ は 、 さ わら な い 。 こ こま で セッ ト し た ら 、PCー8 

Cー8 8 0 1 の 電源 を 入れ る 。How many f{ 

RET キ ー を 押す 。 表 示さ れ な いと き は 、 電 源 を 切り 、 
チ を チェ ッ ク す る こと 。 


ウ 
照 
0 
1 
装 
































_SW1 SW 2 = CRT ] 
下 FEETF 下 下 FF ま ドド 一 ・ 
123456 123456 S H M + 1 2 

ディ ッ プ スイ ッ チ ジャ ン パ ー ス イッ チ 


( 注 ) How many files (0 一 15) ? 

この と き 入 力 す る 数 値 で 、B A S I C で 同時 に 使う ファ イル 番号 の 最大 数 を 決め る 。 フ ァイル を 扱う プロ 
グラ ム の と き に 必要 。 こ の 値 は シス テム 立ち 上 げ 時 に 決ま る 。 変 更 する と き は リセ ッ ト (本 体 前 面 左 の リセ 
ッ ト ボ タン を 押す ) し た 後 で 再 入力 する 。 


誤 シ ステ ム の チェ ッ ク と 時 計 ・ カ レン ダー の セッ ト 


《 シ ステ ム の チェ ッ ク 》 

MON と 入力 し て RE エキ ー を 押し て モニ ター モー ド に する 。 次 に TM と 入力 し て RET キ ー を 押す と 、 
2 0 分 程度 で シス テム の メモ リー チェ ッ ク が 終る 。 正 常に 終わ れ ば 、Test Complete! と 表 
(PC-8801 で は 、Test complete) 。 その後 、 リ セッ ト し て BAS IC モ ー ド 
だ 戻す 。 

《TIME$・DATE$ の セッ ト )》 

PC-9801・PC--8801 は 、TIME$ (時 計 ) と DATE$ (カレ ンダ ー) を 持っ て いる 。T 
1 ME $ は 時 分 秒 (00 : 00 : 00 こ 23 : 59 : 59)9 を ”HH:MM:SS "で 持ち 、DATE$ は 年 月 日 を Y 
マン MM ン DD ” で も つ 。 一 度合 わせ る と 内 蔵 電池 の 働き で 、 電 源 を 切っ て も 正しい 年 月 日 ((88) は 月 
日 の み ) と 時 刻 を 示す 。 年 だ け は 、 年 が 変わ っ た と き に 変更 する 必要 が ある 。 

た と えば 1983 年 1 月 1 日 午後 1 時 1 分 1 秒 を セッ ト す る に は 、 次 の よう に する 。 

TIME$= "13:01:01" と 入力 し RET キ ー を 押す 。 


DATE$=” 8 3 ノ 01 ン 0 1 ” と 入力 し RET キ ー を 押す 。 

返 DISK-BASTI C を 使う 場合 

ディ スク 装置 の 電源 スイ ッ チ を 入れ た 後 、 シ ステ ム デ ィ ス ク (DISK 一 BAS 1IC の 入っ た ディ スク ) 
を ドラ イブ 1 に 入れ る 。 PC 本 体 の 電源 を 入れ る と 、 シス テム ディ スク を 読み 込み 、DISK 一 BASIC 
が スタ ー ト する 。 PC 一 9 8 8 1 (8 イン チ 標 準 ディ スク 装置 ) は 本 体 と 電源 スイ ッ チ が 共通 な の で 、 本 
体 の スイ ッ チ 投入 後 、 シ ステ ム デ ィ ス ク を セッ ト し 、 リ セッ ト す る 。 8 イン チ 標 準 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と ミ 
ニー フ ロッ ピー ディ スク を 接続 し て いる と き は 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピー ディ スク が 怪 完 され る 。 


ス トッ プ キ ー、 リ セッ ト ボ タン 交 

プロ グラ ム を 実行 中 に 中 止 し た いと き や 、 リ スト を 途中 で 止め た いと き に 、STOP キ ー を 押す 。STO 
P キ ー を 押し て も 、 そ の 他 の キー を 押し て も 反応 が 無く な っ て し まっ た と き に は 、 リ セッ ト す る 。 リ セッ ト 
する と シス テム は 電源 を 入れ た 直後 の 状態 に 戻る 。 それ まで 入力 し た プロ グラ ム な ど は 消え て し ま ae。 W 邊 
OP キ ー を 押し な が ら リ セッ ト ボ タン を 押す と 、 プロ グラ ム を 消さ な いで リセ ッ ト で きる (ウォ ー ム スタ ー 
ト ) 。 


次 PC 一 9 8 0 1 の ディ ッ プ スイ ッ チ ・ メ モリ ー ス イッ チ 式 
ディ ッ プ スイ ッ チ と メモ リー スイ ッ チ の 機能 は 次 の と お り 。 


《PC 一 9 8 0 1 の ディ ッ プ スイ ッ チ 》 


設 定 項 目 








O _ N に す る 


ーー 


OFF に す る 





使用 ディ スプ レー 


モノ クロ ディ スプ レー 


に 表示 する 画面 


専用 高 解像度 だ ディ スプ レー 


PCーー98 0 1 の タイ マー 
モデ ム 
PC 一 9 8 0 1 の タイ マー 
モデ ム 


専用 高 解像度 以外 の ディ スプ 
史 ー 


どれ か 一 つ だ け ON に する 
その 他 は OFF 


PC 一 98 0 1 の タイ マー 
モデ ム 
PC 一 9 8 0 1 の タイ マー 








《 メ モリ ー ス イッ 
PC-980 
ニタ ー の SSW ( 





初期 化 時 の メモ リー ス 


イッ チ の 状態 


つね に OFF 


8 0 文字 / 行 
2 5 行 ノ 画面 


メモ リー スイ ッ チ の 状態 を 変 
化 さ せな い 


使わ な い 











N88 一 BASIC 


4 0 文字 / 行 
2 0 行 プ 画面 


》 
体 の 不揮発 メモ リー を 用 いた スイ ッ チ 。 8 ビッ ト が 一 つの スイ ッ チ に 対応 し て いる 。 モ 
ッ ト ス イッ チ ) で セッ ト す る 。 SW 4 て SW 7 は 、 未 使用 。 





スイ ッ チ 
アド レス 





SW2 SW3 
ASFE6 ASFEA 


SW4 SW5 SW6 SW7 
ASFEE ASFF2 ASFF6 ASFEA 








SW1、SW2 は RS 一 2 3 2 CC 使う 。 


「 通 信 機 能 」 参照 。SW 4 から SW 7 は 、 未 使用 。 メ モリ ー ス イ 


ッ チ は 、 デ ィ ッ プス イッ チ SW2 の 5 を OFF に する と 電源 を 入れ た り 、 リ セッ ト し た と き に シス テム 既定 
値 (SW1 は 4 8H、SW2 は 0 5H、 


SW3 は 0 0 H) が セッ ト さ れる 。 


SW3 の 機能 は 次 の と お り 。 














ビッ ト 位 置 
41312|110 
01010 
01011 
0|110 
0|1|1 
11010 





ビッ ト 位 軒 
41312 


0 
1 


設 定 項 目 (つづ き ) 


薄 
吉 








PC-9806 
(数 値 デ ゲー タプ ロ セ ッ サ ー) 


ODA 系 プリ ンタ ー 使 用 コー ド 


ざき で ご 





1 いい 1 


I 
1 


に <<】 
S 
rar 


の の 





プリ ンタ ー イ ンタ フェ ー ス の 型式 


1 


Le 4 
避 て 





テキ スト 画面 の 色 








門 1O き | こし | ぎ 区 











DEL コ ー ド の 扱い 


加 
の 
ロ 
「 
ズ 




















の ディ ッ プ スイ ッ チ ・ ジ ャ ン パ ー ス イッ チ 肥 
の ディ ッ プ スイ ッ チ と ジャ ン パ ー ス イッ チ の 機能 は 次 の と お り 。 
の 





テキ スト 画面 の 
文字 数 

S パ ラメ ー カ ター 

DEL コ ー ド の 処理 


ご つう て Cm て うら ト ウル ーー 





パリ ティ ー チ ェ ッ ク 
パリ ティ ー 指 定 
デー タビ ッ ト 長 
スト ッ プ ビッ ト 
光 パ ジ メ ー タ アー 
通信 方 式 








関 半 oo 府 WW | 村 ooo 


〇 ) Cm て トウ ルー 





( 注 ) SW 1 の 5 か ら 6、SW 2 の 設定 項目 は ター ミナ ルモード の 初期 設定 
《PC 一 8 8 0 1 の ジャ ン パ ー ス イッ チ 》 


(ブロ ッ ク 名 ) (スイ ッ チ 番号 ) (ブロ ッ ク 名 ) (スイ ッ チ 番号 ) 
RS 一 282C 04909 CRT SHMT012 
く 伝 送 可 度 > 1 1 く 使用 ディ スプ レー テ 

専用 高 解像度 以外 の ディ スプ レー 〇 - 5 
専用 高 解像度 ディスプレー 
< く モノクロ 出力 画面 > 
テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 
テキ スト 画面 だ け 
グラ フィ ッ ク 第 1 画面 だ け 
グラ フィ ッ ク 第 2 画面 だ け 
グラ フィ ッ ク 第 3 画面 だ け 


( 表 の 見 方 ) 〇 印 の 左 の 項目 を 設定 する 場合 、 〇 印 
の 上 の スイ ッ チ 番号 に ソケット を さ し 
こむ 





| 剛 角 | 


[ 


[ 


選 の の 愉 ト よら デビ 
SS の の ゅ たい O の < っ ー 
NN らら らら どの どの 避 ココ 
に 5 に を ー ミ ュー メー エー ミー ミー メー! こ 。| 
くさ 沈 沈 沈 第 系 沈 沈 沈 
「N「 [ 

V 





1 1 


キー 配置 図 PC-9801 


ファ ンク ショ ン キ ー fl 一 load ” f2auto f3 一 go to f4-list f5-run+RET 


























の 定義 一 f6 一 save” f7ーkey f8 一 print f9 一 edit.+RET f10 一 contIRET 
STOP COPY | f・3 EE | 
! ・ | % 13 
民 SC | 1 2 3 ァ |4 ゥ 15 = ェ |16 * ォ |7 ャ |18 =|19 ョ |0O ラ 
ヌ フ ア ウ に 4 ヨ ワ 





























TAB Q 
タ 




































































W I O 
テ ww 
CTRL | CAPS |A S D F G H J K 1 上 
チ ト シ ハ キ の | ノ り 
に 
Hi 間 間 MIN 2 ーッ |X C V B N M ぅ ぅ 
ツ サ ソ ヒ コ ミ モ ネ 
カ 
GRPH YNS 一 多幸 ど 
(1) キー 











① キー を 押す と ① の 位置 の 文字 が 出る 。 英 字 の 場合 は 小文字 。 
② ② SHIFT を 押し て キー を 押す と ② の 位置 の 文字 が 出る 。 
6 英字 の 場合 は 大 文字 が 出る 。 


⑧ カナ キー を 押し て キー を 押す と ③ の 位置 の 文字 が 出る 。 

カナ キー と SHIFT を 押し て キー を 押す と ④ の 位置 の 文字 が 出る 。 

(2) COPY キ ー グラ フィ ッ ク と テキ スト の 混在 し た 画面 を プ メリ ンタ ー に 出力 する 。 
テキ スト 画面 の 内 容 だ け を プア プリンター に 出力 する と き は 、CTRL+COPY。 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 内 容 だ け を プリ ンタ ー に 出力 する と き は 、GRPH+COPY。 

(3) STOP キ ー プロ グラ ム の 強制 停止 。 再 開 は CONT コ マン ド (CONT 参 照 ) 
ター ミナ ルモード か ら 戻 る と き は SHIFT+STOP 。 

(4) ESC キ ー ター の の て ド 人 半 考 所 誤 一層 A9 

(5) TAB キ ー カー ソル を 5 文字 ご と の タプ 位置 へ 移す 。 タ ブ 位 置 ま で は 空白 に な る 。 

(6) CAPS キ ー 押し て 英字 の キー を 押す と 英 大 文字 。 解 除 は も う 一 度 押す 。 

(7) カナ キー 押す と カナ モー ド 。 解除 は も う 一 度 押 す 。 

(8 ) スペ ー ス キー 押す と 空 折 を ひと つと る 。 

(9) GRPH キ ー 下 の 文字 お よび 図形 を 出す に は , GRPH キ ー を 押し な が ら 各 キー を 押す 。 














| 和 wlml 





分 ET | | 
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(1 0 ) ROLL UP テキ スト 画面 を 上 へ スク ロー ル す る 。 
ROLL DOWN テキ スト 画面 を 下 へ スク ロー ル す る 。 
(1 1 ) HOME SHIFT+CLR カー ソル が 左上 へ 。 キー ボー ド に な いしい 文字 
CLR 押す と 画面 クリ アー。 SHIFT+\ 一 ! 
HELP SYNTAX エ ラー 以外 の エラ ー 行 を 表示 する 。 SHIFT@ 一 て 
ーーーーー ザ ーー - SHIFT+ ( 一 ( 
SHIFT+ 〕) 一 } 








f・91f・10 ROLL | ROLL 
UP DOwN 











CLR 








HOWB | 
\ BS INS | DEL HELP]- | ノン 








(RET キ ー) 



































ケ 
の っ M ーー 
ぬ 8 1 グ SHIFT cp < 1 2 3 寺 
X 


FER 0 > > の ⑳ 


当 上 L 





























) INS キ ー 挿入 モー ドド に する 。 解 消 は 再度 押す か 、 カ ー ソ ル の 移動 で する 。 

) DEL キ ー カー ソル の 諾 1 文字 を 消し て つめ る 。 

) RE 生 キ ー 入力 の 終わ り に 必ず 押す こと 。 

) 矢印 カー ソル を 各 方 向 に 移動 。 

) BS キー カー ソル の 諾 1 文字 を 消し て つめ る 。 ター ミナ ルモード の と き BS コ ー ド を 入力 。 
) XFER キ ー CTRL+XFER で 日 本 語 モ ー ド 。 解 除 は も う 1 度 CTRL+XFER。 

) CTRL キ ー スク リー ン エ ディ ッ ト の と き に 使う 。 こ の キー を 押し な が ら 下 表 の キー を 押す 。 


A 一 HELP キ ー と 同じ | k HOME キ ー と 同じ 
B 一 前 の 単語 に カー ソル を 移す LCLR キ ー と 同じ 
CSTOP と 同じ M 一 RET キ ー と 同じ 
D 一 カー ソル 上 の 単語 を 消す O 一 実行 中 、 テ キス ト 画 面 へ の 表示 を 消す 
E 一 カー ソル か ら 行 の 終わ り ま で を 消す 解除 は も う 一 度 押す 
F 一 次 の 単語 に カー ソル を 移す R 一 INS キ ー と 同じ 
GーBEEP S 一 プロ グラ ム の 一 時 停止 。 再 開 は CTRL・ 
HーDEL キ ー と 同じ SHIFT・ カ ナ ・GRPH・CAPS・ 
1 一 政 AB キ ー と 同じ STOP・COPY・ ロ ・XF ER 以外 の 
Jー ラ イン フィ ー ド を 作る 。 INS キ ー を 押し キー 

て この キー を 押す と 、 カ ー ソ ル 以 後 を 次 の | U 一 カー ソル の 行 を 全部 消す 

行 に 分 割 する | メカ ー ソ ル を 行 の 最後 に 移す 


A 一 モニ ター・ コ マン ド の 形式 を 画面 に 出力 。HELP キ ー と 同じ 

B 一 S コ マン ド 以 外 の と き BAS ITC モ ー ド に 戻す 

C 一 A・D・ し コマ ンド の 強制 停止 

D 一 ディ スク の 内 容 を 見 る (セク ター 単位 で 指定 する ) 

R 一 ディ スク の デー タ を 読む (アド レス 単位 で 指定 する ) 
SD・ し コマ ンド の 一 時 停止 再開 は STOP・CTRL+C 以 外 の キー 
W 一 ディ スク ヘ へ データ を 書く (アド レス 単位 で 指定 する ) 





メー の ーー の テロ ロー の の | oO つの の た で うう 
ーー 











マー ボー (( 卓 
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し キー 配置 図 PC-8801 


































































































ファ ンク ショ ン キ ー SHIFT+f1 一 save ” SHIFT+f2key SHIFT+f3 一 print SHIFT+f4->edit.RET 
の 定義 > f1 の み ーー+>load ” f2 の み -auto f3 の み ー->go to  f4 の み list 
間 | ーー 間 
STOP | COPY 5 * 由 f・2 fs8 f・4 
| ! > | # | * | ぁ |・ ) 
99SAe 害 | 2 3 ァ |14 ゥ 15 = ェ |16 * ォ |7 ャ |18 =|19 ョ |0O ヲ 
ヌ 2 | ア ウ エ オ ヤ ユ ヨ ワ 
TAB Q W E + ィ 1R 富 Y U I O 
タ テ ィ 多 カ ン ナ ニ ラ 
CTRL | CAPS |A S D F G H 剖 K 取 
| ト シ ハ | キ ク マ グ リ | 
ぐ 
SHIFT 婦 ぴゅ 中 芝 C V B N M 3 
ツ サ 必 慌 ミ モ ネ 
カ 
GRPH ス ペー スキ 一 
(1) キー 
① キー を 押す と ① の 位置 の 文字 が 出る 。 英 字 の 場合 は 小文字 。 
の ⑥) ② SHIFT を 押し て キー を 押す と ② の 位置 の 文字 が 出る 。 
① @ 英字 の 場合 は 大 文字 が 出る 。 
⑥) カナ キー を 押し て キー を 押す と ③ の 位置 の 文字 が 出る 。 
カナ キー と SHIFT を 押し て キー を 押す と ④ の 位置 の 文字 が 出る 。 
(2) COPY キ ー グラ フィ ッ ク と テキ スト の 混在 し た 画面 を プリン ター に 出力 する 。 
テキ スト 画面 の 内 容 だ け を プア プリンター に 出力 する と き は 、CTRL+COPY。 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 内 容 だ け を プリ ンタ ー に 出力 する と き は 、GRPH 二 COPY。 
(3) STOP キ ー プロ グラ ム の 強制 停止 。 再 開 は CONT コ マン ド (CONT 参 照 ) 
ター ミナ ルモード か ら 戻 る と き は SHIFT+STOP 。 
(4) ESC キ ー ター ミナ ルモード の と き ESC コ ー ド を 入力 する 。 
(5) TAB キ ー カー ソル を 8 文字 ご と の タプ 位置 へ 移す 。 タ プ 位 置 ま で は 空白 に な る 。 
(6) CAPS キ ー 押し て 英字 の キー を 押す と 英 大 文字 。 解 除 は も う 一 度 押 す 。 
77) カナ キー 押す と カナ モー ド 。 解 除 は も う 一 度 押す 。 
(8) スペ ー ス キー 押す と 空 百 を ひと つと る 。 
(9) GRPH キ ー 下 の 文 字 お よび 図形 を 出す に は 、GRPH キ ー を 押し な が ら 各 キー を 押す 。 
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(1 0) ROLL UP テキ 
ROLL DOMN テキ 


スト 画面 を 上 へ スク ロー ル す る 。 
スト 画面 を 下 へ スク ロー ル す る 。 





































































































(1 1 ) HOME SHIFT+CLR カー ソル が 左上 へ 。 
CLR 押す と 画面 クリ アー。 キー ボー ド に な い 文 字 
HELP SYNTAX エ ラー 以外 の エラ ー 行 を 表示 する 。 SHIFT+ 壮 王 | 
f5 の み ー- っ run+RET SHIFTHf5cont+RET SHIFT@ っ て 
SHIFTT ( 一 ( 
ee ROLL | ROLL SHIFTT) 一 } 
| UP DOmN 
ー INS HOME ] 
ー 9 半 HELP|- | ブ 
ホ へ ー DEL 
(RET キ ー) 
P @ [ 「 7 8 9 玉 
セ ん 4 な 
d | 
ギ ※ 
H 8 ) 4 5 6 上 
レ ケ ム 
> ? ー [ | 
es | グ タ SHIFT 1 1 2 3 = 
ル メ ロ | | 
ー- | - | ! 0 |, の 
l _1 
(1 2) INS キ ー 挿入 モー ドド に する 。 解消 は 再度 押す か 、 カ ー ソ ル の 移動 で する 。 
DEL キ ー カー ソル の 左 1 文字 を 消し て ひと つつ め る 。 
(1 3) RET キ ー 入力 の 終わ り に 必ず 押す こと 。 
(1 4) 矢印 カー ソル を 各 方 向 に 移動 。 
(1 5) CTRL キ ー スク リー ン エ ディ ッ ト の と き に 使う 。 こ の キー を 押し な が ら 下 表 の キー を 押す 。 
N | AHELP キ ー と 同じ K 一 HOME キ ー と 同じ 
8 | B 一 前 の 単語 に カー ソル を 移す L 一 CLR キ ー と 同じ 
8 | C 一 STOP と 同じ MRET キ ー と 同じ ーー 
1 D 一 カー ソル 上 の 単語 を 消す 0 一 実行 中 、 テ キス ト 画 面 へ の 表示 を 消す 
E 一 カー ソル か ら 行 の 終わ り ま で を 消す 解除 は も う 一 度 押す 
A | F 一 次 の 単語 に カー ソル を 移す R 一 INS キ ー と 同じ 
S |G 一 BEEP S 一 プロ グラ ム の 一 時 停止 再開 は CTRL・ 
I | H つ DEL キ ー と 同じ SHIFT・ カ ナ ・GRPH・CAPS・ 
C | I 一 TAB キ ー と 同じ STOP・COPY・ ら 以外 の キー 
モ | J リ ー ラ インフ ィ ー ド を 作る 。 INS キ ー を 押し | U 一 カー ソル の 行 を 全部 消す 
| て この キー を 押す と 、 カ ー ソ ル 以 後 を 次 の | Xー カ ー ソ ル を 行 の 最後 に 移す 
ド 行 に 分 割 する 」 
A 一 モニ ター・ コ マン ド の 形式 を 画面 に 出力 。HELP キ ー と 同じ 
BS コマ ンド 以外 の と き BAS TIC モ ー ド に 戻す 
C 一 A・D・ し コマ ンド の 強制 停止 





メー ボー 旧 





D 一 ディ スク の 内 容 を 見 る 。 
R 一 ディ スク の デー タ を 読む 。 
SD ・ し コロ マジ 
W 一 ディ スク へ デー タ を 書く 。 


(セク ター 単位 で 指定 する ) 
(アド レス 単位 で 指定 する ) 
の 一 時 停止 。 再 開 は STOP・CTRL+C 以 外 の キー 
(アド レス 単位 で 指定 する ) 
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3 計 較 (| BASIC の 基本 文法 と 機能 


反 BAS TIC の 基本 文法 


(1) 


(2 ) 
(3) 


(6 ) 





B AS 1 C 言 語 で 書か れ た 1 つ 1 つの 処理 手順 を 文 (ステ ー ト メン ト ) と いう 。 文 の 組み 合わ せ で 
プロ グラ ム を 作る 。 B A S I C へ の 指示 を 命令 (コマ ンド ) と いう 。 命令 の 中 に は 文 と し て 働く も 
の も ある 。 
プロ グラ ム は 小文字 で 入力 し て も 大 文字 で 入力 し て も か まわ な い 。 
ダイ レク トモ ー ド で は 電卓 の よう に 使え る 。 こ の 場合 、 行 番号 を つけ な い 。 

PRINT 3+4 

? SQR (2) 

FOR J=1 TO 10:PRINT J*5:NEXT J 


プロ グラ ム モ ー ド で は 、 ま ず プ ログ ラム と し て 記憶 する 。 それから 実行 する 。 し た が っ て 、 何 回 で 
も 実行 で き る 。 行 の 始め に 必ず 行 番号 を つけ る 。 


D 
ら 6 5 5 2 9 まで の 正 整数 で つけ る 。 1 行 の 長 さ は 2 5 5 文字 まで 。 行 番号 や 空白 も 
コロ ン (: ) で 区 切る と 1 行 に 複数 の 文 が 書け る 。 こ れ を マル チ ス テー トメ ント と 


1 "ABC" い 
に 数値 定 数 文字 定数 


ッッ イロハ” 


変数 


ドー 単 精度 型 

「 億 精 度 型 

変数 名 は 最大 4 0 文字 の 英 数 字 と ピリ オド (・) で 表す 。 た だ し 最初 の 1 文字 は 英字 と す 
い 。 


字 と 小文字 の 区 別 は な い 。 変 数 名 は B AS I C の 命令 や 文 と 同一 で あっ て は な ら な 
や US R で 始ま る 変数 名 は 使え な い 。 


る 。 大 文 
た 、FN 


PRINT ーー 変数 名 と し て 使え な い 。 
PENT 秋 で eo 

変数 名 と し て 使え る 。 
の PR TNT need 


実数 を 整数 型 変数 に 代入 する と 小数 点 以 下 が 四 捨 五 入 され る 。 
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(7 ) 式 と は 定数 、 変 数 、 関 数 、 演 算 子 の 組み 合わ せ で 、 結 果 が 数 値 か 文字 列 に な る も の を いう 。 
(8 ) 演算 は 算術 演算 、 関 係 演算 、 論 理 演算 、 関 数 、 文 字 列 演算 が ある 。「 文 字 と 演算 子 」 参照 。 


算術 演算 算術 演算 子 (+ や ー な ど ) を 使っ て 四則 演算 や べき 乗 (^) 計算 を する 。 
関係 演算 に た な ど ) を 使っ て 数 値 や 文字 列 の 比較 を する 。 結 果 は 真 (1) 
で 得 ら れる 。 
論理 演算 論理 注 算 子 (AND や OR な ど ) を 使っ て ビッ ト 単 位 に 論理 江 工 を する 。 
論理 演算 子 を 使っ て 複数 の 条件 を 判定 で きる 。 
関数 ーーー 与え た 引数 を 使っ て 一 定 の 演算 を し 、 結 果 を 返す 。 B AS 1 C で は 組み 込み 関数 の 
- ほか に 、 ユ ー ザ ー が 定義 むせ する ユー ザー 関数 が 使え る 。 
文字 列 演 算 MPa キト と が で きる 。 
PRINT "ABC"+ "イロハ" を 実行 する と ABC イ ロ ハ と な る 。 


演算 の 優先 順位 は 、 

カッ コ で 囲ま れ た 式 一 > 関数 一 > べき 乗 一 … 負 号 - つ * ブー つぎ MOD - テ + キ 。 

関係 演算 子 >NOT 一 >AND 一 OR ーーXOR +IMP >EQV 旧 昌 
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XOR , EQV 一 >IMP 8 ) 
同 順位 で あれ ば 、 左 か ら 右 へ と 演算 する 。 


(9) ラベ ル 


0 陣 生 放 導 本 の の ラベ ル を 使え る 。 ラ ベル を 使う と き は 以下 の 点 
に る 


・ ラ ベル 名 の 先頭 は アメ スタ リス ク (*) で 、※ の 次 は 英字 

・※ 英 字 の あと の 文字 は 、 英 数 字 で よい 。 ラ ベル 名 は 最大 2 5 5 文字 まで 

・ ラ ベル 名 は B AS 1 C の 命令 や 文 と 同一 で あっ て は な ら な い 。 ま た 、FN や USR で 始ま る 
ラベ ル 名 は 使え な い 

・ 英 字 は 小文字 を 使っ て も 大 文字 に な る * 

・ と び 先 の ラベ ル 名 は 行 の 最初 に 置く 

・ ラ ベル 名 と 同じ 行 に 命令 を 書く と き は 、 コ ロン (: ) また は スペ ー ス で 区 切る 

・ ラ ベル 名 は L I ST や DELETE な ど 、 コ ユマ ンド の 行 番号 と し て も 使え る 


( 例 ) 10 *LAB1 
20 PRINT "ABC" 
30 GOTO *LAB1 (これ で 行 番号 1 0 へ も どる ) 


(1 0) ファ イル ディ スク リプ ター (ファ イル 記述 子 ) は 、 " デバ イス 名 : ファ イル 名 ” で 表す ( 例 1) 。 
デバ イス 名 を 省略 する と ROM-BAS 1I C で あれ ば カセ ッ ト テ ー プ に な り 、DISK-ーBASI 
C で あれ ば 「 1 : 」 に な る ( 例 2) 。 
また 、 ” "で 囲ん だ 文字 列 だ け で な く 文 字 式 も 書け る ( 例 3) 。 


( 例 1) ”"KYBD:FILE1 ”" キー ボー ド か ら 読 み 込む 
( 例 2) "ABC" デバ イス 名 を 省略 し た 形 で 、 ” 1 : ABC” と 同じ 
( 例 3) A$="FILE2" 

LOAD ャ が < 中 内 浴 











(1 1) ファ イル ディ スク リプ ター で 使う デバ イス 名 は 次 の よう で 指定 する 。 








弟 ボ 呈 ポ KYBD: 注 1 





カセ ッ ト テ ー プ CAS1<2: 注 1 












火 グ リー ジ SCRN: 注 1 ディ スク 1 10 1 ン 10* 注 2 
デリ ツタ ー 注 1 RS 一 2 3 2C ポ ー ト | COM1< て 3: 

注 1 : ファ イル 名 を 省略 で きる 。 注 2 : (8 8) で は 8 まで し か と れ な い 。 
「COM : 」 は ファ イル 名 の か わり に オプ ショ ン を 指定 する 。「 通 信和 機能 」 参照 。 


紀 定 申 き 








昌 聞 


次 BAS 1 C の 機能 


《 割 9 込み 処理 》 

_「 割 り 込 み ] と は 、 プ ログ ラム を 実行 中 に 割り 込み の 原因 が 発生 (HELP キ ー を 押し た な ど ) する と 実 
行 し て いた プロ グラ ム を 中 断 し 、 割 り 込 み の 原 因 に 対応 し た 処理 を し た の ち に 、 中 断 し て いた プロ グラ ム を 
再開 する 一 連 の 処理 を いう 。 

N88 一 BASIC で は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー、 ス トッ プ キ ー、 ヘ ルプ キー、RS 一 2 9 2 C の ポー ト 、 ラ 
イト ペン 、 リ アル タイ ム ・ タ イマ ー か ら の 割り込み 処理 が で きる 。 


(ON 割り 込み の 種類 GOSUB 割り 込み ルー チン の 開始 行 ) 
割り 込み が 発生 し た と き に 実行 する サブ ルー チン を 指定 する 。 
(割り 込み の 種類 ON)〕 
割り 込み の 要求 を 許可 する 。 割 り 込 み が 発生 する と 、 指 定 し た 割り 込み ルー チン へ 処理 が 移る 。 
(割り 込み の 種類 OFF〕 
割り 込み を 禁止 する 。 この 場合 、 割 り 込み の 原因 が 発生 し て も 割り 込み 処理 は し な い 。 
(割り 込み の 種類 STOP)〕 
割り 込み を 中 断 す る 。 中 断 し て いる 間 に 発 生 し た 割り 込み は 、 そ の 時 点 で は 処理 せ ず に 覚え て お く 。 
(割り 込み の 種類 ON〕 と する と 、 覚 えて お いた 割り 込み 処理 を する 。 


割り 込み が 同時 に 発生 し た と き は 、 割 り 込み に 優先 順位 を つけ て 処理 する 。 優 先 順位 は 、 ス トッ プ キ ー、 
ヘル プ キ ー、 リ アル タイ ム ・ タ イマ ー、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー1>10、RS 一 23 2C の 1 て 3、 ラ イト ペ 
ン の 順 で ある 。 た だ し 、 割 り 込 み ル ー チ ン の 処理 中 に 他 の 割り 込み が 発生 する と 、 優 先 順位 に 関係 な くそ の 
割り 込み を 受け つけ る 。 た と えば 、 ス トッ プ キ ー の 割り 込み 処理 中 に ヘル プ キ ー を 押す と 、 ヘ ルプ キー の 割 
り 込 み ル ー チ ン を 先 に 処理 し た あと で 、 ス トッ プ キ ー の 割り 込み 処理 を する 。 


( 例 ) HELP キ ー の 割り 込み 処理 


ON HELP GOSUB *WARIKOMI 
HELP ON 
FOR J= テ 1 TO 800 
PRINT Js 
NEXT J 
HELP OFF 
END 
※WARIKOMI 
PRINT "WARIKOMI"* 
RETURN 


HELP キ ー 割 り 込み 処理 の 定義 


(で らく - コ 〇 の) の て で ら トウ ルー 
どど こ ご この どら の 


ょ トー 
つ 
トー 


HELP ON 
メイ ン の プロ グラ ム を 実行 割り 込み 処理 ルー チン 
eroooraroezccoo (BB( 二 一 押 
iFOR J=1 TO 800: ! っ ー※WARTIKOMTI 
: 割り 込み の 発生 ! PRINT "WARIKOMI” 
PRINT Ji ! :) RETURN 
! つ メ イン プロ グラ ム を 中 断 - 
iNEXT J メイ ンプ ログ ラム を 再開 一 ーー 
実行 結果 
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《 番 地 の 指 定 方 法 》 

(8 8 ) は 最大 6 4 KB の メモ リー を も つ 。 番 地 は 0 HH て FFFFH (1 0 進数 の 0 て 65535) の 動 
囲 で 直接 指定 する 。 

(9 8 ) は 最大 1MB の メモ リー を も つ 。 メモ リー を 「 セ グ メ ント 」 と 呼ぶ 6 4 KB の 連続 し た ブロ ッ 
ク に 区 切り 、 セ グ メ ント の 先頭 番地 と 、「 オ フ セ ッ ト 」 と 呼ぶ セグ メン ト 内 の 相対 変位 で 番地 を 指定 する 。 

オフ セッ ト も セグ メン ト の 先頭 番地 も 0H^CFFFFH (1 0 進数 の 0 て 65535) の 範囲 で 指定 する 
が 、 セ グ メ ント の 先頭 番地 と し て 指定 し た 値 は 4 ビッ ト 桁 上 げ し た 値 0HーFFFFOH (1 0 進数 で は 1 
6 倍 し て 0 て 1 , 0 48 ,56 0) が セグ メン ト の 先頭 番地 に な る 。 こ の 値 と 、 オ フ セ ッ ト と し て 指定 し た 
値 を 加え た 値 が 番地 に な る 。 本 婁 で は セグ メン ト の 先頭 番地 と し て 指定 する 値 を セグ メン トペ ベー ス 番 地 また 
は セグ メン ト ベ ー ス と 呼ぶ 。 


( 例 ) セグ メン ト ベ ー ス 番地 を 2 1 5 1H、 オ フ セ ッ ト を 1C7 5H と する と 、 物 理 番地 は 23185H 


番地 に な る 。 
21510H 一 ーー セグ メン ト ベ ー ス 番地 の 指定 を 4 ビッ ト 桁 上 げ し た 値 
+ 1C7 5H 一 ーー オフ セッ ト 
29 U 65 53 物理 番地 
セグ メン ト ベ ー ス 番地 を 2 1 5 1H と する と 、 オ フ セ ッ ト と 合わ せ て 、 物 理 番地 は 2 1 5 1 0 H か 
ら 3150FH 番 地 ま で 表せ る 。 
(9 8) の BAS 1I C で は 、CLEAR 文 と DEF SEG 文 で セグ メン ト ベ ー ス 番地 を 指定 する 。 BL 
OAD、BSAVE、CALL、DEF USR、POKE 文 と PEEK、USR 関 数 で 、 オ フ セ ッ ト を 指 
定 す る 。VARPTR 文 で 変数 が ある セグ メン ト ベ ー ス 番地 と オフ セッ ト が わか る 。 


《 日 本 語 処 理 (PC 一 9 8 0 1 の 場合 ) 》 
河 字 ROM ボ ー ド (PC--9801-01) 
ー に 出力 する に は 、PC 一 8 8 2 2 プリ ンタ ー 

(9 8) で は 漢字 を その まま 文字 列 と し て 扱 


・ 日 本 語 入力 
キー ボー ド か ら J IS コー ド (1 6 進数 ) で 入力 する 。 日 本 語 入 力 モ ー ド へ の 切り 替え は 【CTR 
L】+【XFER】 。 解除 は 再度 【CTRL】+【XFER】 。 


日 本 語文 字 の 種類 


実装 する と 、 日 本 語 興 理 が で きる 。 日 本 語文 字 を プリ ンタ 
Cー 


を 
8 2 1 に 漢字 R OM ボ ー ド を 実装 ) を 使う 。 
える 。 


テキ スト 画面 グラ フィ ッ ク 画 面 | プリ ンタ ー (PC-8822) 
可 





可 
可 (一 部 不可 ) 
不可 
可 





可 : 表示 また は 出力 が で きる 。 文字 は 漂 字 コー ド 表 参照 
・ 日 本 語文 字 列 の 形式 


日 本 語文 字 は 1 文字 を 2 バイ ト で 表す 。 ( 英 数 カナ 文字 は キャ ラク ター コー ド 表 の と お り 1 文 字 1 
バイ ト ) 日 本 語文 字 列 の 最初 と 最後 に は 2 バイト ずつ の シフ ト 記 号 を つけ て 英 数 カナ 文字 と 区 別 す 


る 。 、 
- 
1 ji2 ji3 KI 1 朝 1 日 ) KO A jB 


文字 列 | 
漂 字 シフ ト 日 本 語文 字 漢字 シフ ト | 英 数 カナ 文 
イン 記号 アウ ト 記 号 | 字 


CTR L】 + KFER】 で 自動 的 に 入る 
・ 表 示 選 択 入力 


オプ ショ ン の 「N 8 8 日 本 語 B A S I C」 を 使う と 、 漢 字 の 読み を 入れ て 変換 する 表示 選択 方 式 で 
漢字 を 入力 で きる 。 「 表 示 選 択 方 式 に よる 日 本 語 入力 」 参照 。 


. 邊 








美 数 カナ 文字 





《 渓 字 処 理 (PC 一 8 8 0 1 の 場合 ) 》 

4 間 8801-01) を 実装 する と 、 党 字 処理 が で きる 。 漢字 を 出力 する プリ ンタ 
ae ee 同 ッ 4 

(8 8 ) で は 漢字 を コー ド で 指定 する の で 、 直 接 文 字 列 に は で き な い 。 


・ 漢 字 表 示 
P U 丁 文 で グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 する 。 (P UTT 文 参照) 
・ 渓 字 の 種類 - 
J 1 S 漢 字 、J IS 非 漢字 、 半 角 文 字 、1 4 角 文 字 ーー 漢字 ユー ド 表 参照 


・ (9 8) と (8 8) の 違い 
(9 8) と (8 8) で は 漢字 の 扱い が 異な る の で 、 プ ログ ラム は 次 の よう に か わる 。 


(9 8) の 場合 (8 8 ) の 場合 
$ー 朝 " 10 A=&H442B ………- ー 「 朝 」 の 演 字 コー ド 
RINT A$ 20 PUT (0 ,0) ,KANJI (A) 


"ラフ ィ ッ ク 画 面 》 
"ラフ ィ ッ ク 画 面 は 独立 し て いる 。 表 示 は グラ フィ ッ ク 画 面 に テキ スト 画面 を 重ね る 。 


漢字 の 文字 数 
x 20 








XX 25 
X 20 
メ 25 














ッ ク 画 面 の モー ド 
ッ ク 画 面 の モー ド は 、SCREEN 文 で 指定 する 。 モ ー ド に よっ て グラ フィ ッ ク 画 面 を 
PC-9801 PC-8801 
ドッ ト 数 ペー ジ 数 モー ド ドッ ト 数 
640x200 ラ 640x200 
白黒 640x200 640x200 
高 分 解 白 黒 640x400 高 分 解 白黒 1640x400 
高 分 解 カ ラー| 640x400 




















《 座 標 系 》 
テキ スト 画面 の 座標 系 を キャ ラク ター 座標 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 座標 系 を グラ フィ ッ ク 座 標 と いう 。 








O0 ,0) ⑰9.0) (⑩0 .0) (639 .0) 
テキ スト 座標 の 例 グラ フィ ッ ク 座 標 の 例 


(0,24) ⑰9 ,24) 0 .399) ⑯39 ,399) 
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《 グ ラフ ィ ッ ク 上 座標 》 

グラ フィ ッ ク 画 面 に は 640xX40 0 の 点 (ドッ ト ) まで 表現 で きる 。 ド ッ ト と 1 対 1 で 対応 し た 座標 の 
ほか に 論理 的 な 座標 系 に よっ て 多様 な 表現 を 可能 に し て いる 。 

グラ フィ ッ ク の 座標 系 に は 、 次 の 3 種類 ある 。 


・ ワ ー ル ド 座 標 
・ ス クリ ー ン 座標 
・ オ リ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 


《 ワ ー ル ド 座 標 と ウイ ンド ー》 


ワー ルド 座標 は X、Y 方 向 と も 単 精度 の 数 値 の 範囲 (1.70141E+38~<1.70141E+3 
8 ) を も つ 座 標 系 で 、 こ の 座標 の うち どの 部 分 を 表示 する か は W INDOW 文 で 指定 する 。WINDOW 文 
で 指定 し た 領域 を 「 ウ イン ドー」 と 呼ぶ 。 

ワー ルド 座標 を 使う 命令 は 、W INDOW、PSET、PRESET、LINE、CIRCLE、PAI 


NT、PO I NT。 本書 で は ワー ルド 座標 を (W x , Wy) で 表す 。 





(WINDOW (一 400,-ー200) (400.200) と 指定 し た 場合 
-1.70141B+38 
点線 内 が ウイ ンド ー 
-400,-200 





1 
-1.70141B+38 キーー1.70141B+38 


EE : 400,200 





+Y 
1.70141E+38 


《 オ リ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 と ビュ ー ポ ー ト 》 

グラ フィ ッ ク 画 面 の ドッ ト と 1 対 1 で 対応 し た 座標 を オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 と 呼ぶ K、 オ リ ジ ナ ルス ク 
リー ン 座 標 は (0 , 0) ~ (6 3 9 , 3 9 9) の 範囲 を も つ 。 

ワー ルド 座標 の ウイ ンド ー を 画面 の どの 部 分 に 表示 する か は 、V IEW 文 で 指定 する 。 V IEW 文 と VI 
EW 関 数 が オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 を 使う 。 


(ソー ルド 座標 と ウイ ンド ー〕 
-1.70141E+38 


-400,-200 


X 
>1.70141B+38 





-1.70141E+38 一 





400.200 


1 
1.70141E+38 


[オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 と ビュ ー ポ ー ト 〕 


VIEW(100,.50) 一 (539,349) 
と 指定 し た 場合 


ディ スプ レー 画面 





639.399 





オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 で 指定 し た ディ スプ レー 上 の 領域 (点線 内 ) を 「 ビ ュー ポー ト 」 と 呼ぶ 。 
ワー ルド 座標 で 指定 し た ウイ ンド ー 内 に か いた 図形 は 、 オ リ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 で 指定 し た ビュ ー ポ ー ト 


内 に 表示 する 。 
2 1 


0 

オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 で 指定 し た ビュ ー ポ ー ト 内 の ドッ ト と 1 対 1 で 対応 し た 座標 を スク リー ン 座 標 
と いう 。 ス クリ ー ン 座標 の 範囲 は 、 ビ ュー ポー ト の 大 き さ に よっ て 違う 。 ス クリ ー ン 座標 を 使う 命令 は 、 
ET@、PUT@、POI NT 関数 、MAP 関 数 。 本 書 で は 、 スク リー ン 座 標 を (S x ,Sy) で 表す 。 


(VIEW(100,50) 一 (539 ,349) と 指定 し た 場合 の スク リー ン 上 座標 ) 








オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 スク リー ン 座 標 
0,.0 
100,50 0.0 
ビュ ー ポ ボー ト : | ビュ ー ポ ー ト 
539.349 : 439. 299 : 
639.399 
《 座 標 の 指定 方 法 》 
座標 の 指定 方 法 に は 、 絶 対 座標 と 相対 座標 が ある 。 
・ 絶 対 座標 


固定 し た 原点 を も と に 座標 を 決め る 方 法 を 、 絶 対 座標 に よる 指定 と いう 。 キ ャ ラク ター 座標 ・ オ リ 
ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 は 絶対 座標 を 使う 。 ワ ー ル ド 座 和 棲 ・ ス クリ ー ン 座標 で は 、 絶 対 座標 の ほか に 
人 介 0 誠 才 8y 
・ 相 誠 
移動 可能 な 基点 を 元 に し て 、 そ の 基点 か ら の X、Y 方 向 の 離れ 具合 で 座標 の 指定 が で きる 。 こ れ が 
相対 座標 に よる 表し 方 で ある 。 
相対 座標 の 基点 は グラ フィ ッ ク 命 令 で 設定 され る 。 STEP (X , Y) で 基点 か ら の 相対 座標 を 指 
定 す る 。STEP (X , Y) を 一 定 に し て 、 基 点 を 動か し て 図形 を 描く こと も で きる 。 
PSET、PRESET、LINE、PAINT、CIRCLE、POINTT 文 で は ワー ルド 座標 
の 基点 を 使い 、GET@ 文 は スク リー ン 座 標 の 基点 を 使う 。 


erenced Point (LP) 》 
SET、CIRCLE、L INE、POINT、GET@、P UT@ 文 を 実行 する と 、 
リー ン 座 標 の 基点 が 同時 に 変わ る 。 相 対 座標 の 基点 の 位置 を La st refieren 
(最終 参照 座標 。 略 し て L P) と いう 。 


へ ぐさ スス 

園 き eo [マビ 

還 ぶ 乙 で の 

本 そ 品 6 

「[O 〇 きき の の 所 還 上 で 了 賠 コ マー 
niS QNOX  「 oo 茎 7 

ーー で ロ 

は ぷぷ ※ の oe 

ささ 円 … 


の ジー モー ド に し 、COLOR 文 で 色 を 指定 する 。 
SL、 P SETT な どの 各 命 令 で 色 を 指定 する 。 
の 3 つの 部 分 》 


ディ スプ レー 画面 の 3 つの 部 分 の 色 を 指定 する 。 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー、 バ パック グラ ウ 
ー ダ ー カ ラー の 3 つの 色 で ある 。 


さ 


へ 
その 
堂 〇 O+ 
NN ビ ※ 


フォ アグ ラウ ンド カラ ー 
グラ フィ ッ ク 画 面 に 図形 を 描く と き に 使う 色 。 グ ラフ ィ ッ ク 命 令 で 色 指 定 の な いと き は 、 こ の 色 を 
使う 。 い わ ば 黒板 に 図形 を か く チ ョ ー ク の 色 に あたる 。 

・ バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 地 の 色 。 色 指定 な し で PRESET 文 で 、 点 や 線 を 消す と 、 地 の バッ ク グ ラウ 
ンド カラ ー の 色 が 出 て くる 。 黒板 の 色 と 考 える と わか りや すい 。 

・ ボ ー ダ ー カ ラー 
BAS TIC で 扱え な い 画面 の 場所 の 色 。 黒 板 が か か っ て いる 壁 の 色 の よう な も の 。 


N 


【 


2 2 


点線 内 が 表示 領域 

表示 領域 の 色 が バッ ク グ ラウ ンド カラ ー 

本 四 愉 の 誠 の プ の 硬 
ラー 





《 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の パレ ッ ト と カラ ー コ ー ド 》 
グラ フィ ッ ク 命 令 の 色 の 指定 に は パレ ッ ト 番 号 を 使う 。 パ レッ ト 番 号 は 0 て 7 まで あり 
各 パ レッ ト と カラ ー コ ー ド を 対応 ゴブ け る 。COLOR 文 で 指定 し な けれ ば ぱ ば 、 パ レッ ト 番 号 と 同じ カラ ー コ ー 
ド が 割り 振ら れ て いる 。 
各 ド ッ ト に パレ ッ ト 番 号 を つけ る た め に 3 つの プレ ー ン を 使う 。 ドット の パレ ッ ト 番 
レー ン を あわ せ た 3 ビッ ト で 表現 する 。 こ の 3 ビッ ト の 1 0 進数 値 が パレ ッ ト 番 号 で ある 。 
パレ ッ ト 番 号 と カラ ー コ ー ド の 対応 を 変え る と 、 す で に 画面 に 表示 し て あっ た 色 も 自動 的 に 変わ る 。 
グラ フィ ッ ク 命 令 の 、CIRCLE、L INE、PAINT、PRESET、PSET、V IEW 文 で は 
パレ ッ ト 番 号 で 色 指 定 する 。 直 接 カ ラー コー ド で 指定 する の は 、COLOR 文 の テキ スト 画面 の 文字 の 色 の 
指定 や パレ ッ ト 番 号 に カラ ー コ ー ド を 割り 振る と き と 、 ボ ー ダ ー カ ラー の 色 指 定 だ け で ある 。 
色 を 出す た め に 、 赤 (R ed) と 緑 (Gr e en) と 青 (Blue) の 3 つの 色 を 合成 し て 、 8 色 を 表現 


o 




































































パ カ 
5 区 ビ レ ラ 
プッ プッ プッ ッ | 
レト レト レト ト コ 
隊 2 | 1 | 0 番 緑 赤 青 | 色 
ン の ン の ン の 号 ド 
0 0 0 0 0 
0 0 1 1 COLOR 文 で 1 
人 記 パレ ッ ト 番 号 と 
0 0 色 を 対応 づけ る 2 
0 3 
1 0 4 
1 1 5 
0 6 
1 6 
〇 は その 色 を 表示 する 
メ は その 色 を 表示 し な い 


2 3 


〇 9 
《 デ バイ ス 名 ・ 入 出力 命令 対応 表 》 A ー 


デバ イス 名 LPT1 : 
プリ ンタ ー 





機 器 名 





※ 





OO: X 
〇 


〇 
O 


16101O0! 愉 !K 
(91 200.04O9OO5 6 6 





X 
O 

















O 
O 
O 





( 和 用 ペー ジ の 表 の 見 方 の 例 ) 

NE 文 に つい て みる 場合 は 、 右 上 の L I NE か ら 下 り て いる 点線 を た どる 。 〇 印 の 左側 が 関連 する 項 
な る 。 

L I NE 文 は 線 を 引く 命令 で 、 ワ ー ル ド 座 標 を 使う 。 (Wx1.Wyl ) 一 〈⑩x2.Wy2 ) と 指定 で きる し 、 第 一 
パラ メー ター を 和 省略 し て 、 一 (Wx2.Wy2 ) だ け で も よい 。 (Wx1,Wy1 ) 、 (Wx2,Wy2 ) に つい て 、 そ れ ぞ れ 
STBP (1l.y1 ) 、STEP (2.y2 ) と 相対 座標 指定 で きる 。 ま た 、 (Wxl,Wyl ) 一 STEP 2.y2 ) と ワー ルド 
座標 と 相対 座標 を 混ぜ て も よい 。 

実行 後 の LP (最終 参照 座標 ) は (Wx2.Wy2 ) と な る 。 カ ラー 指定 に は パレ ッ ト 番 号 を 使い 、 ラ イン スタ イ 
ル を 指定 で きる 。 


2 4 







































《 画 面 ・ グ ラフ ィ ッ ク 命 令 と 機能 ・ 座 標 ・ カ ラー・ 画 面 対応 表 》 
CCCCCCCGLLMPPPPPPPPPPRSVVWW 
ILOOOOSEIOAAAEOOOORSUOCIIII 
RSLLLNRTNCPIINIIISEETLREENN 

Escse 画面 ・ グ ラフ ィ ッ ク 命 令 C :OOOSL@EA 関 NN 関 NNN 関 ST@LEWWDD 
と 関連 する 項目 1 Ua 旨 i ij: ! Ei 関 0O 
EiiI@LNIIEEIGM2I EGOOITI IINI 
ri ti 1 友 関 ! ま は キ 111 関 ! ! 
< 


グラ フィ ッ ク 画 面 の モー ド 設 定 - Sreca 
庶 標 抱 に ーーーーーーーー デ ーー ニーーーー 
LP (最終 参照 座標 ) の 位置 を 得る --ー- 
ウォ ネジ ドー の 庁 定 ーーーーーーーーーー テ ーー 
ビュ ー ポ ー ト の 設定 - 
ウィ ンド ー の 位置 
ビュ ー ポ ー ト の 位置 o 


oe ーー ュー て ーーー ニー ニー ニー ニー ニー 
ワー ルド 座標 を 使う 
(WZ,WW ) ーーーーーーーー で ツー バー ニー っ ーー 
(Wx1,Wy1 ) 一 (Wx2.Wy2 ) ーーーーーーー 
ーー (0Wx の の 9 ーー ニー 1 
(WuMy ) つつ STBP (xy ) "ーーーー 
xl.Wyl ) 一 STEP (xly1 ) ーー 
(Wx2.Wy2 ) 一 STEP 2.y2 ) ーーー 
く オ リ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 シーーーーー- 
オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 を 使う ーー 
(Sxl.Syl ) 一 (Sx2.Sy2 0 で や warene 
ベス ヌス クリー ツジ 座 条 シーーーーーーーーーーーー 
スク リー ン 底 標 を 使う 1Y2hrootwdizcecen3acg 
(5X。SV ) 53mm2eGromefcncrfocom 王 sarcnsima 
(Sx1.Syl ) 一 (Sx2.Sy2 ) ーー 
(Sx2,Sy2 ) 一 STEP (x2.y2 ) ーーーー 
< 実行 後 の LP (最終 参照 座標 ) の 位置 >- 


(Sx2. Sy2 ) 

ビュ ー ポ ー ト また は ウィ ンド ー の 左上 点 - 
く カ ラー テー 
パレ ッ ト 番 号 を 使う * 
み カラー コード を 使 ーー バテ 1 
パッ ク グ ラウ ンド カラ ーーーーーーーーーーー :O 
フォ アグ ラウ ンド カラ ー 
ボー ダー カラ ー (カラ ー コ ー ド 指定 ) 
ジイ 必 グ イ 上 アー ヤー ドド 
タイ ルス トリ ング ーーーーーーーーーーーーー 
< テキ スト 画面 ・ キ ャ ラク ター 座標 > 

I YD 一 2 MD ーー 
スク ロー ルウ ィ ン ド ーー 設定 
スク ロー ルウ ィ ン ド ー を クリ アー 
文字 の 色 ・ カ ラー コー ド 指 定 一 ーーーーー 
四角 形 内 の 色 ・ フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド 指定 - 
カー ソル の 水平 位置 一 ーーーーーーーーーーー E 
の ニー ジン 江 の 条 人 六軒 …… ツ ーー や nmrrrORaSePSEEG 本 宙 ペ 2N ッ aa 





2. 文字 と 演算 子 


意 味 
(疑問 符 ) PR INT と 同じ 。L? は (98) な ら LPRINT と な る 


(アポ スト ロフ ィ ) REM と 同じ 。 行 の 途中 か ら で も 使え る 
PRINT 2+5 ′ タ シ サ " ン 


(ピリ オド ) 現在 の 行 番号 。 た と えば プロ グラ ム が エラ ー 終 了 し た と き 、 
LIST . で エラ ー と な っ た 行 を 表示 する 


(コロ ン ) ーー 
ぢ 
10 A=10:B=20 


(セミ コロ ン ) P R I NT 文 で の 区 切り 記号 
10 PRINT "コタ エ = テ =”:A 


( 必 マ ) 令 文 に パラ メー ター が ある と き の 区 切り 記号 
DTH 80,25 


























(ハイ フン ) 





ベル 名 の 第 1 桁 目 に つけ る 
0 GOTO *LAB 

0 *LAB 
進 


(アス タリ スク ) 








又は 色 定数 を 宣言 する 。O は Octa1 の 早 


は アン パー サン ト と 読む 


1 6 進 定数 を 宣言 する 。H は Hexa Decima1 の 時 
&H5 1 な ど 


(引用 符 ) 重い 
* ス トリ ング “" 255 文 字 の 範囲 
PRINT 呈す 


で は な ここ 
・5E+5 は 1 .5X10 “5 の こと で 150000 


倍 精 度 実数 型 定数 を 宣言 する 
?ー1 .5D 一 5 は 一 .000015 


スト リン グ (文字 列 ) 型 変数 を 宣言 する 
A$ な ど スト リン グ は 0 へ 255 文 字 の 範囲 


整数 型 変数 、 定 数 を 宜 言 する 
A% や 123% な ど 一 32768< て 32767 の 範囲 


単 精度 実数 理 変数 、 定 数 を 宣言 する 
A! や 123 1! など 有効 桁 数 7 桁 の 浮動 小数 値 


倍 精度 実数 型 変数 、 定 数 を 宣言 する 
A 井 や 1 .2 3 井 な ど 有効 格 数 1 6 桁 の 浮動 小数 値 
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意 味 
右辺 の 結果 を 左辺 へ 代入 する A= ニ B+1 0 な ど 
負数 表示 また は 減算 一 1 .5 や A= ニ Bー1 0 など 


サー A=B+10 
B$= A$=ーB$+ "AB "な ど 


乗算 C= ニ A※B や AA 人 *※B や A ニ 23*※65 な ど 
結果 が 浮動 小数 点 の 除算 Bー ニ A/1 0 など 




















べ キ 乗 B=A^2 は BーA※* ム A と 同じ 
結果 が 整数 の 除算 C=A 半 B (11 半 3 は 3) 
千 条 が 湖 数 の 絆 休 ワーム 








MOD B 
MOD 3 は 2) 
否定 、 全 ビ 4 提 結果 は 整数 


B= テ NOT 
NOT 2 は こ 3 


| 結果 は 束 数 上 
三 AND B (11 AND 6 は 2) 


に 結果 は 整数 
OR B(11 OR 6 は 15) 


排他 的 論理 和 。 ど ちら か 一 方 に ビッ ト が 立っ て いれ ば 1 、 両 方 
も 0 、 ま た は 両方 と も 1 は 0 。 結果 は 整数 
C=A XOR B(11 XOR 6 は 138) 


等 価 。XOR の 否定 形 。 結 果 は 整数 
C=A EQV B(11 EQV 6 は -14) 


IMP (イン プリ ケー ショ ン ) |X IMP Y は Y が 1 な ら 1、Y が 0 の と き は X の 否定 
| 2= X IMP Y (5 IMP 4 は 2) 結果 は 整数 





















































テーマ 条件 判定 整数 真 な ら 一 1 、 偽 な ら 0 
ウ 、 
9 >ー 
真理 値 表 
NOT 論 理 AND 論理 OR 論理 XOR 論 理 EQV 論 理 1I MP 論理 
ニーNOTA) C=AANDB) (C=AORB) (CAXORB) (CーAEOVB) CーAIMPB) 
A B | AIBIC AIBIC AIBIC AIBIC AIBIC 
0 | 1 01010 01010 01010 01011 01011 
110 0|110 0|111|1 0|1111 0|1110 0」111 
11010 0 人 1 110|1 11010 11010 
1111|1 | 利 才 11110 3 人 ト 央 問 動 較 工 | 











(3. BASIC の コマ ンド と ステ ー ト メン ト ) 











| AuTo (<Me 行 > (。 (< 間隔 >) ) ) ] 

行 番号 を 自動 発生 させ る 。 停 止 は 【CTRL】+【C】 また は 【STOP】 。 
AUTO ーーーーーーーーーーー ゝ ヽ 20、30、40-ーー と 発生 する 。 
AOTO 50。50 … 50、100、15 0 ーー と 発生 する 。 
AUTO 1 0 0 ーー 100、110、120 …ー- と 発生 する 。 
AUTO 200 。ーーー 2 0 0 か ら 直 前 で 実行 し た 間隔 で 発生 する 。 





| BEEp (0 また は 1) 


内 蔵 プ ザー か ら 音 を 出す 。 
BEEP 1 -- 連続 し て 鳴る 。BEEP 0 で 停止 する 。BEEP だ け な ら 約 0 . 4 秒 鳴る 。 








| BLOAD< "デバ イス 名: ファ イル 名 ">(。 く オフ セッ ト >) (, R) (ディ スク ) 





機械 語 ア ログ ラム を デバ イス か ら メ モリ ー ヘ ロード する 。 
オフ セッ トー ロー ド を 開始 する 番地 の オフ セッ ト を 指定 する 。 省 略す る と 、B SAVE で 指定 し た オフ 
セッ ト 。 開始 番 地 は DEF SEGO 文 で 指定 し た セグ メン ト ベ ー ス 番地 に 、 オ フ セ ッ ト を 
加え た 番地 に な る 。 次項 参照 。 
(8 8) ロー ド を 開始 する 番地 を 指定 する 。 省 略す る と 、B SAVE で 指定 し た 番地 。 
10 主 それ まで 開い て いた ファ イル は その まま で 、 実行 する 。 省 略す る と ロー ド だ け す る 。 


BLOAD" 1:PRG" (ディ スク 番号 1 番 は 省略 可 。BLOAD "PRG "で も 同じ ) 








| BSAvB< "テバ イス 名 ファ イル 名 ” > , < く オ フ セ ッ ト > 。 < 長 さ > (ディ スク ) 


機械 語 ア プロ グラ ム を メモ リー か ら デ バイ ス へ セー プ ブ す る 。 フ ァイル 名 は 使用 者 が 各自 で つけ た も の 。 
オフ セッ トー セー ブ す る 機械 語 プ ログ ラム の 開始 番地 の オフ セッ ト を 指定 する 。 
オフ セッ ト は 、DEF SEG 文 で 指定 し た セグ メン ト ベ ペース 番地 か ら の 変位 。 
(8 8) セー プ す る 機械 語 ア ログ ラム の 開始 番地 を 指定 する 。 開 始 番地 は 、 機 械 語 プ ログ ラム が 入 

















っ て いる 番地 。 
長き ……… セー ブ す る 機械 語 プ ログラム の バイ ト 数 を 指定 する 。 
アド レス (9 8) 10 DEF SEG=&H1000 
ーー ゴ 1E410H 20 BSAVE*"1:PRG"” 。&HE400,&H11 
プロ グラ ム も セグメント ベー ス 番 地 は 実際 の 番地 を 1 6 で 割っ た 値 で 指定 する 。 上 
IE400H 例 で は &H10 0 0 0 で は な く 、&H1000。DEF SEGO 文 参 
照 。 (8 8) に は セグ メン ト の 考え 方 は な い 。 
10000H (88) 10 BSAVE"1:PRG” ,&HE000.&H11 
CALL < 変数 名 > 〔 (< 引数 名 > (, < 引数 名 >・・・・〕 ) 〕 (ディ スク ) 





BASTC の プロ グラ ム の 中 か ら 機 械 語 サ プ ルー チン を 呼ぶ 。 (9 8) あら か じ め 、DEF SEG 文 で 
セグ メン トペ ベー ス 番 地 を 定義 する 。 次 に その セグ メン ト の 中 の 機械 語 サ プル ー チ ン 開 始 番地 の オフ セッ ト を 
変数 に 入れ る 。 実 際 の サ プ ブルー チン 開始 番地 は 、 セ グ メ ント ベー ス 番 地 オ フ セ ッ ト 。 (8 8) 機 概 語 サブ 
ルー チン の 開始 番地 を 指定 する 。 変 数 名 に 入っ て いる 値 が 開始 番地 。 

「USR 関 数 と CALL 文 の 使い 方 」 参照 。 

変数 名 一 機械 語 サ プル ー チ ン の 開始 番地 が 入っ て いる 変数 。 配 列 変数 は 使え な い 。 
引数 名 機械 語 サ プル ー チ ン ム へ 引き 渡す 変数 名 を 指定 する 。 定 数 や 式 は 引数 と し て 使え な い 。 


CLEAR , 婦 HI1F00 
20 DEF SEG=&H1000 
30 BSUB=&HF000:B=100:C=200 
40 CALL BSUB (B ,C) 
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CHAIN (MEROGE) <” デバ イス 名 : ファ イル 名 ” > 
〔 〔, く 行 番号 >) 〔【, ALL〕) 〔,DELETE< 範 囲 >) ) (ディ スク ) 








プロ グラ ム を ロー ド し 、 実行 する 。 す で に 開か れ た ファ イル は その まま 。CHAIN 文 を 使え ば 、 い くつ 
か に 分 けた プロ グラ ム を 、 次 つぎ に 実行 で きる 。AL し も MERCE も 指定 し な いと 、 DEF INT 文 な ど 
の 宣言 文 は 無効 に な る 。 


入 番 号 "ーーーー デ ーー デー 実行 を 開始 する 行 番号 。 省 略す る と プロ グラ ム の 最初 か ら 実 行 する 。 

オプ ショ ン AL エーーーー ロー ド し た プロ グラ ム に すべ て の 変数 、 配 列 を 渡す 。 省 略す る と 、 な 
に も 引き 渡さ な い 。COMMON 文 参照 の こと 。 

MERGE-ーーー プロ グラ ム を ロー ド し 、 メ モリ ー 上 の プロ グラ ム と 混ぜ 合わ せ 、 行 番 


号 か ら 実 行 す る 。 行 番号 を 省略 する と 、 混 ぜ 合わ せ た プ ログ ラム の 最 
初 か ら 実 行 す る 。 プ ログ ラム は 、 ア スキ ー 形 式 で SAVE し た も の 。 

















DELETE …ー MERGE を 指定 し た と き 有 効 。 デ ィ ス ク の プロ グラ ム を ロー ド す る 
前 に 、 メ モリ ー 上 の プロ グラ ム の 指定 し た 範囲 を 削除 する 。 
蘭 半 =ーーーーー-ーーー・ 行 番号 ( 例 100 一 2 3 0 など) 、 ま た は ラベ ル 名 (*ABC-ー*※X 
YZ) で 指定 する 。 
10 A$= ニ "※※ABC※※”":Bー ニ 123 ディ スク 1 番 の 中 に P RC 1 の 名 前 を 
20 CHAIN*1 PRG1* 。ALL 持つ アプ ログ ラム が ある 。 そ の プロ グラ 
20 CHAIN"1:PRG1 ”" ,,ALL (8 8) | ム は 次 の と お り 
10 PRINT A$iB 
上 の プロ グラ ム を 実行 し た 結果 
ネネ ※ABC ネ ※* 123 
メモ リー 上 の プロ グラ ム は 、10 PRINT A$iB に 入れ 替わる 。 
10 CHAIN MERGE"2:PRG2”"。30 DELETE 40-50 
30 PRINT "CC"』 
40 PRINT "DD”』 本 EER 
50 PRINT "EE" ディ スク 2 番 の 中 に PRG 2 の 名 前 を 
持つ アロ グラ ム が ある 。 そ の プロ グラ 
上 の プロ グラ ム を 実行 する と 、2 0 行 は 追加 、3 0 行 ム は 次 の と お り 
は PRG2 の 3 0 行 と お きか わる 。 4 0 行 5 0 行 は 削 20 PRINT "AA" 
除 。 メ モリ ー 上 の プロ グラ ム は 、 次 の よう に な る 。 30 PRINT "BB” 
10 CHAIN MERGE"2:PRG2”",30,DEBLETE 40-50 
20 PRINT "AA”": 
30 PRINT "BB"i 
実行 結果 は BB 
CIRCLE 


(Wx , Wy) また は STEP (X ,Y) , ぐ 半径 > 【〔, く パレ ッ ト 番 号 >) 
いく 開始 角 >〕 (。 ぐ 終了 角 >)〕 〔。 く 比率 >〕 


ワー ルド 座標 W x , Wy を 中 心 に 指定 半径 の 円 、 円 弧 、 扇 形 を パレ ッ ト の 色 で 描く 
半径 ーーーーーー W INDOW 文 で 指定 し た 水平 方 向 の 長 さ の 単位 で 半径 の 大 き さ が 決 まる 。 
パレ ッ ト 番 号 省略 する と フォ アグ ラウ ンド カラ ー 
開始 角 。 終了 角 - 弧 また は 司 形 を 描く 。 角 は ラジ アン で 2 ァ 2 z。 省 略す る と 0 。 2 で 円 。 
0 , z は 半 円 弧 。 負 値 で 指定 する と 扇形 。 
ee 垂直 方 向 半径 水平 方 向 半径 の 値 。 半 径 の 長 さ は 画面 上 の ドッ ト で 決ま る 。 真 円 は 
640x2 0 0 両面 で は 比率 0 . 5。640x40 0 画面 で 1。 指定 し な いと それ 
ぞ れ 0 . 5 と 1。 和 円 に する に は 比率 を 変え る 。 








STEP 了 Ssse LP (最終 参照 座標 。 PO INT 文 参照 ) か ら 、 中 心 が X , Y だ け 移 動 す る 。 
ァ ブ 2 
3 グ 4 を ァ ブ 4 扇形 と 縦長 の 椿 円 と 円 を 描く 
10 WINDOW(0,0) 一 (639,399) 
を 0 (2 ァ ) 20 中 LS 2 
30 上 TRCLEE (00。2005 。90。>-=8=141 
* ペ 6 プ 4,-3 グ 4*3.1416 
5 グ 4 を z ィ ブ 4 を 40 CIRCLE 200.200) 。90。,。。2 
932 を 50 CIRCLE STEP (30.,.30) ,50 
29 





(9 8) CLEAR (, (< メモ リー の 上 限 >〕) 〔, < く ス タック の 大 き さ >)〕 
(< 配列 の 大 き さ >〕 〕 


(8 8) CLEAR (, (< メモ リー の 上 限 >)〕) 〔, く スタ ッ ク の 大 き さ >〕 〕 


数 値 変数 を 0 、 文 字 変数 を ヌメ ルス トリ ング (” ”) に クリ アー し て 、BAS TIC プ ログ ラム の メモ リー 領 
域 の 上 限 、 作 業 用 スタ ッ ク 、 配 列 の 大 き さ を 定義 する 。 機 械 語 を 乗せ る 場合 に メモ リー の 上 限 を 移動 する 。 
D 1 M 文 で 大 き な 配 列 定義 こ に な る 場合 、 ア プロ グラ ム 実 行 中 FOR や GOSUB で 作業 スタ ッ ク が 不足 し て エ 
ラー に な っ た 場合 な ど に 使う 。「 メ モリ ー ア ドレ スマ ッ プ 」 参照 。 

メモ リー の 上 限 セグ メン ト ベ ー ス 番地 で 指定 。PC 一 8 0 0 1 と 違い メモ リー の 上 限 は 、BAS 
[ C 側 に 含ま れ な い 。 
(8 8) 指定 し た 番地 が メモ リー の 上 限 。 メ モリ ー の 上 限 は B AS I C 側 に 含ま れ な い 。 
スタ ッ ク の 大 き さ -- バイ ト 数 で 指定 。 
配列 の 大 き さ ーー バイ ト 数 / 1 6 で 大 き さ を 指定 。 








メモ リー の 上 限 


(9 8) メモ リー の 割り 当て 








シス テム エリ ア 利用 者 アロ グラ ム エ リ ア | | 生 数 ェ リ ァ | | 細 菩 エリ ァ | ・・・ 
CLEAR ,&HE0 0 0 (メモ リー の 上 限 を E 0 0 0 0 H 番 地 に し た 。 こ こ か ら 機 械 語 が 入る ) 
メモ リー の 上 限 


(8 8) メモ リー の 割り 当て 


| BASIC ROM _ 人 | | 旨 医 エリ ァ |・・・ 


| 利用 者 プア プログラム エリ ア 
CLEAR , 必 HE5 0 0 (メモ リー の 上 限 を E 5 0 0 H 番 地 に し た 。 こ こ か ら 機 械 語 が 入る ) 

















| crosg ( ( 持 ) < ファ イル 番号 > 〔, 〔 井 ) < ファ イル 番号 >・・・・) ) 


ファ イル へ の 入出 力 を 終了 する 。 フ ァイル 番号 を すべ て 省略 する と 、 オ ー プ ン 状 態 の すべ て の ファ イル を 
閉じ る 。OPEN と 対 で 使う 。END 文 、NEW 命 令 で も クロ ー ズ する 。 STOP 文 は 一 時 停止 だ か ら フ ァ 


イル を 閉じ な い 。 
CLOSE 埋 1 , 圭 2 











CLS (< 機能 >〕 


に トト 機能 を 省略 する と 1 。 
機能 - テキ スト 画面 の スク ロー ルウ イン ドー (せり 上 が り 部 分 ) を クリ アー する 。 


2 ーー グラ フィ ッ ク 画 面 の ビュ ー ポ ー ト を パッ ク グ ラウ ンド カラ ー で クリ アー する 。 


V IEW 文 参照 。 
3 -- テキ スト ・ グ ラフ ィ ッ ク 両 画面 を クリ アー する 。 








COLOR (< ファ ンク ショ ンコ ュー ド >〕) 〔(。 く パッ ク グ ラウ ンド カラ ー ツ ジ )〕 
ぅ > ボー ダー カラ ー>〕 〔, く フォ アグ ラウ ンド カラ ー ン シ J〕 








画面 の 色 ま た は 機能 を 指定 する 。 
ファ ンク ショ ンコ ー ド ーー テキ スト 画面 の 文字 の 色 を 0 て 7 で 指定 する 。 白黒 モ ー ド と カラ ー モ ー ド 
で 機能 が ちがう 。 モ ー ド の 指定 は CONSOLE 文 で し て お く 。 


3 0 

















| ュー 白黒 モー ド カラ ー モ ー ド 
0 フー マル 黒 
1 シー クレ ッ ト (文字 は 表示 し な い ) 青 
の ブリ ンク (点滅 する ) 赤 
3 シー クレ ッ ト (1 と 同じ ) 紫 
4 リバ ー ス (反転 する ) 緑 
5 リバ ー ス シー クレ ッ ト (反転 し て 文字 は 表示 し な い ) 水色 
6 リバ ー ス ブリ ンク (反転 し て 点滅) 黄色 
4 リバ ー ス シー クレ ッ ト (5 と 同じ ) 白 
バッ ク グ ラウ ンド カラ ー 一 - グラ フィ ッ ク 画 面 の 地 の 色 を パレ ッ ト 番 号 で 指定 する 。CLS 文 で 画面 を 
6 クリ アー する と 、 地 の 色 は ここ で 指定 し た 色 に な る 。 
ーー カラ トー キー"mmremeoo 画面 周囲 の 枠 の 色 を カラ ー コ ー ド で 指定 する 。 た だ し 、 高 解像度 だ ィ ス プ 


レー を 使用 し て いる 場合 は 、 0 ( 黒 ) の み 指定 で きる 。 通 常 指定 し な い 。 
フォ アグ ラウ ンド カラ ー -- グラ フィ ッ ク 画 面 に 点 や 線 を 描く と き に 使う 色 を 、 パ レッ ト 番 号 で 指定 。 








COLOR= (< パレ ッ ト 番 号 > ,。 く カラ ー コ ー ド >) 





8 個 あ ちる パレ ッ ト (絵の具 入れ ) に カラ ー コ ー ド ( 色 ) を セッ ト す る 。 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 で 使い 、 い ち ど 


カラ ー コ ー ド 

0 一 黒 4… 和 緑 

1 一 青 5 一 水 外 
2 一 赤 6 一 閥 分 
3 一葉 7ー 白 





5 間 IHIEIEIIBIBI ロ 


| COL OR の @ (1 )Y1) 一 (*2。Y2) 【。 マ ファ ンク ショ ショ ー『P ら 0 


テキ スト 画面 の 2 点 を 対 角 と する 四角 形 内 の 文字 に 色 (カラ ー モ ー ド ) また は 機能 (白黒 モー ド ) を つけ 
る 。 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド は 、COLOR 文 の ファ ンク ショ ンコ ー ド と 同じ 。 




















| coM ON また は OFF ま た は STOP | 


RS 一 2 3 2C コ ミュ ニケ ーション ポー ト に よる 割り 込み を 許可 ・ 禁 止ま た は 一 時 停止 する 。ON CO 
M GOSUB 文 と 対 で 使う 。 
ON ーー 割り 込み を 許可 する 。 
OFF …… 割り 込み を 禁止 する 。 
STOP 割り 込み を 一 時 停止 する 。 一 時 停止 の 状態 ぞ 発生 し た 割り 込み は 、COM ON 文 を 実生 
すれ ば 有効 に な る 。 








COMMON < 変数 > 〔, < 変数 >・・・) | (ディ スク ) 


CHA IN 文 で 実行 する プロ グラ ム に 引き 渡し た い 変 数 を 定義 する 。 配 列 変 数 は ” ( ) " を つけ る 。C 
HAIN 文 の 前 で 宣言 する 。 
10 DIM D(20) :A=34:B=78:C$ー"XYZ" 
20 COMMON A,B,C$S,D OO 
30 CHAIN "1:SUB1" 





3 1 





CONSOLE 〔< ス クロ ー ル 開始 行 >]) , 〔 く スク ロー ル 行 数 >〕 
[ ,。 く ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 >〕) 〔, く < カラー 白黒 スイ ッ チ ッ >〕 
テキ スト 画面 の を モード 、 ス クロ ー ル ウイ ンド ー の 大 き さ な ど を 設定 する 。 ス クロ ー ル ウイ ンド ー と は 、 画 


面 を せき り 上 げた り せ り 下 げた り で きる 領域 の こと 。CLS 1 や PRINT CHR3$ (1 2) は スク ロー 
ルウ イン ドー 内 を クリ アー する 。 








スク ロー ル 開 始 行 --ーーーーー スク ロー ル を 開始 する 行 を 指定 する 。 

スク ロー ル 行 数 --ーーーーー ス クロ ー ル を させ る 行 数 を 指定 する 。 

ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 0 画面 下 の フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 表 示 を 消す 。 
1 ファ ンク ショ ン キ ー を 表示 する 。 

カラ ー 和 白黒 スイ ッ チ ーーーーー 0 白黒 モー ド 。 


1 み カジ ーー ド 。 


CONT 


STOP キ ー、STOP 文 また は 【CTRL】+【C】 で 停止 し た プロ グラ ム の 実行 を 再開 する 。 停止 中 
に プロ グラ ム を 変更 する と 、CONT 命 令 に よる 再開 は で き な い 。 











COPY (< 機能 >) | 


トド も ur 生ま を へ 出力 する 。 機 能 を 省略 する と 3 。 キー 配 置 図 の COPY キ ー 参 照 。 
機能 テキ スト 画面 を アゲ リン ター へ 出力 する 。 
2 ーー グラ フィ ッ ク 画 面 を アリ ンタ ー へ 出力 する 。 
3 テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を ゲ プリ ンタ ー へ 出力 する 。 
4 - 640 X200 ドッ ト の と き 、 上 下 を に 縮小 し た グラ フィ ッ ク 画 面 を アゲ リン ター へ 出力 す 
る 。 漢字 は 読み や すい 。640 X400 ドッ ト の と き は か わら な い 。 - 
5 -- テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を アリ ンタ ー へ 出力 する 。 (漢字 出力 用 で グラ フィ ッ 
ク 画 面 に つい て は 機能 4 と 同じ ) 








DATA < 定数 > (, < 定数 >・・・) | 


READ 文 で 読ま れる 数 値 や 文字 
10 READ 人 
20 PRINT AiB$: 
30 DATA 10,”" AB 





寺前 科 作 9 RE AD 文 と 対 で 使う 。 


C 
C”。20 "ABC "は ABC で も る 可 。 





DEF FN< 関 数 名 > 〔 (< 引数 の 並び >) ) = て 関数 の 定義 式 > 


ユー ザー 関数 を 定義 する 。 
10 DEF FNENMENSEKI (R) =3.14*R^2 
20 X=FNENMENSEKI (5) 
30 PRINT 


関数 名 を ENMENSEK ] と し た 。 変数 R は 1 0 行 の な か だ け で 対応 し て いれ ば よい 。 








(9 8) DEF SEG (こく セグ メン ト ベ ー ス 番地 >〕 





セグ メン ト の ベー ス 番 地 を 指定 する 。 メ モリ ー の 番地 を 指定 する と き は 、 セ グ メ ント ベー ス 番 地 と オフ セ 
ッ ト (セグ メン ト ベ ー ス 番地 か ら の 変位 ) を 組み 合せ る 。 実 際 の 番地 (物理 番地 ) は 、 セ グ メ ント ベー ス 番 
地 X16 二 オフ セッ ト に な る 。PEEK,POKE,DEFE USR ,CALL 文 な ど で は 、 セ グ メ ント ベベ 
ー ス 番地 に 対す る オフ セッ ト を 指定 する の で 、 こ れ ら の 命令 の 前 に 指定 する 必要 が ある 。 

た と えば 、DEF SEG= 必 HIF81 :POKE &H1A2 , 1] と する と 1 を 書き 込む 実際 の 番地 
は に 


&H1F81X16+&H1A2= 0 し F810+&H1A2 


&HI1F9B2 
に な る 。 


3 2 








| DEF USR (< 数 字 >) < 番地 
MA 人 





数 字 AS 0 か ら 9 ま で 。 省略 する と 0 
ーー オフ セッ ト を 指定 する 。 実際 の 開始 番地 は 、 DEF SEG 文 で 指定 し た セグ メン ト ベ ー 
ス 番 地 に この 値 を 足し た 番地 。 


(8 8 ) 直接 の 番地 。 
10 DEF USR2=&HE000 


80 Y=USR2 (%) 
BAS TIC で X を 入力 する と 、 機 械 語 サ プル ー チ ン が 計算 し て 、 結 果 を Y に 戻す 。B AS IC と サ 
プル ー チ ン の 仲立 は レジ スタ ー が する 。「USR 関 数 と CALL 文 の 使い 方 」 参照 。 








DEFINT < 文字 > 〔 一 < 文字 >〕 〔(, < 文字 > (一 く 文字 >) ・・・・〕 
DEFSNG < 文字 > (一 < 文字 >〕 〔, < 文字 > (一 < 文字 >)〕) ・・・・)〕 
DEFDBL < 文字 > (一 < 文字 >〕) 〔, < 文字 > 【〔 一 く 文字 >〕) ・・・・) 
DEFSTR < 文字 > 〔 一 < 文字 >〕) 〔, く 文字 >【 一 < 支 字 > う ) ・・・・) 
指定 し た 文字 で 始ま る 次 数 の 型 を 上 か ら 靖 数 型 、 単 策 度 実数 型 、 倍 和 度 実数 型 、 文字 型 定 義 する 。 た だ 
し 、 型 宣言 文字 (%、 ! 、 寺 、$) が つね に 定義 に 優先 する 。 
DEFINT AE A、B、C、D、E の 各 文 字 で 始ま る 変数 を 整数 型 に 定義 する 。 





DELETE (< 開始 行 >) (< 絵 了 行 >) | 


プロ グラ ム の 指定 行 を 抹消 する 。 開 始 行 を 省略 し た と き は プロ グラ ム の 最初 の 行か ら 終了 行 ま で 。 終 了 行 
を 省略 し た と き は 開始 行 だ け 抹消 する 。 








DELETE 100--200 一 1 0 0 行か ら 2 0 0 行 を 抹消 する 。 
DELETE -ー30.0 …ーーー…ー 3 0 0 行 ま で を 抹消 する 
基 江 泥 選定 民間 0 om や で ドー 4 0 0 行 を 抹消 する 。 4 0 0 【RET】 と 同じ 。 





DIM < 変数 名 > ( く 要 素 の 数 > (, く 要 素 の 数 >・・・ 
〔 < 変数 名 > ( く 要素 の 数 > , < 本 の 数 > 3JI 滞 S30 


配列 の 大 き さ を 決め て 、 メ モリ ー に 領 若 を 確保 する 。 配列 の 添字 の 下限 は 通常 0。OPTION BAS 
E 文 で 下限 を 0 か 1 に 変更 で きる 。 


OPTION BASE 0 




















件 逐 六 092 ーーmーー IA @ ぃ |A q) |^ の | A (3) | まで 4 個 確 。 
OPTION BASE 1 
DIWM Y (2 。9) 2 次 元 で 確保 。 

yaal) lyu。 の |Yq,9 | 

Yy (2 ,1) |Y (2 ,2) | Y (2 ,3) 

















DSKO$ < ドラ イブ 番号 > 〔, く サー フェ ス 番 号 >〕) , く トラ ッ ク 番 号 > | (ディ スク ) 


。 く セク ター 番号 > 











ドラ イブ 、 サ ー フェ ス (両面 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の と きだ け 指 定 する 。 0 は 表 、 1 は 裏 ) 、 ト ラッ ク 、 セ 
クタ ー を 指定 し 、 そ の セク ター に FIELD 井 0 で 指定 し た ラン ダム バッ ファ の 内 容 を 書き こむ 。 フ ァイル 
・ ア ロケ ーション ・ テ ー ブ ル や ディ レク トリ ー と 無関係 に 動く の で 危険 。 
DSKO$ は ステ ー ト メン ト だ が 、 逆 の 機能 を 持つ ディ スク 関数 に DSK IT $ が ある 。 


3 3 








EDIT < く 行 番号 また は ※ ラ ベル 名 > また は . 


指定 し た 行 を 画面 表示 し 、 カ ー ソ ル を 表示 し た 行 に 移す 。D I SK 一 BAS IT C の と き は 、Roll up、 
Rol1l downn キ ー で 指定 し た 行 の 前 後 を スク ロー ル さ せ て 表示 する こと が で きる 。 





EDIT 10 0 一 -- 1 0 0 行 を 表示 する 。 
EDIT ※LAB - *LAB の 行 を 表示 する 。 
EDIT 。 ーーーー エラ ー に な っ た と き な ど の 該当 行 を 表示 する 。 


プロ グラ ム の 実行 を 終了 し 、 フ ァイル を すべ て クロ ー ズ する 。 END 文 は 省略 で きる が 、 フ ァイル は クロ 
ー ズ され な い め 。 





| ERAsg < 配列 名 > (, < 配列 名 >・・・・) 
配列 を 抹消 する 。 し た が っ て 、 そ の メモ リー スペ ー ス を 別 用 途 に 使え る 。 
0 DIM A (3) 


1 
20 A(1) =10:P 
30 ERASE Az:D 





RINT A (1) 
IM A (2 ,。3) 配列 A を 抹消 し て 、 配 列 A を 再 定義 し た 


* 





ERROR (< ェ ラ ー コ ー ド >) | 


エラ ー 発 生 を シミ ュ レ ー ト する 。ON ERROR GOTO 文 と 組み に し て 使う 。BAS1C で 使っ て 
いな い エ ラー コー ド を 定義 し て 、 エ ラー 処理 ルー チン で 使う 。B AS 1IC で 使っ て いる エラ ー コ ー ド と 重複 
し な いよ うに 注意 する 。「BAS IC の エラ ー メ ッ セ ー ジ 」 参照 。 





10 ON ERROR GO TO *ERSUB 
20 INPUT A 

30 IF A>100 THEN ERROR 200 一 ーーー エラ ー を 発生 させ る 。 
40 PRINT A:GOTO 20 

50 *ERSUB ′ エ ラー ショ リ 

60 IF ERR=200 THEN BEEP 一 ーーーーーーー ここ で 使う 。 

70 RESUME 20 





FIELD 〔 井 ) く フ ァイル 番号 > ,。 く < フィ ー ル ド の 大 き さ > AS < 文字 変数 > 
〔 , く < フィ ー ル ド の 大 き さ > AS < 文字 変数 >・・)〕 


ラン ダム ファ イル バッ ファ の 中 に 変数 用 領域 を 割り 当て る 。 

ファ イル 番号 ーー OPEN 文 で 指定 し た ファ イル 番号 また は 0。 

フィ ー ル ド の 大 きき さ -- 文字 変数 に 割り 当て る バイ ト 数 。 
整数 型 の と き ーー 2 バイ ト (MKTI$・CV1I 参照) 
単 精度 実数 型 の と き -- 4 バイ ト (MKS$・CVS 参 照 ) 
倍 精度 実数 型 の と き --8 バ イト (MKD$・CVD 参 照 ) 
文字 型 の と き -ーーーーー 任意 。 

文字 変数 ーーーーー 割り 当て る 文字 変数 名 。 


FIELD 韻 1,10 AS A$,20 AS B$,4 AS C$ 


ラン ダム パッ ファ の 最初 の 1 0 バイ ト を A$ に 、 次 の 2 0 バイ ト を B $ に 、 次 の 4 バイ ト を C$ に 割り 当 
て る 。 合 計 で 2 5 6 バイ ト ま で 割り 当て られ る 。 

F IELD 文 の 変数 に 値 を 代入 する と き は 、L SET か RSE 全 文 を 使う 。 INPUTT 文 や LET 文 で 代 
入 す る と 文字 領域 と 混ざり あっ て 、 ラ ンダ ム パ バッ ファ の 位置 を 正しく 指 さ な く な る 。 
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FILES (< ドラ イィ ブ 番 号 >〕 (ディ スク ) 





指定 し た ドラ イブ 番号 の ディ スク に 存在 する ファ イル 名 、 種 類 、 大 き さ (クラ スタ ー の 数 ) を 表示 する 。 
ドラ イブ 番号 を 省略 する と 1 番 。、 フ ァイル の 種類 は ファ イル 名 の 未 尾 (だ だ し 拡張 子 の 前 ) に 表示 。 
種類 ーー 空白 アス キー 形式 で セー ブ プ し た プロ グラ ム ま た は デー タフ ァイル 。 
バイ ナリ ー 形 式 で セー プ し た プロ グラ ム フ ァ イル 。 


※ BSAVE 命 令 で セー ブ し た 機械 語 プ ログ ラム ファ イル 。 
ドラ イブ 1 の FILES を と る 
FILES 1 
PROG2*ASM 1 一 -BSAVE 命 令 で セー ブ し た 機械 語 プ ログ ラム ファ イル 





FOR < 変数 名 >= ニ < 式 > TO < 式 > 〔STEP < 式 >) | 


NE X 文 まで の 処理 を 条件 に よっ て 繰り 返す 。 STEP< 式 > は 、 増 加 (減少 ) の 幅 。 な けれ ば 1 ずつ 
増加 する 。 FOR て NEX 工 と 対 で 使う 。 





FOR K=0 TO 4 STEP 2 左 の アプ ログ ラム を 実行 する と 、 
H 0 2 4 と 結果 が 表示 され る 。 


C う っ トウ ルー 
どど ご 〇 


利和 導 TRd20 
に ある こと 。 





1⑪) 
(⑫ 
(⑬ 


は 実行 し な いで 、NEXT 文 の 次 の 文 
=5 に 実行 が 移る 。 





0 これ ら の 場合 、FORC て NEXT の 文 
1 





GET (時 ) < ファ イル 番号 > (, < 式 >) | 





ファ イル か ら デ ー タ を バッ ファ に 読み 込む 。 フ ァイル が ディ スク と それ 以外 で は 、 機 能 が 異な る 。 デ ィ ス 
ク フ ァ イル か ディ スク ファ イル で な いか は 、OP EN 文 で 指定 し た デバ イス 名 で 決ま る 。 


ファ イル 番号 …- ラ ーー デデデ ーーー OPEN 文 で 指定 し た ファ イル 番号 を 指定 する 。 
ディ スク ファ イル の と き ーー ラン ダム ファ イル か ら 1 レコ ー ド 読み 込み 、 ラ ンダ ム バ ッ フ ァ に 入れ 


る 。 同 時 に F IELD 文 で 指定 し た 各 フ ィ ー ル ド に 対応 し た 変数 に 、 
その デー タ を 代入 する 。 式 は レ ュ ー ド 番号 。 式 を 省略 する と 最後 に 
ET、PUTT し た 次 の レコ ュー ド 番 号 の レコ ー ド が 、 バ ッ フ ァ に 読み 込 
まれ る 。 
ディ スク ファ イル で な いと き 一 - カ セッ ト テ ー プ な どの デバ イス か ら デ ー タ を バッ ファ に 読み 込む 。 式 
は 読み 込む 文字 数 。 式 を 0 と 指定 する か 、 省 略す る と 2 5 6 に な る 。 


10 OPEN "1:DATA" AS 半 1 

20 FIELD 擬 1,6 AS A$,2 AS B$ 
30 GET 井 1,2 

40 PRINT A$i:CVI (B$) 

50 CLOSE 1 





CET (@) (Sx1,Sy1) - (Sx2。Sy2) また は STEP (X,Y) , < 配列 変数 名 > 
( (ご 要素 >) ) 


スク リー ン 座 標 の 2 点 を 対 角 と する 四角 形 内 の グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン を 配列 変数 に 読み 込む 。 配 列 変数 は 
あら か じ め 最 低 限 必要 な 大 き さ を 確保 し て お く こ と 。 

グラ フィ ッ ク パ ター ン を 読み 込む 配列 変数 名 を 指定 する 。 

配列 の 途中 か ら 読 み 込む と き 指 定 。 省 略す る と 配列 の 最初 か ら 読 み 込む 。 
(Sx 1 ,Sy1) か ら の 相対 座標 を 指定 する 。 
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PUT@ や L INE 文 な ど で 描 いた グラ フィ ッ ク パ ター ン を 配列 に 読み 込む 。 




















100 115 200 
1 ST 1 5 
| で PeGgTe Sx,Sy に 
雪 | | 本国 
・ ここ へ PUT@ 一 朝 朝 
(S エキ! 8 1+Y) 相対 | 」 3 M 
1 壮 茨 SS 1 叶 が ーー 3 
で 指定 する と き に 』 
朝 の 字 を 複写 する 
| 配列 の 大 き さ の 計算 の し か た (OPTION BASE 0 の と き ) : 
必要 な バイ ト 数 = ( ( 横 ド ッ ト 数 +7) \8) x 縦 ドッ ト 数 XM+ 4 
配列 の 大 き さ = 必要 な バイ ト 数 半 し 1 
添字 の 値 (DI M 文 の カッ コ の 中 の 数 ) = 配列 の 大 き さ ー1 
(OPTION BASE 1 の と き は 添字 の 値 = 配 列 の 大 き さ ) 
r16 ド ッ ト ・ 
M -- 白黒 モー ド の と き ーー 1 : 上 例 の 朝 の 漢字 (16 ド ッ ト x16 ド ッ ト ) を 束 数 
カラ ー モ ー ド の と き ーー 3 16 型 配列 A% (TI ) で と る に は 
L - 整数 型 配列 の と き ーー 2 ド ((16+7) 半 8) Xx16X3+4=100 
単 精度 実数 型 配列 の と き 4 ッ 100 壮 2+1=51 
倍 精度 実数 型 配列 の と き 8 ト し た が っ て !1= テ 51--1、A% (50) 
10 SCREEN 0,0:CLS 2 
20 DIM A%(50) 
30 PUT@(100,100) ,KANJI (&H442B) ーー-- " 朝 ” を 描く 
40 GET@(100,.100) 一 (115,115) ,A% ーー ” 朝 ” を 読み 込む 
50 PUT@(200.100) JA 0 mt " 朝 ” を 複写 





| cosu < 行 番号 また は ポラ ベル 名 > | 





指定 し た 行 番号 か ら 始 まる サブルーチン へ 実行 を 移す 。 サ プル ー チ ン の 出口 に は 必ず RETURN 文 か が 必 
要 。 こ の RETURN 文 で GOSUB 文 の 次 の 文 に 実行 が 戻る 。 





GOTO < 行 番号 また は * ネ ラベ ル 名 > 
指定 し た 行 番号 ヘア ログラム の 制御 を 移す 。 











HELP ON また は OFF ま た は STOP 


、HELP キ ー に よる 割り 込み を 許可 ・ 禁 止ま た は 一 時 停止 する 。 ON HELP GOSUB 文 と 対 で 使 
う 。 

(ONIwrree 割り 込み を 許可 する 。 

OFF ーーー 割り 込み を 禁止 する 。 

STOP 割り 込み を 一 時 停止 する 。 一 時 停止 の 状態 で 発生 し た 割り 込み は 、HELP ON 文 を 実 








GOTO 30 


行 す れ ば 有効 に な る 。 
10 HELP ON 3 0 行 の INPUT 文 実行 中 に HELP キ ー を 
20 ON HELP GOSUB 100 押す と 、 1 0 0 行 を 実行 し た あと 
30 INPUT A:PRINT A*A (9 8) は PRINT A※*A 
40 PRINT A+A (8 8) は PRINT A+A か と 実行 する 。 
5 0 
0 0 


PRINT "WARIKOMI*HELP" :RETURN 
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IF < 条件 式 > 〔THEN) < 文 ま た は 行 番号 また は ※ ラ ベル 名 > 
(EL SE く 文 また は 行 番号 また は ※ ラ ベル 名 >〕 


条件 式 が 真 な ら 下 HEN の あと の 命令 、 偽 な ら EL SE の あと の 命令 を 実行 する 。 
THEN の 後 が GOTO 文 の と きのみ THEN を 省略 で きる 。 





①IF A>0 THEN 『 文 1』 ーーーーーーーーー - A> 0 の と きだ け 『 文 1 」 を 実行 。 

⑨⑧IF A>0 THEN 『 文 1」 ELSE 『「 文 9」 ーー A>0 の と き 『 文 1 」 を 、A<=0 
の と き 『 文 2 」 を 実行 。 

⑧IF A=0O THEN 「 文 1』 AAー0 の と き 「 文 1 」 を 、A<>0 

ELSE IF B>0 THEN 「 文 2」』!: の と き は 、ELSE の 後 の IF 文 を 


ELSE 『「 文 3」-: 実行 。 


④IF A THEN 『「 文 1」 ELSE 『 文 2」 ーーー A が 真 (0 以外) の と き 『 文 1」 を 
偽 (0) の と き 『 文 2 」 を 実行 。 





TINPUT (<* ブロ ンプ ト 文 * > > また は ) < 変数 > (< 変数 >・ ーー | 





キー ポ ポー ド か ら デ ー を 入力 する 。 プ ロン プ ト 文 と 変数 を セミ コロ ン (: ) で 区 切る と プロ ンプ トト 文 に つ 
づき 、 疑 問 特 (?) と 1 個 の 空白 を 表示 し て 入力 待ち に な る 。 コ ンマ (, ) で 区 切る と プロ ンプ ト 文 だ け 表 
示し て 入力 待ち こ に なる 。 デ ー タ を 入れ ず に リタ ー ン キー を 押す と 、 変数 の 型 に 対応 し て 数 値 変数 は 0 、 文 字 
変数 は ヌル スト リン グ (””) が 入る 。 

変数 を 複数 指定 し た と き は 、 デ ー タ を コン マ ( , ) で 区 切っ て 入力 する 。 


10 INPUT "デー タ ヲ ドウ ゾ ”j:A。,B$ 
20 PRINT A,B$ 


|iNpor WAIT< 時 間 > (< プロ ンプ ト 文 * > ,〕) < 変数 > 〔。 < 変数 >・ ・・・) 


キー ボー ド か ら の デー タ 入 力 に 時 間 制 限 を つけ る 。 時 間 内 に 入力 が な な か っ た と き は 次 の 行か ら 実 行 する 。 
隊 了 RER 
た と きだ け 実 行 す る 。 


10 INPUT WAIT 100,.A$:PRINT A$:END 
20 PRINT "※※※" 
上 の プロ グラ ム を 実行 し 、1 0 秒 以 内 に 入力 し な いと ※※※ を 表示 する 。 














| INPUT 圭 く ファ イル 番号 > で (, < 変数 >・ esa 


シー ケン シャ ル デ ー ー タ ファ イル か と 変数 た デ ー タ を 読み 込む 。 ファ ィ ル 番号 は 、 フ ァイル を 開い た (OP 
EN) と き で に 指定 し た ファ イル 番号 。 











| kgy < キー 番号 > , < 文字 列 "> | 


f・1 か ら f・1 0 の ファ ンク ショ ン キ ー を 定義 する 。 最 大 1 5 文字 まで 文字 列 と コン トロ ー ル 文字 を 指 
定 で きる 。 


KEY 1,"WIDTH 40,20"+CHR$ (13) 
KEY 2。 "REM※*※※ ネ ポポ ネ " 


| ky LIST 


ファ ンク ショ ン キ ー の f ・1 か ら f・1 0 の 内 容 を 表示 する 。 
8 還 














KEY  ( (< キー 番号 >) ) ON また は OFF ま た は STOP | 
人 禁止 また は 一 時 停止 する 。ON KEY GOSUB 文 と 対 
2 の 
ー 番 号 -- ファ ンク ショ ン キ ー の 番号 、 1 ~ 1 0 を 指定 する 。 
省略 する と 、 す べ て の ファ ンク ショ ン キ ー が 対象 と な る 。 
ON ーー 割り 込み を 許可 する 。 
OFEF ーー 割り 込み を 禁止 する 。 
STOP 一 割り込み を 一 時 停止 する 。 一 時 停止 の 状態 で 発生 し た 割り 込み は 、KEY ON 文 を 実行 
すれ ば 有効 に な る 。 





KEY (1) ON:KEY (2) ON 
ON KEY GOSUB 100,.200 


10 
2 0 
90 GO TO 20 

00 PRINT “"※*※F1※※" 

10 RETURN 

0 0 0 "※ ポ ※F ド 2※※" 

10 RETU 

ッ ン クシ ョ シキ ー 1 を 押す と 10 0 行 、2 を 押す と 2 0 0 行 に 実行 が 移る 。 


KEY ON の 状態 で ログラム が 終わ る と 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー が 使え な い 。 ダ イレ クト モー ド で 、K 
EY OFF と すれ ば よい 。 








KILL し <" ドラ イブ 番号 : ファ イル 名 "> | (ディ スク ) 


指定 し た ドラ イブ 番号 の 指定 し た ファ イル を 削除 する 。 ドライブ 番号 1 番 は 省略 可 。 ファ イル は 、 プ ログ 
ラム ファ イル で も デー タフ ァイル で も よい 。 ク ロー ズ さ れ た ファ イル し か 削除 で き な い 。 OPEN 状態 だ と 
"File already open "エラ ー が 起き る 。 





ET 28E 民 OG5“ 





| 9 9) kiNpur < 次 数 > | 


キー ボー ド か ら 日 本 語 デ ー タ を 入力 する 。 入 力 待ち の 状態 で キー ボー ド か ら J IS コー ド (1 文字 当たり 
4 桁 ) を 入力 する と 、 対 応 し た 日 本 文字 を 1 文字 ずつ 表示 する 。 JI S コ ユー ド 4 桁 を 入力 し た あと で 、 そ 
の 文字 を 修正 し た いと き は 、 カ ー ソ ル を 2 桁 戻 し 正しい コー ド 4 桁 を 入力 すれ ば よい 。 た だ し 、J IS ユー 
ド 4 桁 を 入れ る 途中 (た と えば 3 桁 目 ) で カー ソル 移動 キー を 押す と 、 そ の 1 文字 は 入力 エラ ー に な り 、 ブ 
ーー 
トコ な ( い 。 


10 KI 
20 PR 





N T 
I 


2 


世間 
NT 





(LET) < 変数 名 >=< 式 > 
変数 に 式 の 値 を 代入 する 。 LETT は 省略 で きる 。 
0 LET A= テ 5※*9 


1 
20 B=7*8 
30 PRINT AiB 








LFILES < ドラ イィ ブ 番 号 >〕 (ディ スク ) 
FILES 命 令 と 同じ 内 容 を プリ ンタ ー に 出力 する 。 
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LINE〔((Wx1 ,Wy 1) また は STEP (x1 ,y1) ) 一 (Wx2 ,Wy2) また は 
STEP (x 2 ,y 2) 〔, く < パレット 番号 >) 〔,B ま た は ,BF〕) 〔, く ライ ンス タイ ルッ >〕 


ワー ルド 座標 の 2 点 を 指定 し て 線 や 箱 を 描く 。 (W x 1 ,Wy 1) また は STEP (x 1 ,y1) を 省略 
する と 最終 参照 座標 (LP) か ら 描 く 。 

パレ ッ ト 番 号 --ーー 省略 する と フォ アグ ラウ ンド カラ ー 

1 2 つの 座標 を 対 角 と する 四角 形 を 描く 。 

Sessions 2 つの 座標 を 対 角 と する 四角 形 を 描き 中 を 塗り つぶ す 。 

ライ ンス タイ ル 一 2 バイ ト の 整数 で 指定 。& を H 0 て &HFFFF の 範囲 。 点 線 や 鎖線 を 引け る 。 ライ 
ンス タイ ル を 指定 し た と き は 、BF の 指定 は で き な い 。 省 略す る と 直線 に な る 。 指 
定 し た 値 の ビッ ト パ タ ー ン が 画面 の ドッ ト に 対応 する 。 


寺 宮 雪 を 色 HFCFC 
od @ ドッ ト を 表示 する 
〇 | 表示 し な い 





S 届 E "ーー 最終 参照 座標 (LP) か ら (x 1 ,y1) 、 (x2 , y 2) を 加え た 座標 。 


同じ ライ ンス タイ ル を 指定 し て も (9 8) と (8 8) で 違っ た パタ ー ン に な る 。 た と えば &HA442 を 指 
定 す る と 次 の よう に な る 。 














) 一 (1 0 0 , 0) の と き 0) 一 (0 ,0) の と き 
(9 8) '@OeOoeoOO@OOOOWo・ "OOOOO@OOOWOOWO 
始点 (0 , 0) に * 始点 (1 0 0 ,0) 

(8 8) ・・OWOOOO@OOO@OO@O@ @ 〇 @ 〇 〇 @ 〇 OO@OOOO@O・・ 

6 終点 (100,0) 終点 (0 ,0) = 

10 SCREEN 0,0:CLS 2 

20 LINE(10,10) 一 (600,180) ,1,B 

30 LINE(320,50) -(160,100) ,2 

40 LINE 一 (320,150) ,3 

50 LINE 一 (480,100) ,4,,&HSF20 

70 LINE STEP(-40,.30) -STEP(80,40) ,6,BF 





LINE INPUT 〔【< "プロ ンプ ト 文 "> 。 ま た は j) < 文 字 変 数 > 
キー ボー ド か ら @ 特 殊 文字 を 含め て 1 行 全体 (2 5 5 文字 以内 ) を 入力 する 。 














LINE INPUT WAITT< 時 間 > 。 (< ” プロ ンプ ト 文 "> , また は 〕 文字 変数 > 


LINE 1 NP U 二 に 時 間 制 限 を つけ る 。 時 間 の 指定 お よび 、 マ ル チ ス テー トメ ント に 関す る 制約 は 、 
INPUT WAITT 文 と 同じ 。 


10 LINE INPUT WAIT 100,A$ 時 間 制限 は 1 0 秒 








LINE INPUT 韻 こく フ ァイル 番号 > , く 文 字 変数 > 


シー ケン シャ ル デ ー タ ファ イル か ら 1 行 全体 (2 5 5 文字 以内 ) を 文字 変数 に 読み 込む 。 フ ァイル 番号 は 
OPEN 文 で 指定 し た ファ イル 番号 。 
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LIST (< 開始 行 >) (一 〔< 終 了 行 >〕 〕 
の 





エラ ー に なっ た と き な ど の 該当 行 を 表示 。 
該当 行か ら を 表示 。 

該当 行 ま で を 表示 。 

3 0 0 行 を 表示 。 

3 0 0 行か ら を 表示 。 

3 0 0 行 ま で を 表示 。 

1 0 0 行か ら 3 0 0 行 を 表示 。 

*※LAB 1 行か ら *※L し AB 2 行 を 表示 。 


まま YS 
ーー ニョ ー ョ ニョ ー ィ デー 





の の の の の の の の の 
ココ ココ ココ ココ コ 





LLTST (< 開始 行 >) 〔- (< 絵 了 行 >)) | 
プリ ンタ ー ヘ へ プロ グラ ム を 出力 する 。 使い方 は L IS 命令 と 同じ 。 











| LO0AD く * デパ イス 名 : ファ イル 名 ” > 〔, R)〕 | 


プロ グラ ム を デバ イス 名 で 指定 し た 装置 か ら メ モリ ー へ ロー ド す る 。 
デバ イス 名 CAS 1 また は CAS -- 転送 速度 1 2 0 0 ボー の カセ ッ ト テ ー プ 。 





CAS 2 ーーーーーーーーー 転送 速度 6 0 0 ボー の カセ ッ ト テ ー プ 。 
COM1 て 3 ーー RS 一 23 2C ポ ー ト 。 
1 0 "ーー ンー や ーー フロ ッ ピ ー デ イス ク 。 値 は ドラ イブ 番号 。 
(8 8) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 1 で て 8。 
10 それ まで 開い て いた ファ イル は その まま で 、 プ ログ ラム を ロー ド し 実行 する 。 省 略す る 
と ロー ド だ け 。 
LOAD "CAS:PRG" --PRG と いう 名 前 の プア ログ ラム を カセ ッ ト テ ー プ か ら ロ ー ド する 。 
LOAD" 1:PRG1" ーー ディ スク の ドラ イブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー か ら 、P RG 1 と い 


う プ ログ ラム を ロー ド す る 。 





LOAD?<” デ バイ ス 名 : フラ ァイル 名 > 


プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に SAVE (記録 ) し た 後 、 正 し く SAVE さ れ た か どう か 検証 する 。 メモ 
リー の 内 容 は 消え な い 。 ファ イル 名 は SAVE の と き 指 定 し た プロ グラ ム の 名 前 。 
デバ イス 名 -- CAS 1 また は CAS -- 転送 速度 1 2 0 0 ボー の カセ ッ ト テ ー プ 。 
CAS 2 …ーーーー ーー 転送 速度 6 0 0 ボー の カセ ッ ト テ ー プ 。 


LOAD? "CAS:PRG" 








し 0CATE (< 水平 位置 >】 (, < 垂直 位置 >) 〔, く カー ソル スイ ッ チ >) 


指定 し た キャ ラク ター 0 キャ ラク ター 座標 は 、 画面 の 左上 を (0 , 0) と する 。 
水平 位置 ーーー 省略 す 

垂直 位置 ーーー 和風 す る と 下行 

カー ソル スイ ッ チ …- カー ソル を 表示 する と き 1 、 表 示し な いと き 0。 省 略す る と 前 の 状態 。 


10 LOCATE 30,10 
20 PRINT "ABC" 











LPRINT (< 式 >) 〔, また は : く 式 >・・・・) | 


文字 や 数 値 を プリ ンタ ー へ 出力 する 。 P R I NT 文 参照 。 
(9 8) L? で も 同じ 。 
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LPRINT USING く "フォ ー マ ッ ト 文 "> j< く 式 > 〔( 。 ま た は : < 式 >・・・・〕 
文字 や 数 値 を 編集 し て プリ ンタ ー へ 出力 する 。「PRINT USING 一覧 表 参 照 」 

















LSET < 文字 変数 > テマ 文 字 列 > 
F IELD 文 で 割り 当て た ラン ダム バッ ファ の 文字 変数 へ 文字 列 を 左 づ めで 移す 。 数 値 デ ー タ は 移す 前 た 
MKI$・MKS$・MKD$ の いずれ か を 使っ て 文字 型 に し な く て は な ら な い 。 文 字 変数 は 、 あ ら か じ め 
F IELD 文 で 割り 当て て お く 。 
40 FIELD 韻 1,10 AS A$。6 AS B$,2 AS C$,4 AS D$ 
50 LSET A$="COFFEE" 
60 LSET B$=X$ 
70 LSET C$=MKI$ (N%) 
80 LSET D$=MKS$ (20456) 





MEROGE< く "デバ イス 名 : ファ イル 名 "> | (ディ スク ) 





メモ リー 上 の プロ グラ ム に 、 デ バイ ス の プロ グラ ム フ ァ イル を 混ぜ 合わ せる 。 同 じ 行 番号 は 、 デ バイ ス の 
プロ グラ ム と 置き 変わ る 。 デ バイ ス の プロ グラ ム は 、 ア スキ ー 形 式 で SAVE し た も の 。 





メモ リー 上 の プロ グラ ム ディ スク の プロ グラ ム 
10 INPUT A 30 C=B*30 
20 B=A*10 40 PRINT C 
30 PRINT B 50 END 
40 END 
この 2 つの プロ グラ ム を MERGE す る と 、 以 下 の よ うに な る 。 
10 INPUT 
20 B=A*10 
30 C=B※*30 
40 PRINT C 
50 END 
MON 
BASTC モ ー ド か ら 機 械 語 モ ニタ ー モ ー ド へ 切り か える 。 
BAS IC モ ー ド に 戻る に は 【CTRL】+【B】 。 
モニ ター モー ド で 使え る コマ ンド に つい て は 、「 モ ニタ ー の 使い 方 」 参照 。 





| MoToR (< スイ ッ チ >) | 


カセ ッ ト テ ー プ レコ ロー ダー の モー ター を 制御 する 。 ス イッ チ を 省略 する と on の と き off に 、off の 
と き on に する 。 
スイ ッ チ 0 ーーーー モー ター が と まる (off) 
0 以外 の 数 -- モー ター が 動く (on) 











NAME < く " デバ イス 名 : 旧 フ ァイル 名 ” あく ぐ マ デバ イス 名 : 新 ファ イル 名 > | (ディ スク ) 








ディ スク 上 の ファ イル 名 を 突 更 す る 。 デ バイ ス 名 を 省略 する と ドラ イブ 1 番 。 











NEW 
メモ リー 上 の プロ グラ ム と 変数 を クリ アー する 。 








4 1 





NEW ON < 式 > 





シス テム 立ち 上 げ 時 に ディ ッ プ スイ ッ チ で 設定 し た 機能 を 、 ソ フト ウェ ア で 変更 する 。 た と えば N8 8 一 
BAS TIC か ら N 一 BAS IC を 起動 する と き は 、NEW ON 1。 
(9 8) 式 の 値 は 8 ビッ ト で SW2 を 表し 、1 ビ ッ ト が ディ ッ プ スイ ッ チ 1 つ に 対応 する 。 (ビッ ト が 
1 の と き ス イッ チオ ン 、 0 は スイ ッ チ オフ ) 
(8 8) 16 ビ ッ ト で SW1 と SW 2 を 表す 。 
詳細 は 、「 準 備 作業 」 参照 。 





INExr (< ルー プ 変 数 名 > 〔 , こく ル ー プ 変数 名 >・・・ 〕 〕 
FOR ルー プ の 重 囲 を 決め る 。F OR 文 参 照 。 














〔 , く 行 番号 また は ※ ラ ベル 名 >〕 


RS-232C コ ミュ ニケ ーション ポー ト に 入力 が あっ た と き に 実行 する 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 
を 指定 する 。 指 定 し た 順番 が コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト 1 、2 、 3 に それ ぞ れ 対応 する 。 こ の 命令 が 有効 な 
の は COM ON で あら か じ め 割 り 込み を 許可 し て ある 場合 。 


ON COM GOSUB く 行 番号 また は ※ ネ ラベ ル 名 > 〔 , く 行 番号 また は ※ ラ ベル 名 >〕 | 








ON ERROR GOTO く 行 番号 また は ※ ネ ラベ ル 名 > また は 0 


エラ ー が 発生 し た と き に 実行 する エラ ー 和 理 ルー チン を 指定 する 。 エ ラー 処理 ルー チン の 出口 は RESU 
ME 文 。ON ERROR GOTO 0 を 実行 する と それ 以降 エラ ー が 発生 し て も 、 エ ラー 処理 ルー チン 
は 実行 し な い 。 エ ラー メッ セー ジ を 表示 し て プロ グラ ム は 終了 する 。 た だ し 、 エ ラー 処理 ルー チン の 中 で O 
N ERROR GOTO 0 と する と 、 そ の 時 点 で エモ ラー メッ セー ジ を 表示 し て プロ グラ ム は 終了 する 。 











10 ON ERROR GOTO 100 一: 

20 INPUT A,B | A の 値 が 0 の と き 3 0 行 で エラ ー が 起こ る 。 

30 PRINT B グ A | (エラ ー コ ー ド ニ 1 1) 

40 END ーー 

100 IF ERR=11 THEN A=1 -: 和 A に 1 を 入れ て エラ ー を 起こ し た 行 へ 戻る 

110 RESUME : 

105 ON ERROR GOTO 0 追加 する と エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し て プロ グラ ム は 終了 
ON < 式 > COSUB < 行 番号 また は * ラ ベル 名 >【。 < 行 番号 また は * ネ ラベ ル 名 >・ つう | 





式 の 値 に 対応 し た サブ ルー チン を 実行 する 。 式 の 値 が 0 また は 指定 し た 行 番号 の 数 より 大 きい と き に は 次 
の 行か ら 実 行 す る 。 た だ し 、 式 の 値 が 負 の と き に は エラ ー に な る 。 


ON A-1 GOSUB 100,.200,500 


Aー1 の 値 が 1 な ら 1 0 0 行 、2 な ら 2 0 0 行 、3 な ら 5 0 0 行 の サブ ルー チン を 実行 し 次 の 行 へ 戻る 。 
負 の と きこ は エラ ー、 そ の 他 の 値 だ と 次 の 行 へ 移る 。 





| on < 式 > GOTO < 行 番号 また は ※ ラ ベル 名 > 〔, < 行 番号 また は * ラ ベル 名 >・・・・) 
式 の 値 に 対応 し た 行 番号 か ら 実 行 す る 。ON GOSUB 文 参照 。 








|ow HELP GOSUB < 行 番号 また は ネ ラ ベル 名 > | 


HELP キ ー が 押さ れ た と き 実 行 する 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 指定 する 。 こ の 命令 が 有効 な の は 
あら か じ め HELP ON 文 で 割り 込み を 許可 し て ある 場合 。 HELP ON 文 参照 。 


4 2 








ON KEY GOSUB < 行 番号 また は ※ ラ ベル 名 > 〔 。 く 行 番号 また は ※ ラ ベル 名 >・・・・) 


ファ ンク ショ ン キ ー が 押さ れ た と き 実 行 する 割り 込み 処理 ルーチン の 開始 行 を 指定 する 。 指 定 し た 行 番 号 
の 順番 と ファ ンク ショ ン キ ー の 番号 が 対応 する 。 こ の 命令 が 有効 な の は あら か じ め KEY O 愉 文 で 割り 込 
み を 許可 し て ある 場合 。 KEY ON 文 参 照 。 








|ow PEN GOSUB < 行 番号 また は ネ ラ ベル 名 > 











ラッ トペ ン が 押さ れ た と き 実 行 する 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 指定 する 。 こ の 命令 が 有効 な の は あ 
ら か じ め PEN ON 文 で 割り 込み を 許可 し て ある 場合 。PEN ON 文 参照 。 





|ow STOP GOSUB < 行 番号 また は ※ ラ ベル 名 > 





STOP キ ー が 押さ れ た と き 実 行 する 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 指定 する 。 こ の 命令 が 有効 な の は 
あら か じ め STOP ON 文 で 割り 込み を 許可 し て ある 場合 。STOP ON 文 参照 。 


loN TIME$= く “ 0 mm:i ss">GOSUB< く 行 番号 また は ※ ラ ベル 名 > 


リア ル タ イ ムタ イマ ー に よる 割り 込み 発生 時 刻 と 、 割 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 指定 する 。 こ の 命令 
が 有効 な の は TIME$ ON 文 で 割り 込み が 許可 され て いる 場合 TIME$ ON 文 参照 ON TI 
ME$ GOSUB 文 を 実行 し た 時 点 で 指定 し た 時 刻 か ら 内 部 クロ ッ ク (TIME$) を 引い た 時 刻 を 計算 
する 。 計算 し た 時 刻 を 経過 し た ら 割 り 込 み 処理 ルー チン を 実行 する 。 土 1 秒 程 度 の 誤差 が ある 。 











20 TIME$="12:00:00" 

30 ON TIME$="12:05:00" GOSUB 500 

40 TIME$="11:00:00” 

3 0 行 …ー 5 分 後に 割込み 処理 ルー チン を 実行 

40 行 一 肉 蔵 ク ロッ ク は 変わ る が 、 3 0 行 目 で 計算 し た 割り 込み 時 刻 は 変わ ら な い 。 





|opgn く ” デバ イス 名 : ファ イル 名 * > (FOR kJ AS ( 持 ) < ファ イル 番号 > 


ファ イル の 使用 家 言 を する 。 デバ イス 名 を 省略 する と ドラ イブ 1 番 ま た は 、 CAS 1 。 
モー ド INPUT 入力 ファ イル の 指定 。 フ ァイル ポイ ンタ ー は その ファ イル の 先頭 を 指す 。 フ 

ァイル が な いと エラ ー に な る 。 

OUTPUT 新しい 出力 ファ イル を 作る 。 フ ァイル が あれ ば 古い ファ イル を 削除 する 。 フ 
ァイル ポイ ンタ ー は 先頭 を 指す 。 

APPEND-- 追加 。 フ ァイル ポイ ンタ ー は その ファ イル の 最後 の レコ ー ド の 直後 を 指す 。 
ファ イル が な いと エラ ー に な る 。 

省略 する と -- ファ イル が あれ ば ファ イル ポイ ンタ ー は 先頭 を 指す 。 フ ァイル が な けれ ば 新 
し い フ ァイル を 作り ファ イル ポイ ンタ ー は 先頭 を 指す 。 








| opTioN BASE 0 また は 1 
配列 の 添字 の 下限 を 0 か 1 に 設定 する 。OPTION BASE 文 が な けれ ば 、 添 字 の 下限 は 0 。 











| OUT < ポー ト 番 号 > , く デー タッ 
出力 ポート に 1 バイ ト の デー タ (0…2 5 5) を 出力 する 。 





(9 8) OUT &H37 ,&H92 ーー BEEP 
OUT &H37,&H9B BEEP 0 

(88) OUT &H40,&H20 一 BEEP 1 
OUT &H40,&HO0O 一 一 BEEP 0 


|pAiNr (wx , Wy) また は STEP (X,Y) 〔 < 領域 色 >〔, 境界 色 >) ) | 


ワー ルド 座標 で 指定 し た 点 を 含む 境界 色 で 囲ま れ た 領域 を 、 領域 色 で 塗り つぶ す 。 P A I NT 文 は ビュ ー 
ポー ト 内 だ け を 沸 る 。 指定 し た 座標 が ウイ ンド ー の 外 に ある と エラ ー 

領域 色 パレ ッ ト 番 号 で 指定 。 省 略す る と フォ アグ ラウ ンド カラ ー 

境界 色 一 パレ ッ ト 番 号 で 指定 。 省 略す る と 領域 色 と 同じ 。 

STEP -- 最終 参照 座標 (L P) か ら の 相対 座標 。 
指定 し た 座標 が すでに 領域 色 な ら ば 、 塗 ら ず に 終わ る 。 








10 SCREEN 0。0:CLS 2 

20 WINDOW (0,0) (639 ,199) 

30 VIEW(100.50) 一 (500,150) ,,1 
40 LINE(150,0) 一 (450,150) ,,B 
50 PAINT(160,10) 。3.7 

6.0 LINE(300,100) 一 (600,200) ,2.B 
70 PAINT (310,110) ,4,2 





(9 8) PAINT (Wx, Wy) また は STEP (X,。 Y) 。 < タイ ルス トリ ング > 
〔 , < 境界 色 >) 


(9 9 クイ AT 
〔 。 < 境界 色 >〕) 〔, く < バッ ク グ ラウ ンド >)〕) 





ワー ルド 座標 で 指定 し た 点 を 含む 境界 色 で 囲ま れ た 領域 タイ ル を し きつ め る 。 タイ ル の 大 き さ こ 模様 は 
テオ ルス トリ シグ で 指定 する 。 
タイ ルス トリ ング 
白黒 モー ド の と き 
筑 8 ド ッ ト を 1 バイ ト (8 ビッ ト ) で 表す 。 ビ ッ ト が 1 の と き 、 対 応 す る ドッ ト は 白 、 ビ ッ 
ト が 0 の と き 、 対 応 す る ドッ ト は 黒 。 縦 の ドッ ト 数 分 の タイ ルス トリ ング を 指定 する 。 





CHR$ (&&HCC) +CHR$ (&HS33) 
&HCC 11001100 一 依る 〇 〇 @@ 〇 〇 
&H33 00110011 一 - 〇 〇 @@ 〇 〇 @@ の 
カラ ー モ ー ド の と き (パレ ッ ト 番 号 = カ ラー コー ド の 場合 ) 
楠 86 ド ッ ト を 3 バイ ト で 表す 。 先頭 か ら そ れ ぞ れ 青 ・ 赤 ・ 緑 の ドッ ト パ タ ー ン に 対応 する 。 
縦 の ドッ ト 数 は 、 タ イル スト リン グ の バイ ト 数 3 。 た だ し 、 3 バイ ト に 満た な いと エラ ー 
に な り 、 3 バイ ト 以 上 で 余り が あれ ば 、 余 り の 分 は 無視 され る 。 
CHR$ (&&H4D) +CHR$ (&H2B) +CHR$ (&H17) 
青 &H4D 010011 1 
赤 &H2B 001010 - OOOOOOOO 〇 O 
縁 &H17 000101 ′ 黒 青 赤 緑 紫水 黄 白 
色色 
境界 色 ーーーーー パレ ッ ト 番 号 で 指定 。 省 略す る と フォ アグ ラウ ンド カラ ー 
MP、 euceerrroca 最終 参照 座標 (L P) か ら の 相対 座標 。 


バッ ク グ ラウ ンド 一 既に タイ リン グ さ れ て いる 領域 を 異な る パタ ー ン で タイ リン グ す る と き 、 タ イリ 
ング され て いる タイ ルス トリ ング を 指定 する 。 





PEN ON また は OFF ま た は STOP 
ライ トペ ン に よる 割り 込み を 許可 ・ 禁 止ま た は 一 時 停止 する 。ON PEN GOSUB 文 と 対 で 使う 。 


OUNI ーーー 割り 込み を 許可 する 。 

OFE ーー 割り 込み を 禁止 する 。 

STOP -- 割り 込み を 一 時 停止 する 。 一 時 停止 の 状態 で 発生 し た 割り 込み は 、PEN ON 文 を 実行 
すれ ば 有効 に な る 。 
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POINT (Ws ,Wy) また は STEP (X , Y) 





人 (LP:Last referenced Point) を (Wx,。Wy) に 変更 する 。 
STEP ーー 最終 参照 座標 (LP) か ら の 相対 座標 。 








POKE < メモ リー 番地 > , < く デー タッ > 
メモ リー 内 の 指定 し た 番地 に デー タ を 書き 込む 








。 指 定 し た 番地 の 表示 は PEEK 関 数 参照 。 
メモ リー 番地 一 オフ キッ ト を 証する 、 &H0000 か ら &HFFFF の 範囲 。DEF SEG 文 
(8 8) メモ リー の 番地 。&H 0 0 0 0 か ら &HFFFF の 範囲 。 
デー ター 1 バイ ト の デー タ で &H 0 0 か ら &HFF の 範囲 。 





PRESET (Wx ,Wy) また は STEP (X,Y) 〔, < バレット 番号 >) | 


ワー ルド 座標 で 指定 し た ドッ ト を パレ ッ ト 番 号 の 色 で 塗り か える 。 PSET 文 参照 
パレ ッ ト 番 号 --- 省略 し た と き は 、 バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 色 で 塗り か える 。 








STEP ……… 最終 参照 座標 (し P) か ら の 相対 座標 。 

10 SCREEN 0,0:CLS 2 

20 FOR Y=0 TO 100 

30 PSET (100,Y) ,4:FOR J=1 TO 200:NEXT J 

40 PRESET STEP (0 , 0) 

50 NEXT Y パレ ッ ト 番 号 = 4 の 点 が 画面 上 で 移動 する 。 
PRINT (< 式 >〕) 〔, ま た は :< 式 >・・・・〕 








式 の 値 や 文字 列 を 画面 に 表示 する 。 コ ンマ (, ) で 区 切る と 1 4 文字 ずつ 区 切ら れる 。 セ ミコ ロン (j) 
で 区 切る と 次 の 式 の 値 は 連続 し て 表示 する 。 式 の 最後 に コン マ も セ も ミコ ロン も な けれ ば 、 改 行 す る 。 キ ー ワ 
ー ド PR I N 征 の 代わ り に 疑問 符 (?) が 使え る 。 引 用 符 と も ミコ ロン が 隣 拉 す る と き は 、 セ ミコ ロン を 和 省 
EE 
は 、 引 用 符 (” ) で 囲む こと 。 





|PRiNr US ING< く "フォーマット 区 "> < 式 >(, ま た は : く 式 >・・・ 








文字 や 数 値 を 指定 し た フォ ー マッ ト で 表示 する 。「PRINT US I NG 一 覧 表 」 参照 。 





PR INT 井 く フ ァイル 番号 > , 〔 く < 式 >) 〔, ま た は :< 式 >・・・・) 





シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 書く 。 フ ァイル 番号 は 、 フ ァイル を OPEN し た と き 指 定 し た 番号 。 








PR INT 井 く フ ァイル 番号 > ,US ING く ” フォーマット 文 " > j (< 式 の リス トッ )〕 





デー タ を フォ ー マ ッ ト 文 に 従い シー ケン シャ ルフ ァイル に だ 書く 。 フォー マッ ト 文 は 、PRINT USI 
NG の フォ ー マ ッ ト と 同じ 。 





PSET (Wx ,Wy) また は STEP (X , Y) 〔, く パレット 番号 >〕 








ワー ルド 座標 で 指定 し た ドッ ト に パレ ッ ト 番 号 の 色 を 塗る 。 パ レッ ト 番 号 を 省略 し た と き に フォ アグ ラウ 
ンド カラ ー に な る こと 以外 は PRESET 文 と 同じ 。 

パレ ッ ト 番 号 -- 省略 する と フォ アグ ラウ ンド カラ ー。 

SEEE ーーーー 最終 参照 座標 (LP) か ら の 相対 座標 。 
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PUT  〔 韻 ) く < フ ァ ィ ル 番 号 > 〔。 < 式 >〕 


バッ ファ か ら フ ァイル ヘ へ デー タ を 書き 出す 。 フ ァイル が ディ スク と それ 以外 で は 、 機 能 が 異な る 。 デ ィ ス 
ク フ ァ イル か ディ スク ファ イル で な いか は 、OPEN 文 で 指定 し た デバ イス 名 で 決ま る 。 
アウ 秋生 と っ と ーー OPEN 文 で 指定 し た ファ イル 番号 を 指定 する 。 
ディ スク ファ イル の と き ーー ラン ダム バッ ファ の 2 5 6 バイ ト の 内 容 を 1 レコ ー ド と し て ラン ダム 
ファ イル に 書き 出す 。 式 を 省略 する と 最後 に GET、PUT し た 次 の 
レ ュ ー ド 番号 と し て 書き 出す 。 
ディ スク ファ イル で な いと き -ー- カセ ッ ト テ ー プ な どの デバ イス へ デー タ を 書き 出す 。 式 は 書き 出す 文 
字数 。 式 を 0 と 指定 する か 、 省 略す る と 2 5 6 に な る 。 











PUT (@) (Sx ,Sy) , ぐ 配列 変数 名 > 〔 ( く < 要素 >) ) 
また は ,KANJI (< 漢 字 コ ユー ドッ >) (, ぐ 条 件 >〕 
( , く フォ アグ ラウ ンド カラ ー> 。 く バッ ク グ ラウ ンド カラ ー ツ )〕 





人 
@ 。 
S x ,Sy - スク リー ン 座 標 に セッ ト す る 四角 形 の 左上 点 の 座標 。 
配列 変数 名 -- GET@ 文 で 読み 込ん だ 配列 変数 名 。 
要素 ーー 配列 の 何 番目 か ら 表 示す る か を 指定 。CET@ し た と き の 要 素 と 一 致 さ せる こと 。 省略 
し た と き は 、 配 列 の 最初 か ら 。 
漢字 ユー ド JI S 党 字 ユー ド を 指定 。 漢 字 コ ユー ド 表 参照 。 
本 析 ーーーーーー 配列 内 に ある グラ フィ ッ ク パ ター ン と 、 す で に ある 画面 の パタ ー ン を ドッ ト ご と に 比較 
し 、 つ ぎの よう な 操作 を する 。 た だ し 、 白 黒 モ ー ド の と き は ドッ ト が ある か な いか 1 ビ 
ッ ト ず つ 操 作 し 、 カ ラー モー ド の と き は ドッ ト ご と の パレ ッ ト 番 号 を 3 ビッ ト ず つづ 操作 
する 。 省 略す る と XOR。 
SS 世 下 ーー 配列 内 の パタ ー ン を その まま 表示 する 。 

ESET -- 配列 内 の パタ ー ン の NOT ( 友 定 ) を 表示 する 。 白 黒 モ ー ド で は パタ ー ン が 反 
転 す る 。 カ ラー モー ド で は 、 た と えば パレ ッ ト 番 号 5 は 2 に な る 。 各 ドッ ト の 
パレ ッ ト 番 号 は 、7 か ら そ の ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 を 引い た 値 に な る 。 
パレ ッ ト 3 ビ ッ ト 1 0 1 (5) の NOT は 、0 1 0 (2=7ー5) 


(人 配列 内 の パタ ー ン と 画面 の パタ ー ン を ドッ ト ご と に OR (論理 和 ) し て 表示 す 
る 。 
AND 所 
る 。 
2 肛 "eeetanesee 人 
て 表示 する 。 
フォ アグ ラウ ンド カラ ー …-: 白黒 モー ド で 配列 に 読み 込ま れ た パタ ー ン に 、 カ ラー モー ド で 色 を つけ 
に る 。 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー は 白 に 対す る 色 、 バ パッ ク グ ラウ ンド カラ ー 
バッ ク グ ラウ ンド カラ ー -" は 黒 に 対す る 色 の 指定 。 色 の 指定 は パレ ッ ト 番 号 。 指 定 す る と き は 必ず 
両方 指定 する こと 。 漢字 パタ ー ン は 白黒 モー ド で 入っ て いる 。 
PUT@(100,100) ,KANJI (&H442B) ーー * 朝 "を 描く 。 











RANDOMI ZE (< 式 >〕 
式 に よっ て 新しい 乱数 の 種 (S e ed) を 与え 、 乱 数 系 列 を 変更 する 。 式 の 値 は 32768-327 
6 7。 

式 を 省略 する と 画面 に 


「Random number seed(ー32768 to か を 胡 7 や 


と いう メッ セー ジ を 表示 し て 入力 待ち と な る 。 








READ < 変数 > (。 < 変数 >・・・・〕 | 
DATA 文 の デー タ を 各 変 数 に 読み 込む 。 DA 華文 参照 。 
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REM (< 任意 の 文字 列 >) 


プロ グラ ム 中 に 注 秋 を つけ る 。 ア ポス トロ フィ ー 〈 ) で も 同じ 。 マルチ ステ ー ト メン ト に は で き な い 。 





10 REM **KEISAN 
20 " ※※PRINT*※※ 
90 ” 四 OUJT:PE 民 THN 定 作 ご ご ジ PRINT A も 注釈 





RENUM  〔 く < 新 行 番号 >) 〔, ぐ 旧 行 番号 >〕) 〔, < 間隔 >〕 


行 番号 を つけ な お す 。GOTTO 文 な どの 行き 先 も 自動 的 に 変わ る 。 

新 行 番号 -- 省略 する と 1 0。 

旧 行 番号 -- この 行 番号 以降 を つけ な お す 。 省 略す る と プロ グラ ム の 最初 の 行 番号 。 
間隔 ーー 省略 する と 1 0。 


RENUM 1000,100.20 一 ーー 行 番号 1 0 0 て を 1 0 0 0 か ら 2 0 お き に つけ な お す 。 








RESTORE 〔 く 行 番号 また は *※ ラ ベル 名 >〕 


DATA 文 は READ で 1 回 読む と 、 あ と は 使え な い 。 そ れ を 解除 し て 、DATA 文 を は じ め か ら 読め る 
前 
は る 。 





10 READ A,B,C…… A、B、C に それ ぞ れ 1 、 6 、 3 が 読ま れる 。 
50 RESTORE ーー 3 0 0 行 の DATA を 再度 、 使 うこ と を 宣言 
100 READ D,E,F D、E、F に それ ぞ れ 1 、 6 、 3 が 読ま れる 。 


ます 0 DATFA 1。6。8 





RESUME (0 また は NBX 生 また は < 行 番号 また は ホラ ベル 名 >〕 | 
ON ERROR GOTO 文 で 指定 し た エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 出口 。 





0 で ee エラ ー 文 へ 戻る 。 
NB 光 T ーーー エラ ー 文 の 次 の 文 へ 戻る 。 
行 番号 ーー 指定 し た 行 へ 戻る 。 


省略 し た ら 、 0 と 同じ 。 





RETURN 〔 く 行 番号 また は ※ ラ ベル 名 >〕 

GOSUB 文 で 呼び 出し た サブ ルー チン の 出口 。 行 番号 を 省略 する と GOSUB 文 の 次 の 文 へ 戻る 。 
50 GOSUB 200 

RINT A 

1 2 0 0 行 て 3 0 0 行 が サブ ルー チン 


デー25*X 
ETURN 








60 P 
200 A 
300 R 





ROLL < ドッ ト 数 >| (8 8 は ディ スク の み ) 


グラ フィ ッ ク 画 面 を 指定 し た ドッ ト 数 だ け ス クロ ー ル アッ プ (画面 が せり あがる ) する 。 
ドッ ト 数 一 -640X200 ド ッ ト の 画面 の と き は 1 て 199、640X400 ド ッ ト の と き は 1< て 3 


9.9。 
(8 8) 1~197 の 範囲 。 
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RSET < 文字 変数 > ニ ベ 文 字 型 デー タッ | 


ラン ダム パッ ファ の 文字 変数 へ 文字 型 デー タ を 右 づ めで 移す 。 L SET 文 参照 。 











RUN (に 行 番号 また は キネ ラベ ル 名 >〕 | 


プロ グラ ム を 実行 する 。 行 番号 を 指定 する と 、 そこ か と 実行 する 。 











RUN< < デバ イス 名 ょ ファ イル 名 "> (。R) | 
デバ イス 名 で 指定 し た 装置 か ら プ ログ ラム ファ イル を メモ リー に ロー ド し 、 実 行 す る 。 デ バイ ス 名 を 省略 
する と ドラ イブ 1 番 。R オ プシ ョ ン を 省略 する と 、 す で に OPEN され て いる ファ イル を CLOSE し て か 
と 実行 し 、R オ プシ ョ ン を つけ る と 、CLOSE し な いで 実行 する 。 
RUN "2 : PRG" 





| sAvE<* テ バイ ス 名 : ファ イル 名 > (, A ま た は P) | 


Re プ し 、 フ ァイル 名 を 付け る 。 デ パイ ス 名 を 省略 する と ドラ 
ィ ブ 1 
ca ー アス キー 形式 で セー プ す る 。MERGE 文 参照 。 





時 - 暗号 化 さ れ た バイナリー 形式 で セー プ す る 。P オ プシ ョ ン で SAVE す る と 、 プ ログ ラ 
の 内 容 の 表示 や 変更 は で き な い 。 
省略 ーー パ バイナリー 形式 で セー ブ す る 。 


SAVE "2:ABC" 


SCREEN (< 画面 モー ド >〕) ( , < 画面 スネ イッ チ >〕) 〔, く アク ティ ブ ペ ー ジ ッ >〕 
ぅ > く デ ィ ス プレ ー ペ ー ジ >〕 











グラフィック 画面 の モー ド を 設定 する 。 
画面 モー ド --- 画面 モー ド を 指定 する 。 電 源 投 入 時 は 0 。 




















上 (9 8) (8 8) 
画面 モー ド 分 解 能 | 画面 数 画面 モー ド 分 解 能 | 画面 数 
0 | カラー モー ド Pf 2 | カラー モー ド 640 x 200| 1 
1 | 白黒 モー ド 640 x 200| 6 | 白黒 モー ド 640 x 200| 3 
2 | 高 分 解 能 白黒 モー ド |640x400| 3 | 高 分 解 能 白黒 モー ド |640 x 400| 1 
3 | 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド |640 x 400| 1 ] 





画面 スイッチ -- グラ フィ ッ ク マ スク と 高速 書き 込み を 次 の 値 で 指定 する 。 電 源 投入 時 は 0 。 














(9 8) ・(88) | タラ ラ ィ ッ ク ON グラ フィ ッ ク 画 面 を 一 時 

値 マス ク 的 に 消去 する 。 
グラ フィ ッ ク マ スク 高速 書き 込み OFF Nm 5 末 

と に 戻す 。 

0 OFF OFF 高速 書き 込み ON グラ フィ ッ ク R AM へ の 
1 OFF ON 高速 書き 込み 。 た だ し 画 

2 ON OFF 面 が ちら つく 。 
3 ON ON OFF 高速 者 き 込み を し な い 。 
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アク ティ ブ ペ ー ジ ディ スプ レー ペー ジ 
書き 込み む ペ ー ジ を 指定 する 。 ” 表示 する ペー ジ を 指定 する 。 複数 ペー ジ の と き は 、 合 成 し て 表示 
電源 授 入 時 は 0。 する 。 電源 投入 時 は 1 。 (8 8) は 白黒 モー ド の と きだ け 有 効 。 





















































(9 8) (8 8) 
値 値 Tー 
表示 ペー ジ | 画面 モー ド 表示 ペー ジ | 画面 モー ド 
0 0 表示 し な い | 全 画 面 モ ー ド | 表示 し な い 1 
1 1 ] | 全 画面 モー ド 1 1 
み 2 2 0.。 1 。 洲 2 1 
3 3 1 。 交 由 。 洲 提 。 妙 1 
4 4 3 1 。 3 1 
5 5 1 ぁ 。3 1 得 2 事 あ 1 
= 6 2 。3 中 ( ュ 欠 レ 二 っ 1 
7 まぁ ダ 。8 昌 ま 沼 出入 ゅ 9 ま 
8 表示 し な い | 全 画 面 モ ー ド 
10 SCREEN 0 , 0 9 4 1 
20 CLS 2 10 5 1 
939 選民 @ も 届 1 1 4 。5 1 
C50。T009) 。50。4112 6 1 
40 PAINT 攻 1 4 ,6 1 
(500。 00) 。 め ょ 4 1 4 5 , 6 1 
50 SCREEN 0。3 15 人 5.。 6 1 
60 CIRCLE + ] 
G80。 上 ル 209 。50。5 
70 PAINT (80,120) ,3,5 
80 SCREEN 。 0 
SET < ドラ イブ 番 号 > また は 拓く ファ イル 番号 > また は く " ファ イル 名 "> 。 ぐ "属性 文字 > | 
る ファ ィ イル 番号 、 ファ イル に だ 属 性 を つけ る 。 ^ (ディ スク ) 
ーーーーーー 4 アフ ター ライ ト 。 書 き 込 み 検査 の た め 、 婦 いた あと 読む 。 
P ーー イト ・ プ ロ テ ク トト 。 書 き 込 み 禁 止 。 
R , P 以 外 _ 属性 を 解除 する 。 
SET 1 。"R" ーーーー-1 番 の ドラ イブ へ の 出力 は R 検 査 を する 。 
3 琶 本 旧 っ 民 T momene ファ イル 1 が 開か れ て いる 間 、 そ こ へ の 出力 は R に な る 。 
SET "ABC”"。"P”" - フ ァイル "ABC" を Read on 1 y に する 。 
SE ドラ イブ 1 の 属性 を 解除 。 


STOP 


ブレ ー ク メッ セー ジ を 表示 し て プロ グラ ム の 実行 を 一 時 停止 する 。END 文 と 違い 使用 中 の ファ イル は C 
LOSE し な い 。 デ バッ グ 中 に プロ グラ ム の 途中 で 止め 、 ダ イレ クト モー ド で 中 間 結 果 を 調べ た り 、 変 更 し 
た り で きる 。 CONTT 命 令 また は GOTO 行 番号 で 再開 で きる 。 プ ログ ラム を 変え る と CONT 命 令 で プロ 
グラ ム の 再開 は で き な い 。 





STOP ON また は OFF ま た は STOP 
STOP キ ー に よる 割り 込み を 許可 ・ 禁 止ま た は 一 時 停 赴 する 。ON STOP GOSUB 文 と 対 で 使 


ON =ーーー 割り 込み を 許可 する 。 

QFP =ーー 割り 込み を 禁止 する 。 

STOP ~ 割り 込み を 一 一 時 停止 する 。 一 時 停止 の 状態 で 発生 し た 割り 込み は 、STOP ON 文 を 実 
行 す れ ば 有効 に な る 。 
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SWAP < 変数 > , < 変数 > 
2 つの 変数 の 値 を 入れ か える 。 変 数 の 型 は 一 致し て いる こと 。 


10 A=3:B=4 
20 SWAP A,Bーーーーー A= 4 、B= 3 に な る 。 











6 _- _ 
(9 8) TERM" (COM:) (< ペリ ティ ー> (< デー タビ ッ ト 長 > 〔< ス トッ プ ビ エッ ト 長 > 
(〔 く XX パラ メー ター>  〔 く S パ ラメ ー タ ー>  〔 く DEL し コー ド 受 信 処 理 > 
〔 く リタ ー ン キー の 送信 女 理 > 〔 く CR コー ド の 受信 処理 > 
(< 日 本 語 シ フラ トコ ュー ドッ >〕 〕 〕) 〕) 〕 〕 )〕 〕) 〕) “ 
(, (< 通信 方 式 >) 〔, く ス タッ ク 長 >〕 〕 


(8 8) TERM "(COM : ) (< パリ ティ ー> (< デー KA の 7 時 が 
(〔 く <X パ ラメ ー タ ー>  〔 く S パ ラメ ー タ ーッ >〕) 〕) 〕 
〔 , (< 通信 方 式 >) 〔, < く ス タック 長 >〕 〕 

ター ミナ ルモード に する 。 「 通 信 機 能 」 参照 。 


パラ メー ター を 空白 で 指定 し た り 、 省 略し た 場合 、 メ モリ ー ス イッ チ ( (8 8) は ディ ッ プ スイ ッ チ ) で 
設定 し た 仕様 に な る 。 























































が ネー パリ ティ ー チ ェ ッ ク の 指定 E | 偶数 パリ ティ ー チ ェ ッ ク 
O 奇数 パリ ティ ー チ ェ ッ ク 
N - パリ ティ ー チ ェ ッ ク な し 
デー タビ ッ ト 長 | デー タビ ッ ト の 長 さ 7 7 ビッ ト (パリ ティ ー は O か E) 
8 - 8 ビッ ト (パリ ティ ー は N) 
スト ッ プ ビッ ト | スト ッ プ ビッ ト の 長 さ 1 - 1 ビッ ト 
長 の 2 mcs 上 。 捕 世 み 
。 3 の 記 ッ ド 
X メ パラメーター | XX パラメーター の 有効 、 無 効 | X -- フロ ー 制 御 を する 
N フロー 制御 を し な い 」 
S パ ラメ ー タ ー | S パ ラメ ー タ ー の 有効 、 無 効 | S -- シフ トコ ー ド を 制御 する 
N -- シフ トコ ー ド を 制御 し な い 
DEL コ ー ド | DE し コード の 変換 B - BS コー ド と し て 扱う 
受信 処理 N -- NU し コー ド と し て 扱う 
リタ ー ン キー の | リタ ー ン キー に よる C - CR コー ド を 送信 
送信 処理 送信 コー ド し CR+LF コ ー ド を 送信 
CR コー ド の CR コー ド に よる 動作 C - CR コー ド の 受信 で 復帰 と 改行 動作 を する | 
受信 処理 L - CR コー ド で 復帰 動作 だ け す る 
日 本 語 シ フト 日 本 語文 字 列 の 開始 、 終 了 P 開始 &HIB4B 終了 &H1IB48 
ュー ド I 開始 &H1A70 終了 &H1A71 
| 
通信 方 式 通信 モー ド F … 全 二 重 
|H - 半 二 重 
1 
スタ ッ ク 長 リモ ー ト BASTIC プ ロト コル を 実行 する と き に 使う 利用 者 スタ ッ ク の 長 さ 
省略 する と 1024 
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TIME$ ON また は OFF ま た は STOP 
リア ル タ イ ムタ イマ ー (TIME$) に よる 割り 込み を 許可 ・ 禁 止ま た は 一 時 停止 する 。ON TIME 


Pa 割り 込み を 許可 する 。 
OFE 割り 込み を 禁止 する 。 
STOP 割り 込み を 一 時 停止 する 。 こ の 間 に 発生 し た 割り 込み は TIME$ ON 文 を 実行 し た と 
き 有 効 に な る 。 














TROFF 
トレ ー ス モー ド を 解除 する 。 次 項 参照 。 














TRON 











トレ ー ス モー ド で 、 プ ログ ラム の 実行 を 追跡 する 。 実 行 し た プロ グラ ム の 行 番号 を 画面 表示 する 。 


TRON 
FOR K=5 TO 7 
PRINT K 


5 eee ルー プ 1 回 目 、5 が P R I N 工 され る 。 
) 6 ニン ーー ルー プ 2 回 目 、6 が P R I NT され る 。 
] 7 ーーーー ルー プ 3 回目 、7 が PR I NT され る 。 


ハー ハー の 
つ 愉 愉 愉 FtS ピ cok5ー 
っ らら らら 乙 つ らら 
こ ハ ンー ハン 


+ー 


の 


ディ スプ レー 画面 上 に ビュ ー ポ ー ト を 設定 する 。 座標 は オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 で 指定 する 。W IND 
OW 文 で 指定 し た ウイ ンド ー 内 の 図形 は ビュ ー ポ ー ト 内 に 表示 され る 。 ビ ュー ポー ト の 設定 を 変え る だ け で 
IE 
な い 。 
境界 色 を 指定 し た と き 、CL S 文 で ビュ ー ポ ー ト 内 を クリ アー し て も 境界 枠 は の こる 。 








(S x 1 ,Sy 1) -- ビュ ー ポ ー ト の 左上 点 の 座標 を オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 で 指定 する 。 

(Sx 2 ,Sy2) -- ビュ ー ポ ー ト の 右 下 点 の 座標 を オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 で 指定 する 。 
個 朝 思 , eee ビュ ー ポ ボー ト 内 を 塗り つぶ す 。 パ レッ ト 番 号 を 指定 。 

寺 囚 四 、eeonareoeonoae ビュ ー ポ ー ト の 境界 枠 を 書く 。 パ レッ ト 番 号 を 指定 。 

100 SCREEN 0,0 

110 WINDOW (0,0) 一 (639,199) 

120 VIEW (0,0) 一 (639,199) 

130 CLS 2 

140 FOR J=1 TO 5 

150 VIEW (J*20,J*10) 一 (639-J*20,199-J※10) ,,4 
160 GOSUB *EN 

170 NEXT J 

180 END 

190 *EN 

200 CIRCLE(320,100) ,90,3 

210 RETURN 
上 の プロ グラ ム を 動か す と 、 5 つの 同心 円 を 描く 。 緑 色 の 枠 は 、 円 を 描く と き の ビ ュー ポー ト を 示す 。 
この よう に ビュ ー ポ ー ト を 変え る だ け で 、 同 じ C I RCL 世 文 で も 違う 大 き さ の 円 を 描け る 。 
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WAIT < ポー ト 番 号 > , く マス クッ 〔, く 論理 スイ ッ チ >} 


入力 ポー ト を モニ ター する 。 次 の 論理 演算 の 結果 が 真 (0 以外 ) な ら 次 の 文 を 実行 し 、 為 (0 ) な ら 結 果 
が 真 に な る まで モニ ター する 。 





(ポー ト か ら 読 み 込 ん だ デー タ XOR 論理 スイ ッ チ ) AND (マス ク ) 
論理 スイ ッ チ は 0 を ひろ うか 、 1 を ひろ うか を 決め る 。 論 理 ス イッ チ を &H 0 に する と 、 値 が 1 の ビッ ト 
は 1 と し て ひろ い だ し 、 0 は 0 の まま 。&HFF に する と 値 が 0 の ビッ ト は 1 と し て ひろ い だ し 、1 は 0 に 
する 。 マ スク は 8 ビッ ト の うち どの ビッ ト を ひろ い だ す か 指定 する 。 
ーーーーーーーーーーーーーーー…: な に も 押さ な い 状 態 255 11111111 
| (98) 論理 スイ ッ チ ーーーー 255 111L1111 
| キー ボー ド か ら A の キー を 押し | ーー 
| た ら ※*※※ を 表示 する (OR) 00000000 
| 1 エ ノ O ポ ボート 参照 | マス クー ーー 2 00000010 
(AND) 00000000 -0 
10 WAIT &HE2,2,255 (3) 
20 PRINT ”**※*※ A の キー を 押し た 状態 253 11111101 
論理 スイ ッ チ ーーー…ー255 11111111 
(OR) 00000010 
マス クー ニー 2 00000010 
(AND) 00000010 -2 
人 


WEND | (8 8 は ディ スク の み ) 


WHILE て WEND と 対 で 使う 。 次 項 参照 。 





|wairg < 条件 式 > | (8 8 は ディ スク の み ) 


WEND ま で の 文 を 、 条 件 式 が 満た な され て いる あい だ 繰り 返し 実行 する 。 条 件 式 が 備 に な る と WEND の 
次 の 文 か ら 実行 する 。 最 初 か ら 偽 の と き は 、WEND の 次 の 文 か ら 実 行 する 。 


10 WHILE A=0 一 - 
20 WHILE B>5 
70 WEND ー | 


90 WEND 

















WIDTH (< 水平 の 桁 数 >) (。 < 垂直 の 行 数 >) | 


PTS 数 を 指定 する 。 
桁 数 4 0 また は 
行 数 - 1 9.0 ま た は 2.5 











WIDTH<" デ バイ ス 名 : "ッッ く サ イズ ッ | 





指定 し た デバ イス に 対し て バッ ファ サイ ズ を 設定 する 。 コ ミュ ニケ ーション ポー ト と 、 プ リン ター の み 有 
サイ ズ ーーー 0 て 255 (0 は 256 と 解釈 ) 
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WI DTH 井 < ファ イル 番号 > 。 < サイ ズ > | 





ファ イル 番号 で 割り 当て られ て いる バッ ファ の サイ ズ を 設定 する 。 コ ミュ ニケ ーション ポー ト と 、 プ リン 
タ 1 の み 有 効 。 
イオ "ーー デー 0 て 255 (0 は 256 と 解釈 ) 





WIDTH LPRINT < 文 字数 > | 


プリ ンタ ー の 1 行 に 印字 で きる 文字 数 を 設定 する 。 初 期 値 は 8 0。 
文字 数 - 0 て 255 (0 は 256 と 解釈 ) 











WINDOW (Wx1.Wy1) - (Wx2,Wy2) 
ビュ ー ポ ー ト に 表示 する ワー ルド 座標 系 の 領域 (ウイ ンド ー) を 設定 する 。 








CW 議 WW デー ワー ルド 座標 の 左上 点 の 座標 。 
(Wx2 ,Wy2) ワー ルド 座標 の 右 下 点 の 座標 。 
10 SCREEN 0,0:CLS 2 
20 WINDOW (-200,-200) 一 (200,.200) 
30 CIRCLE (0.0) ,100 
40 WINDOW(0,0) 一 (400.400) :CLS 2 
50 CIRCLE (200.200) ,100 
WRITE (< 式 > 〔 , ま た は : < 式 >・・・・〕) ) (8 8 は ディ スク の み ) 








式 の 値 や 文字 列 を コン マ (, ) で 区 切っ て 表示 する 。 文 字 列 は 引用 特 (” ) で 囲ん で 出力 する 。 式 と 式 の 
間 は コン マ (,) か セ も ミコ ロン (: ) で 区 切る が 、 結 果 は 同じ 。 式 を 省略 かる と 、Missing ope 
rand エ ラー に な る 。 (8 8) 式 を 省略 する と 、 1 行 空白 を 表示 。 


10 A$=”ABC":B=123:C= テ ー34 
20 WRITE A$,B,C 実行 結果 は "ABC”" ,123, 一 34 





WR I TE 辻 く ファ イル 番号 > , 〔< 式 > 〔, ま た は j』 く < 式 >・・〕) 〕 (8 8 は ディ スク の み ) 


シー ケン シャ ルフ ァイル ヘ へ デー タ を 書く 。 式 と 式 の 間 は コン マ (, ) で 区 切り 、 文 字 列 は 引用 符 (”) で 
囲ん で 出力 する 。 
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演 8 ぎ い 革 


引 


( 4. PRINT USING 一覧 表 ) 











Nu 
ac 


"ABC":B$=ー"DEF" 


文字 列 の 最初 の 1 文字 だ け を プリ ント する 
INT USING ”"!”":A$iB$ 


の の 計 





| 
| 


ー 
6 
で | 


桁 数 を 指定 空白 の 個数 + 2 が 桁 数 
"ABC":B$="DEF" 
T USING "& る & "AS$iB$ 

+2 (前 後 の シ フト コー ド ) が 桁 数 


て 空白 4 個 一 空白 4 個 一 を ” :C$iD$ 





らら o ど らら 導 | らら 改 
oo で ① ゝ 


六 





で プリ ント する 
NG "COFFEE = @ YEN"j:A$ 
Y 


Nu 


co コ 


50”:D$= テ "円 " 
⑨@ = @⑨@"j:B$:C$ij:D$ 


北 st ニー の SF | 有 避 to ムッ ァ kom 稚 | テーMT 
Il マロ ロロ > ざ ぎ | 器 マ の て 


導 つ らら の 〇 の ら の の 履 








ンダ ー バ パー) に 続く 1 文字 を 書式 指定 文字 (④ や 井 ) と せ ず 単に 文字 と し て プリ 
NT USING "音韻 ・ 韻 振 -@"13.26 


| 
テス 
中 








導く ぎぃ い 半 


引 


いこ 】 


USING "タイ シ " ュ ウ 圭 井 韻 . 間 kg":56.7 


S 
* で の で ロウ ら 著 | やら で の 


を 
T USING "半井 韻 拓 " jA 
T 
5 





苦 | で 


F) を うつ と 、 そ こ が 小 数 点 
ING " 持 韻 韻 韻 . 韻 韻 井 " :A 
ING ” 装 韻 韻 韻 . 井 乾 " :A 


co _ kom 苦 | o ko と 眉 
ーー ン oo(r | さら らら の 性 の 





の で の の ぴら 8 
・ 宛 <・ 紀 | 昌 融 
mm な ーー グ 








つけ る 。 数値 が 負 の と き は 負 の 特 号 が つく 
USING "+ 井 井 . 井 井 ":77.8 
_U 


SING " 井 井 . 井 乾 キ "ュー12.34 


に ー] 





つけ る 。 数 値 が 正 の と き は 正 の 符号 は つか な い 
_USING * 井 井 . 韻 電 ー" ェ ュー68.95 


USING * 乾 井 - 井 井 -" ji12。.45 
USING " 壮 井 . 井 井 "ュー5.67 


| マー マロ の の 斑 | マロ 二 て 帳 
Ro ko の ココ の 8 
の トビ o 宮 
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mx 
有 亡 ざ 
の の 


> ※※ 壮 韻 閉 . 装 韻 " :12 
”※※ 壮 韻 井 . 寺 円 ":2.5 


* アー ジ 深 


えー※ ワ 9 
td ゴロ 





| 
で 避 | % コ マテ % で 湿 


穴 記 | * の * 慌 
m 

"て 

の 

8! 


” 半 \ 井 井 井 井 井 "2000 


の 届 
のど の | 避 の つら の 3 








hi 内 
| 志 + ォ ン 財 | の ご 芋 | の C 党 | つ ご WW の ご の ピロ ※ 


つづ つづ co 


<y】 


”※※ 半 寺 井 韻 寺 井 ":1234 


え トウ 

必 の 
レン 
の] 





( ュ コンマ) で 区 切る 
” 斗 韻 韻 井 井 井 装 韻 韻 井 。"j123456789 


ーー マ 陣 | %G 各 

co の 斑 

・ 宮 | 正志 | 正志 
た ヨロ | ーー コロ S | の づ 論 
Cm ~- C5 | KO 

・ の 

コー(r 

coo 定 

の 〇 の ・ 





1 


陸 
っ to で > 明 


| 
フ 


ロー ローー 伯 


USING " 井 韻 . 韻 提 で で て の 5A 
USING " 壮 提 . 井 乾 に ^ だ だ デュ ョ ュー0.000005 





】 


の 
R 
※※ 
数 
R 
2 
数 
0 
0 
1 ・ 
0 
5 


| o ko 起 
つど 5 の の 





| 節 池 の 析 ( 持 ) が 足り な いと 頭 に % が 表示 され る 
数 人 を 刀 め た 和 果 、 手 上 が り し て 桁 () が 不足 する と 54 が 表示 され る 
MP USING < 壮 韻 ":0.99 











二 USING と する と プリ ンタ ー へ 出力 する 。 
川 1 

10 A$="ASAHISHIMBUN" 

20 B$="KS" 

30 C=1000 

40 LPRINT USING "&~ 空白 10 個 一 多 && 音韻 韻 壮 円":A$,B$,C 
結果 

ASAHISHIMBUN KS 1000 円 
( 例 2) 
(9 8) 

10 D$=" 東 京都 中 央 区 * 

20 E$=" 築 地 " 

30 F$="5 一 93 一 2“* 

40 LPRINT USING"@ @ @”":D$iE$jiF$ 
結果 


東京 都 中 央 区 築地 5-3ー2 


5 5 








x は 数 式 、S は 文字 式 と する 



















































































































































関 数 能 備 考 
ABS (x) x の 絶対 値 を 与え る lymrm ABS (一 40) は 4 0 
ATN (x) 注 | x の アー クタ ンジ ェ ン ト TeeS PR.Z 人 
(8 8) は 結果 は ラジ アァ ン 1 ラジ アン = (180 ン ノ ァ z) 度 
(ディ スク ) 1 度 = ニ ァ グ 1 8 0 ラジ アァ ン 
CDBL (x) | x を 倍 精 度 実数 型 疾 換 | ^#ーCDBL B) 
CINT (x) x を 整数 型 に 変換 x の 値 の 小数 点 以下 は 、 由 陣 0 訂 
ー32768sxs3276 
COS (x) 注 | x の コサイン x は ラジ アン 
CSNG (x) x を 単 精度 実数 型 に 変換 A=CSNG (C+2) 
CVD (S) 8 バイ ト の 文字 列 を 倍 精 度 の 数 値 に 変 | ラン ダム ファ イル か ら 読 み 込 ん だ 数 値 は 文 
換 字 型 の た め 数 値 に 変換 する 
GWS (S) 4 バイ ト の 文字 列 を 単 精度 の 数 値 変 ]10 FIELD 井 1,4 AS A$- 
換 2 0 GET 圭 1 
930 A=CVS (A$) 
CVI (S) 2 バイ ト の 文字 列 を 整数 の 数 値 に 変換 
EXP (x) 注 | e の x 乗 PRINT EXP (1) は 
2.71828 
X=e ^Y と すれ ば LOG と の 関係 は 
Y=LOGeX 
FIX (x) 小数 点 以 下 を 切り 捨て た 整数 PRINT FIX (4 .56) は 4 
|05 FIX (-4.5) は 一 4 
INT (x) x を 超え な い 最 大 の 整数 PRINT INT (4.56) は 4 
PRINT INT (-4・5) は -5 
LOG (x) 注 | x の 自然 対数 x > 0 と する 。 自 然 対数 を 常用 対数 に する 
式 は LOG (x) LOG (1 0) 
RND (x) Pe 0 < 乱数 く 1 乱数 系 列 は RANDOMI 2ZE 文 で 変え る 
* ッ > 0 なら 通常 の 乱数 (8 8) で は x<0) な ら 乱 数 系 列 を 変え る 
xー 0) な ら 直 前 の 乱数 と 同じ 
x を 省略 する と x>0 
* の 正負 符号 を 与え る A=SGN (x)  x>0 な ら A=1 
x デ 0 な ら A=0 
x く 0 な ら A=ー1 
x* の サイ ン x は ラジ アン 
ぇ の 平方 根 A=SQR (2) x テ 0 で ある こと 
注 | x の タン ジェ ント x は ラジ アン 














注 DISK 一 BAS 1IC の 場合 、 x が 倍 精度 な ら 関数 の 値 も 倍 精 度 
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(6. スト リ ング 関数 3 x、n、m な は 数 式 、S は 文字 式 と する 



















































































関 数 機 能 備 考 
ASC (S) 文字 列 $ の 最初 の 文 字 の コー ド を 数 人 A$= "ABC”" 
で 与え PRINT ASC (A$) は 6 5 
B と C は 無視 され る 
CHR$ (x) コー ド x だ 対応 する 文字 を 与え る PRINT CHR$ (7) は BEEP 
PRINT CHR$ (84) は 
PRINT CHR$ (&HF1) は 円 
HEBX$S (x) x の 1 6 六 数 文 字 移 を 与え る PRINT HEX$ (255) は FF 
INKEY$ キー ボー ド が 押さ れ た か どう か 調べ る 10 X$=INKEY$ 
押さ れれ ば その 文字 を 与え る 20 IF X$="”" THEN 
30 PRINT X$ 
INSTR ((n | S1 か ら S 2 と 同じ 文字 列 を 探し 、 合 |X$= ニ "ABCABCD" 
>) S1 ,S2) | 致し た ら 、S 2 の 最初 の 文字 が S1 の |Y$=”"CD" 
何 文字 目 か を 与え る PRINT INSTR (X$,"C”) 
同じ 文字 列 が みつ か ら な けれ ば 0 は 3 
A=INSTR (4 ,X$ ,Y$) 
n を 指定 する と S 1 の n 文 字 目 か ら 探 ] PRINT A 
し は じ め る 
n を 省略 する と 1 文字 目 か ら 
LEFT$ の たか ら 番目 まで の 文字 列 を え X$=ー"”ABCDEF* 
(S , n) PRINT LEFT$ (X$ ,3) は 
nd は 0 こ 255 ABC 
LEN (S) S の 文字 数 を 与え る 秋 あ テ ." ABCDBEE" 
PRINT LEN(X$) は 6 
MID$ S の た 文字 目 か ら 長 さ m の 文字 列 を 10 X$= テ "ABCDEF" 
(S , n ,m) | 与え る 20 Y$=MID$ (X$ , 3 , 2) 
30 PRINT Y$ 
は CD 
MID$ は 代入 文 の 左辺 で も 使う こ 10 A$= ニ "AAAAA" 
が で きる 20 MID$ (A$,2.,2) 
S の 左 n 文 字 目 か ら 長 さ m に 右辺 の 文 還 、) 
字 を 入れ る 30 PRINT A$ 
は A 借 へ 人 
| le 5 
MKD$ (x) | 合 精 度 実数 x を 8 パイ ト の 文字 列 に 変 LSET ま た は RSET を 使い 、 ラ ンダ ム 
換 す る 本 
る 
ーーーーーーーー 10 OPEN"FILE" AS 圭 1 
MKS$ (x) 単 精度 実数 x を 4 バイ ト の 文字 列 に 変 |20 FIELD 井 1.20 AS N 
換 す る $,4 AS A$ 
30 X$="ABC" 
40 LSET N$=X$ 
MKI$ (x) 整数 x を 2 バイ ト の 文字 列 に 変換 する | 50 A=3.456 
60 RSET A$=MKS$ (A) 
70 PUT 圭 1 
80 CLOSE 圭 1 
90 END 
= 人 
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関 数 


x、n は な 数式 、S は 文字 式 と する 
機 能 備 考 








OCT$ (x) 


数 値 x の 8 進数 文字 列 を 与え る PRINT OCT$ (&H11) は 2 1 





RIGHT$ 
(S 。 n) 


S の 右 か ら n 番 目 ま で の 文字 列 を 与 た | X$-"ABCDEF" 
る PRINT RIGHT$S (X$,3) は 





SPACE$ 
(n) 


n 個 の 空白 を 与え る 


ACE$ (7) 
+Y$ 


(へ は 空白 と する ) 





STR$ (x) 


数 値 x を 文字 列 に 変換 する STRs (12 3) + "円 " 





STRIN 
(n ,<S 
x >) 


G$ 
また は 


S の 最初 の 文字 を n 個 、 ま た は アス キ |PRINT STRING$ (5 , "AB 
ー コ ー ド * の 文字 を n 個 与え る C") は AAAAA 


PRINT STRING$ (5 ,&HE 
C) は の の の @@@ 





VAL (⑤S) 








S を 数 値 に 変換 する PRINT VAL 
S の 最初 の 文字 が +、 一 、&、 数 字 で | PRINT VAL 
な けれ ば 0 に な る 


("010”") は 10 
("A10”) は 0 
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( 7. 入出 力 関数 ) 


p は 数 式 と する 












































関 数 機 能 備 考 
ATTR$ 指定 し た ディ スク や ファ イル の 尾 性 を | SET 1,"P”" 
(< ドラ イブ 番号 | 与え る PRINT ATTR$ (1) 
また は 填 フ ァ ィ | ”"R "ーー リー ド ・ ア フタ ー・ は へ へ AP (へ は 空白 と する ) 
ル 番 号 また は ライ ト SET 1 。"R" 
ファ ィ イル 名 >) P ” ライ ト プ ロ テク ト PRINT ATTR$ (1) 

(ディ スク ) | ” E "ーー SAVE 文 で P オ プシ | は RA へ 

ョ ン 指 定 

(片面 ディス ク ) | OPEN、CLOSE を 必要 と せ ず 、| 10 FIELD 井 0,4 AS A$ 
DSKI$ (< ド | ディ スク の 指定 し た セク ター を 直接 井 | 20 X$=DSKI$ (1 , 0 , 1) 
ライ ブ 番 号 > , く | 0 の バッ ファ に 読み こむ と と も に 関数 1 30 PRINT A$ 
トラ ッ ク 番 号 > , | 値 と し て も 与え る 。 関 数値 で 返す と き | 40 Y$=MID$ (X$ , 1 , 4) 
人 は 2 5 5 文字 と な る 50 PRINT Y$ 
(両面 ディ スク ) 
DSKI$ (< ド 
ライ ブ 番 号 > 。 < 
サー フェ ス 番 号 > 
> ぅ > ベト ラッ ク 番 号 
> 。 くも セク ター 番 
号 >) 





(ディ スク ) 










DSKF (< ドラ | 指定 し た ディ スク の 情報 を 与え る 10 PRINT DSKF (1) 
ィ ブ 番号 > 【,p | p の 値 20 FOR K=0O TO 10 
9 0 | 最大 トラ ッ ク 番 号 30 PRINT DSKF (1 ,K) 
1 …- 1 トラ ッ ク 当 た り の セク ター 数 | 40 NEXT K 
(ディ スク ) | 2 片面 (0) か 両面 (1) か の デ 
ィ ス ク の 区 別 
人 
の の ー 
5 -- ディ レク トリ ー ト ラッ ク 番 号 
当たり の セク ター 
7 - FAT の 最初 の セク ター 番号 
8 - FAT の 最後 の セク ター 番号 
9 -- FAT の 数 
10 - 








省略 - 





ー デ メス ク の 未 人 用 の クラ スタ 

















EOF (< ファ イィ イ | シー ケン シャ ルフ ァイル の 場合 ファ イル の 終わ り を 判定 
ル 番 号 >) 指定 し た 番号 の ファ イル の 終わ り を | 10 OPEN ーーー 
示す 20 IF EOF (1) THEN 60 
終わ り に な る と 一 1 ( 真 ) を 与え る |30 INPUT 寺 1 ,A 
RS 一 2 3 2C コ ミュ ニケ ーション フ |140 PRINT A$ 
ァイル の 場合 50 GOTO 20 
バッ ファ が 空 の と き ー1 ( 真 ) を 与 |60 CLOSE 圭 1 
える 70 END 
ーー ニー トー ニー 
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関 数 


機 能 


x、n、p は 数 式 と する 





備 考 





FPOS (< ファ 
イル 番号 >) 


ディ スク の 場合 

最後 に 読み 込ん だ (また は 書き 出し 
た ) セク ター 番号 を 与え る 

プリ ンタ ー の 場合 

プリ ンタ ー の ヘッ ド の 位置 を 与え る 


プリ ンタ ー の と き は LPOS と 同じ 





INPUT$ (n 
(。 ( 攻 ) x) ) 


キー ボー ド ま た は ファ イル 番号 x の フ 
ァイル か ら 入 力 し た n 文 字 分 の 文字 列 
を 与え る 

た だ し 、n は 2 5 5 以下 


キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 は 画面 表示 さ 
れ な い 。 す べ て の コン トロ ー ル 文字 は 、C 
TRL し ーC じ を の ぞ き その まま 入力 され る 
X$= テ INPUT$ (2) な ど 





LOC (< ファ ィ 
ル 番 号 >) 


ラン ダム ファ イル の 場合 

レコ ー ド 番号 を 指定 し な い GETT ま 
た は PUTT を 実行 し た と き に 使用 し 
た レコ ー ド 番号 を 与え る 
シー ケン シャ ルフ ァイル の 場合 

ファ イル が 開か れ て か ら 読 み 込ん だ 

(また は 書き 出し た ) セク ター 数 を 
与え る 。LOF と 同じ 値 に な る 
RS 一 2.3 2 の CSN ュ ニケ ー ジ ョ シシ 
ァイル の 場合 _- 

入力 バッ ファ に た まっ て いる 文字 数 
を 与え る 
キー ボー ド フ ァイル の 場合 

バッ ファ に た まっ て いる 文字 数 を 与 
える 





mー 〇 
lylco| 


oo - コ の cm 居 cok う 一 
らら らら らら 
の の 〇 で の 
ビビ の 〇 の 中 コー マロ 
〇 ヨー ピー ゴ 





LOF (< ファ イィ 
ル 番 号 >) 


ディ スク ファ イル の 場合 

その ファ イル の 大 き さ を も セク ター 数 
で 与え る 。 ラ ンダ ム フ ァ イル の 場合 
最大 の レ ュ ー ド 番号 
RS-ー232C コ ミュ ニケ ーション フ 
ァイル の 場合 

バッ ファ の 残り バイ ト 数 を 与え る 





LPOS (x) 


プリ ンタ ー の ヘッ ド の 位置 を 与え る 
x は ダミ ー 変 数 


用 


の コン 


ー コ の ) CT てら ウー 
どど どど の どの つど 
に に 間 に に 





で 演 | デビ ジロ の 〇 で 
ピ 〇 性 | つつ ー ペ ベー ジロ 


で の 3 


Pre5 | 回 昌世 @ 
3ー 叶 


忌避 
回 の | 


ゴーー | 





PEN (p) 





ライ 
p の 値 
0 ま 


SN 人 8 人 


ペン を 押し た と き 真 (一 1) 
押さ な いと き 偽 (0) を 与 
える 。 真 に な る と ON PE 
N GOSUB 文 で 定義 し た 
割り 込み 処理 ルー チン に 入る 
まで 真 の まま 
ー ペン を 押し て いる 間 キ ャ ラク 
ター 座標 の 水平 座標 を 与え る 
ー ペン を 押し て いる 間 キ ャ ラク 
ター 座標 の 垂直 座標 を 与え る 
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8. 画面 ・ グ ラフ ィ ッ ク 関 数 x、y、p は 数 式 と する 
































































関 数 機 能 備 考 
CSRLIN 画面 上 の カー ソル の 縦 の 位置 を 与 ん るる | 10 LOCATE 5,6 
20 Y=CSRLIN Y の 値 は 6 
MAP (x 。p) | ワー ルド 座標 を スク リー ン 座 標 に 変換 | 10 WINDOW (-80,-50) 一 
また は スク リー ン 座 標 を ワー ルド 座標 (0 。 0) 
に 変換 する 20 PRINT MAP(-80。,0 
p の 値 30 PRINT MAP (-50 ,1 
0 - X 方 向 の ワー ルド 座標 x を 対 ]40 PRINT MAP (0 ,2) 
応 す る スク リー ン 座 標 に 変換 | 50 PRINT MAP (0 ,3) 
する 実行 結果 は 
1 -- YY 方向 の ワー ルド 座標 x を 対 | 0 
応 す る スク リー ン 座 標 に 変換 0 
する ー8 0 
2 XX 方 向 の スク リー ン 座 標 x 々 を | 一 50 
対応 ずる ウー ルド 庶 栖 に 変 
9 Y 方 向 の スク リー ン 座 標 x を 
対応 する ワー ルド 座標 に 変換 
する 
PO INT (p) | グラ フィ ッ ク 画 面 の LP を ワー ルド 座 10 GLS 3 
和 標 ま た は スク リー ン 座 標 で 与え る 20 WINDOW(-100,-100 
p の 値 ) - (100 ,100) 
0 0 3 0 本 
] = 3 40 PRINT POINT (0) 
50 PRINT POINT (1) 
2 人 本 を スク リー ン 放 本 で ち 60 PRINT POINT (2) 
70 PRINT POINT (3) 
3 - 人柄 を スク リー 用 李 で 
| 20 20 383 119 
POINT スク リー ン 座 標 (x ,y) の ドッ ト の |10 PRINT POINT (8,5) 
(x 。 y) | 名 を パレ ッ ト 号 で 全 え る 
POS (0) 画面 上 の カー ソル の 横 の 位置 を 与 る | 10 LOCATE 寺 
20 X=POS (0) % の 値 は 8 
VIEW (p) ビュ ー ポ ー ト の 位置 を オリ ジ ナ ルス ク | 1 0 WINDOW (0.0) - 100 
リー ン 座 標 で 与え る > 5 0) 
p の 値 20 VIEW(50.50) 一 (150 
ー- 左上 点 の XX 座標 > 1 0 0) 
1 - 左上 点 の Y 座 標 30 PRINT VIEW (0) 
2 -- 右 下 点 の X 座 標 40 PRINT VIEW (1) 
| 3 - 右 下 点 の Y 座 標 50 PRINT VIEW (2) : 
60 PRINT VIEW (3) 
WINDOW iP の 位置 を リー ルド 座標 で 与 70 PRINT WINDOW (0) : 
(p ) 80 PRINT WINDOW (1) : 
ちの 値 90 PRINT WINDOW (2) : 
0 -- 左上 点 の X 座 標 100 PRINT WINDOW (3) 
1 … 左上 点 の Y 座 標 は 
2 一 - 右 下 点 の XX 座標 5 0 5 0 150 1 00 
_- 上 3 一 - 右 下 点 の Y 座 標 0 0 100 5 
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9. その 他 の 関数 


機 能 


x、p、n、m は 数 式 


備 考 





内 蔵 ク ロッ ク の 日 付 。 電 源 を 切っ て も 
バ パ バッテリー バックアップ で 、 日 付 が 更 
新 され る 


PRINT DATE$ 

日 付 の セッ ト は 

DATE$ は "YY マン MM〆DD * の 形式 
D TE$ ニ = 82 ブ 08/01" な ど 





エラ ー が 起き た 行 番号 を 与え る 





エラ ー の コー ド を 与え る 


ON ERROR GOTO 50 


Cm CO トウ トー 
らら つら らら | 


で 〇 
G 





ユー ザー 用 メモ リー エリ ア の 空き バイ 
ト 数 を 与え る 
p の 値 
0 -- 変数 領域 の 空き バイ ト 数 
1 - テキ スト 領域 の 空き バイ ト 数 
2 -- 変数 領域 の 空き バイ ト 数 + テ キ 
スト 領域 の 空き バイ ト 数 
3 配列 変数 領域 の 空き バイ ト 
(9 8) の み 


PRINT FRE (0) 


p は 数 式 で も よい が 整数 型 で ある こと 





と アド レス x の ポー ト か ら 読 ん だ 


の 値 を 与え る 


I 
こっ 


で 押し た キー の 値 を A に 与え る 
P (&HE3) 





PEEK (x) 


メモ リー 番地 の 内 容 を 与え る 
(9 8) x は も グ メ ント の オフ セッ ト 





N 
N 
&H1056) 





SEARCH ( 配 

列 変数 名 ,x 〔, 

n〕) 〔,m〕 ) 
(ディ スク ) 


整数 型 一 次 元 配 列 の n 番 めか ら m ず つ 
増やし て x を 捜し 、 最 初 に 見 つか っ た 
と き の 要 素 番 号 を 与え る 。 見 つか ら な 
いと き 、 一 1 を 与え る 

n を 省略 する と 配列 の 最初 か ら 、 

m を 省略 する と 1 


EARCH (A%, 0 0 0) は 、 
配列 の 最初 か ら 1 ずつ 増やし な が ら 
を 捜し 、 最 初 に 見 つか っ た と き の 要 
を K に 入れ る 


ー ボ ー 
8 
8 
P 
K 
S 
の 
0 
号 


A 
P 
区 三 
A% 
10 
素 番 





SPC (n) 


| 


P R I NT 文中 で 使い 、n 個 の 空白 を 
与え る 


PRINT "APjiSPC 3) : 
A へ へ へ B (へ は 空白 と する ) 





TAB (n) 


P R I NT 文中 で 使い 、 左端 か ら n 字 
まで スキ ッ プ する 。 現在 の カー ソル の 
位置 >n な ら ば 無効 


INT "AAA* 


INT TAB (5) : "BB 








内 蔵 ク ロッ ク の 時 刻 。 電 源 を 切っ て も 
バッ テリ ー バ ッ ク ア ッ プ で 、 時 刻 が 更 
新 さ れる 


6 2 





必 で | と 暫 eoF 


H:MM:SS ” の 形式 
2 あ で な 湖 





p は 数 式 

















関 数 機 能 備 考 
USR<N> ユー ザー が 定義 し た N 番 目 の 機械 語 ル | N は 0 か ら 9 まで 。 省 略す る と 0 
(nm) | 一 チン へ と ぶ n は 引数 
抽 USR 文 参照 
(9 8) 変数 の 割り 当て られ て いる 番地 を 与え を | 10 K%=256 
VARPTR る 。 フ ァイル 番号 を 指定 し た 場合 に は | 20 A=VARPTR (KW%, 1 ) 
(< 変数 名 また は | 指定 し た ファ イル 番号 に 与え られ た 入 | 3 0 B=VARPTR (K%, 0) 
井 フ ァイル 番号 > | 出力 バッ ファ の 開始 番地 を 与え る 40 DEF SEG=A 
oe 90 3 50 PRINT PEEK (B+1) 
p の 値 60 PRINT PEEK (B) 
0 隊 和 と オフ セッ ト 
0 以外 セグ メン ト ベ ー ス 番地 1 
省略 する と 0 0 
変数 の 割り 当て られ て いる 番地 を 与え 


る 。 フ ァイル 番号 を 指定 し た 場合 に は 
指定 し た ファ イル 番号 に 与え られ た 入 


A=VARPTR (K%) 
PRINT PEEK (A+ 1) 
PRINT PEEK (A) 


トー ュー ュー メー] 


出力 バッ ファ の 開始 番地 を 与え る 








の 
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10. 9801 日 本 語 処理 の ステ ー ト メン ト と 関数 ) 


《 ス テー トメ ント 》 





| kiNpuT< 交 数 > | 
キー ボー ド か ら 日 本 語文 字 を 入力 する 。 変 数 は 文字 変数 で 、 添 字 付き で も よい 。 日 本 語文 字 の 入力 は 、J 
IS 党 字 ュー ド 4 桁 で 入力 する 。 入 力 す る ご と に 日 本 語 1 文字 が 表示 され る 。 入力 中 の カー ソル 移動 や コ 
ー ド の 誤り は エラ ー と な り 、 再 入力 が 必要 。 こ の ステ ー ト メン ト を 使え ば 【CTRL】+【XFER】 で 
日 本 語 入力 モ ー ド に 切り 換え る 必要 は な い 。 


10 KINPUT K$ 
20 PRTNT K$ 


《 関 数 (ディ スク ) 》 
以下 の 説明 で 「 文 字 」 と 「 漢 字 」 は 次 の 意味 を も つ 。 
「 文 字 」 は 1 バイ ト で 表現 する 英 数 字 、 カ ナ な ど (キャ ラク ター コー ド 表 参照 ) 
「 党 字 」 は 2 バイ ト で 表現 する 日 本 語文 字 (J IS 漢字 コー ド 表 参照 ) 
備考 柚 の 小文字 の 文字 定数 は 「 文 字 ] 、 大 文字 の 文字 定数 は 「 漢 字 ] と する 。 
n、p は 数 式 、S は 文字 式 


関 数 機 能 備 考 


AKCNVS$ | 文 字 列 S の 中 の 文字 を 漢字 に 変換 する | K$ "ABC 朝日 " 
(S) INT AKCNV$ (K$) は 


$ 
シフ トコ ー ド も 入る R 

BI 朝日 

PR 














Jiss(⑮) 文字 列 S の 中 の 最初 の 2 バイ ト を J 
S 党 字 コ ー ド で 与え る 


INT JIS$ (KMIDS (" 朝 
・2>1) ) は 442B 
5 





KACNVS$ | 文字 列 S の 中 の 党 字 を 文字 に 交 換 する | K$ 
シフ トコ ー ド は 取り 除く R 
C 





・ABCDEF 
NT KACNV$ (K$) は 
E 








文字 列 S$ の 中 か ら 文字 また は 河 字 を 抜 $ ニ "ABC 朝日 DERG 新 聞 " 

き 出 す RINT KEXT$ (K$, 0) は 
シフ トコ ー ド は 対象 外 CDEFG 

p の 値 RINT KNJ$ ("1B4B”) +KE 
0 - 文字 列 S の 中 の 文字 を 抜き 出す | XT$ (K$ ,1) +KNJ$ ("1B48” 
1 文字 列 S の 中 の 漢字 を 抜き 出す |) は 

文字 列 S の 中 に 指定 し た 文字 や 涯 字 が | 朝日 新聞 

無けれ ば ” ” (ヌル スト リン グ ) を 与 
える 1B4B は 漢字 イン シフ トコ ー ド 
1B48 は 漢字 アウ トシ フト コー ド 


ら S 2 と 同じ 文字 列 を 探し 、 合 " 朝日 新聞 " 
ら S 2 の 最初 の 文字 が S 1 の 何 るー 
か を 与え る 。 漢字 シフ トコ ー ド | PRINT KINSTR (X$ , ”" 朝 ”" 
数 に 含む ) は 2 
字 列 が 無けれ ば 0 PRINT KINSTR (X$ ,Y$) 
る と 、S 1 の n 文 字 目 か ら 探 | は 4 

PRINT KINSTR (3 ,X$,” 
105 1 計 は で お 新 ") は 4 


ーー 





KINSTR 
((n 。) S1。 
S 2) 


rr WC 潤 音 で ビ 
ひみ 0 か 4 
舌 w 











ーriwt8 本 み 油 問 の 
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《 関 数 (ディ スク ) 》 





n、p は 数 式 、S は 文字 式 



































関 数 機 能 備 考 
KLEN 文字 列 S の 中 の 文字 数 を 与え る 10 X$="abc 新聞" 
(S 〔, p) ) p の 値 20 FOR K=0 TO 5 
0 - 全体 の 文字 数 30 PRINT KLEN (X$,K) 
シフ トコ ー ド を 含み 漢字 は 2 バイ | 40 NEXT K は 
ト で 1 文字 7 
1 て 4 の 文字 数 に は シフ トコ ー ド は 含 3 
まな い 2 
1 - 文字 の 文字 数 MM 
2 - 漢字 の 文字 数 0 
3 一 全角 漢字 の 文字 数 2 
4 - 半角 漢字 の 文字 数 
5 一 シフト コード 数 p を 省略 する と 、 機能 は 0 と 同じ 
KMID$ 文字 列 S の 左 n 文 字 目 か ら 長 さ m の 文 X$ー“* 朝日 新聞 社 " 
(S ,n (,m) | 字 列 を 与え る PRINT KMID$ (X$ , 1 , 3) 
) m を 省略 し た と き は 、n 文 字 目 以降 の | は 
すべ て を 与え る 朝日 
S く n の と き ” ” (ヌル スト リン グ ) | PRINT KMID$ (X$, 1) は 
を あたえ る 朝日 新聞 社 
シフ トコ ユー ド も 党 字 1 文字 と 数 える 
] で も よい 
KNJ$ (S) 字 列 $ の 最初 の 4 枯 を に 変換 人 
B$=”442B* 
字 列 は 1 6 進 4 桁 の JI S 江 字 コー C$=”"467C”" 
ド D$=”*1B48* 
PRINT KNJ$ (A$) +KNJ$ 
(B$) +KNJ$ (C$) +KNJ$ ( 
D$) は 
朝日 
KTYPE 文字 列 S の 中 の n 番 目 の 文 字 の タイプ | X$=" 朝 日 新聞 " 
(S , n) を 与え る 生ま KTYPE (X$ , 1) は 
0- 文 字 PRINT KTYPE (X$ , 3) は 
1 全角 漢字 1 
2 -- 半角 党 字 PRINT KTYPE (X$ ,6) は 
3 一 漢 字 イ ン シ フ トコ ー ド 4 
4 -- 漢字 アウ トシ フト コー ド 
シフ トコ ー ド も 漢字 1 文字 と 数 える 
ここ で 扱う 文字 は 「 漢 字 ] で も 「 文 字 
」 で も よ 
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11. 9801 表示 選択 方 式 に よる 日 本 語 入 力 
日 本 語 入力 


N 8 8 一 日 本 語 B AS I C を 使え ば 従来 の JI S コ ー ド 入力 に よる 漢字 入力 に 加え 、 表 示 選 択 方 式 に よる 
入力 が で きる 。 漢 字 の 読み を カナ や ロー マ 字 で 入力 する と 、 読 み に 対応 する 漢字 の 一 覧 表 を 表示 する 。 そ の 
中 か ら 該 当 す る 漢字 を 選べ ば よい 。 こ の 方 式 は スク リー ン エ ディ ター を 使っ て BAS IC の プロ グラ ム を 作 
る 場合 と 、 以 下 の 命令 文 で キー ボー ド か ら デ ー タ を 入力 する 場合 に 使え る 。 

AO WAIT、LINE INPUT、LINE INPUT WAIT、 

PUT 


《 日 本 語 入 力 モ ー ド 》 
表示 選択 方 式 に よる 日 本 語 入 力 を 可能 に する に は 、 日 本 語 入力 モー ド に 切り 替え る 必要 が ある 。 次 の 条件 
で 【CTRL】 と 【XFER】 を 押せ ば 日 本 語 入 力 モ ー ド に 切り 替わる 。 再 度 【CTRL】 と 【XFER】 
を 押せ ば 日 本 語 入力 モー ド か ら 抜 け 出 す 。 

日 本 語 入力 モー ド の 条件 

画面 モー ド 7 カー ソル の 位置 | ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 


2 4 行 目 以前 2 4 行 目 以 前 | 無関係 





















80 桁 25 行 











2 5 行 目 2 4 行 目 以前 | 表示 が 有る 場合 に 限る 
1 9 行 目 以前 | 19 行 目 以前 | 無関係 

8 0 格 2 0 行 ーーー 十 - ーーーーー 
2 0 行 目 1 9 行 目 以前 | 表示 が 有る 場合 に 限る 





= に 








日 本 語 入 力 モ ー ド の 条件 を 満た さ な い で 【CTRL】 と 【XFER】 を 押せ ば JTS コード 入力 モー ド に 
切り 替わる 。 4 0 桁 モ キー ド や 、8 0 桁 2 5 行 モ ー ド で スク ロー ル 最 終 行 が 2 5 行 目 か つ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
の 表示 が な い 場 合 な ど が これ に 相当 する 。 

K INPUT 文 で 漢字 デー タ の 入力 要求 を 出し た 場合 に は 、【CTRL】 と 【XFER】 を 押さ な く て も 
自動 的 に モー ド が 切り 替わる 。 日 本 語 入 力 モ ー ド に な る 条件 は 同じ 。 


《 入 力 方 式 と 入力 文字 の 切り 替え 》 

入力 方 式 は 、 キ ー ボ ー ド の 文字 を 直接 入力 する 方 式 、 ロ ー マ 字 で か な 文字 を 入力 する 方 式 、J I S コ ー ド 
で 入力 する 方 式 の 三種 類 あ る 。 直 接 入力 方 式 は 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ 、 英 小文字 、 英 大 文字 の 四 種 類 入力 で 
きる 。 ロー マ 字 入力 は ロー マ 字 に 対応 する カタ カナ と ひら が な を 入力 で きる 。 J I S ュ コー ド 方 式 は 1 6 進 ュ 
ー ド 4 桁 で 入力 する 。 


切り 替え 方 法 
【CTRL】+【V】 で 交互 に 切り 替え 」【CTRL】+【P】 


直 接 入力 方 式 ロー マ 字 入力 方 式 | JIS ュ ー ド 入力 方 式 
【 カ ナ 】 ロ ッ ク 解 除 | 【 カ ナ 】 ロッ ク 【 カ ナ 】 ロ ッ ク 解 除 











英字 モー ド か な モー ド か な モー ド 





【CAPS】 で 交互 | 【CTRL】+ 【CTRL】+ 
に 切り 替え 【Q】 で 交互 に 【Q】 で 交互 に 
( 注 ) 切り 替え 切り 替え 


英 小文字 | 英 大 文字 ひら が な | カタ カナ | JTS コード 4 桁 入力 
入力 カ 
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【CTRL】 と 【P】 を 押す と JIS コ ー ド 入力 方 式 に な り 、J IS コー ド 4 桁 (1 6 進 ) を 入力 する と 
自動 的 に 元 の モー ド に 戻る 。 入 力 の 前 に 【CTRL】 と 【P】 を 押せ ば 、J IS コー ド 入 力 モ ー ド を 取消 せ 


る 。 
【CTRL】 と 【TT】 を 押す と 全角 文字 と 半角 文字 が 交互 に 切り 替わる 。 半 角 文 字 は 英 数 字 、 特 殊 記 号 、 
カタ カナ だ け 表 示 で きる 。 ひ ら が な や 漢字 は 全角 文字 で な けれ ば 表示 で き な い 。 


( 注 ) 
【CAPS】 ロ ッ ク の 状態 で 【SHTIFT】 キ ー を 押し な が ら と 英字 を 入れ る と 英 小文字 に な る 。 
【CAPS】 ロッ ク 解 除 の 状態 で 【SHTIFT】 キ ー を 押し な が ら 英 字 を 入れ る と 英 大 文字 に な る 。 


日 本 語 入力 モー ド の 画面 》 


日 本 語 入力 モー ド で は 下図 の よう に 二 個 の カー ソル が 表れ る 。 従来 の 入力 位置 を 示す カー ソル を 本 カー ソ 
ル と 呼び 、 最 終 行 に ある カー ソル を 表示 選択 カー ソル と 呼ぶ 。 最 終 行 は 表示 選択 行 と 呼ぶ 。 


表示 選択 カー ソル 


ku 








英 小 ) 画 一 最大 2 0 文字 入力 可能 一 一 


《 表 示 選 択 行 》 











表示 選択 行 に は 、 入 力 方 式 と 入力 文字 の 状態 を 次 の よう に 表示 する 。 
H ロ (ロロ 
英 小 、 英 大 、 カ ナ 、 か な 、 1 6 進 (JI S コ ユー ド 入 力 ) 
スペ ー ス : 直接 入力 、R : ロー マ 字 入力 
スペ ー ス : 全角 、* : 半角 
《 表 示 選 択 方 式 に よる 入力 》 


表示 選択 方 式 で 漂 字 を 入力 する 場合 に は 、 直 接 入 力 方 式 の か な モー ド (ひら が な また は カタ カナ ) か 、 ロ 
ー マ 字 入力 方 式 を 使う 。 渓 字 1 文字 の 読み を 入力 し た 後 で 【XFER】 を 押す と 、 一 度 に 最大 九 個 の 漢字 一 
覧 表 を 表示 選択 行 に 表示 する 。 こ の 操作 を 変換 と 呼ぶ 。 該 当 す る 漢字 の 番号 を 入力 する と 本 カー ソル の 位置 
すれ 机 放 EPR 現下 誠 池 一 革 半 の 生計 まる 還 ん 居 拉 は っ 

の 表 に 戻る 。 

入力 し た 文字 を 党 字 に 変換 せ ず その まま 入力 する 場合 に は 、 入 力 し た 後 で 【SH IFT】 と 【XFER】 

押す 。 本 カー ソル の 位置 に 文字 を 表示 する 。 こ の 操作 を 無 変 換 と 呼ぶ 。 


《J IS コード 方 式 に よる 入力 》 
JIS コ ー ド 4 桁 (1 6 進 ) を 入力 する と 漢 字 1 文字 を 表示 選択 行 に 表示 する 。【SHIFT】 と 【XF 
ER】 を 押す と 本 カー ソル の 位置 に 漢字 を 表示 する 。 


《 日 本 語 入力 モー ド 時 の 特殊 キー の 働き 》 

日 本 語 入力 モー ド に ある 場合 に は 、 特 殊 キ ー の 働き は 標準 の 働き と 異な る 。 

表示 選択 行 に 文字 が 入っ て いな い 場 合 に は 、 カ ー ソ ル や 【 INS】、【DEL】 キ ー は 標準 の 働き を する 
が 、 表 示 選 択 行 に 文字 が 入っ て いる 場合 に は 表示 選択 行 に 対し て だ け カ ー ソ ル が 有効 に な る 。 そ し て 【 一 】 
と 【ー】 は 有効 だ が 、【 1 】 、【!】、【INS】 、【DEL】 は 無効 に な る 。 
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日 本 語 入 力 
【CTRL】+【XFER】 日 本 語 入力 モー ド の 切り 替え 








【CTRL】+【V】 直 拉 入力 、 ロ ー マ 字 入力 の 切り 替え 
【 ヵ カナ 】 英字 モー ド 、 か な モー ド の 切り 替え 
【CTRL】+【G】 か な モー ド で ひら が な 、 カ タカ ナ の 切り 替え 
【CAPS】 英字 モー ド で 英 大 文字 、 英 小文字 の 切り 替え 
【xXFER】 党 字 へ 変換 
【SHIFT】+【XFER】 | 表示 選択 行 の 文字 を 入力 
【cTRL】+【T】 全角 文字 、 半 角 文 字 の 切り 替え 
【cTRL】+【P】 JI S ュ ー ド 入力 方 式 に する 

表示 選択 行 の 編集 (表示 選択 行 に 文字 が ある 場合 ) 
【CLR】 表示 選択 行 に 入力 し た 内 容 を クリ アー し て 、 カ ー ソ ル を 先頭 に 戻す 
【CTRL】 +【U】 
KCTRIEL3I そ 2 
【 コ 、-】 | 表示 選択 行 に 入力 し た 文字 の 範囲 で カー ソル 移動 
HOME】_ 表示 選択 行 の カー ソル を 先頭 に 戻す 
【CTRL】+ _【B】 















































【CTRL】 +【F】 





We 状 貞 0 人 6 | 【K】 
【CTRL】+ 【N】 
【CTRL】 ET 60 か 
【CTRL】 【E】 
【RET】【 | 本 詳 和 カモ ー ド か ら 療 け 、1 行 の 入力 終了 表示 下 択 行 の 内容 は 無視 
【SToOP】 | 行内 容 を 無 規 し て 日 本 語 入力 モー ド か ら 抜 ける 
1 NS、 SVT し 提 す 
ブザー が 鳴っ て 無視 され る 。 他 の キー は 標準 と 同じ 
固有 の 動作 (表示 居 択 行 に 文字 が な い 場 合 
【,】【RET】 較 馬力 モー ド か ら 抜 け 、1 行 の 入力 終了 



































STOP 日 本 千 入 力 モ ー ド か ら 抜け STOP 





ESC、 GRAPHH+ 他 の キー、 Rol1 up、Roll down、CTRL+O は 
プ ブザー が 鳴っ て 無視 され る 。 他 の キー は 標準 と 同じ 
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ロー マ 字 入力 の 規則 



































し ゅ 


Syushu 


し ょ 


syosho 
時 4 





が | 


tyuchu 





語 


ひ ゅ 

















E“ 3 まだ は 【ー】 


1) 子音 を 重ね る 
⑫ 母 音 + す 【 ”'】 


【SHTIFT】+ ロ ー マ 字 
【 ,3 


(1) n の 次 に 子音 
⑫n+【 '】 
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( 12. プリ ンタ ー の 使い 方 ) 





交 プリンター の 操作 壇 


) 
) 電源 が 入っ て いる こと 。 
も 
) 


CR (Carriage Return ) 
LEF (Line Feed ) 
FF (Form Feed ) 


VT (Vertica1 
Tabulation ) 
《 デ ィ ッ プス イッ チ の 設定 》 


コン ピュ ー タ ー 本 体 と ゲ プリン ター と が 正しく 接続 され て いる こと 。 


(セレ クト (SEL) ラン プ か 点灯 ) 


用 紙 が 正しく セッ ト さ れ て いる こと 。 

機種 の ちがい ・PC--8822 --- 漢字 ROM ボ ー ド を 内 蔵 (漢字 は J IS 第 一 水準 ) 
DOES0 0 の 1 漢 字 ROM ボ ー ド は オプ ショ ン 

) プリ ンタ ー の 動作 を 制御 する 書式 制御 文字 


: 復帰 一 プリ ンタ ー の ヘッ ド を 同一 行 の 初め の 文字 位置 に も どす 

: 改行 ーー プリ ンタ ー の ヘッ ド 位 置 は 変え ず 、 次 の 行 に 進め る 

: 書式 送り -- ア プリ ンタ ー の ヘッ ド 位 置 は 変え ず 、 次 の ペー ジ の 頭 (T 
OF) に 進め る 

: 垂直 タブ ー プ リン ター の ヘッ ド 位 置 は 変え ず 、 次 の あら か じ め 定 め 
られ た 行 に 進め る 


標準 的 な 使い 方 で は SW1 の 6 と SW2 の 5 だ け ON に し て お く 。 最 初 に プリ ンタ ー に デー タ を 送る と き 
は 、 セ レク ト (SEL) スイ ッ チ を 押し て オン ライ ン 状 態 に する 必要 が ある 。 


機 


da 


能 





| 使用 する 国 別に 文字 の 設定 


1/6 イン チ 改 行 で の ペー ジ 当 た り の 行 数 

オン ライ ン ・ オ フラ イン 指令 コー ド の 有効 ・ 無 効 

バッ ファ が いっ ぱい で 印刷 し た と き の LF の 有 ・ 無 
ロジ カル シー クモ ー ド で の 印字 指令 ユー ド の 設定 |CR、LF、VT、FF 
CR+LE 








ーー トー 


数 字 の ぞ ゼロ 表示 の 設定 
未 使用 


未 使用 
印字 方 式 の 設定 








Co - コ の ) 〇 1 て うつ トウ ルー Co - コ の) て mn てら トウ ルー 


印字 方 向 の 設定 
《 基 本 操作 》 


デー タ の ビッ ト 数 の 設定 
電源 投入 時 の オン ライ ン ・ オ フラ イン の 設定 オン ライ ン オフ ライ ン 





ゅ 


合 
1 行 当たり の ドッ ト 数 の 設定 6 4 0 ドッ ト 96 0 ドッ ト 


高 品質 印字 高速 印字 
7 ビッ ト 8 ビッ ト 








単 方 向 表 方 向 








人 を | 機 能 












LFILES 


使い 方 は FILES と 同じ 。 プ リン ター へ 出力 する 








LLIST 


プロ グラ ム の リス ト を プリ ンタ ー へ 出力 する 








LPRINT 


| テー や 計算 結果 を プリ ンタ ー へ 出力 する 








LPRINT USING 


PRINT USING と 同じ 使い 方 で 、 プ リン ター へ 出力 する 








LPRINT CHR$ (12) 


改 ペ ー ジ 





LPOS (x) 


| ・ タミー 秋 数 。 プ リン ター ヘッ ド の 現在 科 置 (方向) を 与 える 








WIDTH LPRINT 











プリ ンタ ー の 1 行 の 文字 数 を 設定 する 
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誤 プ リン ター の 機能 制御 
《 文 字 制御 》 


機 能 命 
HS (高速 印字 ) パイ カ に する |LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (78) : 
HD ( 高 品質 印字 ) パイ カ に する |LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (72) : 
エリ ー ト に する LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (69) 








































コン デン ス に する | LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (81) : 





プロ ポー ショ ナル に する LPRINT CHR$ (27) : CHR$ (80) : 
深 字 に する ( 深 字 ROM が 必要 ) |LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (75) : 
英 数 記号 と カタ カナ に する LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (36) 
英 数 記号 と ひら が な に する |LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (38) : 
拡大 文字 に する LPRINT CHR$ (14) 
拡大 文字 の 解除 LPRINT CHR$ (15) : 
強 記 文 字 に する LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (33) : 
強調 文字 の 解 際 LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (34) : 
ァ ン ダー ライ ン を 引く LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (88) : 
アン ダー ライ ン の 解除 LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (89) 
文字 を 繰り 返し て プリ ント する |LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (82) 
向い 


1 列 8 ド ッ ト の ドッ ト 列 印字 モー|LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (83) : 
ド に する ns n は 送る ドッ ト 列 数 で 4 桁 の 1 0 進数 


1 列 16 ド ッ ト の ドット 区 連 = | 上 1 INT CHR$ (27) :CHR$ (73) : 
ー ド に する H n は 送る ドッ ト 列 数 で 4 桁 の 1 0 進数 









































進数 
に コ 








| は 
* 婦 
| 


| 











LPRINT CHRS$ (27) :CHR$ (86) : 
"ni Pa" n は 繰り 返す 回 数 で 4 桁 の 1 0 進数 

a は 繰り 返し プリ ント する ドッ ト 列 
LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (87) 
っ (4 n は 繰り 返す 回 数 で 4 桁 の 1 0 進数 

a は 繰り 返し プリ ント する ドッ ト 列 
LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (42) 
LPRINT CHR$ (&Hxx) : CHR$ (&Hyy) : 
LPRINT CHR$ (4) 
外字 の 党 字 ユー ド と し て 、7 6 2 0H~7 6 5FH の 6 4 文字 分 が 
定義 で きる 。 定義 する 漢字 ユー ド の 上 2 桁 を x x、 下 2 桁 を yy 
書く ( 例 5 参 照 ) 








7 1 


《 幅 と 行 と 位置 の 制御 》 















































機 能 命 令 
改行 幅 を 1 プ 6|LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (6 
人 勿 に する また は LPRINT CHR$ (27) j ん) で も 同じ 
改行 幅 を 1 プ 8」LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (66) : 
多 に する 
| 
n グ 120 を の |LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (84) j "nmn ア i 
改行 幅 に する 00= く nー く 9 9 の こと 。n は 2 桁 の 1 0 進数 
水平 タプ を 疫 定 | ILPRINT CHR$ (27) :CHR$ (40) >D。 も 。 と "Ds る 
する ォ p は 8 桁 の 1 0 進数 。10 は 010 と 書く こと 。 コ ンマ (。 ) は 継続 コー ド 、 ピ 
2 
] 
100 LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (40) 
*010.020.030.": 
110 FOR !I=1 TO 4 
120 LPRINT 1I: 
130 GOSUB 500 
140 NEXT 【I 
150 END 
実行 結果 1 
1 3 4 
ー10 一 : 
湯 一 = ュ = ュー と = 2 = と ェ ーー 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 3 0 ーーーーーーーーーー ー テ 
プリ ント する 場合 、 以 下 の サ プルー チン を 実行 し 、 水 平 タ プ コ ー ド を プリ ンタ ー へ 送 
っ て お く こ と 。 水 平 タ プ を 解除 する と き に も 必要 
500 S=INP (&H42) AND 1:IFE S THEN 500 
510 OUT &H40,9:OUT &H44,&HB8: 
OUT &H44, &H88 
520 RETURN 
(8 8) の と き 500 と 51 0 行 を 変え る 
500 S=INP (&H40) AND 1:IF S THEN 500 
510 OUT &H10 ,9:OUT &H43 ,0:OUT &H 4 3 , 1 
水平 タブ を 全部 |LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (50) 
解除 する 
水平 タプ を 部 分 |LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (41) : "aa,b・ "5: 
解除 する ( 例 ) 
前 の 例 の うち 、1 0 と 2 0 の 水平 タプ を 解除 する 
LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (41) : "010.020 ア ぉ : 
レフ トマ ー ジ ン |LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (76) ij "nmn ア is 
を 設定 する SN 
川 
LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (776) j: "010 ア : 
ー1 0 一 ! 一 ここ か ら プ リン ト す る 
sssp 5 
レフ トマ ー ジ ン |LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (76) ij 7000“ ア : 
を 解除 する 


| 
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命 


る 





垂直 タブ の 設定 






















電源 投入 時 の ペー ジ の 頭 (TOF) と 垂直 タプ (VT) 











11TOF (ch1) ・TOF か ら 次 の TOF の 前 まで が 1 ペー ジ あ た り 
の 行 数 (6 6 行 ) 
71VT (ch2) 
・VT は ch2 に 6 行 毎 に 初期 設定 され る 
191 Ve 放 ) 
・LPRINT CHR$ (1 1) : で 、 次 の VT 
55IVWTP (eh2) まで 改行 する 
61|VT (ch2) ・ VVT を 設定 し な お せ ば 、 自 由 に 改行 で きる 
66 ・VT は ch2 て ch6 に 5 種類 設定 で きる 
67 TOF (ch1) ・TOF は ch1 に 設定 する 


1 真 あたり 6 0 行 と し 、c h 3 に VT を 1 0 行 毎 に 設定 する 


11TOF (ch1) ・2 バ イト で TOF ま た は VT を 設定 する 。 
1 行 目 と 6 1 行 目 は 、c h 1 に TOF を 設定 し 、 











10|VT (ch3) ch 3 に 1 0 行 毎 に VT を 設定 する 
20|VT (ch3) デー タ の 意味 
1 バイ ト 目 X 1 ch6 ch5 ch4 ch3 ch2 ch1 
50|VT (ch3) 2 バイ ト 目 X 1 X XX X X XX XX 
60 | VT (ch3) X 0 で も 1 で も 可 (この 例 で は 0 ) 
本 chx : TOF を 設定 する 行 の デー タ の 場合 、ch1 
61 |Tor (cn1) の ビッ ト を 1 に する 
VT を 設定 する 行 の デー タ の 場合 、 設 定 す 
る chx の ビッ ト を 1 に する 
10 DATA 65,64,.64,.64,.64,.64,.64,64,64,68 
20 DATA 64,.64,64,.64.64.64.64.64,64,68 
30 DATA 64,.64,.64,64,.64.64,.64,.64,64,。68 
40 DATA 64.64,.64,.64,.64.64,.64.64,64,68 
50 DATA 64.64,.64,.64,.64.64.64.64,64,68 
60 DATA 64,64,.64.64.64.64。64.64,64。68 
70 DATA 65 
80 LPRINT CHR$ (29) : 
90 FOR K=1 TO 61 
100 READ D:LPRINT CHR$ (D) : CHR$ (64) : 
110 NEXT K 
120 LPRINT CHR$ (30) : 
130 LPRINT STRING$ (1 0 。”*”) 
140 LPRINT CHR$ (31) : CHR$ (3) : 
150 LPRINT STRING$ (1 0 。”"@"”) 
160 LPRINT CHR$ (31) : CHR$ (3) : 
170 LPRINT STRING$ (10 ,"$”) 
8 0 行 目 --- 垂 直 タ ブ 設 定 開始 宣言 
1 0 0 行 目 --- TOF、VT の 設定 
1 2 0 行 目 -- 一 垂直 タブ 設定 終了 宣言 
140、160 行 目 --- ch 3 に 設定 し た 垂直 タブ を 実行 
プロ グラ ム を 実行 する と 、 1 行 目 、 1 0 行 目 、 2 0 行 目 に *、@、$ を それ ぞ れ 
1 0 個 ず つ プ リン ト す る 
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機 能 命 令 


垂直 タブ LPRINT CHR$ (11) : 
ch2 に 設定 し た 次 の 垂直 タプ まで 改行 する 。 垂 直 タ ブ を 設定 し て な いと き は 、 次 の 
TOF ま で 改行 する 。 垂直 タプ は ch2 に 6 行 毎 に 初期 設定 され て いる 


1 行 改 行 する LPRINT CHR$ (10) : 











n 行 改行 する 1 CHR$ (31) :CHR$ (16+n) 


た だ し 、 トー で n デ で 1 9 





ドッ ト 単 位 で プ 
リン ト 開 始 位置 
を 一 時 的 に 設定 





ドッ トス ペー ス 
を プリ ント する 





《 そ の 他 の 制御 》 








1 ーー 計 ee 


LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (77) 
電源 投入 時 に は この 値 が セッ ト さ れる 。 コ ン デ ンス モー ド の と き は 1 9 2 0 に な る 








ロジ カル シー ク |LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (60) : 
モー ド に する 印 字 終了 時 点 か ら 次 の 印字 指令 な ど で プ リン ター ヘッ ド が 距離 の 近 い 方 に 動く 


方 町 字 モー| LPRTNT CHR$ (27) :CHR$ (62) 
に 


本 LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (102) 
る 











行 を 方 向 に | し PRINT CHR$ (27) iCHRS (114) 
る 





プリ ンタ ー リ ボ |LPRINT jCHR$ (67) ij"n Ps 
ン の 切り 換え 黒 リ ボン 
赤 り ボン 


プリ ンタ ー を オ :OUT &H44,&HB6: 
ン ラ イン に する 





:OUT &H43。0:OUT 多 H43。1 





プリ ンタ ー を オ :OUT &H44,&HB8: 
フラ イン に する 





:OUT &H43,0:OUT &H43,1 
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機 能 | 命 令 
一 番 近い 水平 タ | 10 SINP (&H42) AND 1:IF S THEN 
プ に プリ ンタ ー| 20 OUT &H40,9:OUT &H44,&H8: 
の ヘッ ド を 移動 / LM &H44,&H88 
8 
10 S= ニ INP (&H40) AND 1:IF S THEN 
20 OUT &H10, 9 :OUT &H43, 0:OUT &H 








《 印 字 見 本 》 
(1) HS パ イカ 文字 





(2) HD パ イィ カ 文字 


"寺本 &( )※+。 ー・/0123456789* j く =>?@ABCDEFGHTJKLMN 
BPSTUM2WS じ 3 ~abcdefghi jk 1 mnopqF= モ u ソ ぃ メッ ァ て ! 
うー トー| 1 ビス レー 。「」、- ラ ァ ィ ウェ 
オヤ ュ ヨ リー アイ ウエ オカ キク か コ サ シ ス セ ゾ タ チ ツ テト ナニ ヌ ネ ノ 八 レフ へ A ホ マミ ム メ モヤ ユ ヨ ラリ 
ルレ ロワ 9 ン " ? ニ F 人 、 マ "人 $ ま @ 〇 ハツ 円 重 月 日 時 の 徐 


(3) エリ ー ト 文字 
まま 生計) キキ ュー・/01234587891 1 て =) 2BABEHEFGHTJKLNN 
HPGRBTUUMEYZ[\]* abcdef ロ hijk1mhni RPGPSEbM ェ 





1 ーー| | ロロ ニュ ャ 「」 い ブイ 9 エ 
4p 1 コー アイ 91 オ カキ 77 9 ラス セツ 929 ォ ト ナー ヌィ ノル ヒ フ すり 
MLH ワ = ニ FH 人 軍 本 生 素 章 ※ 幅 征 有 時 人 各 








(4 ) コン デン ス 文 字 


姓 0 衝 0123456789 呈 に 39gABEUEF6HIJML 隊 
P 上 RSTUMWWYZEW]) abrdafahijk1Wnapqrstuvwxyzt! 
II に だ UEI71 
コ 9-7 ガ 917 和 799 け - 旦 月 7A436 者 
邊 9! 時 1 食 画 時 信二 






(5) プロ ポー ショ ナル 文字 


『 失 中 %8OX+,ー,/0123456789:s<=>2@ABCDEFGHLJKLMN 
DB。 abecGIIKNRmopcregBuutuore 

ーー| 1 ロコ ビス ンー 。「 」、- ラ ァ ィ ウェ 
オ リー アイ ウエ オカ キク ケ コ サシ ス セ ゾ タ チ ツ テト ナニ ヌ ネ ノ ハ ヒ フ へ ホ マ ミ ム メ モヤ ユ ヨ ラリ 
ルレ ロリ ワン"? ニ F 全 、 ママ" 全 や の 手 @ つ ハツ 円 年 月 日 時 今 秒 


(6) 党 字 
亜 吐 阿 冥 愛 挨 始 逢 奏 末 衝 悪 所 混 旭 章 芦 際 梓 圧電 扱 


宛 旭 昌秀 約 旨 裕 安 誠 投 只 案 避 以 伊 位 全 人 
軌間 易 放 和 移 雑 囚 請 六 所 
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《 ド ッ ト の パタ ー ン 出力 例 》 
( 例 1) 1 列 8 ド ッ ト の パタ ー ン を プリ ント する 。 
10 LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (83) : "0006" 
20 LPRINT CHR$ (&H76) : 
30 LPRINT STRING$ (4 ,&H89) 
40 LPRINT CHR$ (&H76) : 
( 例 2) 1 列 8 ド ッ ト の パタ ー ン を 繰り 返し ゲ プリ ント する 。 
0 LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (86) : "0008”"j:CHR$ (&HDB) : 
例 1 の 結果 : (ドッ ト 列 =0 006) 例 2 の 結果 : (繰り 返し =0 0 08) 
! SS おこ ー 8 回 繰り 返す 
「 > 2229 は 1111 
8 | &H6 僅 つ 〇 〇 〇 欠 8 OOOOOOOO 
ン 衝 | o 〇 〇 @@@@ 〇 ビ | の の の ら @@@ の の 9@9 
ッ | pm @  @ 〇 OOO 〇 多 ッ > | の の の @@@@@@9 
| @ @ 〇 OO 〇 O 〇 多 ト | OOOOOOOO 
&H7 @  @ 〇 O 〇 OO 9 更 伯 人 @ 人 ゆあ 
〇 _ 〇 @@@@ 〇 作 金 多 あ の ⑳⑧ の の ⑤⑮ 
[ 1 列 分 の デー タ (&H7 6) 1 列 分 の デー タ (&HDB) 
( 例 3) 1 列 16 ド ッ ト の パタ ー ン を プリ ント する 
10 LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (73) :"0016" 
20 FOR 1=1 TO 32 
30 READ A$ : C=VAL ("&H"+A$) : GOSUB 500 
40 NEXT I : LPRINT 
100 DATA 00,.00,.04,10,F4,17,94,14,9F,FC 
110 DATA 94。14.F4。17。04。10.00,E0O,FE。1EF 
人 0 AA 入 22。02。22。02 2 の 2 92.22。82 BE。FE。00。00 
130 END 
500 S=INP (&H42) AND 1 IF S THEN 500 
510 OUT &H40,C OUT &H44,&H8 OUT &H44,&H88 
520 RETURN 
※ (8 8 ) の と き は 、 行 番号 5 0 0 と 5 1 0 を 次 の よう に する 。 
500 S=INP (&H40) AND : 1 THEN 500 
510 OUT &H10,C : OUT &H43。.0 : OUT &H43,1 
( 例 4) 1 列 16 ド ッ ト の パタ ー ン を 繰り 返し プリ ント する 
10 LPRINT CHR$ (27) :CHR$ (8 7) j) "0007"j:CHR$ (&&H8F) 
j:CHR$ (&HF1) : 
例 3 の 結果 : (ドッ ト 列 =0016) 例 4 の 結果 : (繰り 返し =0007) 
{ = OOOO@OOOOOOOOOOO 1 人 めき 人 @ 
1! 〇 OOOO@OOO 〇 @ の の @@@⑨@⑥ 〇 だ た ルル 
バ : 〇 多 の る @@@⑨@⑧ 〇 @ 〇 〇 〇 〇 @ 〇 間 人 の の 天 の @⑨⑮ 
イ OOOO@OCOOO@OOOO@O 〇 あの 人 の @ 人 の 旬 和 の 
ト ! 〇 〇 @@@@@⑬ 〇 〇 @ 〇 〇 〇 〇 @ 〇 OOOOOOO 
16 目 : 〇 〇 谷 OO 〇 @ 〇 〇 @@@ ( う 16 〇 OOOOOO 〇 OO 
( う OO 〇 @OO 〇 O@ 〇 O 〇 @O 〇 OOO 〇 @ 〇 ビ OOOOOO 〇 OO 
ッ 〇 〇 @@@@@⑧ 〇 〇 @ 〇 〇 〇 〇 久 ッ ウ 朝 の の る めぐ 
ト OO 〇 金 OO 〇 @O 〇 OO 〇 @ 〇 OO 〇 OO 〇 〇 ト 物 交 の @ 
2 〇 OO 〇 O@ 〇 〇 〇 @ 〇 〇 @@@@@⑨@ 〇 OOOOOO 〇 OO 
バ !) 〇 〇 の @@@@ 〇 〇 @ 〇 〇 〇 〇 @ OOOOOO 〇 OO 
ィ イ OOO 〇 O@O 〇 OOO@OOOO@O OOOOOOO 
ト !: 〇 @ の の @@@@@⑧ 〇 @ 〇 〇 〇 〇 依 〇 ルル スト だ 5 
目 : OOOO@OOO@OOOOO 〇 @ 〇 人 あ 人 人 ン の の の ⑱ 人 ⑲ 
: OOO 〇 WO 〇 OO@O 〇 OO 〇 OO 〇 @ 〇 の の の あき 
! に OO 〇 O 〇 @O 〇 〇 〇 人 @ 〇 〇 〇 @@@ 〇 1 あの の 人 @ ら の 9 
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( 例 


Ao 
の 2 


iz2E3 


拓く:】 


CmnCm CT トウ OO ト O ト う 


5 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
0 
1 
の 
3 
0 
1 
2 
(8 
0 
1 


て mn て 


と 


) "①” と いう 外字 を 、 漢 字 コ ー ド 7 6 2 0 H と 定義 し て 作る 。 

0 LPRINT CHR$ (27) : CHR$ (42) : 

0 LPRINT CHR$ (&&H76) :CHR$ (&H20) 

0 FOR II=1 TO 32 

0 READ A$ : D=VAL ("&H”"+A$) : GOSUB 500 
0 NEXT 1I 

0 LPRINT CHR$ (4) : 

0 END 

0 DATA EO,07,18.18,04.20,04。20 

0 DATA 02,40.02,40,11.90,F9,9F 

0 DATA F9,9F,01.90.02,40,.02。40 

0 DATA 04,.20,.04.20,.18.18,EO,07 

0 S=INP (&H42) AND 1 : IF S THEN 500 

0 OUT &H40,D : OUT &H44.&H8 OUT &H44,&H88 
0 RETURN 

8 ) の と き は 、 行 番号 5 0 0 と 5 1 0 行 を 次 の よう に 変え る 。 

0 S=INP (&H40) AND 1 : IF S THEN 500 

0 OUT &H10,D : OUT &H43。0 : OU &H4 3 , 1 


この プロ グラ ム を 実行 する と ”① ” と いう 外字 が で きる 。 


プリ ント する に は 、 以 下 の 行 を 追加 する 。 


OOOOOW@@@@@ 〇 OO 〇 OO 一 ーー-: 





5 LPRINT CHR$ (27) :CHRS$ (75) 

6 LPRINT CHR$ (&H76) 5CHR$ (&H20) : 

7 LPRINT CHR$ (2 7) :CHR$ (7 2) :LPRINT 

字 を 作る に は 、1 6x16 の 有 九 目 に ン を 作る 。 パ ター ン が で きた ら 下 記 の よう に 

バイ ト 単 位 に 分 解 し て 、 デ ー タ を 作る 

cc ① の パタ ー ン 
1 が 

1 3 〇 の OOOOOO@@@@ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
2!0+0+0+0=0 ババ) の OOOO@@OCOOO@@ 〇 OOO 
4 : =&H0 ィ : 〇 O OO@@O 〇 OOOOOOO@@ 〇 〇 
8 ト : 氏 〇 の OOOOO@@O 〇 OOOO 
1 HE0 目 : 基 〇 @OOOO@@@ 〇 〇 OOO@ 〇 
2:0+2 二 4+8=14 | 〇 の 馬 OOOOOO@W@OOOOOO 欠 
4 : =&HE ) 〇  @OOOOCO@@O 〇 OOOOO 
8 ーー の 介 OOOOOO@@OCOOOOO@ 
る 4 〇 旬 OOOOOO@@O 〇 OOOOOO 欠 
2!1+2 二 4 寺 0=9 バ ! 〇 の 介 OOOCOCOO@@OCOCOOO@ 
4 ! =&H9 -、 ィ ! 〇 の 旬 OOOOOO@@ 〇 OOOOO@ 
8 ト : 氏 の 〇 @OOOOO@@O 〇 OOOO 欠 〇 
1 -、 : 婦 HO 9 目 : 代 〇 @ つ OO 〇 @@@⑧ 〇 〇 〇 〇 @ 〇 
2:0+0+0+0=0 ) 〇 OO@@OOOOOOOO@@ 〇 〇 
4 : =&H0 〇 O _ OOOO@@OOOO@@ 〇 OOO 
8 - 〇 COCCOO@@@@ 〇 〇 OOOO 

介 は ドッ ト を うつ 

〇 は ドッ ト を うた な い 
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13. フロ ッッ ピー ディス ク の 使い 方 
交 基 本 事項 


《 フ ロッ ピー ディ スク 装置 の 種類 》 
PCー9881 
PC-8881 
PC-80S31 













※ | 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピー ディ スク (両面 倍 密度 用 ) | 1MBX 2 ドライブ 
8 イン チ 標 準 フ ロッ ピー ディ スク (両面 倍 密度 用 ) 









1MBX2 ド ライ ブ 
5 イン チミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (両面 倍 密度 用 ) | 3 20KBX2 ド ライ ブ 
PC-8031 一 1W| 5 イン チミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ( 片 面 倍 密度 用 ) | 143KBX2 ド ライ ブ 


PC-8031 一 1V|5 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (片面 倍 密度 用 ) 143KBX1 ド ライ ブ 
※ PC 一 9 8 0 1 で の み 使 用 可能 。 

























《 ミ ニー フロッピ ー デ ィ ス ク の 外形 》 《 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 構造 (片面 倍 密 ) 》 
標識 ラベ ル 
マイ トブ プロ デ ク トメ ッ チ 
ス ヒ ン ドル 装置 所 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 本 体 
有馬 イン デック ス 検出 孔 
邊 し 70 











《 フ ロッ ピー ディ スク 装置 と ドラ イブ 番号 》 
各 フ ロッ ピー ディ スク 装置 に 割り 振ら れる ドラ イブ 番号 は 、 フ ロッ ピー 装置 の 種類 や 組み 合わ せ に よっ て 
異な る 。 主 な 組み 合わ せ は 次 の と お り 。 











接続 する フロ ッ ピ ー 装 置 割り 振ら れる ドラ イブ 番号 
PC-9881IPC-8031-1W |PC-9881|PC-8031-1W 
また は また は また は また は 
PC-8881|1PC-80S31 PC-88811PC-80S31 
〇 ※ 1 て 2 
X 〇 計 
〇 〇 1 >2 











〇 は フロ ッ ピ ー 装 置 の 接続 を 示す 
7 8 


ISK-BASIC の スタ ー ト 》 
(1) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 の 電源 を 入れ る 。 
(2) シス テム ディ スク を 装着 する 。 
(3) PC 本 体 の 電源 を 入れ る 。 
PCー988 1 ディ スク 装置 の 電源 は 、PC 一 9 8 0 1 の 電源 を 入れ る と 入る 。 し た が っ て 
PC-98 0 1 の 電源 を 入れ て か ら シ ステ ム デ ィ ス ク を 装着 する 。 
(4) シス テム プロ グラ ム が 読み 込ま れる 。 
(5 ) 画面 た 次 の 表示 が 出る 。 (8 8) と ある の は 、PCー8 8 0 1 の と き に 表示 する も の を 示す 。 
Disk version 
Disk version (Aug 20,1982) ーーーーー * 8 8) 
How man files (0 一 15) ? 


同時 に オー プン で きる ファ イル の 数 は 1 5 まで な の で 、1 5 以下 の 数 字 を 入力 する 。 


(6 ) 
(7 ) 画面 に 次 の 表示 が 出 て 人 準備 完了 。 
| NEC N-88 BASIC(86) version 1.0 
NEC N-88 BASIC Version 1.1 ーーーーーーー (8 8) 
Copyright (C) 1981 by Microsoft 一 (88) 
XXXXXX Bytes free 
OK 
XXxxx 


xx : 6 桁 の 数 字 、 (8 8) は 5 桁 。 使 える メモ リー の 大 き さ を 表す 
《 シ ステ ム デ ィ ス ク の 装着 》 

DISK-BASTC の スタ ー ト 時 に シス テム ディ スク を 装着 する ドラ イブ 番号 は 、 フ ロッ ピー ディ スク 
装置 の 種類 や 数 に よっ て 変わ る 。 

・8 イ ンチ 標準 フロッピ ー デ ィ ス ク 装 置 だ け の と き 。 


どの ドラ イブ に 装着 し て も よい 。 ドライブ 1 か ら 順 に シス テム ディ スク を さがす 。 
・8 イ ンチ 標準 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 と ミニー フロッピ ー デ ィ ス ク 装 置 の と き 。 
8 インチ 標準 フク フロッピ ー デ ィ ス ク 装 置 な ら ど の ドラ ィ ブ プ に 装着 し て も よい 。 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


装置 な ら ド ライ ブ 1 に 装着 する 。 
・ ミ ニニ フロッピー ディス ク 装 置 だ け の と き 。 
必ず ドラ イブ 1 に 装着 する 。 
《 シ ステ ム デ ィ ス ク 》 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使え る BASIC を DISK-BAS I C と いう 。 こ の DISK-BAS1IC の 入 
っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を シス テム ディ スク と いい 、DISK 一 BAS I C の スタ ー ト 時 に 使う 。 一 度 
DISK-BASTIC が 動き 出せ ば 、 シ ステ ム デ ィ ス ク を は ず し て も よい 。 
シス テム ディ スク は 、DISK-BAS TIC が 入っ て いる 分 だ け 自 由 に 使え る 領域 が 少な い 。 デ ー タ や プ 
ログ ラム を 保存 する だ け で あれ ば 、DISK-BASTIC が 入っ て いな い フ ロッ ピー ディ スク (デー タデ ィ 
スク と いう ) を 使っ た ほう が 、 使 える 領域 が 多い 。 
シス テム ディ スク に は DISK-BAS TIC の ほか に 、 フ ォ ー マ ッ ト プ ログ ラム な どの 各種 スー ティ リ テ 
ィ ー プ ログ ラム が 入っ て いる 。 
《 バ ッ フ ァ の 個数 》 
BASIC ス ター ト 時 に 表示 する 「How many fi1les (0 一 1 5) ?」 に 対し て は 、 同 時 に 
オー プン する ファ ィ イル 数 を 指定 する 。 RETURN キ ー だ け 入 力 す る と ファ イル 数 は 以下 の よう に な る 。 
・ フ ロッ ピー ディ スク が つなが っ て いな いと き は 2 (88) は 1 
・ フ ロッ ピー ディ スク が つなが っ て いる と き に は ドラ イブ 数 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と の 入出 力 に 使う バッ ファ は 、 指 定 し た ファ イル の 数 だ け 用 意 す る 。 ど の バッ ファ を 
使う か は 、OPEN で 指定 する ファ イル 番号 に よっ て 決ま る 。 


( 例 ) How many fi1les (0 一 15) ? に 2 と 答え た と き 











用 意 す る バッ ファ 

井 0 の バッ ファ ] 
9P 世 N “TES き TFT AA 状 は ーー っ 井 1 の バッ ファ | 
OPEN "TEST2" AS 井 2…ー - 井 2 の バッ ファ | 





OPEN “TEST3”" AS 井 3 と は で き な い 
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《 フ ォ 


ー マ ッ ト の 方 法 》 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 入出 力 が で きる よう に する 作業 を ディ スク の フォ ー マ ッ ティ ング と いう 。 新しい フ 
ロッ ピー ディ スク を 使う と き に は 、 必 ず フ ォ ー マ ッ テ ィ ング か 必要 。 


フォ 


ー マ ッ ティ ング に は 以下 の よう な 2 つの レベ ル が ある 。 








内 容 





y 【RET】 の と き 、 





BASIC の DSKI$・DSKO$ で の み 、 読 み 書 き で きる よう に な る 。 

FAT、 デ ィ レ クト リー、 ID の 初期 化 は され な い の で 通常 の ファ イル を 作る 
こと は で き な い 。 市販 の 8 イン チ 標 準 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 こ の 作業 を し 
て ある の で 必要 な い 





FAT、 デ ィ レ クト リー、1D の 初期 化 を する 
BASTIC の コマ ンド 、 ス テー トメ ント を 使っ て 、 フ ァイル を 作る こと が で き 
る 

















mat .n 8 8 プロ グラ ム の 実行 〕 
n の きま 二 科 9 も 。 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト の ほか に 、 シ ステ ム デ ィ ス ク も 作れ る 。 


シス テム ディ スク か ら f ormat・n8.8 プ ログ ラム を ロー ド し 、 実行 する 。 


し Rip0 a new disk on even よ ャ 3 ゆ ゅ 翌 
IFormat drive 井 ? 


hy だ ー デ ィ ス ク の と きだ け 表 示 。 レ ベル 1 の フォ ー ー マ ッ ティ ング を する 必要 が あれ ば 、 
y【RET】、 な けれ ば 、n【RET】。 


の は も まま 攻 本 a disk ドラ イブ 番号 


を 表示 し 、 終 了 。 


《 バ ッ ク 


アッ プ フ ァ イ ル の 取り 方 》 


ディ スク に た 記憶 され て いる ファ イル は 、 使 用 中 の ミス に より こわ れ て し まう こと が ある 。 重要 な ファ イル 
が 記憶 され て いる デー タデ ィ ス ク や シス テム ディ スク な ど は 、 あ ら か じ め 複 写し て お いた ほう が よい 。 複写 
する に は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク に 入っ て いる backup.n88 プ ログ ラム を 使う 。 プ ログ ラム を 実行 する 
と 複写 元 の フロ ッ ピ ー の 内 容 は DISK-BAS TIC も る 含め 、 す べ て 複写 先 の フロ ッ ピ ー に コピ ー す る 。 


(backup・n88 プ ログラム の 実行 


(1) シス テム ディ スク か ら backup.n88 プ ログ ラム を ロー ド し 、 実 行 する 。 


(2 ) 


:「Back up a disk 
| AR master disk on drive 


iMount new 邊 まき on drive 
INew drive 井 ? 


複写 先 の フロ ッ ピ ー を ドラ イブ に 装着 し 、 ド ライ ブ 番 号 【RET】。 


iBad drive 圭 | マス ター ファ イル と バッ クア ッ プ ファ イル の ドラ イブ 番号 が 
PP 「 等 し いと き 表 示し 、 (3) へ も どる 。 

iCan' t back up・: フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 種類 が 異な る か 、 ド ライ ブ 番 号 の 入力 
EE -* が まち が っ て いる と き 表 示す る 。 (1) か ら や りな お す 。 


(4) サイ メチ プロ ッ ピー ディ スク の と き は (5) へ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の と きだ け 表 示 。 レベ ル 1 の フォ ー マ ッ ティ ング か 必要 な ら ば 、 
RET】 。 必要 な けれ ば 、n【RET】。 


6 (アグ na が 


標準 フロ ョ ッ ピ ー デ ィ ス ク の と き 表 示 。 確 認 し て 正しけれ ば 、 y 【RET】 。 まち が っ て い h、 
n【RET】 で (2) へ も どる 。 


を 表示 し 終了 。 


近 デ ー タ ファ イル の 入出 力 反 


《 フ ァイル と は 》 
項目 (アイ テム ) の 集まり を レコ ー ド と いい 、 レ コー ド の 集まり を ファ イル と いう 。 




















| 
社員 コー ド | 名 前 2 名 前 | 売り 1 開 較 了 5 
| | 上 げ | | 上 げ 
ee 1 電 目 ro 
押 3 あー 
EE ラウ ァイル ーー ドー ドー ドー ニー トー ニー ニー ペニー 
《 フ ァイル の 種類 》 


BASIC で 扱う ファ イル に は 、 プ ログ ラム ファ イル と デー タフ ァイル が ある 。 プ ログ ラム ファ イル と は 
プロ グラ ム を SAVE 命 令 な ど で 保 存 し た も の を いう 。 デー タフ ァイル と は 、 プ ログ ラム で 読み 書き する デ 
ー タ を 入れ る ファ イル を さす 。 デ ー タ ファ イル に は 、 次 の 2 種類 ある 。 


・ シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル 
「 順 編成 ファ イル 」 と も 呼ぶ 。、 レコ ー ド を 順番 に な ら べ て いっ た ファ イル 。 1 0 番目 に ある レ 
コー ド だ け を 読み た いと き で も 、 1 番目 の レコ ュー ド か ら 順 番 に 読ん で いか な けれ ば な ら な い 。 ま 
た 、 特 定 の レコ ュー ド を 削除 ・ 変 更 す る と き は 、 読 み 込 ん だ ファ イル を も と に 削除 ・ 変 更 し 、 そ の 
結果 を 新しい ファ イル に 書き 出さ な く て は な ら な い 。 レコ ー ド の 長 さ は 、 一 定 で な く て も よい 。 
・ ラ ンダ ム フ ァ イル 
「 乱 編成 ファ イル 」 と も 呼ぶ 。 レ ュー ド 番 号 を 指定 すれ ば 、 ど の レコ ー ド で も 、 直 接 読み 書き 
で きる 。 レコ ー ド の 長 さ は 、2 5 6 バイ ト で 一 定 。 
ラン ダム ファ イル を 使う と き は 、F IELD 文 で バッ ファ の 項目 を 定義 むす る 。 PU 本 命令 で バ 
ッ フ ァ か ら デ ィ ス ク へ 書き 出し 、GE 華 命令 で ディ スク か ら バ パッ ファ へ 読み 込む 。 
《OPEN 命 令 》 
OPEN 命令 は 、 デ ー タ ファ イル を 使う と き 最 初 に 必要 。OPEN 命 令 で 、 フ ァイル 名 と ファ イル 番号 を 
結び つけ る 。 


0 ケン シャ ルフ ァイル を 作る と き 


《CLOSE 命 令 》 
CLOSE 命 令 は 、 デ ー タ ファ イル を 使い 終わ っ た と き に 必要 。CLOSE 命 令 で 、 フ ァイル 名 と ファ イ 
人 Ce 利和 
1 CLOSE ( ( 音 ) く < ファ イル 番号 > (〔 , 〔 韻 ) < ファ イル 番号 >〕 ) 


ファ イル 番号 呈す る と 、 OPEN し て いた すべ て の ファ イル を CLOSE す る 。 
END 文 で も 、 す べ て の ファ イル を CLOSE す る 。 
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シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァ イル の 入出 力 反 


《 出 力 命令 》 
出力 命令 に は 、PR IN 華 装 と WR I TE 井 が ある 。 
①PRTINT 壮 
文字 項目 は 、 必 ず コ ンマ (, ) で 区 切る 。 数 字 項 目 は 、 セ ミコ ロン (: ) で 区 切っ て も よい 。 
に に 必ず コン マ (。) で 区 切る 。 
文字 項目 の 中 に ュ コンマ ( ) を 入れ る 時 は 、CHR$ (3 4) (") で 半 む 。 
( 例 1) モ し い 導き 
10 OPEN "TBST" 32 PU AS 圭 1 


20 A$="ABC" トル EF”: 2 D=ー30 
3 0 PR INT 井 1。A$j” jB$: % 

40 CLOSE 寺 1 

50 END 


ディ スク に は 、 次 の よう に 記録 され る 。 数 字 は すべ て 1 6 進数 。 「 キ ャ ラク ター・ コ ー ド 表 」 参照 


















































ト 42 | 43 lele 46 | 2C | 20 WE E 20 | 2D | 30 12010D|0A114 
し) すす) よし 1 1 1 1 ) 1 まま 1 」 」 1 」 」 !) 」 」 
A B 1 D 1 へ 1 5 0 Wa ー 3 0 へ CR LF SB 
に 1 

! 切 | ! 切 | ! 切 

り り り 





20 131 [35 20 


















































レコ ー ド の 区 切り に は 、CR (Carriage return ) ・LF (Line feed ) が つく 。 
ファ イル の 終わ りこ は 、 SB (Substitute character) が つく 。 へ は 、 空白 を 表す 。 
( 例 2) 各 項 目 の 間 を 、 ユ ンマ (, ) で 区 切ら な いと 、 1 つの 項目 に な っ て し まう 。 
( 例 1) の 行 番号 3 0 を 次 の よう に こす る 。 
30 PRINT 電 1,A$iB$:iCiD 
_- ー 
41 |42143144145[46 30 9 he 0D|0A|1A 
し 【 上 上 きり ル JJ) ま ル 上 上 上 に まま 4 』d 
A B C D E FE へ 1 5 0 へ AA- 3 0 へ ヘ へ 
( 例 3) 各 項 目 を コン マ (,) だ け で つなぐ と 、 余 分 な 空白 が 入り 1 つの 項目 に な っ て し まう 。 
( 例 1) の 行 番号 3 0 を 次 の よう に する 。 
30 PRINT 井 1 ,A$。B$,C,D 
間 - 
41 | 42 下 介 上 回 届 20・ | 20131135130120・…|2D13913012010D10A11A4 
| 自 
人 | 個 本 
本 4 年 全体 で 1 4 oe 全体 で 1 4 文字 | 
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0 >) や ダブ ルコ ー テ ーション (一 重 引 用 符 ”) を 入れ る に は 、CHR 
う 。 

( 例 1) の プロ グラ ム の 行 番号 2 0 ・3 0 を 次 の よう に する 。 

20 A$=CHR$ (34) + "AB。C"+CHR$ (3 4) :B$= テ "DE”+CH 


R$ (34) TEF" 


30 PRINT 半 1.A$ji " 。 "jiB$ 


| E 





22 2C14812212C 46 E 




















dle 














> 
の 
さ 呆 玉 
に 
で 


⑨④WR I TE 北 
項目 の 区 切り は コン マ ( ,) で も 、 セ 
文字 項目 の 中 に 、 ダ ブル コー テー ショ 


( 例 1) 人 


MS ン (:) で も か まわ な い 。 
ン ・) を 入れ られ な い 。 













































































10 OPE PS FOR OUTPUT AS 壮 1 
20 A$=“ 02 ョ まっ DBB* 1Cー1B03De こ #0 
30 WRITE 井 1.A$iB$jiCiD * (も セミコロン の か わり に 、 コ ンマ で も 同じ ) 
40 CLOSE 乾 1 
50 END 
Lkkkkkk 
22 14114214312212C に 44 | 45 隊 2212C13113513012C12D13313010D10A11A 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 し 1 1 1! 1 1 ! は! 
A B C " 。 世 F “で 。 1 5 0 。ー 0 
ee : 区: i 区: 1 
IroooeEaSs3 A5 一 ーー1 切 ーーーーーB $ ま ーー 基 ーーCー… 吉 D 
「 の * 秒 り 
( 例 2 ) 文字 項目 の 区 切り は ダブ ルコ ー テ ーション (”) な の で 、 文 字 項 目 の 中 に ダブル コー テー ショ 
ン を 入れ る と 、 項 目 を 正しく 区 切ら な い 。 
合作 も も も オト トト US 
20 A$= テ “ +CHR$ (3 4) + :B$= テ "DEF“ 
3 0 午 R 1 で 1 , 信 9 rB き 8 
ISm2aps= ご Fan 人 nso Memsecceeo 生 =enyeeeーs 
22 [41 142 |22 h 2C | 22 | 44 HE 2210D10A|11A 
|) 1 1 1 1 トト ルト ルル は ル 1 
> 六 所 人 そ 。 『 麗 旦 
: 区: 区 」 
1 項目 ご 切 項目: 切 に ーー 項目 一 
「 の り 「『 ! の"* 
読み 込む と き は 3 つの 項目 と みな す 。 
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《 入 力 命令 》 _- 
ンー ケン シャ ルフ ァイル を 読む に は 、 INPUT 井 か し LINE INPUT 井 の い ずれ か を 使う 。 


①INPUTT 壮 
1 レコ ュー ド を 読み 込み 、 項 目 の 区 切り ご と に 対応 する 変数 へ 入れ る 。 
( 例 1) INPUT 圭 で 読み 込む 。 


| OPEN "TEST* FEOR OUTPUT AS 土 1 
20 A$= ニ "ABC":B$="DEF”:C= ニ 150:D=-30 
WRITE 韻 1.A$,B$,C,D 
CLOSE 井 1 
END 


て 作っ た ファ イル を 読む 。 


Co っ ktS ル ー (<m で っ 
らら ららら で ご つ G で 


OPEN “TEST" FOR INPUT AS 壮 1 
INPUT 韻 1,A1$,B1$,C1.D1 
CLOSE 圭 1 
END 

ーーー A ター B$ 





22」41142148」2212C12214414514612212C13113513012c|2D13313010Dl0Alia 


A18 | ト gl を コ 





INPUTT 井 

ー ド を 読み 込み 、 す べ て 1 つの 変数 へ 入れ る 。 
1 で 作っ た TEST フ ァイル を LINE IN 
PEN "TEST" FOR INPUT 


UT 揚 で 読み 込む 。 
OPE S 寺 1 
LINE INPUT 井 1 ,Z$ 
CLO 

D 


取 
AA 
SE 井 1 


le 











22 大 42 149 
5 | 





22 12C[22144145|46 E 2C13113513012C12D13318010D10A1184 








1 
Z$ 
アス キー セー ブ し た プロ グラ ム フ ァ イル な ど を 読む と き は 、L I NE INPU 十 井 を 使え ば 便利 。 


《 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル で 使う 関数 》 
① フ ァイル の 終わ り を 見 つけ る 


( 例 ) ファ イル の 終わ りこ に な れ ば 、*※OWAR 1 へ と ぶ 。 

OPEN "URIAGE" FOR INPUT AS 圭 1 
IF _EOF (1) THEN GOTO *OWARTI 
INPUT 壮 1, A$, B 

PRINT A$, B 

GOTO 20 

*※OWARI 

CLOSE 井 1 

END 


どど どど の の らら 


1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
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⑨② 読 み 書き し た レコ ー ド 数 を 求め る 
読み 書き し た レコ ュー ド 数 は 、LOC 関 数 で 求め る 。 た だ し 、 1 レコ ー ド は 2 5 6 バイ ト と みな す 。 LO 
よし の 生ま OO 


( 例 ) 3 レコ ュー ド 書 き 出 し た が 、LOC 関 数 の 結果 は 1 に な る 。 
0 OPEN "TEST"” FOR OUTPUT AS 音 1 
0 A$=STRING$ (40 ,。"A") 

0 FOR J=1 TO 

0 PRINT 壮 1, A$ 

0 NEXT J 

0 PRINT LOC (1) 

0 CLOSE 壮 1 

0 END 





41 | 4HSSoeos 4110D|0A|41 


| 


F…A が 40 個 一: :A が 40 個 一: :- A が 40 個 
ーー - 例 体 で 1 2 7 バイ トーーー ERR 


この ファ イル で 使う の は 1 2 7 バイ ト 。 2 5 6 バイ ト を 1 レコ ー ド と みな す の で 、L OC の 結果 は 1 
に な る 。 


ファ イル の 大 き さ を 求め る 
ファ イル が 使っ て いる セク ター 数 を 求め る に は 、L OF 関数 を 使う 。 1 セク ター は 2 5 6 バイ ト 。 
シー ケン シャ ルフ ァイル の 場合 、LOF と LOC 関 数 の 値 は 、 同 じ こ に な る 。 LOF 関 数 を 使う 前 に は 、 
ファ イル を OPEN し て お か ね ば な ら な い 。 


14 








介 lyessss 4110D * 








| 
Aleee lm 4 
| 





@⑯D ror ・ LOC 関 数 の 結果 は 、 3 に な る 。 

OPEN "TEST" FOR OUTPUT AS 音 1 
A$=STRING$ (253, "A') 

OR J=1 TO 3 

PRINT 持 1, A$ 

J 


エエ T "セク ター スウ ーー” iLOF 
T "レコ ー ド スウ = テ ” jLOC 
E 


と ンー 
ャ ーッ ルー 
ュ ン トン 


ファ イル の 入出 力 区 


D 文 》 
ム フ ァ イル で は 、 バ ッ フ ァ を と お し て 入出 力 し な けれ ば な ら な い 。 2 5 6 バイ ト の バッ ファ を 各 項 
切る た め に 、F 1 ELD 文 を 使う 。 
| FIELD ( 振 ) < ファ イル 番号 > 。 < フィ ー ル ド の 大 き さ > AS < 文字 変数 > 
ぅ く フ ィ ー ル ド の 大 き さ > AS ズ 文 字 変 数 >… 


・ ビ に [ニュー ュー ュー ニュー ュー ュー ニュー メー】 


1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
ンダ 
E 
ンダ 
『 


バッ ファ の 中 で は 、 すべ て 字 と し て 扱う 。 し た が っ て 書き 出す と き 、 数 値 は MKI$・MKS$・MK 
TD $ の いずれ か の 関数 を 使っ て 文字 に 変換 する 。 読 み 込 ん だ と き は 、CVI・CVS・CVD 関 数 を 使っ て 
文字 か ら 数 値 に 変換 する 。 文 字 を バッ ファ に 入れ る に は 、L SET・R SE 命令 を 使う 。 
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し F 
半 
文字 ー ーー バ E 文字 
AM GET | ッ L 
ー*| 加 に トート | タ jp 
人 ee ア 富 ss 
MKI$ で 窟 CVTI 
数 値 つ | MKS$ ディ スク 定 一文字 | CVS | 数値 
MKD$ 義 CVD | 
(出力 命令 》 


リグ ペデ す p 骨 昌和 PUT 命令 を 使う 。 


Ja レコ ュー ド 番 号 を 指定 する 。 式 を 省略 する と 、 最後 に PUT か GET し た 次 の レコ ー ド 番号 と 


( 例 1) "URIAGE” ファ イル を 作る 。 


10 OPEN "URIAGE” AS 圭 1 

2 0 FIELD 井 1 ,20 AS FLNAMAE$,4 AS ELURIAGE$ 
30 INPUT "バン ゴウ ” :A% 

40 IF A%= 0 THEN GOTO *※OWAR TI 

50 INPUT "ナマ エ " :NAMAE$ 

60 INPUT "ウリ アゲ ”jURIAGE 

70 LSET FLNAMAE$=ーNAMAE$ 

80 RSET FLURIAGE$=MKS$ (URIAGE) 
90 PUT 壮 1 ,A% 

100 GOTO 30 

110 *OWARI 

1 当 0| CLOS 世 拓 M 

130 END 


F IELD 文 で 定義 し な か っ た 残り の バッ ファ に は 、 0 が 入る 。 
書き 出せ る レコ ー ド 番号 の 最大 値 は 、 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 区 り の セク ター ー 数 に 等 し い 。 
| (98) レコ ュー ド 番号 の 最大 値 ーD SKF (ドラ イブ 番号 ) X (1 クラ スク ター あたり の セク ター 数 ) -11 
(88) レコ ー ド 番号 の 最大 値 =DSKF (ドラ イブ 番号 ) X (1 クラ スタ ー あ た り の セク ター 数 ) 
1 クラ スタ ー あ た り の も セク ター 数 =8 イ ンチ フロ ッ ピ ー な ら 26。 5 イン チ フ ロッ ピー な ら 8 ! 
ファ イル を OPEN する と 、 自 動 的 に 1 クラ スタ ー 水上 家人 が 0o を 、D 6 欄 全休 者 
る と 、 残 り の クラ スタ ー 数 は 実際 の 値 よ り 1 少な く な る の で 注意 が 必要 。 


( 例 2) "URIAGE" ファ イル を 作る 。 番 号 は 、 レコ ー ド 番号 の 最大 値 以下 と する 。 
10 L=DSKFE (1) *2 6 ーー ーー 8 イン チ の 場合 

20 OPEN "URIAGE”" AS 培 1 

30 FIELD 井 1.20 AS FLNAMAE$,4 AS FLURIAGE$ 
40 INPUT "バン ゴウ":A% 

50 IF A%=0 THEN GOTO *OWARI 

60 IF A%>L THEN PRINT "バン ゴウ オー バー”:GOTO 40 
70 INPUT "ナマ エ ”:NAMAE$ 

80 INPUT " ゥ ウリ アゲ” :URIAGE 

90 LSET FLNAMAE$=NAMAE$ 

100 RSET FLURIAGE$=MKS$ (URIAGE) 

110 PUT 壮 1.A% 

120 GOTO 40 

130 *OWARI 

140 CLOSE 埋 1 

150 END 
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《 入 力 命令 》 に 
ラン ダム ファ イル を 読み 込む に は GE 芽 命令 を 使う 。 


< 式 > に は レ ュ ー ド 番号 を 指定 する 。 省 略す る と 、 最 後に GET し た 次 の レコ ー ド 番号 と し て 読み 込む 。 
( 例 3) 例 2 で 作っ た "URIAGE "ファ イル を 読む 。 


1 OPEN "URIAGE" AS 北 1 

20 FIELD 井 1.20 AS FLNAMAE$S,4 AS FLURIAGE$ 
30 L= テ LOF (1) 

40 INPUT "バン ゴウ "jjA% 

50 IF A%=0O THEN GOTO *OWARI 

60 IF A%>L THEN PRINT "バン ゴウ ナシ ”":GOTO 40 
70 GET 井 1 ,A% 

80 PRINT "バン ゴウ = テ ”:A%i "ナマ エー ニー”" :iFLNAMAE$: 

90 PRINT "ウゥ ウリ アゲ =”":CVS (FLURIAGE$) 

100 GOTO 40 

110 *OWARI 

120 CLOSE 北 1 

130 END 


《 ラ ンダ ム フ ァ イル で 使う 関数 
人 ルキ 4 電 ーー ーー・ 換 す る 
1 x = 整数 一 --->MKI$ (x) 一 2 バイト の 序列 に 換 | 
1 x 一 単 精度 突 数 -yMKS$ (x) 一 >4 バ イト の 文字 列 に 変換 
0 ー 倍 精度 実数 >yMKD$ ( ) ーー 8 バイ ト の 文字 列 に 変換 : 


= 2 バイ ト の 文字 列 -*CV 1 6 
し 4 バイト の 文字 列 -*CVS (S) 一 - 単 精度 実数 に 変換 : 
iS= 8 バイ ト の 文字 列 CVD (③) ーー 倍 精度 実数 に 変換 : 


) "URIAGE・ ファ イル を すべ て 読む 
10 OPEN "URIAGE" AS 圭 1 
20 FIELD 井 1,20 AS FLNAMAE$,4 AS FLURIAGE$ 
30 FOR J=1 TO LOF (1) 
4 0 GET 壮 1 
5 0 PRINT FLNAMAE$:CVS (FLUR IAOE$) 
60 NEXT J 
70 CLOSE 音 1 
80 END 
《F IELD 文 で 配列 定義 》 
ラン ダム ファ イル で は 、 1 レコ ー ド が 2 5 6 バイ ト で 一 定 な の で 、 書き 出す 項目 の 長き が 短い と 、 使 わな 


い 無駄 な 場所 が 増え る 。 ま た 、 配列 を を の まま 圭 き 出せ な い 。 こ の よう な と き に は 、 FIELD 文 を 使っ て 
バッ ファ を 配列 の よう に 定義 す 
(人 生 間 と 売り 上 ザ を 過半 し て 半 き 出す 。 パ ッ ファ は 以下 の よう に 定義 する 。 





名 前 (0) | 売 9 上 げ (0) 


wW 














名 前 (1) | 売り 9 上 げ (1) ……… wo ly e 
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10 FOR J= テ 0 TO 9 
20 FIELD 井 1.J*24 AS DUMMY$,20 AS FLNAMAE$ (J) 
>4 AS FLURIAGE$ (J) 
30 NEXTT J 
40 OPEN "URIAGE" AS 北 1 
50 C=0 
60 INPUT "ナマ エ ”jNAMAE$ 
70 IF NAMAE$="” THEN GOTO *OWARI 
80 INPUT "ウリ アゲ ”jURIAGE 
90 LSET FLNAMAE$ (C) =NAMAE$ 
100 RSET FLURIAGE$ (C) =MKS$ (URI AGE) 
110 C=C+1 
120 ITF C<>10 THEN GOTO 60 
130 PUT 圭 1 
140 GOTO 50 
150 *OWARI 
160 IF C=0 THEN GOTO 220 
170 FOR J=C TO 9 
180 LSET FLNAMAE$ (J) =””" 
190 RSET _ FLURIAGE$ (J) =MKS$ (0) 
200 NEXT J 
210 PUT 圭 1 
220 CLOSE 井 1 :END 
巡 そ の 他 の エン O 命 令 近 


《INPUT$》 
ファ イル か ら 、 指 定 し た 数 の 文字 列 を 読 区 む 。 シー に 022 


1NPUTS (< 却 数 > (。 (は) < ファ イル 番号 >) ) 1 た だ し 、 文 字数 は 2 5 5 以下 。 


$ と DSKO$》 

は 、 指 定 し た セク ター を 0 番 の バッ ファ と 指定 し た 変数 に 読み 込む 。DSKO$ は 、0 番 の バ 
CO へ 書き 出す 。 ど ちら の 命令 ね 、OPEN・CLOSE は 必要 な い 。 

I 


・5 イ ンチ 天 面 フロ ッ ピ ー の と き 

1$ (< ド ライ ブ 番 号 > , く < サ ー フ ェ ス 番号 > , く ト ラッ ク 番 号 > , く こ セクター 番号 >) 
片面 フロ ッ ピ ー の と き 

$ SF ライ ブ 書 号 ヶ 。 く ト ラッ ク 番 号 > , こ セ クタ ー 番 号 >) 


の 結果 を 文字 変数 た 入れ る と き は 、 2 5 5 ペ ィ ト ま で し か 入ら な い の で 注意 。 


すま | 


ヽ 


の ユ の へ | 只 憶 の 


ロワ eo : の 受 ーー : 
で て 穴 で 
ーー 


の らき 


フロ ッ ピ ー の と き 
番号 > , くす サー フェ ス 番 号 > 。 く ト ラッ ク 番 号 > 。 く セ クタ ー 番 号 > 
の と き 

番号 > っ く ト ラッ ク 番 号 > 。 < セクター 番号 > 


司 m 


紀 の 有 所 上 虹 叶 和信 さ 入 て 
の 5 の 


NN Nt 再 


2 


ペッ ファ の 0 番 を FILED 文 で 定義 し て 使う 。 
5 イン チ 両 面 フ ロッ ピー を ドラ イブ 4 番 に コピ ー す る 。 
9 AS A]1$,128 AS A2$ 


O$ 
See 
O 
ンチ 
O 
で 書き 
イ 


ア @ の の て の 
ココ WW : 囚 因 で 
は る すい コ 
KN の ゴ ご 革 >O% 
lI 
只 1 の ら コ ・ 


ロコ の の 


I 
つ さ ゞ 


OOー ン ジン 


O 


の 口 NOW |) の 共 ・ 
〇 ぴの 正 |: 
(くら 


〇 
の 


いる 
2 
TO 
1 
S 
$ 


の 〇 | 
md 
・ 婦 〇 の 
記 へ 
* CSFS 
ロ ・ ※ 
・ 安 oo 
(の ・ 
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反 フ ロッ ピー ディ スク の 命令 一 覧 


OPEN ファ イル を 開く 
CLOSE ファ イィ イル を 閉じ る 
〇 EOF 関 数 ファ イル の 終わ り を 検出 する 


LOC 関 数 ファ イル が 開か れ て か ら 、 読 み 書 き し た レコ ー ド 
ディ スク の 数 を 与え る 











1 LOF 関 数 ファ イル の 大 き さ を セク ター 数 で 与え る 

ジン = 

ン BAS 1C が 自動 的 に 読み 書き する 

シ 

や ヤ 

ル バッ ファ シー ケン シャ ルフ ァイル の 場合 、 プ ログ ラム で バッ ファ 
フク の 項目 を 定義 する 必要 は な い 

P 

の っ 

ル INPUT 赤 レコ ー ド を メモ リー へ 読み 込む 
の LINE INPUT 井 1 レコ ー ド を すべ て 文字 列 と し て 読む 
} 

き 














MKI$ 関 数 整数 を 2 バイト の 文字 列 に 変換 する 

MKS$ 関 数 単 精度 実数 を 4 バイ ト の 文字 列 に 変換 する 
MKD$ 関 数 倍 精 度 実数 を 8 バイ ト の 文字 列 に 変換 する 
LSET 
RSET 

















ァ | ーー…+ パッ ファ ヘ へ デー タ を 入れ る 
ン | 1RSET ーー 
2 
ム CVI 関 数 2 バイト の 文字 列 を 整数 に 変換 する 
フ CVS 関 数 4 バイ ト の 文字 列 を 単 精度 実数 に 変換 する 
テ CVD 関 数 8 バイト の 文字 列 を 倍 精 度 実数 に 変換 する 
イ 
フレ 
の FIELD 文 で 定義 し た FIELD バッ ファ の 項目 を 定義 する 
場 バッ ファ 
合 
PUT yan6 の 内 の い 半 ま 
GET ディ スク か ら バ ッ フ ァ へ 読み 込む 
OPEN ファ イル を 開く 
CLOSE ファ イル を 閉じ る 
⑩ LOC 関 数 PUT ま た は GET し た レコ ュー ド 番 号 を 与え る 
LOF 関 数 最大 の レコ ユー ド 番 号 を 与え る 
ディ スク 

その 他 の 入出 力 命令 - 
INPUT$ (文字 数 。 フ ァイル 番号 ) ファ イル か ら 指 定 し た 文字 数 を 読む 
DSKI$・DSKO$ 指定 し た セク ター を 読み 書き する 
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交 デ ィ ス ク フ ァ イル の 管理 巡 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 読み 書き は 、 1 セク ター 単位 で 行わ れる 。 し た が っ て 、 サ ー フ ェ ス 番号 (両面 の と 
き ) 、 ト ラッ ク 番 号 と セク ター 番号 で 物理 的 に 読み 書き する 場所 が 決め られ る 。 通 常 は 、 特 別に 意識 し な く 
て も 、 フ ァイル 名 さえ 与え れ ば 、 自 動 的 に 読み 書き する 。 管 理 は 、 ] クラ スタ ー 単 位 で BAS 1IC が 行っ て 
いる 。 標 準 フ ロッ ピー ディ スク の 場合 、1 ク ラス ター は 2 6 セク ター、 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 、1 
クラ スタ ー は 8 セク ター で ある 。 


《 ク ラス ター と サー フェ ス 、 ト ラッ ク 、 セ クタ ー の 関係 》 
8 インチ 両面 倍 密 度 


5 イン チ 両 面 倍 密度 












































サー フェ ス | トラ ッ ク | セク ター 
1 て 8 | サー フェ ス 
9 て 1 6 | 0 - お も て 面 
1> 8 | 1 - う ら 面 
9<16 
1 て 8 | 5 イン チ 片 面 倍 密度 
1 の と き 
クラ スタ ー は 
0<69 
トラ ッ ク は 
0< て 3 4 
内 C- 88 0 1 の と き ) 
IPL ラッ ク 0 は すべ て 使え な い 
使え な も ラッ ク 1 の セク ター1 は IPL 
DISK ラッ ク 1 の セク ター2 ン て 26 と トラ 
ユー ザー ッ ク 2 は DISK-ーBASIC が 入っ 
ディ レク いる 
ID (上 記 以 外 は 左 表 と 同じ ) 
FAT 
ユー ザ 
使え な トラ ッ ク 0 は 同じ 
DIS トラ ッ ク 1 は DISK-BASIC が 
ユー ザ 和信 っ て いる 
トラ ッ ク 2 て 7 6 は すべ て ユー ザー が 
使え る 笛 域 
※ デ ー タ ディ スク (DISK-BAS 1IC を 含ま な い デ ィ ス ク ) 
et 
サー フェ ス | トラック | セク ター 内 容 
0 0 すべ て 使え な い 
1 て 3 4 すべ て ユー ザー が 使え る 三 域 
3 5 マツ ディ レク トリ ー 
3 5 2 3 ID 
人 24~ て 261FAT 
36 マ 7 すべ て ユー ザー が 使え る 稚 域 
1 0 すべ て 使え な い 
1<76 すべ て ユー ザー が 使え る 領域 
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(2) 5 イン チ 両 面 倍 密度 
※ シ ステ ム デ ィ ス ク (DISK-BAS1IC が 記憶 され て いる ディ スク ) 
(PC-9801) 

































DISK-BASIC 
ユー ザー が 使え る 領域 
ディ レク トリ ー 
ID 
FAT 

ー が 使え る 領域 


容 


ュー ザー が 像 える 人 城 











(3) 5 イィ ンチ 片 面 倍 密度 





ユー ザー が 使え る 領 城 
ディ レク トリ サー 
ID 

FAT 
ご た 


ー ザ ー が 使え る 領域 


(PC--88 0 1 の と き ) 
・ ト ラッ ク 0 の も セクター1 は IPL 
・ ト ラッ ク 0 の セク ター2ー16 と トラ 
ッ ク 1 は DISK--BASTIC が 入っ 
て いる 
・ ト ラッ ク 2 て 3 9 は ユー ザー が 使え る 
領域 
・ ト ラッ ク 0 て 1 は DISK--BASI 
C が 入っ て いる 
・ ト ラッ ク 2 て 1 7 は ユー ザー が 使え る 
領域 

(上 記 以 外 は 左 表 と 同じ ) 


※ シ ステ ム デ ィ ス ク (DISK-BAS 1IC が 記憶 され て いる ディ スク ) 


























(PC-9801) 

トラ ッ ク 光 六 が 内 容 (PC 一 
0 1 て 2 I PL ・ ト ラッ 
0 3>16 DISK-BASIC ・ ト ラッ 
1 て 6 すべ て DISK-BASIC 3 は す 
7 て 17 すべ て ユー ザー が 使え る 領域 ・ ト ラッ 
1 8 1 て 12 ディ レク トリ ー 

18 1 3 ID 

18 14>161FAT ei 

1 9 て 3 4 | すべ て ユー ザー が 使え る 領 

※ ネ デー タデ ィ ス ク (DISK-BAS 1TC を 含ま な い デ ィ ス ク ) 
トラ ッ ク 下 み ター | 内 傘 

0 て 17 すべ て ー ザ ー ー が 使え る 領域 

18 1<12 ディ レク トリ ー 

18 中 8 ID 

1 8 14~<161FAT 

19 て 3 4 | すべ て ユー ザー が 使え る 領域 





9.2 


8 8 0 1 の と き ) 

ク 0 の セク ター1 は IPL 

ク グ 0 の セク ター2 マ 1 0 る トド ラッ クマ 
べ て DISK-BASTC が 入っ て いる 
ク 4 て 1 7 は ユー ザー が 使え る 領域 
(上 記 以外 は 左 表 と 同じ ) 

















《 デ ィ レ クト リー》 
ディ レク トリ ー は 、 デ ィ ス ク に 記録 され て いる ファ イル の 名 前 、 属 性 、 ど の 場所 か ら 記 憶 し て いる か を 示 
す 登録 簿 。 フ ァイル ご と に 1 つ 作 られ 、 各 ディ レク トリ ー は 1 5 バイ ト と られ る 。 
〔 デ ィ レ クト リー の 構造 〕 
バイ ト 内 容 
0<5 ファ イル 名 先頭 バイト が 1 6 進数 の FF な ら ば 、 未 使用 の ディ レク トリ ー 
0 0 な ら ば 、 削 除き され た ファ イル 
6~8 拡張 子 
9 本 
0 : アス キー 形式 8 0 : 非 アス キー 形式 
0 1 ! 機 形式 9 0 : 非 アス キー 形式 、 書 き 込 み 禁 止 
1 0 : アスキー 形式 、 書 き 込 み 禁止 A 0 : 暗号 化 さ れ た 非 ア スキ ー 形 式 
4 0 : アス キー 形式 C 0 : 非 ア スキ ー 形 式 
サー ド ・ し た EANMokt NUM アク ター・ ラ イト 








ファ イル の 先頭 クラ スタ ー 番号 





il 5 





《FAT》 
FAT (ファ 
は 、 物 理 的 に つ 
ディ スク を 最初 
と られ 、 そ れ ぞ 


未 使用 





イル ・ ア ロケ ーション ・ テ ー ブ ル ) は 、 各 クラ スタ ー の 使用 ・ 未 使用 状態 を 示す 。 フ ァイル 
な が っ た クラ スタ ー SLaoi 江 全 江 と 、 離れ た クラ スタ ー を つない で 構成 され る 。 
に アク セス し た と き に FAT が メモ リー に コピ ー さ れる 。 FAT は 、3 セク ター に わた っ て 
れ の セク ター の 内 容 は すべ て 同 -ー と な っ て いる 。 1 バイ ト で クラ スタ ー の 使用 状態 を 表す 。 


ク ラ 4 タ ー の 状 態 





8 イン チ 両 面 : 
5 イン チ 両 面 : 
5 インチ 片面 : 


使用 中 を 示す 。 後 続 ク ラス ター の 番号 が 入っ て いる 





使用 中 を 示す 。 連 続 す る クラ スタ ー の 最後 。 8 イン チ の と き 下 位 5 ビ ッ 
ト 、5 イ ンチ の と き 下 位 4 ビ ッ ト が 、 そ の クラ スタ ー で 実際 に 使わ れ て 
いる も セクター 数 が 入っ て いる 





| 使え ない 。 DISK- -BAS ITC や ディ レク トリ ー な ど で 使っ て いる 








未 使用 症 由 放 記 





内 





属性 を 示す 。 デ ィ レ クト リー の 属性 と 同じ 








ファ イル 数 を 指定 する (セス テム ディ スク に の み 有 効 ) 

FF : シス テム ディ スク で DISK-BASIC ス ター ト 時 に 
How many files (0 一 1 5) ? の 表示 が 出る 

0 て 1 5 : 上 記 の メッ セー ジ が 出 ず 、 こ の 数 が 同時 に オー プン する ファ イル の 数 と し て 設 
定 さ れる 





2<255 





ファ イル 数 、 





BASIC テ キス ト (シス テム ディ スク に の み 有 効 ) _ 
ここ に 設定 し た 内 容 が DI SK 一 BASTIC ス ター ト 後 実行 され る 
BAS 1IC テ キス ト の 設定 の 仕方 は 、「 プ ログ ラム の 自動 スタ ー ト 」 参照 。 
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巡 ユ ー テ ィ リ ティ ー プ ログ ラム の 使い 方 


《 プ ログ ラム の 自動 スタ ー ト 》 

DISK-BAS 1IC の スタ ー ト 後 、 自 動 的 に B AS { C の 命令 を 実行 させ る た め に 、ID も セク ター の フ 
ァイル 数 、BAS IC の テキ スト を 書き 換え る 。 ID セク ター を 書き 換え る に は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク に は い 
っ て いる s etinf. n88 プ ログ ラム を 使う 。BAS 1 C の テキ スト を "RUN< く プロ グラ ラメ 名 > ” と 
する と 、 指 定 し た プロ グラ ム を 自動 的 に 実行 する 。 

(s etinf .n88 プ ログ ラム の 実行 


生ま AM 牧人 we の UK た こい 
Se up info sector 
iMount a system disk on drive 圭 ?ーー っ (98) 
ID セク ター の 書き 換え を し よう と する シス テム ディ スク を 入れ 、 ド ライ ブ 号 【RET】 。 
Sure (y グ n) ? (98) 
確認 後 、 ド ライ ブ 番 号 が 正しけれ ば 、 y 【RET】 。 
0 まち が っ て いれ ば 、n【RET】 で (2) へ も どる : 
How many files (0-15)? 
同時 に オー プン する ファ イル の 数 (0 て 15) を 指定 する 。- 1 を 入力 する と 、 BASTIC ス タ 
ー ト 時 に How many files (0 一 15) ? の 問い 合わ せ が あ り 、BAS1IC の テキ 
) スト は 無効 に な る 。 (8 8) は 、 有 効 。 
1Text for init? 
DISK- BASIC ス ター ト 後 、 実行 し た い コマ ンド や ステ ー ト メン ト を 入力 する 。 自動 的 に 
指定 し た プロ グラ ム を 走ら せ た い と き に は 、RUN ”" プログラム 名 ”【RET】 と 指定 する 。 コ 
マン ド や ステ ー ト メン ト を 消し た いと き は 、【RETT】。 コ マン ド や ステ ー ト メン ト が 2583 文 
字 を 越え る と 下記 の メッ セー ジ が 表示 され 、 (4) へ も どる 。 
Text can have a maximum of 253 必 抽 の W 向 中 人 
(5) ーー ここ ミ ら マ sy ーー で デプス ザ イー 1 キー デー ドー ヤス ピトー ドー 
井 of files to allocate is ① 
Fe も fOF 3Q ほ は t Ss ⑫ 
Mount a system disk on driyve 后 ③ 
Type RETURN if ready 
① は (3) で 入力 し た 数 
⑨ は (4) で 入力 し た コマ ンド や ステ ー ト メン ト 
は (2 ) で 入力 し た ドライブ 番号 。 (8 8) の と き は 、 ド ライ ブ 番 号 1 
(3) で 1 を 入力 し た と き に は 、 以下 の 表示 が で る 。 
井 of files is asked when starting ep 
ID も セク ター の 入江 只 析 LR う すめ 欠か イス グ を ジオ ブ 近 9O ドラ イプ 者 し 
KR 世 ET 。 
00) mc5GPST335 た 5mG へ vo3 人 = ニコ で ozc=a ジ asa なこ aa ne2caoScece ニ > と seemcrnvaccewamseeossisscse=ss 
Al1l done 
を 表示 し 、 終 了 。 
《 フ ァイル の 複写 》 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 間 で ファ イル の 複写 を する に は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク に 入っ て いる xfi 
8 プロ グラ ム を 使う 。 フ ロッ ピー ディ スク の 種類 が 異な っ て も よい 。 た だ し 、DISK-B 
し な い 。 複 写 先 に 同じ 名 前 の ファ イル が ある と 、 複 写 元 の ファ イル に 置き 換わる 。 


> ー 
(の 一 
ュー の 
〇 の ら 
深 
Moo 
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(xfi1les.n88 プ ログ ラム の 実行 〕 


Transfer 導 凍 | 
0 drive 圭 ? 


確認 し て 正しけれ ば 、y 【RET】 。 ま ちがっ て いれ ば 、n【RETT】 で ② へ も どる 。 
(8 8) は n 【RET】 (4) へ も どる 。 


を 表示 し 、 ファ イ ル を 転送 する 。 
① は ファ イル 名 
② は 転送 する 側 の ドラ イブ 番号 
⑧( は 転送 され る 側 の ドラ イブ 番号 


5) "ー マ adizsscgzazetozzoscg っ aicn マ ェ ー ム CRw 23CsaunisacszAawesiseocg=<=o5 
!Comp leted。 1 
を 表示 し 終了 。 
《DISK-BAS TI C だ け の 複写 》 
DISK-ーBASIC が こわ れ て し まっ た と か 、 パ バー ジョ ン ア ッ プ し た と か の 理由 で 、DISK-BAS 
1 C だ け 複 写し た いと き 、 シ ステ ム デ ィ ス ク に 入っ て いる sysgen・n88 プ ログ ラム を 使う 。 
(8 8) の と き は sysgen プ ログ ラム を 使う 。 
(sysgen.n88 プ ログ ラム の 実行 〕 
Mbkuk0 い か n 8 8 プロ グラ ム を ロー ド し 、 実 行 する 。 
Copy system ! 
Copy from drive 圭 ? 
複写 元 の D1SK 一 BASIC が 入っ て いる ディ スク を 入れ 、 ド ライ ブ 番 号 【RET】 
1 
To drive 圭 ? 


0 の mm oenetN0ROGivitCOiooiReRmneGDainafaRddegnddedieaRGhdaaeasaeeesaasdeaeee 
HI RTBRS 寺 rp ee ーー ー (8 9) 
生じ 科 、 RB 。 が > で RBODUP】 し 。 間隔 
し DISK-BASIC を Wa 


を 表示 し 、 終 了 。 
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(14. BASIC の 数 値 表 現 ) 


BAS1IC で 使う 数 値 こ は 、 整 数 型 、 単 精度 実数 型 、 倍 精度 実数 型 の 3 種類 ある 。 整 数 型 は 2 バイ ト 、 単 
精度 は 4 バイト 、 倍 精度 は 8 バイ ト で 表現 する 。 


次 整数 理 返 
整数 型 は 、2 バ イト (一 16 ビ ピット) の 2 進数 で 、-32768~ て 32767 の 整数 値 を 表す 。 























1 バイ ト 目 2 バイ ト 目 
< メモ リー 上 の 整数 表現 > 下位 8 ビッ ト 。 上位 8 ビ ッ ト 
bbbbbbbb lsbbbbbbb 
76543210| 14131211109 8 
』 

< 整数 の 2 進数 表現 > 上 位 8 ビ ッ ト 下位 8 ビッ 
『 。 bbbbbbbbbbbbbbb 
44312H109876543210 

競 数 型 は 、 図 の よう に 符号 ビッ ト s と b14 ご b 0 の ビッ ト か ら な る 。 メ モリ ー 上 は 、 上 下 の 8 ビ ッ ト が 入 


れ か わる 。 各 ビッ ト は 、 そ れ ぞ れ 2 の 累乗 に 対応 する 。 そ し て 、 1 に な っ て いる ビッ ト に 対応 する 累乗 値 を 
加え 合わ せ た 値 が 整数 値 こ な る 。 最 上 位 ビ ッ ト s に は 2 の 1 5 乗 の 負数 を 割り あて る 。 負 の 数 を 表す と き s 
は 1 、 正 の 数 は 0 に な っ て いる 。 こ の よう な 負数 の 表し か た を 2 の 補 数 方 式 と 呼ぶ 。 


(メモ リー 上 の 整数 表現 を 1 0 進数 に な お す 方 法 ) 
メモ リー 上 で 


|ooooioio|ioooo000| 


な ら , 上 位 と 下位 の バイ ト を 入れ か えて 


19 i0000000|00001010 
=8 1 9 2 0000000 
S 


b 











14 
2 =16384 3 1 
ー 症 ニー で 6 


15 
ーー8321658 ー2 † 2 + 2 = デー ー32758 








メモ リー 上 の 表現 値 と 1 6 進 、2 進 、 1 0 進数 の 対応 は つぎ の と お り 。 


ーー 

ュー 

コー ミー ュー] のど ご 

ょ ーッ トー どど ビビ トー ュー 
どら ーー どど 

+ー+ー どど ビビ どの の 
どど ビビ どど 

トー ルー どら ピエ どど 
どど ビビ どら 

ョ ーー テー・ ら の どら ビビ ・ の G 
トー リー どど ビビ トー ュー 
どど 叶 どの 

の どの のど デビ ビデ どど 

どど ビビ どの 

どど ビビ どの 

どど ビビ どの 

m の の し ニュー エニ ミー +ー の 











紀 ooo コ コ らら 
ti は eoG 和 還 可 名 宮 
紀 oo ココ どら 
紀 ・ の どす 選 ・ ど ご ら 
弓 つど どら 
コロ ご ロロ 

トー ッ ー どど ビビ ご ど 


0 
0 
F 
F 
0 
0 
F 
F 


紀 ご ご ゼロ 


+ー ト ー 
+ー ル テー 
ょ ニー トー 
ェ トー ルー 
+ ェ ーー 
トー トー 
トー ルー 
ェ ーー 
ュー ルー 








9 6 


次 単 精度 実数 型 交 


《 浮 動 小 数 点 形式 》 
LA 5 や 3・ UN 


=-1 
5 は + (1 ・ 0 と な る 。 仮数 は 1 .0 、 指 数 は - 1 で ある 。 




















1 0 進数 の 0 ・ 
| :- 仮数 の 小数 部 
由 計 天 3233 - 仮数 の 整数 部 
《 メ モリ ー 上 の 単 精度 実数 型 の 表現 》 
仮数 2 4 ビッ ト で 1 ビッ ト が 符号 、 指 数 は 8 ビッ ト 。 各 ビッ ト の 構成 は 図 の と お り 。 
1 バイ ト 目 2 ト 目 ku ト 目 4 バイ ト 目 
机 届 dB 愉 宮 bbbbbbbb ほ 覆 生 b 負 委 eeee e 
76543210 11514131211109 8 22212019181716 7 6 5 4 3 2 10 
1 
- 指 数 HE 仮 数 - 
eeeeeeeelslbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb 
76543210 222120191817161514131211109876543210 
1 符号 ビッ ト 


《 仮 数 》 1 
)1 論 脱が 2 00 な どい く 通 り も ある 。 表 
し 方 を 統一 する た め 、 仮 数 の 整数 部 が 1 に な る よう に 桁 合わ せ す る 。 こ れ を 正規 化 と いう 。 メ モリ ー 上 で は 


仮数 の 整数 部 の 1 を 省略 し て 小数 部 の み を 絶対 値 で 表す 。 
単 精度 実数 型 の 仮数 の 絶対 値 は 2 3 ビッ ト か ら な る 。 に kN まめ の 半生 人 人 
。0 を 足し た 値 が 仮数 


仮数 の ビッ ト の うち 、 1 に な っ て いる ビッ ト に 対応 する 値 を 加え 合わ せる 。 それ に 1 


値 に な る 。 
符号 ビッ ト は 仮数 の 符号 を 表す 。 0 な ら 正 、 1 な ら 負 。 





ビッ ト に 割り 振っ た 値 





・5= テ 1 グ 2 
25=1 ン 4 
・125=1 ブ 8 


・0625=1/16 








《 指 数 》 
指数 は 8 ビッ ト の 2 進数 で 、 一 1 2 8 か ら 1 aa メモ リー 上 の 指数 は 実際 の 値 に 1 2 9 (&II 
ロ と し て 


8 1 ) を 加え た 値 で ある 。 ゼ ロ は 指数 を ゼ 





126 


実際 の 指数 値 
255 


メモ リー 上 の 表現 











《 単 精度 実数 表現 を 1 0 進数 に する 》 
メモ リー 上 の 単 精度 実数 表現 を 1 0 進数 に 変換 する 方 法 は 次 の と お り 。 





( 例 ) 
1 バイ ト 目 2 バイト 目 3 バイ ト 目 4 バイト 目 
|oooooooo|oooooo0o|iiiiooo0 10000000| (モリー 上 の 表現 ) 
下位 8 ビッ ト 中 位 8 ビ ッ ト 上 位 8 ビ ッ ト 指数 8 ビッ ト 


\ 


NIMESMIHHH 








析 等 セット 板 寺 の 維人 
0 -1 -2 -3 
人 の 維 値 = HO +10 = (LHD ニ 1xX241X241X241X 1 


と 


= 1 二 0.5+0.25+0.125 = 1.875 








数 値 = (10000000) - 129 =128 - 129=-1 
符号 ビッ ト は 1 だから 仮数 値 は マイ ナス 
例 の メモ リー 上 の 値 は 
- Hi) x2 ーー1L875 xX2 ーー1.875 x 0.5 ニ 0.9375 
《1 0 進数 を 単 本 度 突 数 表現 に する 》 
1 0 進数 を メモ リー 上 の 単 精度 実数 表現 に する 方 法 は 次 の と お り 。 
(の 0. 7 5 を 昌 実 数 表 現 だ する | 
-06 =-05+ 0 =-ODx2 ニー-Q1)x2 


仮数 値 の 絶対 値 = (0.1000 + 4 
指数 値 = -1 + 129 = 128 = 0 


抽 の 数 値 な の で 符号 ビッ ト は 1 
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1 MURA 
As ト 仮数 の 絶対 人 指数 
メモ リー 上 の 表現 は 次 の と お り 
1 バイト 目 2 バイ ト 目 3 バイ ト 目 4 バイ ト 目 








09000000|oo000900|iioooo00|io000000| 

下位 8 ビッ ト 中 位 8 ビ ッ ト 上 位 8 ビ ッ ト 指数 8 ビッ ト 

廊 倍 精度 実数 型 近 

《 メ モリ ー 上 の 倍 精 度 実数 型 の 表現 》 

倍 精 度 実数 型 で は 、 仮 数 が 5 6 ビッ ト で 1 ビッ ト が 符号 。 指 数 が 8 ビッ ト で 実数 型 を 表す 。 


各 ビ ッ ト の 構成 は 下図 の と お り 。 
メモ リー 上 の 数 値 の 意味 は 、 単 精度 実数 型 と 同じ 。 


























1 バイ ト 目 - 7 バイ ト 目 8 バイト 目 

癒 b blsbbbbbbb|eeeeeeee 
18 -8 29- 16 3 2 99- 2 47--40 54535251504948|176543210 
\ 

Na 指 粗 e0ーーーーーーーーーーーーーーー 板 数 ーー バー バー ボーーーーーーー デ バ 
eeeeeeee bbbbbbbb bbbbbbbb 
76543210 5453525150494847 で ーーーー で "ーー" ーー76543210 

SS 符号 ビッ ト 
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( 15. モニ ター の 使い 方 ) 
巡 モ ニタ ー の 概要 


割り 込み 処理 ルー チン を 作っ た り 、 特 殊 な 周辺 装置 を つなぐ 場合 、 ア セン ブ プラー で プロ グラ ム を 作っ た 方 
が 効果 的 で ある 。 モ ニタ ー は アセ ンプ ラー プロ グラ ム を 作る 手助け り を する 。 こ の 他 に 、 メ モリ ー や ディ スク 
の 内 容 を 調べ た り 変 更 し た り で きる 。 た だ し 、 モ ニタ ー を 有効 に 使う に は B AS 1I C プ ログ ラム の 内 部 型 や 
扱う デー タ の 形式 、 ア セン プラー や 1 プ O ポ ー ト の 意味 な ど を 理解 し て いな けれ ば な ら な い 。 

モニ ター コマ ンド は 大 きく 6 つの 機能 に 分 か れる 。 

《 モ ニタ ー 自 体 の 動き 方 を 変え る 》 


・ セ グ メ ント ベー ス 番 地 を 変え る 
・BAS 1IC モ ー ド に 戻る 
・ 扱 う 数 値 を 1 6 進数 に する か 、 8 進数 に する か を 決め る 


・D・ し ・^D コ マン ド で 画面 だ け で な く プ リン ター に も 出力 する ーーーーーーーー 
・ コ マン ド の 種類 と パラ メー ター の 示 
・ 実 装 し て いる メモ リー が 正常 か どう か を 調べ る 


《 ア セン プラ ー プ ログ ラム を 扱う 》 


・ ア セン プ ブラー プロ グラ ム を 入力 する 
・ 逆 アセ ン ブ ル し て 表示 する 
・ 機 械 語 プ ログ ラム を 実行 する 


BAS1IC と 比較 すれ ば し コマ ンド は L I ST コマ ンド に 、G コ マン ドド は RUN コ マン ド に 対応 する 。 
(9 8) の ROM 一 BAS TI C で は 、A コ マン ド と し コマ ンド は 使え な い 。 
《 メ モリ ー の 内 容 を 操作 する 》 


・ メ モリ ー の 内 容 を 表示 する 

・ メ モリ ー の 内 容 を キー ボー ド を 使っ て 変更 する - 
・ メ モリ ー に 定数 を 埋め 込む 

・ メ モリ ー 間 で 内 容 の コピ ー を する - EE 
・ レ ジス ター・ フ ラグ の 内 容 を 表示 ・ 変 更 す る ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


D・E・S コ マン ド は 似 た 働き を する が 、 そ れ ぞ れ 特 徴 を 持っ て いる 。E・S コ マン ド は 内 容 の 表示 だ け 
で な く 、 変 更 ち で きる 。D コ マン ド は 表示 し か で き な い が 、 プ リン トモ ー ド で プリ ンタ ー に も 出力 で きる 。 
S コ マン ド で は 1 バイ ト ず つ 表 示 ・ 変 更 す る 。E コ マン ド で は BAS TIC で プロ グラ ム を スク リー ン エ ディ 
ッ ト す る よう に 、 メ モリ ー の 内 容 を 表示 ・ 変 更 す る 。 カ ー ソ ル 移 動 キ ー・ ス クロ ー ル アッ プ キ ー・ ス クロ ー 
ル ダ ウ ン キ ー の 使い 方 も BAS IC モ ー ド と 同じ で ある 。S コ マン ド で は メモ リー だ け で な く 、 メ モリ ー ス 
イッ チ の 表示 ・ 変 更 あ で きる 。 

《 カ セッ ト テ ー プ を 使う 》 


・ カ セッ ト テ ー プ に メモ リー の 内 容 を セー ブ す る 
・ カ セッ ト テ ー プ か ら メ モリ ー に デー タ を ロー ド す る 
・ カ セッ ト テ ー プ の デー タ と メモ リー の 内 容 を 比較 する 


カセ ッ ト テ ー プ に は 番地 付き で メモ リー の 内 容 を セー ブ す る の で 、R コ マン ド を 使え ば 元 の 番地 に デー タ 
を ロー ド す る 。 カ セッ ト へ の 転送 速度 は 指定 し た デバ イス 名 に よっ て 決ま る 。 
1 : く ファ イル 名 > ーーーーーー 6 0 0 ボー 
2 で ジジ ァイル 名 ラ ーーーーー 1 2 0 0 ボー 
デバ イス 名 を 省略 し た 場合 は デバ イス 1 が 省略 値 に な る の で 6 0 0 ボー ー で ある 。 
《 デ ィ ス ク を 扱う 》 


・ デ ィ ス ク 上 の 内 容 を 表示 する 








イド コマ ツジ Ps 三 デ 必 
- 所 コ マン ド 、S コ マン ド 
ドコ マン ド 
M コ マン ド 
X メ コマ ンド 











・ デ ィ ス ク に メモ リー の 内 容 を セー プ す る 
・ デ ィ ス ク か ら メ モリ ー に デー タ を ロー ド す る ーーーーーーーーーーーーー 





ディ スク 上 の デー タ に は 、 番 地 に 関す る 情報 が 付い て いな い の で 、 デ ー タ を ロー ド す る 時 に は メモ リー 上 
の ロー ド 開 始 番地 を 指定 し な けれ ば な ら な い 。 逆 に 言え ば 、 ロー ド 開 始 番地 を 指定 する の で 、 ど こと へ で も デア 
ー タ を ロー ド す る こと が で きる 。 
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《1 プ O ポ ー ト を 扱う 》 
・ 入 力 ポ ー ト に 値 を 表示 する 


・ 抽 カポ 一 ト に 1 ユメ * イ ト デ ー ク 大 机 カ す 才 …ーーー…ー ペ ーー ドー 








交 機 械 語 プ ログ ラム セグ メン ト 交 


ニタ ー が 処理 の 対象 と する セグ メン ト を 機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト と 呼ぶ 。、C コ マン ド 以 外 の コマ ン 
ド で 指定 する 番地 は 、 す べ て 機械 語 プ ログラム セグ メン ト 内 の 相対 番地 (オフ セッ ト ) で ある 。 モ ニタ ー 使 
用 中 は 、C ュ マン ド を 使っ て 機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト の セグ メン ト ベ ー ス 番地 を 指定 する 。C じ コマ ンド 
で 指定 し た セグ メン トペ ベー ス 番 地 は 、 次 に C じ コマ ンド で 再 指定 する か 、 モ ニタ ー を 抜け る まで 有効 で ある 。 
機械 語 モ ニタ ー に 入っ た 直後 の セタ グ メ ント ベー ス 番 地 は 次 の 規則 で 決ま る 。 


| 1. BASIC の DEF SEGC 文 で セグ メン トペ ー ス 番地 を 指定 し て いれ ば 、 そ れ が セグ メン ト ベ ペー 
! スス 番地 に な る 。 1 


i 2 CLEAR 文 で BASIC イ ンタ ー プ リタ ー 領 域 の 上 限 を 指定 し て いれ ば 、 そ れ が セグ メン ト ベ ー! 
!) スス 番地 に な る 。 
(注意 ) 

CLEAR 文 も DEF SEG 文 も と コマ ンド も 実行 せ ず に 他 の ユマ ンド を 使う と 、 も グ メ ント ペー ス 番 
地 は R AM の 上 限 に な る 。 い ずれ か の 方 法 で 必ず セグ メン ト ベ ー ス 番地 を 指定 する こと 。 

また BAS 1IC イ ンタ ー プ リタ ー 領 域内 に セグ メン ト ベ ー ス を 設定 し た 場合 、 内 容 を 参照 する だ け な ら よ 
い が 、 内 容 を 変更 する 時 は 十分 確認 する 必要 が ある 。 不 用 意 に 内 容 を 変更 する と 、BAS TIC モ ー ド に だ 戻っ 
た 時 に プロ グラ ム が 壊れ た り 、BAS 1IC が 誤動作 する 原因 に な る 。 


1DBF SEC (一 こく セグ メン ト ベ ー ス の 値 >) 


| CLEAR (< スト リン グ 領域 の 大 き さ >) 【(。 く BASTIC イ ィ インター プリター 領域 の 上 限 > 
( , < スタ ッ ク の 大 き さ > (, < 配列 デー タ 領 域 の 大 き さ >) ) ) 


祥 モ そ モニ ター コマンド 一 覧 表 


モニ ター で 使え る コマ ンド は 、PC-980 1 と PC-88 0 1 で は 多少 異な る 。 次 の ペー ジ 以 降 の 一 覧 

表 は PC-9 8 0 1 用 な の で 、PC 一 8 8 0 1 の 場合 は 、 下 の 相 人 違 点 を 参照 し た 上 で 使う 。 
《PC 一 8 8 0 1 で は 》 

PC-9 8 0 1 は CPU と し て イン テル の IAPX8 6 相当 の マイ クロ プロ セッ サー を 使っ て いる 。 一 方 
PC-8801 は PD7 8 0 を 使っ て いる 。 こ の 2 つの マイ クロ プロ セッ サー は 、 使 う 機械 語 が 異な る ば 
か り で な く 、 レ ジス ター・ フ ラグ の 構成 、 番 地 の 指定 方 法 な ども 異な っ て いる 。 

PC 一 8 8 0 1 の モニ ター コマ ンド の 体系 は PC 一 9 8 0 1 と 同じ で ある が 、 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ ー の 違 
い に 関 する 部 分 は 、 と う ぜ ん 違っ て くる 。 














使い 方 は 同じ で ある が 、 機 械 語 ニ ー モ ニッ ク が まっ た く 異 な る 
PC-8 8 0 1 に は も セグメント ベ ー ス と いう 概念 が な い の で 、 こ の コマ ンド は な い 











PC-8 8 0 1 に は メモ リー スイ ッ チ が な い の で 、SSW 〔 {1 て 7}) 〕) と いう 形式 は な 
い 





X コ マン ド | レジ スタ ー・ フ ラグ と も に PC-ー9801 と と 異な る の で 、 指 定 の 方 法 が 違う 。 フ ラグ に つ 
店 な に で は を CT ちい う 名 床や モー 指し て 本 う 
々 COP や レジスター ジュ A。B。D。 還 。A 。B 。D TH 。S,。P。 区 YY 


く CPU フ ラグ 名 > :F 

レジ スタ ー と し て A・A'′ の いずれ か を 指定 し た 場合 は 、 値 を 変更 する 必要 の な いと き で 
も 必ず 元 の 値 を 入れ な けれ ば な ら な い 。 何 も 入力 せ すず に リタ ー ン ある い は スペ ー ス キー を 
押す と 、 元 の 内 容 が 壊れ る 
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ョ マンド 意 味 


入 カ 形 式 





a 〔 く 格納 開始 番地 >〕 (入力 する と き は 小文字 で よい 。 以 下 同じ ) 
アセ ンプ ラー プロ グラ ム 入 力 の 状態 た する 
スト ッ プ キー また は “ C を 押す か 、 何 も 入力 せ ず に リタ ー ン キー 
を 押せ ば アセ ンプ ラー か ら 抜 ける 








ンス 
も セグ メン ト ベ ー ス 


b {h ま た は qj} 
日 ター で 扱う 数 値 を 1 6 進数 に する か 、 8 進数 に する か 決め る 
: 1 6 進数 9i8 進 数 





< (< セグ メン トペ ー - ス 番地 >) - 
機械 話 セグ メン ト ベ ベー 番地 を か える 








D ダン プ ・ メ モリ ー 


d (< 表示 開始 番地 >〕 〔 , < 表示 終了 番地 >〕 
メモ リー の 内 容 を 画面 に 表示 する 、 プ リン トモ ー ド に な っ て いれ 
ば プリ ンタ ー に も 出力 する  ( 注 1) 





オ 
e 〔 く < エディット 開始 番地 >)〕 


エディ ッ ト メ モリ ー モ ー ド に する 

画面 に 1 6 X 1 6 バイ ト 分 の メモ リー の 内 容 を 表示 する 。 表 示 内 
容 を 書き 替え れ ば メモ リー の 内 容 も 書き 替わる 

ロー ル ア ッ プ キ ー・ ロ ー ル ダウ ン キ ー を 使え ば エディ ッ ト 開 始 番 
地 を 連続 的 に ずら せる 

スト ッ プ キー また は ~ C を 押す と エディ ッ ト メ モリ ー モ ー ド を 抜 
ける 。HELP キ ー を 押す と エディ ッ ト メ モリ ー モ ー ド で 使う キー の 
説明 を 表示 する 。 ス トッ プ キ ー ま た は 、 ~ C 以 外 の キー を 押せ ば 
HELP キ ー を 押す 前 の 画面 を 表示 する 





F フィ ル ・ メ モリ ー 





| 1 < 開始 番地 > 。 < 終了 番地 。 < 定数 > 


メモ リー の 内 容 を 、0 か ら 2 5 5 まで の 定数 で うめ る 











se ーー 剖 に = 
G ゴー g 〔< 実 行 開始 番地 >〕 〔 , く プ レー ク ポ イン ト 番 地 ] >〕 
[ ,。 く < プレ ー ク ポイ ント 番地 2 >〕 
機械 語 プ ログ ラム を 実行 する 。 プ レー ク ポ イン ト 番 地 を 実行 し よ 
うと する と その 番地 を 次 の よう に 表示 し て 実行 を 一 時 停止 する 
※ く セグ メン トペ ベー ス 番 地 > : 相対 番地 > 
再び ご コマ ンド を 指示 すれ ば この 番地 か ら 実 行 を 再開 する 
I イン プッ ト i く ポー ト ・ ア ドレ ス > 


入力 ポー ト の 値 を 画面 に 表示 する 





由 ディ ス ア セン ブル 
リス ト ) 


1 〔< く 開始 番 地 >〕 〔, < 終了 番地 >〕 
メモ リー の 内 容 を 逆 ア セン ブル し て 画面 に 表示 する 。 プ リン トモ 
ー ド に な っ て いれ ば プリ ンタ ー に も 出力 する  ( 注 1) 





M ムー プ ・ メ モリ ー 


m く 転送 元 先頭 番地 > , < 転送 元 終了 番地 > , 
メモ リー 間 で 値 の 転送 を する 





O アウ ト プ ッ ト 


o く ポー ト ・ ア ドレ スッ > 。 く デー タッ > 
指定 し た ポー ト ・ ア ドレ ス に デー タ を 出力 する 





P | プリ ンタ ー ス イッ チ 


2 解除 を する 。 こ の コマ ンド を 実行 する た 
びに モー ド が 切り 替 





R | リー ド ・ テ ー ブ 


r 〔 く ファ イル 名 >〕 
W コ マン ド で カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ し た メモ リー の 内 容 を ロー 
ド す る 。 セ ー ブ し た 時 と 同じ 番地 に ロー ド す る 
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意 味 


入 カ 形 式 





も セット ・ メ モリ ー 





Ss 〔 く 開始 番地 >)〕 
メモ リー の 内 容 を 表示 し 、 新 し い 内 容 を 聞い て くる 
ssw〔 {1 て 7} )〕 
メモ リー スイ ッ チ の 内 容 を 表示 し 、 新 し い 内 容 を 聞い て くる 
どちら の 場合 も 、 数 値 を 入れ ず に スペ ー ス キー か リタ ー ン キー を 
お せ ば 、 内 容 は 変わ ら な い 
スペ ー ス キー を 押せ ば 次 の 番地 (スイ ッ チ ) の 内 容 を 表示 し 、 リ 
ター ン キ ー を 押せ ば モニ ター に 戻る 
メモ リー が 対象 の 時 に ^ B を 押す と 前 の 番地 の 内 容 を 表示 する 





tm 
実装 し て いる メモ リー の テス ト を する 。 異 常 が 無けれ ば 
Test Completel 
と 表示 する 





ベリ フワ テイ ・ デ ゲー プ 


VY 〔 く ファ イル 名 >〕} 
W コ マン ド で カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ し た デー タ と 実際 の メモ リ 
ー の 内 容 を 比較 する 。 内 容 が 一 致し な けれ ば ” ? ” を 表示 する 





Ww 〔 く デバ イス 名 >〕) (〔 く ファ イル 名 >) , ぐ 開始 番地 > 
> て も セーブ プ 終了 番 地 > 
メモ リー の 内 容 を カセ ッ ト テ ー プ に セーブ する 





ィ イク ザ ミ ン レ ジス タ 


x { (〔( く CPU レジ スタ ー>〕) また 

く CPU レ ジス ター の 3 人 式 > 
エッ 

く CPU フ ラグ 名 > :O。D, 1 

レジ スタ ー・ フ ラグ の 内 容 を 表示 し 、 ヽ 

レジ スタ ー が 対象 の 時 は 、 数 値 を 入れ ず に スペ 

ン キ ー を お せ ば 内 容 は 変わ ら な い 

フラ グ が 対象 の 時 は 、 数 値 を 入れ ず に リタ ー ン キー を お せ ば 、 内 

容 は 変わ ら な い 


は U 
B B 
D > 
し 


1 
し 


P 
X 
S 
S 
し 





へ a 
【HELP】 
モニ ター で 使え る コマ ンド と パラ メー ター を 画面 に 表示 する 





間 結 


^ b 
モニ ター ー モ ー ド か ら BAS1C モ ー ド に 戻る 





ダン プ ・ デ ィ ス ク 


^・ さく ドライブ 番 号 >【〔。 < サー フェ ス 番 号 >) , く トラ ッ ク 番 号 1 
> 。 く セク ター 番号 1 > 。〔 く トラック 番号 2 > , こく セク ター 番号 2 


>) 
ディ スク の 内 容 を 画面 に 表示 する 、 プ リン トモ ー ド に な っ て いれ 





リー ド ・ デ ィ ス ク 


1 ば プリ ンタ ー に も 出力 する 入 1) 


2 ライ ブ 番 号 > 〔 , < サ ー フェ ス 番号 >) , < トラック 番号 > 
こと と クタ ー 番号 > , < 開始 番地 > , く 終了 番地 > 
| ディ スク か ら メ モリ ー に デー タ を ロー ド す る 








^w く ドライブ 番号 > 〔 , く サ ー フ ェ ス 番号 >) , く トラ ッ ク 番 号 > 
, く セク ター 番号 > , < 開始 番地 > , く 終了 番地 > 
メモ リー の 内 容 を ディ スク に セー ブ プ す る 








( 注 1) 【STOP】 また は 【CTRL】+【C】 と すれ ば 途中 で も 表示 を や め る 。【CTRL】+【S】 
と すれ ば 表示 を 一 時 停止 する 。【STOP】 また は 【CTRL】+【C】 以外 の キー を 押せ ば 表示 


を 再開 する 。 ニ 
( 注 2) ^ (英文 字 ) は 【CTRL】 と 英文 字 キ ー を 同時 に 押す こと を 示す 。 
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16. 通信 機能 


PC の 通信 機能 は ター ミナ ルモード で 使う 方 法 と 、BAS 1IC モ ー ド の 通信 機能 を 使う 方 法 が ある 。 タ ー 
ミナ ルモード は 文字 どおり 、PC を ホス トコ ンピュータ ー の 端末 装置 と し て 接続 する 場合 に 使う 。BASI 
C モ ー ド で は 、 主 と し て PC に XY プロ ッ タ ー な どの 周辺 装置 を 接続 し て 制御 する 場合 に 使う 。 

PC を ホス トコ ンピュータ ー に 接続 し 、 タ ー ミ ナル モー ド に は な い R JE (遠隔 ジョ ブ 入 力 ) な どの 和 機能 
を 実現 する に は 、B AS 1 C モ ー ド で 接続 し 、P C 側 で 制御 アロ グラ ム を 作る 必要 が ある 。 

PC--9801 と PC-88 0 1 の 通信 機能 は ほとん ど 同 じ で ある 。 そ こ で 本 章 で は 、PC-9801 に 
つい て 説明 し 、 最 後 の 館 で PC 一 9 8 0 1 と PC 一 88 0 1 の 違い を 説明 する 。 


RS 一 2 3 2C イ ンタ フェ ー ス 式 


RS-ー232C は 、EIA (米国 電子 工業 会 ) が 決め た コン ピュ ー タ ー と モデ ム の 間 の イン タフ ェ ー ス で 
ある 。CCITT (国際 電信 電話 府 問 委員 会 ) 勧告 V . 2 4 で 定義 ヒ し て いる イン タフ ェ ー ス と ほぼ 同じ 仕様 
で ある 。 現在 は モデ ム と の 接続 だ け で な く 、XY プ ロッ ター な ど シ リア ル ・ イ ンタ フェ ー ス を 持つ 周辺 装置 
を つなぐ イン タフ ェ ー ス と し て 広く 普及 し て いる 。 


PC 一 9 8 0 1 に は BAS IC プ ログ ラム が 動く 「BASIC モ ー ド 」 と 、 ホ スト コン ピュ ー タ ー の 端末 
と し て 働く 「 タ ー ミ ナル モー ド 」 が ある 。 ど ちら の モー ド で も 通信 に は RS 一 2 3 2C じ イン タフ ェ ー ス を 使 
9!。 

《 信 号 の 位置 と 種類 》 


信号 名 | 信号 の 方 向 機 


保守 用 アー ス 

P C が 送信 する デー タ 

P C が 受信 する デー タ 

P C が か 送信 を 要求 する 時 に この 信号 を ON に する 

この 信号 が ON で あれ ば PC は デー タ を 送信 で きる 

この 信号 が ON で あれ ば PC は デー タ の 受信 を 求め られ て いる 
通信 用 アー ス に 

この 信号 が ON で あれ ば P C は デー タ を 受信 で きる ( 注 ) 








内 部 送信 タイ ミン グ (同期 式 の み ) ( 注 ) 
受信 タイ ミン グ (同期 式 の み ) ( 注 ) 


PC が 送受 信 で きる 状態 あれ ば この 信号 を ON に する 


外部 送信 タイ ミン グ (同期 式 の み )  ( 注 ) 


cn CS トウ ーー の らら ぐ ココ の O の RC っ ウー つら ぐー ココ 〇 の) の て ら トウ トー 


ふう OO うら トウ トー トー ルリ ーー トー リー ルー リー ルー ルー 








( 注 ) DCD は 主 に 相手 が モデ ム の 時 に 使う 
TXC(1)・TXC(2⑫ は どちら か 一 方 の み 使 う 。 
PC 一 9 8 0 1 で は 非同期 式 し か 使え な い の で 、TXC(1)・TXC(2②)・R XC は 使わ な い 。 





RS 一 2 3 2 C お す 形 コネ クタ ー 
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次 信号 線 の 接続 方 法 巡 


RS 一 2 3 2C イ ンタ フェ ー ス 間 の 信号 線 の 接続 方 法 は 、 通 信 の 制御 方 法 に よっ て 二 種 類 に 大 別 で きる 。 
ー つ は 信号 線 (RTS・CTS な ど ) を 使っ て ハー ドウ ェ エア 的 に 制御 する 方 法 で ある 。 具 体 的 な 方 法 は た く 
さん ある が 、 フ ル ハ ンド シェ イク と 呼ぶ 制御 方 法 が 一 般 的 で ある 。 も う 一 つ は ハー ドウ エア 的 な 制御 を せ ず 
に デー タ を た ね れ 流 す 方 法 で ある 。 こ の 時 は ソフ トウ エア で 通信 の 制御 を する 。 


《 フ ル ハ ンド シェ イク 》 
フル ハン ド シ ェ イク で は 、「 デ ー タ を 送り た い 」 と 送信 側が 受信 側 に 知ら せる 。 それ に 対し て 受信 側が 、 
NR 
(PC か ら 周 辺 装置 へ デー タ を 送信 する 手順 ) 





(PC-9801) 〔 周 辺 装置 ) 

1. RTS・ON 一 DSR・ON  --- PC-9 8 0 1 は RTS 線 を ON に する 。 周 辺 装 軒 
の DSR 線 も ON に な る 

2. CTS・ON て DTR・ON 一 周辺 装置 は D S R 線 が ON で 受信 可能 な ら DTR 線 
0 ラー 
な る 

3. TXD・ デ ー タ 一 RXD・ デ ー タ 一 PC-98 0 1 は CTS 線 が ON で あれ ば 、TXD 
線 を 使っ て デー タ を 送信 する 。 周 辺 装置 は R XD 線 
に よっ て この デー タ を 受信 する 

4. RTS・OFF 一 DSR・OFF ---- デー タ の 送信 が 終わ っ た ら PC-9801 は RTS 
線 を OFF に する 。 周 辺 装置 の DS R 線 も OFF に 


な る 
( 注 ) 周辺 装置 か ら FPC へ デー タ を 送信 する 手順 は 、 こ の 逆 で ある 。 
フル ハン ド シ ェ イク で は 次 の よう な 結線 を する の が 一 般 的 で ある 。 











PC-9801 周辺 装置 また は 他 の PC 
1 保守 用 GND 保守 用 GND 1 
2 TXD RXD 3 
3 RXD TXD 2 
4 RTS DSR 6 
DCD 8 
5 CTS DTR 2 0 
6 DSR RTS 4 
8 DCD 
7 通信 用 GND 通信 用 GND 7 
20 DTR CTS 5 
《 た れ 流 し 方 式 》 


送信 側が デー タ を 送り た い 時 に いつ で も デー タ を 送っ て し まう 方 式 で ある 。CTS 線 が ON に な っ て いな 
けれ ば 、 送信 で き な い 場合 が 多い の で 、 自 分 側 の DTR 線 と CTS 線 を ショ ー ト させ る 。PC-ー9801 ど 
うし を 接続 する と き は 通常 この 方 式 を 使う 。 た れ 流 し 方 式 で は 次 の よう な 結線 を する の が 一 般 的 で ある 。 


PC-9801 周辺 装置 また は 他 の PC 








1 保守 用 GND 保守 用 GND 1 
2 TXD RXD 3 
3 RXD TXD 2 
4 CTS CTS - 4 
20 DTR DTR 20 
7 通信 用 GND 通信 用 GND 7 





交通 信 に 必要 な 規約 


RS 一 2 3 2C 規 格 は 信号 線 の 意味 を 決め て いる だ け で ある 。 一 方 、 実際 の 通信 で は 、 デ ー タ ビッ ト 長 ・ 
ボー レー ト な ど 、 さ ら に だ 細か く 仕 様 を 決め る 必要 が ある 。 ま た 、 タ ー ミ ナル モー ド で は 、 こ れ に 加え て リタ 
ー ン キー の 送信 処理 や CR コー ド の 受信 処理 な ど に つい て も 定め な けれ ば な ら な い 。 

P'@ 三 9 8 0 1 で は 、 こ の よう な 仕様 を メモ リー スイ ッ チ や ディ ッ プ スイ ッ チ を 使っ て 設 設定 する 。 ま た 、 
TERM 文 や OPEN 文 の パラ メー ター を 使っ て も 設定 で きる 。 


《 フ ロー 制御 》 

コン ピュ ー タ ー は デー タ を 受信 する と 、 い っ た ん 受信 用 バッ ファ に た くわ える 。 プ ログ ラム か が 入力 命令 を 
実行 する と 、 こ の 受信 用 バッ ファ か ら デ ー タ を 取り 出す 。 入力 命令 を 使っ て デー タ を 取り 出し た と で 複雑 
な 処理 を する と 、 デ ー タ を 取り 出す 速度 が デー タ を 受信 する 速度 より も 遅く な り 、 受 信 ざ ッ フ ァ が あふ れ て 
し まう 場合 が ある 。 受 信 バ ッ フ ァ の あふ れ を 防ぐ し くみ が 「 フ ロー 制御 」 で ある 。 


i① PC 一 9 8 0 1 は 受信 パッ ファ (最大 2 5 6 ベイト) に た くわ えた デー タ が 3 ン 4 以上 に な る と 、 
1 装置 制御 コー ド D 3 (13H) を 送信 側 へ 送り 、 デ ー タ の 送信 を 中 断 し て も ら う 
送信 側 は D 3 を 受け る と 、 装 置 制御 コー ド D 1 (11H) が くる まで デー タ の 送信 を 中 断 す る 1 
ら D 1 を 送信 側 へ 送り 、 デ ー ! 


タ の 送信 を 再開 し て も ら う 
送信 側 は D 1 を 受け た ら 、 デ ー タ の 送信 を 再開 する 

(D 3 3H) ・D 1 (1H) に つい て は 、「 キ ャ ラク ター・ ユー ド 表 」 参照 の こと ) 

TERM 文 ・OPEN 文 の < く XX パラメーター> で 指定 すれ ば 、RS 一 2 3 2 C を 使っ た 通信 で PC-98 
0 1 は フロ ー 制 御 を する 。 

PC 一 9 8 0 1 が 受信 側 の 場合 、 タ ー ミ ナル モー ド で も 入出 力 モ ー ド で も 、 通 信 パ バッファ の 状態 に よ 
①・③ で 示し た 動き を する 。 し か し 、PC 一 9 8 0 1 が 送信 側 の 場合 に は モー ド に よっ て 動き が 異な る 。 
入出 力 モ ー ド で は 、D 3 ・D 1 が 送ら れ て き て も 何 も し な い 。 フ ロー 制御 を する た め に は 、D3・D1 を 拾 
い 、②・④ で 示し た よう な 動き を する プロ グラ ム を 作ら な けれ ば な ら な い 。 

ター ミナ ルモード で は 、D 1 を 受信 し た 時 は ④ に 示し た 通り に 動く 。D 3 を 受信 し た 時 の 処理 は 通信 方 式 
こよ っ て 多少 異な る 。 全 二 重 モ ー ド で は 受信 し た と 同時 に キー 入力 が 無効 に な る 。 半 二 重 モ ー ド で は D 3 を 
受信 し て も 現在 入力 の 行 だ け は 送信 し 、 そ の 後 キ ー 入 力 が 無効 に な る 。 


《 シ フト コー ド 制 御 》 

PC-ー9801 は 8 ビッ トコ ー ド (JIS8 単 位 符号 ) を 使っ て いる の で 、8 ビ ッ ト 目 が 1 に な っ て いる 
文字 コー ド を 持つ 文字 (カナ 文字 な ど ) を その まま 表現 で きる 。 一 方 、 パ ソ ュ ン や 周辺 装置 の 中 に は ASC 
1 エコ ー ド や J1S 7 単位 寺 号 な どの 7 ビッ トコ ー ド を 使う も の が ある 。 こ の よう な 7 ビッ トコ ユー ド を 使う 
機器 で は 、 カナ 文字 な どの 7 ビッ ト で 表現 で き な い 文字 を 制御 符号 SO (0OEH) ・SI (OFH) を 使っ 
て 表現 する 。PC-9 8 0 1 と JIS 7 単位 号 を 使っ て いる 機器 を 接続 し た 時 は 、 お 互い に カナ 文字 の 扱 
い 方 が 人 違う た め 、 コ ユー ド の 変換 が 必要 で ある 。 こ の コー ド の 変換 を 「 シ フト コー ドド 制御] と いう 。 

TERM 文 ・OPEN 文 の く S パ ラメ ー タ ー> で 指定 すれ ば 、PC--9 8 0 1 は RS-2 3 2C を 使っ た 
通信 で シフ トコ ー ド 制御 を する 。 


憎 ら ) 
i③ PC 一 98 0 1 は 受信 バッ ファ に 区 え た デー タ が 1 4 以下 に な っ た 
④ 














A B アイ ィ CD A B S0 ア 了 ィ SI C D 
[ llglmlmglglal| ュー | mla glwlglel 
(J IS 8 単位 符号 (JI S 7 単位 符号 


ミト ツレ 2 
PC 一 9 8 0 1 で は 文字 列 中 に 党 字 を 含ん で いる 場合 、 そ の 前 後に 2 バイ ト の 制御 コー ド KI・KO を 付 
MM PC-9 8 0 1 内 部 で は 次 の よう に な る 。 


し か し 、 他 の コン ピュ ー タ ー や 周辺 機器 で は K 1 ・KO と し て 異な る コー ド を 使っ て いる 場合 が ある 。 
ミナ ルモード で は 、 コ ー ド の 異な る KTI・KO を 持つ コン ピュ ー タ ー と の 通信 で 、K I・KO コ ュー ド 
の 自動 変 換 を する 。TE RM 文 の < 日 本 語 シ フト コー ド > で P を 指定 する と 無 変 換 で 通信 し 、 を 指定 する 
と K 1I・KO を 次 の よう に 変換 し て 通信 する 。 


(通信 パラ メー ター 一 覧 表 ) 







































































PC-9801 パラ メー ター | PC-8801 パラ メー ター 
通信 の 仕様 内 容 
スイ ッ チ | スイ ッ チ 
ボー レー ト SM2 (3.2,1.0 〕 
75 ー =0001 ー|JSW=1 
150 ー =0010 ー|JSW=2 
入 3 00 ー =0011 ー| JSW=3 
出 600 ー =0100 ー|JSW=4 
カ 1200 ー =0101 ー|JSW=5 
2400 ー =0110 ー|JSW=6 
4800 ー =0111 ー| JSW=7 
ド 9600 ー =1000 -|7SW=8 
タ | 同期 タイ マー DSm1 (7,8,9,10) 
内 部 同期 還 =1010 ー|JSW=I 
1 外部 同期 ー =0101 ー|JSW=E 
ル | パリ ティ ー 偶数 パリ ティ ー チ ェ ッ ク |E | Sml (5.4 ) =11 E lpsWe ロ .2 ) =11 
モ 奇数 パリ ティ ー チ ェ ッ ク |O| SM1 (5.4 ) =10 |OIDSm2 (1.2 ) =10 
| パリ ティ ー チ ェ ッ ク な し |N| SWI(4)=0 |NIDSW2H) ニー0 
| 本 _ 0 IN 
共 | デー タビ ッ ト 長 | 7 ビッ ト 7 | swl (3.2 ) =10 |7 |Dsw2 3) =0 
通 8 ビッ ト 8 | SmI (3.2 ) =11 8 DSW2 (3 ) =1 
仕 | スト ッ プ ビッ ト 長 | 1 ビッ ト 1 | sml (7.6 ) =01 0 
様 1. 5 ビッ ト 2 | sm1 (7.6 ) =10 | 2 | 一 一 一 一 一 
2 ビッ ト 3 | Sml (7.6 ) =11 和 
X パ ラメ ター フロ ー 制 御 を する X | sml (0 ) =1 X | DSM2 (5 ) =1 
フロ ー 制 御 を し な い N | Sml (0 ) =0 N | DSw2 (5 ) =0 
S パ ラメ ター シフ ト ュ ー ド 制御 を する |S| SM2 (7 ) =1 S | DSW1 (5 ) =1 
シフ トコ ュー ド 制 御 を し な い |N| Sm2 (7 ) =0 IN DSm1 (5 ) =0 
還 PT B S (08) と し て 扱う B | SM3 (7 ) =0 ー | Dsm1 (6 ) =1 
の 受信 処理 | NUL (00) と し て 扱う |N| Sm3 (7 ) =1 | - | DSWI (6 ) =0 
タ ーー ーー ーー ーー 
| | リタ ー ン キー CR (OD) を 送信 C | SM2 (6 ) =0 
ミ の 送信 処理 | CR+LF (ODOA) を 送信 | L | SW2 (6 ) =1 まこ | 
レ ems cm em es ここ = = ーー am 
ル | CR コー ド | Wa で 人 者 行 を する C| SW2 (5 ) =0 
モ の 受信 処理 | CR で 復帰 動作 の みす る |L | SW2 (5 ) =1 |- | ーーーーーー 
トト PR P | sm2 (4 ) =0 ー ー 
の ュー ド | KO=ESC+H 
仁 KI=SB+p [ | sm2 (4 ) =1 
様 KO=SB+q 
| 通信 方 式 全 二 重 F| su) =0 F pswe (6 ) =0 
半 二 重 H | sml (1 ) =1 H |DSW2 (6 〕 =1 
スタ ッ ク 長 リモ ー ト BAS 1IC プ ロト コル を 実行 する 時 に 使う 利用 者 スタ ッ ク の 長 さ 








(注意 ) TERM 文 や OPEN 文 の パラ メタ ー を 省略 する か 空白 で 指定 し た 場合 は 、 メ モリ ー ス イッ チ で 
設定 し た 仕様 に な る 。 た だ し 、 ス タッ ク 長 は 省略 する と 1 0 2 4 バイ ト に な る 。 還 
表 中 の SW1・SW2・SW3 は メモ リー スイ ッ チ を 示し 、DSW1・DSW2 は デップ スイ ッ チ を 示し 
て いる 。J SW は PC-8 8 0 1 の ジャ ン パ ペー スイッチ を 示す 。 ス イッ チ 柚 の 1 は ON、0 は OFF を 意味 
する 。 た だ し 、 ジ ャ ン パ ー ス イッ チ で は ソケット を 差し 込む 場所 の 名 前 が 書い て ある 。 
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交 タ ー ミ ナル モー ド 


基本 的 に は ター ミナ ルモード の PC 一 9 8 0 1 は テレ タイ プ の よう な 無 手順 の 端末 と し て 働く 。 し か し 、 
ホス ト 側 か ら ス ペ シ ャ ル ESC シ ー ケ ンス を 送れ ば 、 種 々 の ロー カル 処理 も で きる 。 加 えて 、 リ モー ト BA 
SIC プロ トコ ル を 使え ば 、 あ た か も キー ボー ド か ら 直 接 入 力 し た か の よう に 、 ホ スト 側 か ら 送 っ た BAS 
IC ス テー トメ ント を 実行 で きる 。 

PC-9801 は JIS8 単 位 符号 を 拡張 し た ユー ド を 使っ て いる 。 EBCDIC コー ド を 使っ て いる ホ 
スト コン ピュ ー タ ー の 端末 と し て 使う 場合 は 、 ホ スト 側 で コー ド 変 換 す る 必要 が ある 。 大 部 分 の ホス トコ ン 
ビ ピュー ター で は 回 線 を 定義 する 時 に ユー ド 変 換 の 指定 も で きる 。 


《 タ ー ミ ナル モー ド に だ する 方 法 》 

『 ディ ッ プ スイ ッ チ 2 の 2 番目 を ON に する ! 
電源 を 入れ た と き 、 あ る い は リセ ッ ト ボ タン を 押し た 時 に ター ミナ ルモード で 立ち 上 が る 。 通信 に !: 
関す る 各 仕様 は メモ リス イッ チ で 設定 し た も の に な る | 


1 2. NEW ON 文 を 使う 
| NEW ON 文 で ソフ ト 的 に ディ ッ プ スイ ッ チ 2 の 2 番目 を ON に する 方 法 で ある 


1 3. TERM 文 を 使う 
! TERM 文 を 使え ば ター ミナ ルモード に する だ け で な く 、 通 信 に 関す る 各 仕様 も もち わせ て 設定 で き : 
る 。 TERM 文 で 設定 し た 仕様 は 、 電 源 を 切る か BAS IC モ ー ド に 切り 替わる まで 有効 で ある 


ITERM" (COM: (< パリ ティ ー> 〔 く データ ビッ ト 長 > 〔 く < スト ッ プ ビッ ト 長 > 

(〔( く X パ ラメ ター> 〔 く S パ ラメ ター>〔 く DEL し コー ド の 受信 処理 > 1 
| 〔 く < リタ ー ン キー の 送信 処理 > 〔 く CR コー ド の 受信 処理 > (< 日 本 語 シ フト コー ド > 
〕) ) ) ) 〕) 〕) ) 〕) 〕) ” 〔, (< 通信 方 式 >) 〔, スタック 長 〕 〕 ! 


( 注 ) ポー レー ト の 指定 は メモ リー スイ ッ チ 、 同 期 クロ ッ ク の 指定 は ディ ッ プ スイ ッ チ を 使う 。 
4 ナル モー ド か ら BAS I C モ ー ド に する 方 法 》 


) 前 述 の 2 ・3 の 方 法 で ター ミナ ルモード に し た 場合 は 、 リ セッ ト ボ タン を 押し て も よい 。 


《 全 二 重 モ ー ド と 半 二 重 モ ー ド 》 

PC-98 0 1 は 実際 の 回 線上 は 全 二 重 (4 線 ) で つなぐ 。 し か し 、 タ ー ミ ナル モー ド の 時 は 全 二 重 の 端 
未 と し て も 半 二 重 の 端末 と し て も 働く 。 こ の 切り 替え は TERM 文 の < 通信 方 式 > で 指定 する 。 全 二 重 モ ー 
ド で キー イン し た デー タ は すぐ に 送信 し 、 端 末 側 に は その デー タ を 表示 し な い 。 半 二 重 モ ー ド で は キー イン 
し た デー タ は 端末 側 こ 表示 する だ け で 、 リ ター ン キ ー を 押す まで 送信 し な い 。 


《 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー》 

ター ミナ ルモード に な っ た 時 の ファ ンク ショ ン キ ーf・1 て f・5 の 内 容 は BAS TIC の KEY 文 で 指定 
し た 内 容 か 、 指 定 し て いな けれ ば シス テム で 決ま っ て いる 内 容 で ある 。f ・6 て f・1 0 は ター ミナ ル モ ー 
ド 専 用 の 内 容 に 変わ る 。 

ー ミ ナル モー ド で は ファ ンク ショ ン キ ー を 使っ て 通信 方 式 の 他 に リテラ ルモード ・ 画 面 出力 モー ド の 設 
定 を で きる 。 f・6 て f ・8 が モー ド を 切り 替え る た め の キ ー で ある 。 

キー を 押す た びに ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 の 内 容 が 入れ 替わる 。 表 中 で 表示 の 欄 に ② 印 の つい て いる 方 を 
最初 に 表示 する 。 f ・7 は TERM 文 か メモ リー スイ ッ チ で 指定 し た 通信 モー ド の 逆 を 表示 する 。 

f・6 て f・8 の ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 内 容 は 、「 そ の キー を 押し た 時 の 働き ] で あり 、「 現 在 の モ 
ー ド 」 で は な い 。 例え ば 、HALF と 表示 し て いる 時 の 通信 モー ド は 全 二 重 で ある 。 


| あみ 有 モー ド : 制 伯 ユ ー ド を 受け て も 文字 と し て 表示 する だ け で 、 それ の 意味 する 処 理 は し な い 。 た : 
1 だ し リタ ー ン コー ド と ライ ン フ ィ ー ド コー ド は 処理 する ! 


! 画面 出力 モー ド : 画面 へ の 表示 を プリ ンタ ー に も 出力 する 






機 









@⑥LTRL 
N-LTRL 3 ラル モー ド に する 
















HALF 
FULL 全 二 重 モ ー ド に する 


f・8 |@LPTon | 画面 軸 カ モー ド に する 
LPToff | 画面 出力 モー ド を 解除 する 


f・9 CPY BF | スク ロー ル ァ テッ プ し て 画面 上 か ら 消え た デー タ を プリ ンタ ー に 出力 する 
(画面 出力 テー ド の 時 に 有効 


LPT LF | プリンター に 1 行 、 行 送り させ る (画面 出力 モー ド の 時 に 有効 ) 
























《 ス ペ シ ャ ル ESC シ ー ケ ンス 》 

ー ミ ナル モー ド の PCー9 8 0 1 は デー タ を 受信 する と 、 通 常 は それ を 画面 に 表示 する 。 た だ し 、 受 信 
し た デー タ が 制御 コー ド で 、 タ ー ミ ナル モー ド の 状態 が ノン リテラ ルモード で あれ ば 、 そ の 制御 コー ド が 示 

す 働 き を する 。 例 えば CTRL-L を 受信 すれ ば 画面 を クリ ア し 、CTRL-G を 受信 すれ ば ブザー を 鳴ら す 。 
この 他 に ESC コ ー ド に 引き 続く 一 連 の 文字 列 (スペ シャ ル ESC シ ー ケ ンス ) を 受信 し て も 、 そ れ を 表 
示せ ず に 特殊 な 動き を する 。 例 えば ESC @ と 2 文字 受信 する と 、 以 後 デ ィ ス プレ ー に 表示 する デー タ は プリ 
ンタ ー に だ も 出力 する 。 こ の 他 に 、 ス ペ シ ャ ル ESC シ ー ケ ンス を 使え ば カー ソル の 位置 決め ・ 画 面 の クリ ア 

・ キ ー ボ ー ド の ロッ ク な ど が で きる 。 


者 
る 


BSC @ で 設定 し た プリ ンタ ー へ の 出力 モー ド を 解除 する 


次 に BSC "を 受信 する か 電源 を 切る まで 、 キ ー 入 力 を 無効 こす る 。 キ ー 入 力 し た デー タ 
は 捨て られ る 


キー 入力 を 有効 に する 
BSC ! | まえ 々 ト ュ ンピュータ ー へ 1D ュ ー ド (NEC00000010 CRLD を 送信 する 




















ESC 現在 カー ソル の ある 行 を クリ ア す る 。 カー ソル は 現在 行 の 先頭 へ 移る 





ESC 現在 の カー ソル 位置 か ら 、 ス クロ ー ル エリ ア の 最 下位 行 まで を クリ ア す る 。 カーソル の 
| 位置 は 変わ ら な い 


BSC ディ スプ レー 画面 を クリ ア し 、 カ ー ソ ル を ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 表示 する 。CLR キ ー を 
入力 し た の と 同じ 状態 に する 
ESC へ ター ミナ ル の 状態 を 、 タ ー ミ ナル モー ド に な っ た 初期 状態 に 戻す へ : 空白 


BSC ij | i、j は 文字 で ある 。 カ ー ソ ル を テキ スト 画面 上 の ( 列 、 行 ) = (ASC (}) -&H 
20 ASC (i) -&H2 0) に 表示 する 

















《 リ モー ト BAS 1IC プ ロト コル 》 
スペ シャ ル ESC シ ー ケ ンス の 一 つと し て 、ESC >BASIC ス テー トメ ント と いう 形 が ある 。 こ の 形 の 
デー タ を 受信 する と 、 タ ー ミ ナル モー ド の PC-9 8 0 1 は 、 デー タ 中 の BASI C ス テー トメ ント 部 分 を 
する 。 P R I NT 文 が あれ ば 、 その 結果 を 自分 の ディ スプ レー に 表示 する 。 例え ば ESC >FOR = 
TO 10:PRINT "PC--9801”":NEXTT I と いう デー タ を 受信 する と 、 PCー98 
は 自分 の ディ スプ レー に PC 一 9 8 0 1 と いう 文字 を 1 0 回 表示 する 。 
の 
ト 


に <3 


よう な 形 の スペ シャ ル ESC シ ー ケ ンス を 特に 「 リ モー ト BAS 1C プ ロト コル 」 と 呼ん を で いる 。 リ 
BAS TIC プ ロト ユル は 、P R I NT 文 の 結果 を どこ に 表示 する か に よっ て 3 つの 形 が ある 。 
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1 BSC >BASTC ス テー トメ ント 


BASIC ス テー トメ ント を 実行 する 。P R I NTT 文 が あれ ば 、 実行 結果 は PC 一 98 | 
0 1 の 画面 に 出力 する 


』ーー こ ニー ニー ニニ と ピュ ニー ニニ ニー と ニニ ニニ = こ ニュ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニュ ニー ャ ニー ニニ ーー ニニ ーーー ニー ニニ ニニ ニー ニー ニーー ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニュ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニー と ニー ニュ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ミニ ェ ニ ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ 


| BSC <BAS 1C ス テー トメ ント 


BAS TIC ス テー トメ ント を 実行 する 。 P R I NT 文 が あれ ば 、 実行 結果 を ホス トコ ン : 
2 ュー ター に 送信 する 


i BSC . BAS IC ス テー トメ ント 
! BS 10 メチ ー ト アン ト を する 。PRTNT 広 か あっ て も 間 は どこ へ も 
示し な いし 、 送信 も し な い 
グラ フィ ッ ク 命令 を リモ ー ト BAS 1TC プ ロト コル で 実行 きせ た 場合 に は 、 必ず PC 一 9 8 0 1 の ディ ス 
プレ ー に 実行 結果 を 表示 する 。 
リモ ー ト BASTIC プ ロト コル を 使え ば 、 タ ー ミ ナル モー ド の PC-9 8 0 1 上 に プロ グラ ム を 作る こと 
も で きる 。 例 えば 、 次 の よう な デー タ を 受信 し た と する 。 


ESC>10 FOR !=0 TO 10 
BSC >20 PRINT "PC-9801“ 
ESC >30 _ NEXT I 


する と 、PC-9 8 0 1 に は "PC-98 0 1 "と 1 0 回 表示 する アプ ログ ラム が で きる 。 次 に ESC >RU 
N と いう デー タ を 受信 すれ ば 、 プ ログ ラム を 実行 し 画面 に 10 回 "PC-98 0 1 " と 表示 する 。 タ ー ミ ナ 
ルモード の 時 に リモ ー ト BASTIC プ ロト コル で 作る プロ グラ ム は 、 ーー ド で 作る も の と は 別 の 
領域 に で きる 。 し た が っ て 、 タ ー ミ ナル モー ド を 抜け て BASIC モ ー ド に な る と 、 リ モー ト BASIC プ 
ロト コル で 作っ た プロ グラ ム は 消え て し まう 。 逆 に BAS TIC モ ー ド で 既に アロ グラ ム が ある 状態 か ら タ ー 


ミナ ルモード に な っ た 場合 、 り モート BASIC プ ロト コル で プロ グラ ム を 作っ て も 、BAS IC モ ー ド の 
時 の プロ グラ ム は 影響 を 受け な い 。 

リモ ー ト BAS TIC プ ロト コル の 使う 領域 は 、BAS TIC モ ー ド で 使わ な か っ た 領域 で ある 。 テ キス ト エ 
リア と し て 未 使用 テキ スト エリ ア を 使い 、 配 列 デ ー タ エリ ア と し て 未 使用 配列 デー タ エ リ ア を 使う 。FRE 
関数 で メモ リー の 未 使用 領域 の 大 き さ を 調べ る 場合 や 、CLEAR 文 で メモ リー の 使用 条件 を 変え る 場合 は 
リモ ー ト BASIC プ ロト コル で 使う 領域 を 対象 に する の で 注意 を 要する 。 

ファ イル バッ ファ は ター ミナ ルモード と BAS TIC モ ー ド で 共用 し て いる 。 フ ァイル を オー プン し た まま 
で ター ミナ ルモード に し た 場合 同じ ファ イル 番号 を 使う と BAS ITC モ ー ド の ファ イル バッ ファ の 内 容 を 
変え た て し まう 。 内 容 を 変え た く な いと き は 、 ク ロー ズ し て か ら タ ー ミ ナル モー ド に する 。 


《 り モー ト BASTC プ ロト コル 使用 時 の メモ リー マッ プ 》 








配列 デー タ エ リ ア スト リツ ッ グリー クエ リア デー タス タッ ク ] 


(標準 1 KB) 
スト リン グ エ リ ア 1 シス テム スタ ッ ク | 
ミナ ルウ サー クエ リア | トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
Waniheffhnine idea プロ グラ ム テ キス ト 
シン ボル テー プル エリ ア 1 エリ ア 1 














配列 デカ ー タ セグ メン ト シン ボル セグ メン ト テキ スト セグ メン ト 
未 使 用 エリ ア 未 使 用 エリ ア 未 使用 エリ ア 


次 BAS 1IC モ ー ド 壇 


BAS 1IC モ ー ド で は 、RS 一 2 3 2C イ ンタ フェ ー ス を 1 つの ファ イル と し て 扱う 。 タ ー ミ ナル モー ド 
に 対比 させ て 、 こ の よう な 使い 方 を 「 入 出力 モー ド 」 と 呼ぶ RS 一 2 3 2C じ イン タフ ェ ー ス の ファ イル デ 
ィ ス クリ プター は 次 の よう に な っ て いる 。 


? COM : (< パリ ティ ー> (< デー タビ ッ ト 長 > 〔 ス トッ プ ビ ッ ト 長 > 
SR ラ ルー ガーラ (てく SA サポ ボー ター う ) “1 

( 往 ) ボー レー ト の 指定 は メモ リー スイ ッ チ 、 同 期 ク ロッ ク の 選択 は ディ ッ プ スイ ッ チ を 使う 
PC-ー980 1 で は RS 一 2 3 2C じ インタフェース も 1 つの ファ イル だ か ら 、 大 部 分 の ファ イル 入出 力 命 
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令 を 使え る 。 た だ し 、 意 味 が ディ スク ファ イル の 場合 と 多少 異な る こと も ある 。 


〔 ュ 


入 カ 形 式 


ミュ ニケ ーション ファ イル 用 入出 力 命令 一 覧 〕 





意 





く フ ァイル ディ スク リプ ター> 
〔[ , く ベロ ー ド アド レス ッ >)〕 
〔 , R〕 


機械 語 ブ ログ ラム を 受信 する 





BSAVE < ファ イル ディ スク リプ ター> 


ぅ く 開始 番地 > , く 長 さ > 


職 役 語 プ ログ ラム を 送信 する 





CLOSE (【〔 井 ) ベ フ ァイル 番 号 >〕 


送受 信 を 終了 する 





EOF (< ファ ィ ル 番号 >) 


通信 パッ ファ が 空 で あれ ば 真 に な る 








INPUT 人 









通信 バッ ファ か ら デ ー タ を 持っ て くる 。 通信 バッ ファ に 
必要 な だ け デ ー タ が な けれ ば 、 デ ー タ が 入っ て くる まで 
に "ザー タ の 区 切り は CR ァ ー タタ 。 う の いずれ 





INPUT$ ( ズ 文 字数 > 
( 。 ( 井 ) く フ ァイル 番号 >) 





通信 バッ ファ か ら 指 定 し た 文字 数 だ け デ ー タ を 取り 出し 
それ を 値 と し て 返す 。 必 要 な だ け デ ー タ が な けれ ば 、 デ 
ー タ が 入っ て くる まで 待つ 





LINE INPUT 井 く ファ イル 番号 > 


デー タ の 区 切り が CR だ け で ある こと を 除き 、INPU 











> 文字 変数 > T 井 と 同じ 
LOAD MLC BAS TIC プ ログ ラム を 受信 する 

。 R 
LOC (< ファ イル 番号 >) 通信 バッ ファ (入力 バッ ファ ) 中 の 玉 字 数 を 返す - 
LOF 通信 バッ ファ の 残り バイ ト 数 を 返す 


(ペデ ァ イ カ 潮 叶 う 9 








OPEN < ファ ィ イル ディ スク リプ ター> 
(FOR く モ ー ド >〕 
AS  〔 井 ) く < ファ イル 番号 > 


ファ イル ディ スク リプ タ に より 通信 の 形式 を 決め て 、 送 
受信 で きる よう に する 











PRINT 井 こ ファ イル 番号 > 
ぅ > 〔< 式 > 


デー タ を 送信 する 





PRINT 寺 く ファ イル 番号 > 
USING < 書式 制御 文字 列 > 


| ュー マッ ト 付 き で 、 デ ー タ を 送信 する 











3 る 式 > [Et5 | 3) で 式 テ ーー ) 
SAVE < ファ イル ディ スク リプ ター テ BAS 1IC プ ログ ラム を 送信 する 
。 {A | P} ) 
WIDTH < ファ イル ディ スク リプ ター> | 通信 バッ ファ の 大 き さ を 指定 する 
> こく サ イズ > 





WIDTH 寺 こ ファ イル 番号 > 
> サイ ズラ テ 





通信 ペッ ファ の 大 き さ を 指定 する 





WRITE 装 く ファ イル 番号 > 
( , < 式 > 


アー を 人 する 。 不 本 自 は 才 申し 、 値 と 値 の 間 は 
ュ コン マ で くぎ る 。 文字 列 は ” で 囲む 
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《 割 り 込み 処理 》 

INPUT 井 ・LINE INPDUT 井 文 を 実行 し た 時 、 通 信 パ バッファ に 必要 な だ け デ ー タ が な けれ ば 、 
プロ グラ ム は デー タ が 入っ て くる まで 停止 し て 待っ て いる 。 し か し 、 プ ログ ラム を 実行 し な が ら メ ッ セ ー ジ 
が 送ら れ て きた 時 だ け 、 そ れ を 表示 し た いこ と が ある 。 _ 

この よう に 、 あ る 事 款 (例え ば 「 メ ッ セ ー ジ が 送ら れ て きた 」 ) が 起き た 時 に 、 実 行 中 の プロ グラ ム を 一 
時 中 断 し て 、 他 の 処理 (メッ セー ジ の 表示 ) を する こと を 「 割 り 込 み 処理 」 と いう 。 割 り 込 み 処 理 を 使わ な 
けれ ば 、 プ ログ ラム の 実行 中 に RS 一 2 3 2 C か ら の メッ セー ジ を 拾う こと は 難し い 。 

N8 8 一 BASIC は 、 い ろ い ろ な 割り 込み 処理 用 の 命令 を 持っ て いる が 、R S - 2 3 2 C を 使っ た 通信 
に 関係 する の は 次 の 4 つ で ある 。 


意 味 





ON COM G 割り 込み 処理 サブ プ ル ー チ ン の 開始 行 を 決め る 。RS-2 
{ く 行 番号 1 3 2 C か ら の 入力 割り 込み が 起き れ ば 、 こ こ で 指定 し た 
〔, 人 ( く 行 番 N サブ ルー チン が 動く 
(, {< 行 番 





COM ON 割り 込み を 許可 する 
COM OFF 割り 込み を 禁止 する 


COM STOP 割り 込み を 一 時 保留 する 。COM ON 文 を 実行 する と 
保留 し て いた 割り 込み が 起こ る 











ON COM 文 で 指定 し た サブ ルー チン を 実行 し て いる 間 は 、COM STOP の 状態 に な る 。 
例 と し て 、 通 常 は 時 間 を 表示 し 、1 行 分 の メッ セー ジ を 受信 し た ら そ れ を 表示 する プロ グラ ム を 考え る 。 


100 OPEN "COM:E71N" AS #1 

110 ON COM GOSUB 1000 

120 COM ON 

200 MSGBUF$="" :PRINT CHR ま (12):CONSOLE 20,4 
300 LOCATE 36,?:PRINT TIME ま :GOTO 300 

1000 CHRCNT=LOC( 1 ) 

1010 IF CHRCNT THEN MSGBUF ま =MSGBUF+ INPUT ま (CHRCNT , 1 ) 
1020 CRP0S=INSTR(MSGBUF ま , CHR ま (13 ) ) 

1030 IF CRP0S=0 THEN GOTO 2000 

1040 LOCATE 0,23:PRINT CHR ま (?)+CHR$ ま ( 13 ) 
1050 PRINT MID ま (MSGBUF も , 1 , CRPDS-1 ) : 

1060 MSGBUF ま =MID(A ま ,CRP0S+1 ) 

1070 GOTO 1020 

2000 LOCATE 36,7 

2010 RETURN 


1 0 0 番台 の 部 分 で 、 コ ミュ ニケ ーション ・ フ ァイル の オー プン と 割り 込み 処理 ルー チン の 指定 、 割 り 込 
み の 初 期 化 を し て いる 。 _ 

90 の が 人 の 拉 他 送 、 は 00 衝 の 区 が 全 間 示す る で お 

1 0 0 0 番台 と 2 0 0 0 番台 の 部 分 が 割り 込み 処理 ルー チン で ある 。 割 り 込み が 起こ る と 、 バ ッ フ ァ の 内 
容 を すべ て 文字 変数 人 $ に 加え る 。 その後 で 、A$ 中 に リタ ー ン コー ド が あれ ば 、 先 頭 か ら そ こま で を 画面 
に 表示 する 。 


次 PC 一 8 8 0 1 で は 反 


通信 機能 こつ いて は 、 ほ と ん ど PC 一 9 8 0 1 と 同じ で ある 。 た だ し 、 タ ー ミ ナル モー ド に 関し て 4 点 だ 
け 若 干 の 違い が ある 。 


1. ター ミナ ルモード を 設定 する ディ ッ プ スイ ッ チ 
ディ ッ プ スイ ッ チ 1 の 2 番目 を 使う 。 当 状 NEW ON 文 で 指定 する の も 、 こ の スイ ッ チ で ある 。 


上 上沼 


2, 


TERM 文 
PC-9801 の TERM 文 に あっ た く DEL コ ー ド 受信 処理 >・ く り リターン キー の 送信 処理 >、 く C 
R コ ー ド の 受信 処理 >・ 月 が 還 ウ ダグ ルード 7 し が な い 。 


1TERM* (COM: 【〔< パ リティ ー> (< デー タビ ント 長 >、(< ス トッ プ ビ ッ ト 長 > 


3. 


4 . 


〔 く <X パ ラメ ー タ ー> 〔 く S パ ラメ ー タ ー>〕) 〕) ) 〕 1 
(。 (< 通信 方 式 >) (, ス タック 長 ] ) : 


ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 内 容 

ファ ンク ショ ン キ ーf・5 て f{f・1 0 の 機能 は まっ た く 同 じ で 
ある が 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 表 示 の 内 容 が 異な る 。PC--980 
1 で は f・6 て f・8 を 押す と 表示 内 容 が 入れ 替わっ た が 、PC 
ー 8 8 0 1 は キー を 押し て も 表示 内 容 は 変化 し な い 。 








[ プロ トコ ル 

で は リモ ー ト BAS IC プ ロト ュ コル の 使用 に 制限 が ある 。 ま ず 第 一 に ター ミナ ルモード 

で 動 0 - 8 8 0 1 の モー ド 上 に プロ グラ ム を 作る こと は で き な い 。 受信 し た BAS 1IC ス テー 

トメ ント を ダイ レク トモ ー ド で 実行 する だ け で ある 。 

人 CLEAR 文 で メモ リー の 使用 条件 を 変え る こと は で 
な 


リ C 
有 は 


ト 
8 
ん 


に 2 の 


7 邊 
こつ 


S$ 
1 
(= 
レ 


Eye oo の 


い 5 信用 基 で 隊 20 諸 生 再 寺 す る と も で き な い 。 さ ら に 、 フ ァイル を オー プン し た まま ター 
ミナ ルモード に な っ た 場合 は 、 同 じ フ ァイル 番号 を 持つ ファ イル を オー プン する こと が で き な い 。 
変数 や 文字 列 領 域 は 、 どちら も TE RM 文 で 長 さ を 指定 し た スタ ッ ク を 使う 。 文 字 列 領域 の 再 利用 も し 
な い の で 、 文 字 列 の 代入 を 何 回 も し た り 、 大 き な 配 列 を 定義 する 場合 は 注意 を 要する 。 
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17. BASIC プ ログ ラム 集 


以下 の プロ グラ ム は PC-9801 と 880 1 に 共通 し て 使え る 。 プ ログ ラム 4 へ 1 1 は プロ グラ ム 1 2 
で 使う た め 、 デ ィ ス ク に 保存 する と き は "rei4”" て "rei1 1 "と いう 名 前 に し て お く 必 要 が ある 。 
《1. シー ケン シャ ルフ ァイル の 作成 》 

シー ケン シャ ルフ ァイル ” セイ セキ "を 作成 する 。 番 号 ・ 名 前 ・ 点 数 を 入力 、1 レコ ュー ド と する 。 入力 終 
了 は 【STOP】。 シーケンシャル ファ イル を 新規 作成 する と き の モ ー ド は 、OUTP UT。STOP キ ー 
の 割り 込み の 処理 に 注意 。 


1000 ON STOP GOSUB *ON.STOP 

1010 CLS 

1020 OPEN “セイ セキ " FOR OUTPUT AS #1 
1030 ※LOOP.1 

1040 PRINT 

1050 STOP ON 


1060 INPUT "人" ンコ "ウド jiB ま 
1070 INPUT "ナマ エ “* 3 N ま 
1080 INPUT "テン ス 9"  』T 


1090 STOP STOP 

1100 URITE せ 1 ,B ま ,N ま 。T 
1110 GOTO ※LOOP.1 
1120 ※END,LOOP .1 

1130 CLOSE #1 

1140 STOP OFF 

115S0 END 

1160 “ 

1170 ※ON.STOP 

1180 PRINT "オォ 9 ウリ" 

1190 STOP STOP 

1200 RETURN ※END.LOOP . 1 


《2. シー ケン シャ ルフ ァイル へ の 追加 》 6 
? セ イセ キ ” ファ イル に デー タ を 追加 する 。 追 加 終 了 は 、【STOP】。 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル に 追加 
する と き の モ ー ド は 、APPEND。 


1000 ON STOP GOSUB ON.STOP 

1010 CLS 

1020 OPEN "セイ セキ " FOR APPEND AS #1 
1030 ※LOOP .1 

1040 STOP ON 


1050 INPUT "A" ン コ " ウ "5B ま 
1060 INPUT "ナマ エ " 3N ま 
1070 INPUT "テッ ン スウ" T 

1080 PRINT 


1090 STOP STOP 

1100 URITE#1 ,B ま NT 
1110 GOTO %LOOP . 1 
1120 ※END.LOOP . 1 

1130 CLOSE#1 

1140 STOP OFF 

1150 END 

1160 “ 

1170 ※ON.STOP 

1180 PRINT " オ 9 リ " 

1120 STOP STOP 

1200 RETURN END.LOOP . 1 


《3. シー ケン シャ ルフ ァイル を 読む 》 
” セイ セキ "ファ イル を 読み 、 画 面 上 に 番号 ・ 名 前 ・ 点 数 を 表示 する 。 フ ァイル の 終わ り は EOF (1) 


で 判断 。 


1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 


CLS 

OPEN "セイ セキ " FOR INPUT AS #1 

MHILE NOT EOF(1) 
INPUT#1 ,。B ま 。N ま 。 征 
PRINT B ま ,N ま , 

MEND 

CLOSE #1 

END 


《4. マス ター の 作成 (ラン ダム ファ イル ) 》 
ラン ダム ファ イル ” ウリ ア ケ " "を 作成 する 。 レ コー ド 番 号 は プロ グラ ム で 指定 し 、 所 属 コ ー ド ・ 名 前 ・ 


商品 A 


・B・C の 売り 上 げ を 入力 する 。 入 力 終了 時 は 【STOP】 。 数値 は MKS$ 関 数 で 文字 項目 に 変換 


し 、 バ ッ フ ァ へ 送る 。 フ ァイル レイ アウ ト は 図 の と お り 。 


3 バイ ト 1 4 バイ ト 4 バイ ト 4 バイ ト 4 バイ ト 2 2 7 バイ ト 





| 所 必 コー ド | 名 前 A の 売り 上 げ | B の 売り 上 げ | C の 売り 上 び | 未 全 用 





1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 
1160 
1170 
1180 
11920 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 


ODN STOP GOSUB ※ON.STOP 
CLS 
REC .N0=1 
DPEN "ウリ ア か " "AS 1 
FIELD#1 3 AS F.CODE ま ,14 AS F.NAME ま 
FIELD#1 ,17 AS DUMMY ま ,4 AS F.URI .A ま ,4 AS F.URI,B ま ,4 AS F.URI .C ま 
LOOP . 1 
PRINT 
PRINT _ USING "レコ ー ト " 八 " ン コ " ウ 村 提 林寺 ノ テー タ ヲ ニュ ウリ ヨク シテ クタ "サイ "』REC.NO 
STOP ON 
INPUT "シラ ョ ゾク コー ト "" * 
INPUT "ナマ エ " H 
INPUT "A ノ 9 リア ケ か"! s 
INPUT "B ノ ウリ ア ケ か YY js 
INPUT "C ノ 9 リア か j 
STOP STOP 
LSET F.CODE ま = 1 .CODE* ま 
LSET F.NAME ま = 1 .NAME$ 
LSET F.URI .A ま =MKS ま ( 1 URI .A ) 
LSET F.UR1 .B*=MKS ま ま ( 1 .URI .B ) 
LSET F.UR1I .C ま =MKS ま ( 1 URI .C) 
PUT#1 。REC .NO 
REC .N0=REC .N0+1 
BOTO ※LOOP . 1 
※END .LOOP, 1 
CLOSE #1 
STOP OFF 
END 
*ON.STOP 
PRINT "オォ ワリ" 
STOP STOP 
RETURN *END .LOOP . 1 
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《5. レコ ー ド の 削除 (ラン ダム ファ イル ) 》 
"ウリ ア ケ ~ "ファ イル か ら 、 入 力 し た レコ ュー ド 番 号 の レコ ー ド を 削除 する 。 削 除 し た レコ ュー ド は 、 所 属 
コー ド を スペ ー ス に する 。 終 了 時 は 【STOP】 。 


1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 
1160 
1170 
1180 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 


《6. 


" ウ 


ON STOP GOSUB *O0N.STOP 
CLS 
OPEN "ウリ ア ケ * "AS 音 1 
FIELD#1 ,3 AS F.CODE ま ,14 AS F .NAME ま 
FIELD#1 ,17 AS DUMMY ま ,4 AS F,URI.A ま ,4 AS F.UR1I.B ま ,4 AS F,.URI .C ま 
※LOOP . 1 
PRINT 
STOP ON 
INPUT “サクラ " ョ スル レコ ー ト "ノル ツン ゴウ A" 5REC.NO 
STOP STOP 
IF REC.N0<=0 OR REC.NO>LOF( 1 ) THEN xDATA.ERROR 
GET#1 , REC .NO 
IF F.CODE*=“* " THEN ※DATA.ERROR 
PRINT USING "レコー ド ` 八 " ンコ" ウ 音 提 提 杜 / レコ ゴート" ヲ サク ラ " ョ シマ シタ" 』REC .NO 
PRINT 
LSET F.CODE*=* 
PUT#1 ,REC.NO 
GOT0 ※LOOP.1 


※DATA.ERROR 
PRINT "カイ トウ スル レコ ー ト " 八 アリ マセ ン " 
GOTO LOOP. 1 

\END .LOOP . 1 

CLOSE #1 

STOP OFF 

END 


xDN.STOP 
PRINT "オォ ワリ" 

STOP STOP 

RETURN xEND.LOOP . 1 


レコ ー ド の 追加 (ラン ダム ファ イル ) 》 
リア ケ " "ファ イル に レコ ー ド を 追加 する 。 レコ ー ド 番号 は 自動 的 に ふる 。 処 理 終了 時 は 、【STO 


P 】。 追 加 す る レ ュ ー ド は 、LOF (1) + 1 か ら 。 


1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 
1160 
1170 
1180 
1190 
1200 


ODN STOP GOSUB ※ON.STOP 
CLS 
OPEN "ウリ ア ケ 7" "AS 1 
FIELD#1 ,3 AS F.CODE ま ,14 AS F.NAME*$ 
FIELD#1 ,17 AS DUMMY ま ,4 AS F.URI.A,4 AS F.UR1 .B ま ,4 AS F.URI.C ま 
※LOOP . 1 
REC .N0=LOF( 1 )+1 
PRINT 
PRINT USING "レコ ー ト " 八 " ン コウ 間 拉 村 桂 ノ テバ ー タ ヲ ニュ ウリ ョ ク シテ クタ "サイ " :REC .NO 
STOP ON 


INPUT “ショ ツク コー ト " " 』 1 .CODE ま 
INPUT "ナマ エ " j 1 NAME ま 
INPUT "A ノ ウリ ア か " "jjT.URI.A 
INPUT "B ノ 9 リア ケ 7 "1.URI.B 
INPUT “C ノ 9 リア ケ か" " 1.URI.C 
STOP STOP 
LSET F.CODE ま = T .CODE ま 
LSET F.NAME$ = TI .NAME ま 


LSET F.URI .A ま =MKS ま ( 1 .URI .A) 
LSET F .URI .B ま =MKS ま ( 1 ,URI .B ) 
LSET F URI .C ま =MKS ま ( [ .URI .C) 
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1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 


《7. レコ ー ド の 変更 (ラン ダム ファ イル ) 》 


PUT#1 , REC .NO 
BOT0O ※LOOP.1 
※END LOOP . 1 


CLOSE. 革 4 


END 


※ON.STOP 


PRINT "オォ ウリ" 
STOP STOP 
RETURN xEND .LOOP . 1 


人 EE 
TOP】 。 


ODN STOP GOSUB ※ON.STOP 


了 時 は 、 


1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 
1160 
1170 
1180 
1120 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1360 
1370 
1380 
1390 


CLS 


DPEN "9 リア ケ *" 
FIELD#1 ,3 AS F.CODE ま も ,14 AS F.NANME も 
FIELD#1 ,17 AS DUMMY ま ,4 AS F.URI.A ま ,4 AS F.URI.B ま ,4 AS F.URI・,C ま ま 


※LOOP , 1 
PRINT 


STOP ON 


INPUT "ペン コウ スル レコ ー ト ~ 


STOP STOP 
IF REC.N0<=0 OR REC.NO>LOF(1 ) THEN ※DATA.ERROR 
GET#1 ,REC.NO 


IF F.CODE*="* 


PRINT 
PRINT 
PRINT 
PRINT 
PRINT 
PRINT 
PRINT 
INPUT 
INPUT 
INPUT 
INPUT 
INPUT 


※DATA。 


PRINT 


USING 
USING 
USING 
USING 
USING 
USING 
"ショ ゾ " 
"ナマ エ “" 
*A ノ 

"B ノ 

っ 


ERROR 


"カバ イト ウ 9 スル レコ ー ト ~ 


AS 提 1 


ノ AA" ンコ ドウ AREC.NO 


" THEN ※DATA.ERROR 


"ルレ コート" NO コー トド“ ナマ エ ウリ ア ケ ” A B 6 に 


” 村 提 
*& & " 


” 后 半 提 提 提 
” 韻 半 提 提 間 
" 壮 半 音韻 寺井" 


jiREC.NOi 

3F .CODE ま ぅ 

jF .NAME ま 5 
jCVS(F .UR1 .A ま も ) ぅ 
jCVS(F .UR1I.B ま うぅ 
jCVS(F .URI .C ま まう) 


& 


ク コー ト ` " 』 1 .CODE:LSET F.CODE ま = .CODE$* 

j 1 .NAME ま :LSET F .NAME ま =1.NAME ま 
ウリ ア ケ か" " 』 1 URI .AiLSET F .URI .A ま =MKS$( T .URT .A) 
ウリ ア ケ * " 』 1 URI 、B:LSET F .UR1I.B ま =MKS ま ( T .URT.B) 
ウリ ア ケ *" " 』 1 .URT .C:LSET F.UR1 .C ま =MKS ま ( T URI . じ ) 
PUT#1 ,REC.NO 
GOTO ※LOOP . 1 


GOT0 ※LOOP.1 
END LOOP.1 


CLOSE #1 
STOP OFF 


END 


暫 


ODN.STOP 
PRINT "オォ ワ ウリ" 
STOP STOP 
RETURN *END.LOOP・ 1 


八 アリ マセ ン ” 


《8. レコ ー ド の 検索 (ラン ダム ファ イル ) 》 
"ウリ ア ケ "~ "ファ イル を 読み 、 指 定 し た レ ュ ー ド 番号 の レコ ュー ド を 画面 に 表示 する 。 処 理 終了 時 は 【S 


宙 9E す < 

1000 ON STOP GOSUB *ON.STOP 

1010 CLS 

1020 OPEN "ウリ ア ケ " "AS #1 

1030 FIELD#1 ,3 AS F,CODE も ,14 AS F.NAME$ 

1040 FIELD#1 ,17 AS _ DUMMY まま,4 AS F.UR1I.A ま ,4 AS F.URI.B ま ,4 AS F.URI .C ま 
1050 ※LOOP.1 

1060 PRINT 

1070 STOP ON 

1080 INPUT "シラ ^" タ イ ルコ ー ト "ノリ ンコ "9 AA" REC.NO 
1090 STOP STOP 

1100 IF REC .N0 く <=0 OR REC.NO>LOF(1 ) THEN ※DATA.ERROR 
1110 GET#1 , REC NO 

1120 IF F.CODE ま =“* "THEN ※DATA.ERROR 

1130 PRINT "レコ ー ト "NO コー ト " ナマ エ ウリ ア ケ か" A B C* 
1140 PRINT USING “若井 " j REC.NOs 

1150 PRINT USING "& & 『" jF,CODE ま ぅ 

1160 PRINT USING "& & "jiF.NAME*: 

1170 PRINT USING " 間 提 提 提 電電 『 3CVS(F .URT .A ま う ) ぉ 
1180 PRINT USING " 提 提 半井 『 jCVS(F .URI.B ま うぅ 
1190 PRINT USING “ 蘭 拉 電電 提 " iCVS(F 。URI ,C ま ) 
1200 GOTO ※LOOP. 1 

1210 - 

1220 ※DATA.ERROR 

1230 PRINT " カ " イ トウ スル レコ ー ト " 八 アリ マセ ン “" 

1240 GOT0 ※LOOP.1 

1250 ※END,LOOP.1 

1260 CLOSE #1 

1270 STOP OFF 

1280 END 

1290 “ 

1300 ※ON.STOP 

1310 PRINT "オウ ワリ " 

1320 STOP STOP 

1330 RETURN ※END.LOOP . 1 

《9. 分 類 》 


"ウリ ア ケ ~ ”" ファ イル を 読み 、 所 属 コ ユー ド の 小さ い 順 番 に な ら び か え 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル ” フ ~ 


ン ル イ 


1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 
1160 
1170 


* を 作成 する 。 削 除 し た レコ ー ド は ” フ " ン ル イ ”" ファ イル に は 書き 込ま な い 。 


DIM T.CODE ま (500 ) ,T.REC .NO(500 ) 
CLS 
OPEN "ウリ ア ケ *『" AS 1 
OPEN "フン ルイ " FOR OUTPUT AS #2 
FIELD#t1 ,3 AS F.CODE ま ,14 AS F.NAME ま 
FIELD#1 ,17 AS DUMMY ま も ,4 AS F.URI .A ま ,4 AS F.URI.B ま ,4 AS F.URI.C ま 
T,LEN=0 
FOR_REC.N0=1 TO LOF(1) 
GET#1 ,REC .NO 
IF F.CODE*=* ” THEN END. IF .1 
T。LEN=T .LEN+1 
T.CODE ま ま (T.LEN )=F .CODE ま $ 
T.REC.NO(T.LEN )=REC . NO 
※END . IF 1 
NEXT REC.NO 
FOR J=T.LEN-1 TO 1 STEP -1 
FOR K= 1 TO J 
IF T.CODE ま (K ) く =T .CODE ま (K+1 ) THEN END.IF .2 
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1180 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 


《1 0. 
ッ フ 


SUAP T.CODE ま (K),T.CODE ま (K+1 ) 
SMAP T.REC,NOK(K) ,T.REC .NO(K+1 ) 
END. IF .2 
NEXT K 
NEXT J 
FOR _K=1 TO T,LEN 
GET#1 ,T REC.NOKK ) 
MR ITE#2,F .CODE ま ,CVS(F .URT .A ま ) ,CVS(F .UR1 .B ま ) ,CUS(F .URT .C ま も) 
NEXT K 
CLOSE 1 2 
END 


報告 書 作成 》 5 
ン ル イ ” ファ イル を 読み 、 報 告 書 を 作る 。 所属 コ ー ド で 商品 A・B・C の 売り 上 げ の 小計 、 所 属 コ 


ー ド の 頭 1 桁 で 中 計 、 全 体 で 総計 を と る 。 こ れ は 集計 プロ グラ ム の 基本 型 。 所 属 コ ー ド が 変わ っ た と き の 処 


理 に 注意 


1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 
1160 
1170 
1180 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1360 
1370 
1380 
1390 
1400 
1410 


o 


P .FM0 ま =SPACE ま (12)+"& & 六 提 間 半 半 半 六 装 。 半 間 間 半 間 間 提 杜 韻 間 提 村 提 拉 拉 哲 。" 
P ,FM1 ま =SPACE( 12)+'& & ショ ウケ イ 半 提 提 韻 韻 持 。 韻 間 間 提 半 半 半 韻 。 手間 提 提 補間 井 。" 
P .FM2=SPACE(12)+ "1 チュ ウケ イ 半 提 提 拉 拉 拉 半 寺 。 拓 間 六 提 拉 半 間 半 井 。 間 提 提 提 提 拉 拉 井 。" 
P .FM3 ま =SPACE も (12)+" くく ツウ ケイ >> 半音 提 間 半 半 間 半 寺 。 半 半 間 半 間 半 半 半 音韻 間 提 提 提 提 提 井 。" 
P .FM4 ま =SPACE ま (10 )+STRING ま (50 ,"ー" ) 
GLS 
OPEN " フ " ン ルイ " FOR INPUT AS #1 
T1 .URI .A=0: T1.URI.B=0: T1.URI .C=0 
T2.UR1I.A=0: T2.UR1I .B=0: T2.URTI .C=0 
T3.URI .A=0: T3.URI.B=0: T3.URI ,C=0 
FIRST FLAG=-1 
MHILE NOT EOF(1) 

INPUT#1 ,D.CODE ま ,D.URT .A,D、URI.B,D.URI .C 

IF FIRST.FLAG THEN FIRST .FLAG=0: GOTO XEND.IF・1 

IF D.CODE ま * に DLD.CODE ま * THEN GOSUB ※KEI1 
IF LEFT ま (D.CODE ま , 1 ) く >LEFT ま (OLD .CODE ま , 1 )THEN GOSUB ※KE12 

※END . IF . 1 

OLD .CODE* ま =D .CODE* 

PRINT USING P.FM0O ま jD.CODE ま ,D.URI.A,D.URI.B,D.URI. じ 

T1 .URT .A=T1 .URT A+D.URI 人 A 

T1 .URI .B=T1 .URI .B+D. URI .B 

T1 .UR1 .C=T1 URI .C+D. URI .C 
UEND 
IF NOT FIRST .FLAG THEN GOSUB *KEI1: GOSUB ※KE12: GOSUB *KEI3 
CLOSE #1 
END 
※KET1  “ ショ ウケ サイ ノ ファ リン ト 
PRINT USING P,.FM1 ま :OLD.CODE ま ,T1 .URI.A,T1.URT.B,T1.URI.C 
PRINT P .FM4 ま ま 
T2.UR1 .A=T2.URT .A+T1 .URT .A 
T2.URI .B=T2 .URI ,B+T1 .URI .B 
T2.UR1 .C=T2.UR1 .C+T1 URI .C 
T1 .URI .A=0: T1.URI.B=0: T1.URI.C=0 : RETURN 
※KE12  " チュ ウサ イ ノ ファ リント 
PRINT USING P.FM2 ま :』LEFT ま (OLD .CODE*, 1 ) ,T2.URI .A,T2.URIT.B,T2.URI.C 
PRINT P .FM4 ま 
T3.URT.A=T3.URTI .A+T2.URT .A 
T3.UR1 .B=T3.URT .B+T2.URT .B 
T3.UR1 ,C=T3.URI .C+T2 .URT .C 
T2.UR1T.A=0: T2.URI.B=0: T2.URI .C=0 : RETURN 
※KE13  “ ソウ ケイ ノ ファ リン ト 
PRINT USING P.FM3 ま 』T3.URI.A,T3.URI.B,T3.URI.C :RETURN 


《 1 1 . 円 グラ フ 》 
” ウリ ア ケ " "ファ イル を 読み 、 総 売り 上 げ 高 に 対す る 商品 別 内 訳 の 円 グラ フ と 、 所 属 コ ー ド の 頭 1 桁 
内 訳 の 円 グラ フ を 表示 する 。 還 1 0 


1000 DEF FNR(P )=2*3。1416※(Pー-。25 ) 

1010 DIM T,URI(12),T.TITLE ま (12) ,T.COLOR( 12 ) 
1020 SCREEN 0: MIDTH 80,25 

1030 CLS 

1040 FOR T,P=0 TO 12 

1050 T.URI(T.P )=0 

1060 READ T.TITLE* ま (T.P),T.COLOR(T,P ) 

1070 NEXT TP 

1080 GOSUB *READ . ADD 

1090 FOR C=0 TO 7:COLOR=(C,0):NEXT C 

1100 CLS 3 

1110 FOR C=0 TO 7:COLOR=(C,C):NEXT C 

1120 MINDOM(-1,-1 )-(1,1) 

1130 VIEM(S0,50 )-( 250 , 150 ) 

1140 T.P.START=0O : T .P .END=2 

1150 GOSUB XEN.PLOT 

1160 VIEM(390,50 )-(590 , 150 ) 

1170 T.P.START=3:T.P.END=12 

1180 GOSUB XEN。PLOT 

1190 CLOSE #1 

1200 SCREEN 0 

1210 END 
4220 “ 
1230 DATA 
1240 “ 
1250 DATA 
1260 DATA 
1270 DATA 
1280 DATA 
1290 DATA 
1300 DATA 
1310 DATA 
1320 DATaA 
1330 DATA 
1340 DATA の 
1350 “ ファ イル ヨミ コミ ・ テ ー フ "上ル サク セイ 

1360 ※READ.ADD 

1370 OPEN "ウリ ア ケ か" "AS 半 1 

1380 FIELD#1 ,3 AS F.CODE ま ,14 AS F.NAME$ 

1390 FIELD#1 ,17 AS DUMMY ま ,4 AS F.URI.A ま ,4 AS F.URI.B ま ,4 AS F.URI,C ま 
1400 FOR REC.N0=1 TO LOF(1) 

1410 GET #1,REC.NO 


セア 
は 
の 
1 
〇 の 
1 の 


5 よっ ピロ ゅ そう し ゅ ゃ 


… ら 0 っ へ いひ ロ で の いい 
の DD ビビ ひ OR で の いい は 


て 
て 
Q 
ドー] 


1420 IF F.CODE*=* " THEN ※END, IF . 1 

1430 URT .A=CVS(F URI ,A ま ) 

1440 URI .B=CVS(F .URI .B$) 

1450 URT .C=CVS(F URI .C ま ) 

1460 T.URI(0)=T.URI(0)+URI .A 

1470 T,URI(1 )=T.URI( 1 )+URI .B 

1480 T.URI(2)=T.URI(2)+URI .C 

1490 T.P=VAL(LEFT ま (F .CODE ま , 1 ) )+2 

1500 IF T.P=2 THEN T.P=12 

1510 T.URI(T.P)=T.URI(T.P )+URTI .A+URI .B+URTI .C 
1520 T.URI .T =T。URI .T +UR1I .A+URT 。B+URI .C 


1530 ※END . IF .1 
1540 NEXT REC.NO 
1550 RETURN 


120 


1560 “ エク "ラフ E ョ リラ ^ 

1570 ※EN.PLOT 

1580 CIRCLE(0,0),1,7 

15920 LINE(0,0)-(0,-1),7 

1600 P=0 

1610 FOR T.P=T,P.START TO T.P.END 
1620 IF T.URI(T.P)=0 THEN ※END.IF.2 


1630 DP=T.URI(T.P)/T.URI.T 

1640 LINE(0,0)-(C0S(FNR(P+DP ) ) , SIN(FNR(P+DP ) ) ) , 

1650 P .COLOR=T.COLOR(T.P ) 

1660 PAINT(C0S(FNR(P+DP/2 ) )* 7,SIN(FNR(P+DP/2) )※。7)。P。COULOR,7 
1670 LOCATE (VIEM(0)+POINT(2) )\8,(VIEM( 1 )+POINT(3) )\8 

1680 PRINT T.TITLE ま (T.P) 

1690 P=P+DP 


1700 ※END, IF ,2 
1710 NEXT T.P 
1720 RETURN 


《 1 2. メニ ュー》 

例題 4 て 1 1 で 作成 し た プロ グラ ム を , メニ ュー 画面 か ら 選 ん で 実行 する プロ グラ ム 。 例 題 4ー1 1 の プ 
ログ ラム は 、 "rei4” ン "rei11 "の 名 前 で ディ スク に セー プ し て お く 。 こ の プロ グラ ム は 、” ェ 
e i 1 4 "で セー ブ す る 。 入力 し た 作業 番号 か ら 、 対 応 す る プロ グラ ム を RUN コ マン ド で 実行 する 。 各 作 
ブー 
戻る こ まで きる 。 


1000 ON STOP GOSUB *ON.STOP 
1010 ※LOOP.1 


1020 CLS 

1030 LOCATE 20, 2: PRINT “ ※※※ サキ "ヨウ メニ ュー  ※※※ 
1040 LOCATE 20, 5: PRINT "1 マス ター サク セイ 6 フン ルイ * 
1050 LOCATE 20, 7?: PRINT "2 レコ ー ト "サクラ" ョ 7 サク E ョ ウ | 
1060 LOCATE 20, 9: PRINT "3 レコ ー ト "ツイ カ お: の ドラ ア 
1070 LOCATE 20,11: PRINT "4 レコ ー ト * ヘン コウ 
1080 LOCATE 20,13: PRINT "5 ケン サク STOP サキ ま " ョ ウ オ 9 リ " 
1090 STOP ON 

1100 LOCATE 20,17: INPUT サキ" ョ ウー "ンコ ゴウ "3N ま 


1110 STOP STOP 


1120 IF N$="1" THEN RUN "rei4 
1130 IF N$="2" THEN RUN "rei5 
1140 IF N ま ="3" THEN RUN "rei6 
1150 IF N$="4" THEN RUN "rei7 
1160 IF N ま ="5'" THEN RUN "rei8" 
1170 IF N$="6" THEN RUN "rei9『* 
1180 IF N ま ="7" THEN RUN "rei10 


1190 IF N$="8" THEN RUN “rei11" 
1200 GO0TO *LOOP. 1 

1210 END.LOOP . 1 

1220 (CLS 

1230 STOP OFF 

1240 END 

1250 “ 

1260 ※ON.STOP 

1270 STOP STOP 

1280 RETURN ※END.LOOP . 1 


《1 3. ラン ダム ファ イル の ブロ ッ ク 化 (準備 ) 》 _- 

ラン ダム ファ イル は 、 1 セク ター=2 5 6 バイ ト 単 位 で し か 読み 書き で き な い 。 1 レコ ー ド が 2 5.6 バ イィ 
ト 以下 だ と 、 残 り が 使わ れ な い 。 フ ロッ ピー ディ スク を 有効 利用 する た め に 、 複 数 レコ ー ド を 1 セク ター に 
入れ る 。 こ れ を プロ ッ ク 化 と いう 。 例 題 で は 、 ブ ロッ ク 化 し た "ウリ ア ケ " B "ファ イル を 初期 化す る 。 1 
レコ ー ド を 3 2 バイ ト と し て 、 1 セク ター に だ 8 レコ ー ド 入れ る 。F IELD 文 の 使い 方 に 注意 。 


1000 CLS 

1010 ※LOOP.1 

1020 INPUT ! フ ァイル “ウリ ア ケ * 日 ” ヲ ショ キ カ ラ マス 。 ヨイ テ " ス カ (y/n) 「:YN ま 
1030 IF INSTR("Nn" ,YN ま )>0 THEN END 

1040 IF INSTR("Yy" ,YN)=0 THEN xLODOP . 1 

1050 ※END.LOOP . 1 

1060 OPEN “ウリ ア ケ *B" AS #1 

1070 FOR FLD.NO=0 TO 

1080 FIELD #1,FLD.NOX32 AS DUMMY も ,3 AS F.CODE 
1090 FIELD #1,FLD.NOX32 +3 AS DUMMY ま も,13 AS F.NAME$ 
1100 FIELD #1,FLD.N0X32+16 AS DUMMY ま $, 4 AS F.URI.A ま 
1110 FTELD #1,FLD.NOX32+20 AS DUMMY$, 4 AS F.UR1.B$ ま 
1120 FIELD #1,FLD.NOX32+24 AS DUMMY ま 。 4 AS F.URI .C ま 
1130 LSET F.CODE* ま も =" 

1140 LSET F .NAME も =“ * 

1150 LSET F .URI Ab=MKS ま (0 ) 

1160 LSET F URI .B ま =MKS$ ま (0 ) 

1170 LSET F .UR1 .C ま =MKS$ ま (0 ) 

1180 NEXT FLD.NO 

1120 FOR REC.N0=1 TO 13 

1200 PUT#1 ,REC ,NO 

1210 NEXT REC.NO 

1220 CLOSE #1 

1230 PRINT "オォ 9 リ “* 

1240 END 


《1 4. プ ブロック 化し た ファ イル と キー 操作 》 志 
初期 化し た "ウリ ア ケ ~ B ”" ファ イル に 対し て 、 レ コー ド の 登録 ・ 削 除 ・ 変 更 ・ 検 索 を する 。 コ ー ド 番号 
0 て 1 0 0 まで 登録 で きる 。 目 的 の レコ ー ド の ある レコ ュー ド 番 号 は 、 く コー ド 番 号 > 壮 8 二 1。 


1000 OPEN "ウリ ア ケ YB" AS #1 

1010 ※GET .CODE 

1020 ON STOP GOSUB *ON.STOP .PROG 

1030 CLS 

1040 LOCATE 10,0: PRINT "※XX※ ウリ ア ケ " ファ イル ノ コウ シン xx※※" 

1050 LOCATE 5,13: PRINT "STOP: オリ" 

1060 STOP ON 

1070 GOSUB *U,CODE 

1080 STOP STOP 

1020 IF 1I.CODE く <0 OR 1I.CODE>100 THEN xGET.CODE 

1100 FIELD #1 (1 .CODE MOD 8)x32 AS_DUMMY ま ,。 3 AS F.CODE*$ 
1110 FIELD #1,(T.CODE MOD 8)x32+ 3 AS DUMMY ま ,13 AS F.NAME* 
1120 FIELD #1,(].CODE MOD 8)*x32+16 AS DUMMY ま , 4 AS F.URI. ム A ま 
1130 FIELD #1,(T.CODE MOD 8)x32+20 AS DUMMY ま , 4 AS F.URI.,B$ 
1140 FIELD 1 ,(T.CODE MOD 8)x32+24 AS DUMMY ま , 4 AS F,.URI.C ま 
1150 GET 蘭 1 , 1 CODE\8+1 

1160 IF F.CODE ま =* "THEN GOSUB ADD ELSE GOSUB xDISPLAY 
1170 ※GET .CMND 

1180 ON STOP GOSUB *ON.STOP .CMND 

1120 FOR 1=1 TO 4:LOCATE 5, 1x2+3:PRINT USING " #5"jTiNEXT 1 
1200 LOCATE 5,17:PRINT " RET: カキ コム " 

1210 LOCATE 5,19:PRINT " D・d: サク ミラ *" ョ " 

1220 STOP ON 

1230 CMND ま =INPUT ま (1 ) 

1240 STOP STOP 


1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1360 
1370 
1380 
1390 
1400 
1410 
1420 
1430 
1440 
1450 
1460 
1470 
1480 
1490 
1500 
1510 
1520 
1530 
1540 
1550 
1560 
1570 
1580 
1590 
1600 
1610 
1620 
1630 
1640 
1650 
1660 
1670 
1680 
1690 
1700 
1710 
1720 
1730 
1740 
1750 
1760 
1770 
1780 
1790 
1800 
1810 
1820 
1830 
1840 
1850 


』F SE % CMND ま )=13 THEN GOSUB ※UPDATE : GOTOU ※GET .CODE 
IF INSTR("dD" ,CMND ま も)> 0 THEN GOSUB ※DEL :GOUTOU ※GET .CODE 
ODN INSTR( "1234 " ,CMND ま ) GOSUB ※U.NAME ,※U。URT AA,※U。URT .B,※U。URT .C 
GOT0O GET .CMND 
※PROG . END 
CLOSE 拉 1 
LLS 
PRINT " オ ワ 9 リ " 
END 
\ON .STOP .CMND 
STOP STOP 
RETURN GET .CODE 
^ ヒョウ ラ \ 
※DISPLAY 
GOSUB ※H.CODE : GOSUB ※P.CODE 
GOSUB ※H.NAME : GOSUB ※P.NAME 
GOSUB ※H.URTI.Ai GOSUB ※P.URI.A 
GOSUB ※H.URI.B: GOSUB xP.URI .B 
GOSUB ※H.UR 1 .C: GOSUB ※P.URI ,C 
RETURN 
^ ツリ イ カ 
※ADD 
ODN STOP GOSUB xON.STOP . ADD 
ODN HELP GOSUB ※ON.HELP 
LSET F .CODE ま =RIGHT ま ("  "+STR ま ( 1 .CODE ) , 3) 
GOSUB ※H.CODE 
GO0SUB xP.CODE 
LOCATE 5,13: PRINT "STOP: トリ ヤメ " 
LOCATE 5,15: PRINT "HELP: モト " ル " 
1 .N0=1 
※DATA. INPUT 
STOP ON :z HELP ON 
ODN I.NO GOSUB ※U.NAME ,※U.URT .A,※U.URT .B,%※U.URTI .C 
STOP STOP: HELP STOP 
T .N0=1 .N0+1 
IF 1I.NO<=4 THEN ※DATA.INPUT 
LOCATE 5,15: PRINT 『" 
RETURN 
\STOP . INPUT 
RETURN GET .CODE 
^ カキ コミ 
※UPDATE 
PUT #1 , 1 .CODE\8+1 
RETURN 
^ サク シラ " ョ 
%DEL 
LSET F.CODE=" " 
LSET F .NAME=“ 
LSET F.UR1 .A ま =MKS ま (0 ) 
LSET F.UR1 .B ま =MKS ま (0 ) 
LSET F .UR1 .C ま =MKS ま (0 ) 
PUT #1 , 1 .CUDE\8+1 
RETURN 
^ テ "ー タ ニュ ウリ ョ ク 
※U.CODE GOSUB H.CODE : LINE INPUT T ま 
I,CODE = VAL(T ま ) : RETURN 
※U.,NAME GOSUB *H.NAME : LINE INPUT T ま 
LSET F .NAME ま = T ま  : RETURN 
※U。URT .A GOSUB HURI.A: LINE INPUT まま 
LSET F.URT1 .A ま =MKS ま (VAL(T ま )): RETURN 
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1860 ※U.URI.B GOSUB *H.URI.B: LINE INPUT T ま 


1870 LSET F URI .B ま =MKS ま (VAL( 生ま) ): RETURN 
1880 ※U.URTI.C GOSUB *H。URI .C: LINE INPUT 生ま 
1890 LSET F .URTI .C ま =MKS ま (VAL( T ま ) ) : RETURN 


19200 ※U.END RETURN ※PROG.END 
1910 %※U.HELP RETURN *DATA.INPUT 
1920 ※U.STOP RETURN STOP . INPUT 
1930 “ 

1940 ※ON.STOP .PROG 

1250 STOP STOP 

1960 RETURN *U.END 

1970 “ 

19280 ※ON.STOP . ADD 

1990 STOP STOP: HELP STOP 

2000 RETURN ※U.STOP 

2010 “ 

2020 ※ON.HELP 

2030 STOP STOP: HELP STOP 

2040 IF 1I.NO=1 THEN RETURN ※U.STOP 
2050 1 ,N0=I .NO-1 : RETURN ※U.HELP 
2060  " テ "ー タ メイ ヒョウ シド 

2070 ※H。CODE LOCATE 11, 3: PRINT SPACE ま (40 ) 


2080 LOCATE 11。 3: PRINT " コート" ーーーーーーーー "3: RETURN 
2090 xH.NAME LOCATE 11, 5: PRINT SPACE ま (40 ) 

2100 LOCATE 11,。 5: PRINT "ナマ エ ーーーーーーーー 3: RETURN 
2110 ※H。URI.A LOCATE 11, 7?: PRINT SPACE ま (40 ) 

2120 LOCATE 11, 7: PRINT "A ノ ウリ ア ケ " ーーー "ji: RETURN 
2130 ※H.URI.B LOCATE 11, 9: PRINT SPACE ま (40 ) 

2140 LOCATE 11, 9: PRINT "B ノ ウリ ア ケ " ーーー "ji RETURN 
2150 H.URI.C LOCATE 11,11: PRINT SPACE*$( 40 ) 

2160 LOCATE 11,11: PRINT "C ノ 9 リア か" ーーー "ji: RETURN 
2170 “ 。 テ "ー タ ヒョウ シド 

2180 ※P.CODE PRINT F .CODE ま  : RETURN 

2190 XP。NAME PRINT F .NAME ま  : RETURN 


2200 ※P.URI.A PRINT CVS(F .URT .A ま ): RETURN 
2210 ※P。URI,.B PRINT CVS(F .URI .B ま も ): RETURN 
2220 ※P。URI.C PRINT CVS(F .UR1 .C ま ): RETURN 


《1 5. フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 使用 状況 を 調べ る 》 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 使用 状況 を 、 グ ラフ ィ ッ ク 表 示す る 。 表示 は 次 の と お り 。 
































トラ ッ ク . 
を) 
ク ! 0 : シス テム の 使う クラ スタ ー 
夕 ! ) サ 
| ! | 未 使用 クラ スタ ー 
! リグ 
1 使用 中 の セク ター 
2 0 
1 未 使用 セク ター 
! 


使用 状況 は ひ 、 フ ロッ ピー ディ スク 上 の F AT を 見 る 。F AT の 位置 は せ 、 フ ロッ ピー ディ スク の 種類 に よっ 
て 異な る 。 DSKF 関 数 の 使い 方 に 注意 。DEF FN で 定義 し た 関数 FNSUF・FNTRK・FNSE 
C は それ ぞ れ 、 ク ラス ター 番号 か ら サ ー フ ェ ス 番号 ・ ト ラッ ク 番 号 ・ 先 頭 の クラ スタ ー 番 号 を 求め る 。 
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1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 
1160 
1170 
1180 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1360 
1370 
1380 
1390 
1400 
1410 
1420 
1430 
1440 
1450 
1460 
1470 
1480 
1490 
1500 
1510 
1520 
1530 
1540 
1550 
1560 
1570 
1580 
1590 


DEFINT A-Z 
DEF FNSUF(CLU )=(CLU\CLU.TRK )MOD(MAX .SUF+1 ) 
DEF FNTRK(CLU)=CLU\(CLU。TRK※(MAX ,SUF+1 ) ) 
DEF FNSEC(CLU)=(CLU MOD CLU.TRK )*SEC .CLU+1 
SCREEN 0: CLS 
INPUT " ト " ラ イフ " NO" jDRIVE .NO 
MAX.TRK=DSKF(DRIVE .NO,0 ) 
MAX . SEC=DSKF(CDRIVE .N0, 1 ) 
MAaX .SUF=DSKF(CDRIVE .N0, 2 ) 
CLU.TRK=DSKFCDRIVE .N0,3) 
MAX.CLU=DSKF(DRIVE .N0, 4 )-1 
DIR.TRK=DSKF(DRIVE .N0,5) 
SEC.CLU=DSKF(DRIVE ,N0,6 ) 
FAT .BGN=DSKF(DRIVE .N0,?) 
DIM FAT ま (MAX .CLU ) 
CLS 2 
SUF 1=0: SUF2=MAX . SUF 
TRK1=0: TRK2=MAX.TRK 
SEC1=1: SEC2=MAX . SEC 
BOX .COLOR=1 
GO0SUB ※BOX 
FIELD#O0, 1 AS FAT$ ま (0) 
FOR CLU=1 TO_ MAX.CLU 
FIELD#0 ,CLU AS DUMMY ま 。 1 AS FAT ま (CLU) 
NEXT CLU 
IF MAX.TRK=76 THEN DUMMY ま =DSKT ま (DRIVE .N0,0,DIR.TRK ,FAT.BGN ) 
IF MAX.TRK=39 THEN DUMMY ま =DSKT ま (DRIVE .N0,1 DIR.TRK ,FAT .BGN ) 
IF_ MAX,TRK=34 THEN DUMMY ま =DSK1I ま (DRIVE .NO, DIR.TRK,FAT .BGN ) 
FOR CLU=0 TO _MAX。.CLU 
FAT=ASC(FAT ま (CLU) ) 
IF FAT=&HFF THEN ※END.IF .1 
SUF=FNSUF(CLU): TRK=FNTRK(CLU): SEC=FNSEC(CLU ) 
SUF 1=SUF: SUF2=SUF 
TRK1=TRK: TRK2=TRK 
IF FAT=&HFE THEN ※ELSE . 1 .1 
IF FAT>&HC0O THEN SEC.USE=FAT AND &H1F ELSE SEC.USE=SEC ,CLU 
SEC1 =SEC: SEC2=SEC+SEC , USE-1 
BOX .COLOR=2 
GOSUB ※BOX 
SEC1=SEC+SEC .USE : SEC2=SEC+SEC .CLU-1 
BOX ,CULOR=4 
GO0SUB ※BOX 
GOTO ※END.IF.1.1 
※ELSE , 1 。1 
SEC1=SEC: SEC2=SEC+SEC .CLU-1 
BOX .COLOR=6 
GO0SUB ※BOX 
※END , IF ,1 .1 
※END, IF ,1 
NEXT _CLU 
END 
” セク ター ナ E ョ ウラ "^ 
XBOX 
IF SEC1 >SEC2 THEN RETURN 
FOR SUF .L=SUF1 TO SUF2 


X1= TKRK1 8  : Y1=SUF .L※100+(SEC1 一 1 )※3 
X2=(TRK2+1 )x8-1 : Y2=SUF .L※100+ SEC2 ※3-1 
LINE(X1,Y1)-(X2,Y2),BOX .COLOR,BF 

NEXT SUF .L 

RETURN 
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の 自動 スタ ー ト 》 
IC ス ター ト 後 、 例 題 14 の メニ ュー プロ グラ ム を 自動 スタ ー ト させ る 。 システム ディ 
inf .n88 "プロ グラ ム を 使う 。 ア ンダ ー ラ イン で 示し た 箇 所 は 、 入 力 する 内 容 を 
合 に は 次 の よう に 操作 する 。 (8 8) の 場合 に は 「 フ ロッ ピー ディ スク の 使い 方 」 の 中 
動 ス ター ト 」 参照 。 


(1) シス テム ディ スク の "setinf。n88 "を 実行 する 。 


《1 6. 
DIS 
スク に あ 
表す 。 ( 
の 「 プ ロ 


ログ ラ 
ーBA 
"Se 
8 ) 
2 


が 
K 
る 
9 の 
グラ ム の 


ム 
S 
坦 
自 


RUN "setinf.n88"* 
(2 ) 同時 に オー プン する ファ イル の 数 を 入力 する 。 





Set up info sector 

Mount a system disk on drive 壮 ? 1【RET】 
Sure (y グ n) ?  y【RET】 

How many files (0 一 15) ? 2【RET】 


(3) DISK-BASTIC ス ター ト 後 、 実 行 する コマ ンド を 入力 する 。 





Text for init? 
run "reil4"【RET】 
(4) ディ スク に 、 上 で 指定 し た 情報 を 書き 込む 。 ドラ イブ 1 に 書き 込む ディ スク を 入れ る 。 


井 of files to allocate is 2 

宣 @ 到 作 @ 定 肖 反 も も 肖 き 3 

run "rei14" 

Mount a system disk on drive 井 1 
Type RETURN if ready 【RET】 


Al11l done・ 


《1 7. ファ イル コピ ー》 

指定 し た 名 前 の ファ イル を 複写 し 、 新 た に 指定 し た 名 前 の ファ イル を 作る 。 ラ ンダ ム フ ァ イル で も シー ケ 
ン シ ャ ルフ ァイル で も よい 。 内 部 形式 で セー プ し た BASIC プ ログ ラム や 、BSAVE し た ファ イル は 属 
性 が 異な る の で 複写 で き な い 。F 1 ELD 文 に 注意 。 文 字 変数 の 最大 長 は 2 5 5 バイ ト な の で 、128 バ ィ 
ト X 2 の フィ ー ル ド を 作る 。 ま た 、 エ ラー 割り 込み で ファ イル の 有無 を チェ ッ ク す る 。 


1000 ON ERROR GOTO ※ERROR .SYORI 

1010 CLS 

1020 PRINT "ファ イル メイ ヲ イレ テ クタ "サイ " 

1030 “ 

1040 ※INPUT.1.FILE 

1050 INPUT "イン ファ 9 ト "TTFILE ま 

1060 OPEN 1I.FILE ま FOR INPUT AS 1』 CLOSE #1 
1070 “ 

1080 ※INPUT.0.FILE 

1090 INPUT " アウ ト フ "9 ト " iD.FILE ま 

1100 OPEN 0.FILE ま FOR INPUT AS 林 1』 CLOSE#1 
1110 PRINT "ステ " ニ コノ ファ イル カ " アリ マス “ 

1120 INPUT "カサ ネ テ カイ テ ヨイ テ * ス カ (y/n)"jYN ま 
1130 IF YN ま < く >" ッ " AND YN$ く >*Y" THEN ※INPUT.0.FILE 
1140 “ 

1150 ※COPY .START 

1160 OPEN I.FILE ま AS 1 

1170 OPEN 0.FILE ま AS 2 

1180 FIELD 1.128 AS 1I。F1 和 ま ,128 AS 1I,F2 ま ま 
1190 FIELD 2,128 AS 0.F1 ま ,128 AS 0.F2$ 
1200 FOR REC.N0=1 TO LOFK(1) 

1210 BET#1 

1220 LSET 0,.F1 ま も =[ .F1 ま 
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1230 LSET 0.F2=1 .F2$$ 

1240 PUT#2 

1250 NEXT REC.NO 

1260 CLOSE 1 2 

1270 PRINT "オリ リ マラ シタ" 

1280 END 

1290 ^ 

1300 ERROR .SYORI 

1310 IF NOT(ERL=1060 AND ERR=53) THEN END.IF.1 

1320 。 PRINT "コノ ファ イル 八 アリ マセ ン ": RESUME INPUT. 1,.FILE 
1330 xEND.1F.1 

1340 IF NOT(ERL=1060 ) THEN xEND.IF.,2 

1350 PRINT "イレ ナオ >“* : RESUME INPUT.1.FILE 
1360 xEND.IF.2 

1370 IF NOT(ERL=1100 AND ERR=53) THEN xEND. IF .3 


1380 RESUME *COPY .START 
1390 ※END.IF.3 

1400 IF NOT(ERL=1100 ) THEN ※END.IF.4 

1410 PRINT "イレ ナオ >" : RESUME INPUT.0.FILE 


1420 ※END,IF,4 
1430 ON ERROR GOTO 0 


《1 8. グラ フィ ッ ク で 絵 を 動か す (パレ ッ ト を 変え る ) 》 


パレ ッ ト 番 号 と カラ ー コ ー ド の 対応 を 変え る こと で 絵 を 動か す 。 使 う パ レッ トカ ラー は 1 て 7。 こ の うち 
の 1 つの 表示 色 を 白 に 、 そ の ほか は 黒 に する と 、 画 面 に は 白 に し た パレ ッ ト だ け を 表示 する 。 次 々 に 、 白 に 
する パレ ッ ト を 変え る こと で 絵 が 動く 。 例 題 で は 、 ダ イヤ 型 の 物体 が 回 転 し て いる よう に 見 える 。 


1000 ON STOP GOSUB *ON.STOP 

1010 STOP ON 

1020 SCREEN 0 

1030 CLS 3 

1040 GOSUB XSET .COLOR 

1050 FOR 1I=0 TO 48 

1060 P.COLOR=( TI MOD 7?)+1 

1070 =6.28*※1/49 

1080 X1=COS( T )*200+320 : Y1=-SIN(T )※25+100 
10920 LINE(X1,Y1 )-(320, 0),P,COLOR 
1100 LINE(X1 ,Y1 )-(320 , 199) ,P.COLOR 
1110 LINE(X1,Y1 )-(320,100),P.COLOR 
1120 NEXT 1 

1130 P.COLOR=1 

1140 ※LOOP , 1 

1150 COLOR=(P,COLOR,0 ) 

1160 IF P.COLOR=7 THEN P.COLOR=1 ELSE P.COLOR=P .COLOR+1 
1170 COLOR=(P.COLOR, 7 ) 

1180 FOR T=1 TO 20: NEXT T 

1190 GOTO *LOOP.1 

1200 ※PROG ,END 

1210 GOSUB *SET .COLOR 

1220 STOP OFF 

1230 END 

1240 “ 

1250 x※ON.STOP 

1260 RETURN ※PROG .END 

1270 “AP し ウト ヲ ラ モト " ス 

1280 *SET.COLOR 

1290 FOR 1=0 TO 7: COLOR=(I,1T): NEXT I 
1300 RETURN 


| 
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2 01 VO アド レス ペ マ マッ チア AA 








アド レス | 接続 機器 [使用 LSI] 
〔 福 数 〕 ・ 偶 数 アテ ドレ ス の 各 L SI の デー タラ イン は デー タバ ス の D7~DO に 接続 し て いる 
0 xH | 割り 込み ント ロー ラー [PD8259AC 相 当 2 個 ] 
ウタ イマ ー8253C-5 ・ キ ー ボ ー ド ・CR 工 垂直 帰 線 サ イク ル ・RS 一 2 3 2C・ プ リン タ 
ー・8 イ ンチ フロ ッ ピ ー・ 数 値 デ ー タ プロ セッ サー か ら の 割り 込み 要求 を 管理 する 周 
辺 機器 と の 入出 力 の ほとん ど は 、 ハ ー ド ウエ ア と ソフ トウ エア が 密接 に 関連 し た 割り 込み 
で 管理 し て いる ピ T ン 0 ポー ト を 直接 使っ て 入出 力 する 場合 は 十分 注意 する こ と 
1xHI1 便 用 殺 赴 ( 特 来 、 シ ステ ム の 拡張 に より 使う 可能 性 あり ) 
2xH| カ レン ダー 時 計 [PD1990AC 相 当 ] 




















# モデ ム や 音響 カプ ラー と の 接続 も 可能 







カレ ンダ ー 時 計 の 動作 制御 と 時 刻 の セッ ト を する 現時 刻 は シス テム ポー ト か ら 読 み 
出す BASTC の DATE$、 TIME$ な ど で 参 照 す る 

RS--2 3 2C と インタフェース [PD8251A 相当 ] 

RS-2 3 2C じ イン タフ ェ ー ス の 動作 制御 と デー タ の 入出 力 BAS IT C の デバ イス 
名 COM : 用 の ポー ト ター ミナ ルモード の と き は ホス トコ ンピュータ ー に 接続 する 





プリ ンタ ー イ ンタ フェ ー [PD8255AC- 5 相当 ] 
プリ ンタ ー の の の ス の 動作 の 制御 と デー タ の 出力 モン トロ ニー クス 仕様 の アリ 
ンタ ー PC-8821,PC-8822.PC-8823-C.NK3618-21.NK3618-22 な ど が 接続 で きる 





メモ リー エラ ー の 割り 込み 制御 
標準 実装 R AM、 拡 張 R AM の パリ ティ ー エ ラー に よる 割り込み の 許可 禁止 








CRT ュ ント ロー ラー [PD7220D-2 相当 ] (テキ スト 画面 用 ) 
VRAM の アド レス 40000-A2P9F の 内 容 を 表示 する 





| 5 イン チ 画 E ア ィ ス クイ シタ フェ ー ス オプ ショ ン ボ ー ド PC-9801-07 


CR エコ ント ロー ラー [PD52611C 相 当 ] 














8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク イン タフ ェ ー ス [PD765AC 相当 ] 
8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク イン タフ ェ ー ス の 動作 制御 レデ ー タ の 入出 力 は DMA ュ コ 
まり m ラー を 介 す 際 の 避 ょ 一 ディ スク ユニ ッ ト PC-9861.PC-8861 な ど が 接続 で きる 








CR エコ ント ロー ラー [ePD7220D 相当 ] (ゲラ フィ ッ ク 画 面 用 ) 
VRAM の アド レス A8000 一 BCFF の 内 容 を 表示 する 





人 用 上 ( 特 来 、 シ ステ ム の 撤 湖 に より 使う 可能 性 あり ) 








ODA イ ンタ フェ ー ス [PD8255AC-5 相 当 ] レオ プシ ョ ン ボ ー ド PC-9801-05 
ODA (アウ ト プ ッ ト ・ デ バイ ス ・ ア ダ プ ター) の 動作 制御 と デー タ の 入出 力 必 N524 
3-10.N5233-30.N5233-40 な どの プリ ンタ ー が 接続 で きる 





| 合用 禁 下 ( 特 来 、 シ ステ ム の 拡張 こよ り 使う 可能 性 あり ) 











| 全 用 村上 ( 特 来 、 シ ステ ム の 拡張 に より 使う 可能 性 あり ) じ BAS1C の INP 関 数 で は 





キー ボー ドス キャ ン 方 式 の ポー ト と し て 扱う が 、 相 当 す る ハー ドウ エア は な い キー ボー 
ドイ ンタ フェ ー ス か ら の 信号 に より 、 ソ フト ウエ ア で シミ ュ レ ー ト し て いる 








未 使用 (F 8 て FF は 使用 禁止 ) 
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奇数 アド レス 
(アド レス の x は 1.3.5.7.9,B,D,F) 


接続 機器 [使用 LSI] 
・ 庫 数 アドレス の 各 L S I の デー タラ イン は デー タバ ス の D15D8 に 接続 し て いる 


D コン トロ ー ラ ー [gzPD8237AC-5 相 当 ] 
イン ャ テン ウー ピー ディ ス と ら ア サビ の の ー す 角 暫 議 ま る 区 8 イ ンチ 固定 ディ ス 
モリ ー 間 の デー タ を 転送 する CPU を 通さ ず に 直接 メモ リー と 周辺 機器 の 間 で 
タ を 転送 する こと を DMA (ダイ レク ト ・ メ モリ ー・ ア クセ ス ) と いう DDMA の 
と な る アド レス (DMA ア ドレ ス ) の 下位 16 ビ ッ ト は DMA コ ント ロー ラー に セッ ト 
(上 位 4 ビ ッ ト は DMA バ ンク に セッ ト す る ) 





DMA バ ンク 
DMA ア ドレ ス の 上 位 4 ビ ッ ト を 指定 する 





シス テム ポー ト [PD8255AC-5 相 当 ] 

区 本 体 衣 ディ ッ プ スイ ッ チ 1 の 状況 ・RS 一 2 3 2 C の CS,CD 信号 ・ カ レン ダー 時 計 1990 
AC の DATA OUT な どの 読み 込み 

RS-2 3 2 C か ら の 割り 込み の 制御 ・ プ ザー の オン プン オ フ な ど 


キー ボー ドイ ンタ フェ ー ス [gzPD8251AC 相 当 ] 
ダイ レク ト 方 式 (キー ボー ド マ ッ プ 参 照 ) 








5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク イン タフ ェ ー ス [ezPD8255AC-5 相 当 ] 
5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク イン タフ ェ ー ス の 動作 制御 と デー タ の 入出 力 PC-8001. 
PC-8801 用 ミニー フロッピー ディ スク ユニ ッ ト PC-8031.PC-8031-2W な ど が 接続 で きる 


使用 禁止 (将来 、 シ ステ ム の 拡張 に より 使う 可能 性 あり ) 








タイ マー コン トロ ー ラ ー [gzPD8253C-5 相当 ] 
割り 込み コン トロ ー ラ ー8259 へ 割り 込み を 要求 する イン タバ ル タ イ マー と し て 働く 
BASIC の ON TIME$ で 参照 RS-2 3 2 C の 内 部 同期 信号 を 発生 する 





使用 禁止 (将来 、 シ ステ ム の 拡張 こよ り 使 う 可 能 性 あり ) 
CMT イ ンタ フェ ー ス [PD8251AC 相 当 ] 

芝 オ プシ ョ ン ボ ー ド PC-9801-03 

CMT イ ンタ フェ ー ス の 動作 制御 と デー タ の 入出 力 


文字 パタ ー ン R OM [PD23128C 相 当 ] 
芝 オ プシ ョ ン ボ ー ド PC-9801-01 


使用 禁止 (将来 、 シ ステ ム の 拡張 こよ り 使う 可能 性 あり ) 

GPIB (IEBE-488) イン タフ ェ ー ス [PD7210 相 当 ] 

オプ ショ ン ボ ー ド PC-9801-06 

GPIB イ ンタ フェ ー ス の 動作 制御 と デー タ の 入出 力 

使用 禁止 (将来 、 シ ステ ム の 拡張 に より 使う 可能 性 あり ) 

使用 禁止 (将来 、 シ ステ ム の 拡張 に より 使う 可能 性 あり ) BAS 1IC の INP 関 数 で は 
キー ボー ドス キャ ン 方 式 の ポー ト と し て 扱う が 、 相 当 す る ハー ドウ エア は な い キー ボー 
ドイ ンタ フェ ー ス か ら の 信号 に より 、 ソ フト ウエ ア で シミ ュ レ ー ト し て いる 


FxH| 未 使用 (F8CFF は 使用 禁止 ) 





























恒 
民 
へ 
キ 
圭 
K 
| 
朗 
TN 
人 
ャ ル 
| 
| 
十 


3. 9801 



































































































































8 ユ 














| 


|- 


I 


) ョ 
9 ヨ 
彰 
| 








HOWE 
CLR 


| 





め 


I 

















L 
ド 


員 
ド 





EE ー 介 
E] の 
| 日 8 日 叶 日 き | 因 | 回 
1 に 1 の | ビ デー 
ai essetlsai 村 Wi [ 
・ ふ | | 戸 寿 己 = 
3o He ヽ NH 日 5e 昌 へ 日 日 ご トラ 
Pe ce 
に ィ ホ 1O 1 関 に 1 83 
生ん * 利 表 月 デビ ご 民 
< | 呈 ah H 記 の 
V * 品 H 8 c さ 
PS 1 ロ x 1 
+… 円 叶 日 ご 品 旦 1 ご トー 計 





























E 8 一 


E ー MM 
時 














ーー- デー タバ ス の 内 容 、 何 も 押さ な けれ ば 255 





Fo) ーー 
・ | らら 
an 1 
ニー キ ゴ =-1 
きま | | | g 
ーー 円 呂 円 所 FSS 
L_ ーー L 
還 
Em 1 北 弓 還 て 3 
L"_ 」 | 
マ 凸 〇 
名 名 名 


131 


(グラ フィ ッ ク キ ャ ラク ター モー ド ) 






















































































































































































ポポ E3- 〇 


- 1 中 
| し 思 
| | ] ee 
{ 1 - 1 
Les | 記 
lk sd も で 
] 
[ 
|_ 日 日 上 
Lu つ 
男 | SS 
加計 トー で ぞ 
四則 日 に 
お 
に や 
[ae つう 
ー 尽 
| 3 
pemn 攻 ori alius psp 
coG 
[| SS K 
tet Misst 3 
] 
昌和 日 日 FLWK 
! 1 
上 上 


132 








4. 9801 キー ボー ド マ ッ プ ( ダ イレ クト 方 式 ) ) 


と が で きる 。 


6 


読み 込む 


ー ド か ら の デー タ を BAS 1 C で 直接 


キー ボ 


PC 一 9 8 0 1 で は 、 
INP (&H41) 


示す 。 


( 


込ま れる 入力 コー ド と 、 キ ー ボ ー ド の 対応 を 次 6 


令 で 読み 


H け 








EE 一 
ロウ ビ - て の ヒー 
きら と ーー の っ さら or- oo の 三 ms ロビ 
ーー 全 0 生ま 人 に 12 ヒー 記 -』 に 
て の て う ビビ ビビ ビー ビビ ビー ビー ビー て つつ 5 つの 





| IoFeoO の で 上 〇 ロロ 回 ヒヒ どら ーoconoo に の の で て 凸 〇 ロロ ヒヒ どーQ の oo に oo の で ロロ 〇 ロビ ヒ 
| ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ 回 回 四 回 四 四 四 回 四 四 四 四 四 四 四 止 に に ビビ ヒヒ ビビ ヒビ, F, , ビビ 








/ o 
| へ の う ロ の の 人 共和 SA 
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| で CQ の 〇 で で つ 〇 つ の の 〇 つ で つ 〇 つ の つ 〇 つ の つ 〇 つ 〇 つ 〇 つ 〇 の 〇 つ で つ 〇 つ で で で で ここ で ここ ボボ で < で で で LO いつ いつ LO し つの 
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INT HEX$ (A) 





ド を 押し て いる 状態 で 読み 込ま れる コー ド 
ド を 押し た 直後 で 読み 込ま れる コー ド 


ホー 


で 確認 で きる 
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交 ア ドレ ス 空 間 支 





(5. 9801 メモ リー アド レス マッ プ ) 





PC-9801 は 、80 386 相当 の CPU を 使用 し て いる 。 ア ドレ ス 空 間 は 、 8 
1 8 の シク も 六 は で 痢 較 y で い 。 間 1MB あ り 、6 4 KB ずつ 















































物理 アド レス 
FFFEFFー ニ ーーー ーー ニー ニュー ニー ニー ニー 
F0000 バン ク 15 N88-BASIC 
イン ター プリ ターROM (9 6 KB) 
E0000 バン ク 1 4 
シス テッ 予備 
D0000 バン ク 1 3 (1 6 0 KB) 
C0000 バン ク 1 2 
グラ フィ ッ ク VRAM -- 96KB 
B0000 バン ク 1 1 VRAM テキ スト VRAM -------- 8KB 
トー ニー 一 (1 0 4KB) (漢字 オプ ショ ン が つく 
と き は 4KB ふ える) 
A0000 バン ク 1 0 不揮発 性 メモ リー -------- 8 B 
90000 ンク 9 | 
80000 バン ク 8 
70000 
増設 RAM 
60000 128KBX4=512KB 
ー 2 バン ク 単 位 で 、 下 位 の 
アド レス か ら 増 設 可能 
50000 
40000 バン ク 4 
N88 一 BASIC (856) 
N88-DISK BASIC (856) 
30000 バン ク 3 で 使用 する RAM 
20000 バン ク 2 
10000 バン ク 1 人 (1 2 8KB) 
BASIC (86) で 
條 用 する RAM 
00000 バン ク 0 } 
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返 N88-BASIC シ ステ ム の メモ リー アド レス マッ プ 交 

N88- BASIC、N88-DISK BASIC (86) は 、 増 設 R AM の 有無 に 合わ せ て 、 メ モリ 
ー 空 間 を 有効 に 利用 する 。 

メモ リー 利用 の 方 向 は 、 : 上 位 番地 か ら 下 位 番 地 へ 、1 : 下位 番地 か ら 上 位 番 地 へ 。 


HH : 使用 メモ リー の 容量 





















機械 語 1 (増設 R AM 最大 時 ----- AO000) 
プロ グラ ム ! 機械 語 プ ログ ラム (標準 実装 RAM 時 ----- 20000) 
セグ メン ト 1 | こ ML : 機械 語 プ ログ ラム の 下限 番地 

1 (CLEAR 文 第 2 パラ メー ター 

! 未 使用 エリ ア で 変更 可 ) 
配列 デー タ H (FRE (3) 関数 で 確認 可 ) 
セグ メン ト 2Credrrcee=ssE ヨ enveaec9cee 人 35 


( 注 1) | 配列 デー タ 1 
1 | AL : 配列 デー タ セ グ メ ント の 下限 番地 





1 スト リン グ ワー クエ リア 


< 





(2 KB) 注 1) 
[人 呈 5 CLEAR 文 第 三 パ ラメ ー タ ー で サ 
! ストリ ング 格納 エリ ア 1 イズ 設定 が で きる 
wrtnmtevmrtpregewgionsacmzls 引 2) 


シン ボル ! 未 使用 エリ ア 
: (FRE (0) 関数 で 確認 可 ) 
: シン ボル テー ブル エリ ア 1 


1 


AL・ML・HH は 、 増 設 R AM の 
有無 で 変わ る 。 各 を グ メ ント の 下限 
番地 は 、 セ グ メ ント ベー スポ イン タダ タ 
ー に 格納 され て いる 。 ポ イン ター ア 
ドレ ス は 、00600 か ら の 相対 番地 。 
下 の 表 を 見 よ 


セグ メン ト 





| ワー クエ リア 


(2 5 6KB) 
SL : シン ボル も セグメント の 下限 番地 
( N88-BASIC (86) -------- 10000) 
( N88-DISK BASIC (86) -- 16000) 
ーDL : ディ スク コー ド の 下限 番地 
( 10000) 





ディ スク コー ド (2 4 KB) 
N88-DISK BASIC (86) の と きだ け 入 る 











| デー タク スケ クッ ク ! 
1 は 
! シス テム スタ ッ ク は ( 注 2) 
昌 セグ メン ト ベ ー ス ポイ ンタ ー 
: 未 使用 エリ ア 
テキ スト ! (FRE(1) 関数 で 確認 可 ) 


セグ メン ト | テキ スト エリ ア 


つき 


iT エグ プ O0 フ ァイル パッ ファ 
File 数 < (256+40) 





「 ワー クエ リア 
TL : テキ スト セグ メン ト の 下限 番地 
( 00600) 








て LA : メ モリ ー の 最 下限 番地 (00000) 





(6. 9801 ビデ オ RAM ) 


ビデ オ R AM に は 画面 に 表示 する 文字 や グラ フィ ッ ク に だ 関す る 情報 が は いる 。 ビ デオ R AM は , テキ スト 
用 と グラ フィ ッ ク 用 と に 分 か れる 。 





交 テ キス ト 用 ビデ オ R AM (TVRAM) 区 

テキ スト 用 ビデ オ R AM は 、 テ キス ト 画 面 に 対応 する 表示 エリ ア と 画面 上 の 文字 の 属性 ( 色 、 機 能 ) を 示 
IOj ゎ 0 

字 表 示 

80 字 x25 行 (2 0 0 0 字 ) の 画面 が 、 表 示 エ リア の A 0 0 0 0 H 番 地 か ら AOF9FH 番 地 の 4KB 
に 対応 する 。 画 面 の 1 文字 に 対し 2 バイ ト 割 り 当 て る 。 こ の 2 バイ ト の 上 位 バ イト (偶数 番地 ) に 文字 表示 
計る 。 下位 44 (数) は ね な い 。 0 文字 モー ド の だ 考 の 衝動 の 村 

ie 


テキ スト 画面 の 2 文字 分 の 領域 を 使っ て 党 字 1 文字 を 表示 する 。 
漢字 を 表示 する と き は 奇数 番地 も 使う 。 た だ し 、 党 字 ROM ボ ー ド が 必要 。 党 字 1 文字 当り 4 バイ ト 割 り 
当て 、 左 半分 を 2 バイ ト 、 右 半分 を 2 バイ ト で 表す 。 
《 テ キス ト 画 面 の 表示 法 》 
2 9 A0000 AO002~ A009E A0001 AO0003~ AOO9F A2000 A2002~ A209E 


四 | 団 H 



























































A000 AOO82 A00A1 A0083 A20A0 A20082 
80 字 X25 行 
| 、( 析 番 | (数 番 地 ) | (天地 
画面 AOPOO AOE9E AOROI AOE9F 62ROO A2F9B 
表示 エリ ア 表示 エリ ア アト リ ビ ュ ー ト エリ ア 
(区 字 の 場合 ) ( 深 字 の 場合 ) 
番地 b7 bO hb7 h6 55 60 
A 1 っ 、 深 字 を 表示 する 場合 、 何 数 
(数 番 地 ) | 。 文字 コー ド 深 字 コー ド 第 1 バイ ト | 番地 の b7 は 党 字 の 左 半分 を 
ー = メ | X | か ら 20H 引 いた も の 表す と き は 0 、 右 半分 を 表す 
こ ーー ー と き は 1 と な る 。※ は 0 で も 
A1 二 1 ーー ー 1 で も まい 。 
( 末 数 番地 ) | 00 < 00 | 6 | 党 字 コー ド 第 2 バイト 4) 
Be sets ーー | 。 『 ア サ 」 と 「『 朝 』 を 画面 に 
A1+2 5 = 表示 する 。「 ア サ 」 は 表示 エ 
(偶数 番地 ) 文字 ユー ド 漢字 コー ド 第 1 バイト リア の 偶数 番地 に 文字 ユー ド 
x | x | か ら 20H 引 いた も の | が は いる 。『 朝 』 の J1S 党 
enyeass 5 字 コ ー ド は 4 4 2 BH だ か ら 
A1+3 ーー」 偶数 番地 か ら 始 まる 連続 し た 
綺 数 番地 ) |00 > 00 | 深 字 コー ド 第 2 バイト 4 バイ ト に 2 4 日 、2B 日 、 





" 2 4H、ABH を いれ る 。 
《 ア トリ ビュ ー ト エリ ア 》 


アト リ ビ ュ ー ト エリ ア は AZ2 0 0 0 H 番 地 か ら の 4 KB。 こ の うち の 偶数 番地 だ け 使 い 、 対 応 す る テキ ス 
2 00 























《 簡 易 グ ラフ パタ ー ン 》 
1 文字 の 字 型 を 8 分割 し て 、8 ビッ ト の ビッ ト パ タ ー ン で 表し た 文字 を 簡易 グラ フ パ ター ン と いう 。 筒 易 
グラ フ パ ター ン を 画面 に 表示 する に は 、 表 示 エ リア に ビッ ト パ タ ー ン を セッ ト し て 対応 する アト リ ビ ュ ー ト 
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ェ リ ア の 番地 の b 4 を 1 に し て 、 ポ ー ト 6 8 II に 1 を 出力 する 。 b 4 を 1 に し て 、 ポ ー ト 6 8 HH に 0 を 出力 
する と ビッ ト パ タ ー ン を 文字 ユー ド と し た 文字 と た て 棒 『 | 』 の 合成 文字 が で きる 。 通 常 は b4= テ 0 と し て 
表示 エリ ア の 文字 を 表示 する 。 
(表示 エリ ア の ビッ ト パ タ ー ン ) (アト リ ビ ュ ー ト エリ ア と ポー ト 6 8 HH の 設定 ) 
きだ ーー 対応 する 文字 
e7 | ce 65 | e4 ]e@ | c2 |] e1 c0 | ib4 =0 ) (『 キ ャ ラク ター コー ド 
i OUT &H68.0 : 表 」 参 照 ) 
( 例 ) EE ーー 
『A』」 の 文字 コー ド 41H ( 例 ) | A 
簡易 グラ フ パ ター ン を ビッ ト パ タ ー ン と する と 下 ーーーー ーーーー ーー 
ーーーーーーーーーー、 の 科 易 グラ フ パ ターン に な る [:b4 一 1 | 対応 する 文字 と 
ie0 ic4 OUT &H68.0 : た て 棒 の 合成 文字 
"ii 全 3 か 00DW1 3320 1 
ie5 i 1 11 11111 ( 例 ) | 貼 
Revoess c7c6c5c4c3c2clc0 間 間 
ic6 i 『FA』」 と 『 | 」 の 合成 
ie8 !e7 : ib4 一 1  ! 科 易 グ ラフ パタ ー ン 
yeteeacroks= あ sroroser oo 口 圏 : OUT 必 H68,1 : ーー 
[ esa ! ( 例 ) | "= 
OUTT &H68, 1 と し た 後 CONSOLE 1, 2 0 と し て 1 行 目 が スク ロー ル し な いよ うに し て か 
ら 、A 0 0 0 0 H 番 地 を 6 9H、A0002H を 96H、AO0O0O1H と AOO O3H を 0 0H と し 、 A2 
000H と A2 0 0 2H を D1H に する と 黄色 で = 本 に を 表示 する 。 
衣 グラ フィ ッ ク 用 ビデ オ R AM (GVRAM) 六 
0 ~ 639 0 < 639 A8000 A804F | BOO00 BOO4F | B8000 B8O4E 
640x200 PA 
ドッ ト 
640x400 1 9 9 ABE30 ABE7F | B3E30 B3E7F | BBE30 BBE7E 
ドッ ト トーーーーーーーーー| ーー ーーーーーーーー ーー - 
0 て 6391| |ABE8O ABECFIB3E8O0 BSBCF|BBE80 BBECEF 
640x200 PB 
ドッ ト 
3 9 9 1 9 9 ] AFCBO AFCFFIB7CBO  B7CFFIBFCBO  BFCFF 
高 分 解 能 GVRAM0 GVRAM 1 GVRAM2 


(ビッ ト 0) (ビッ ト 1) (ビッ ト 2) 
グラ フィ ッ ク 用 ビデ オ R AM は 、 上 図 の 3 組 の GVRAM か ら で き て いる 。 SCREEN 文 の 第 一 パラ メ 
ー タ ー の 値 に よっ て 割り 当て 方 法 が か わる 。 
《 カ ラー モー ド (SCREEN の 第 一 パラ メー ター が 0) 》 





CVRAM0 、1、2 を それ ぞ れ ビッ ト 0、 ビ ッ ト 1、 ビ ッ ト 2 に 対応 
させ て 各 ド ッ ト の パレ ッ ト 番 号 と し 、640X200 ド ッ ト の カラ ー 画 面 
是 | 2 ペー ジ (PA、PB) を 表示 する 。 2 画面 を 同時 に 表示 で き な い 。 パレ 


ッ ト 番 号 は 左 表 の と お り 。 
《 白 黒 モ ー ド (SCREEN の 第 一 パラ メー ター が 1 ) 》 
CVRAM0、1、2 を さら に PA、PB に わけ て 6 ペー ジ の 独立 し た 
640X200 ド ッ ト の 白黒 画面 を つく る 。 PA、PB そ れ ぞ れ の な か の 
3 ペー ジ は 、 自 由 に 組み 合わ せ て 表示 で きる 。 
《 高 分 解 能 白 黒 モ ー ド (SCREEN の 第 一 パラ メー ター が 2) 》 
専用 高 解像度 だ ィ ス プレ ー で 使用 する 。 PA、PB を ひと つ に し GVR 
AM 0 、 1、2 が それ ぞ れ 1 ペー ジ に 対応 し た 640X400 ド ッ ト の 画 
面 3 ペー ジ を 構成 する 。 
《 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド (SCREEN の 第 一 パラ メー ター が 3) 》 
専用 高 解像度 ディ スプ レー で 使用 する 。 PA、PB を 一 つ に し て 640x400 ド ッ ト の カラ ー 画 面 
1 ペー ジ を 構成 する 。 








ーー テーー テ ーー の の らら の の!「 5 
ーー テー の らら ー ビ の どら ビビ ど 
乙 ら の ーー ら ーーO どど 
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(.7. 9801 CPU 基本 ブロック 図 ) 





和み ー ポイ ンタ ー レ ジス ター と フラ グレ ジス ター 
イン デック スレ ジス ター 
2 16 bit 


ー8bitー| 一 8bit 一 | | 一 16 bit >*| | 16 bit | 














AH AL S | FLAG 





BH BL B 











CH CL 
DH DL 





ALU 
(論理 演算 機構 ) 











命令 実行 制御 部 


に の ン ポ イン ター 
















































































I 
内 Q 
部 「 命 セグ メン ト ・ レ ジス ター 
2 令 
| 先 GS 
タ 読 
バ み DS 
ス キ 
ユ SS 
| ES 
ーー 
CPU バス 制御 部 
| テー タバ ッ ラッ ァ 制御 バッ ファ 」 | テ ド レス バッ ファ 
デー タバ ス コン トロ ー ル バス アド レス バス 
| 16 本 | 20 本 
メモ サリー 各種 入出 力 イ ンタ フェ ー ス 
1MB 








次 8086 の 特徴 福 


マイ クロ プロ セッ サー8086 は 16 ビ ッ ト CPU で ある 。 デ ー タ を 伝達 する 信号 線 (デー タバ ス ) が 1 
6 本 あり 、1 6 ビット (2 バイト) 単位 で デー タ を 取り 扱う 。 レ ジス ター は 1 6 ビット の も の が 1 4 個 内 蔵 
され て いる 。 その 内 訳 は 、 汎 用 レジ スタ ー が 4 個 、 ポ インター と イン デック スレ ジス ター が 4 個 、 そ れ に も 
グ メ ント レジ スタ ー が 4 個 あ る 。 残り の 2 個 は イン スト ラク ショ ン ポ イン ター と フラ グレ ジス ター で ある 。 

接続 で きる メモ リー 容量 は 最大 1MB、 ア ドレ ス を 伝達 する 信号 線 (アド レス パ バス) は 2 0 本 ある 。 メ モ 
リー を 6 5, 536 バ イト (6 4KB) 単位 の セグ メン ト に 分 割 し 、 セ グ メ ント レジ スタ ー を 使っ て プロ グ 
ラム や デー タ の 記憶 場所 を 設定 する 。 

基本 命令 は 約 1 3 5 種類 あり 、 ワ ー ド (2 バイト ) 単位 で デー タ を 操作 する 命令 の ほか に 、 バ イト 単位 で 
デー タ を 操作 する 命令 も ね ある 。 8 0 8 0 な どの 8 ビッ トマ イク ロ プ ロ セ ッ サ ー の プロ グラ ム の 移植 が 容易 な 
命令 体系 に な っ て いる 。 


8 0 8 6 の レジ スタ ー 芝 
《 汎 用 レジ スタ ー》 


門 術 演算 ・ 論 理 演算 ・ 比 較 判 断 な ど 、 各 種 の デー タ 操 作 に 使う レジ スタ ー。 AX・BX・CX・DX の 4 
種類 あり 、 1 6 ビッ ト の 大 き さ で ワー ド 単 位 の 操作 を する 。 バ イト 単位 の 操作 の た め に 上 下 、 2 つ に 分 け て 
8 ビット ご と の 独立 し た レジ スタ ー と し て 使う こと も で きる 。 


愉 災 (AL。AT) アキ ュ ム レー ター 
演算 レジ スタ ー (アキ ュ ム レー ター) と し て の 用 途 が 主体 。 乗 除算 命令 
で は 被 除 数 ・ 被 乗数 と し て 使わ れ 、 結 果 が 入る 。 入 出力 命令 の デー タ 受 け 
渡し に 使え る 唯一 の レジ スタ ー で ある 。 イ ミディ エー ト ア ドレ ッ シ ン グ で 
使う と 、 命 令 が 1 バイ ト 短 く な る な どの 特徴 を も つ 。 


BX (BH,BL) ーー ベー スレ ジス ター 
オペ ラン ド で 指定 する メモ リー アド レス を 修飾 する の に 使う 。 ベ ー ス ア 
ドレ ス を 指示 する の で 、 ベ ー ス レジ スタ ー と 呼ぶ よ 、 イ ン デ ックス レジ スタ 
(1 


(CO 提 。 芝 上 世 ) “ カウ ント レジ スタ ー 
繰り 返し 処理 の ルー プ 回 数 を 制御 する と き に 、 減 数 カウ ンタ ー と し て 使 
う 。 ロ ー テ ー ト や シフ ト な どの ビッ ト 操 作 命令 で は 、 移 動 す る ビッ ト 数 を 
指示 する の に 使う 。 


DX (DH , DL) = デー タレ ジス ター 
入出 力 命令 で は 、 入 出力 ポー ト の アド レス を 指定 する の に 使う 。 乗 除算 
命令 で は 、 ア キュ ムレ ー タ ー と 併用 され 、 乗 算 で は 結果 の 上 位 1 6 ビット 
が 入る 。 除 算 で は 被 除 数 の 上 位 1 6 ビッ ト と し て 使わ れる 。 


《 ポ イン ター レジ スタ ー と イン デック スレ ジス ター》 


尺 イ ンタ ー レ ジス ター と イン デック スレ ジス ター は 、 と も に アド レス 指定 に 使う 。 ポ イン ター レジ スタ ー 
は 、 ス タッ クセ グ メ ント を アク セス する の に 使う 。 イ ン デ ックス レジ スタ ー は 単独 で 、 ま た は ベー スレ ジス 
ター (BX) 、 ベ ー ス ポイ ンタ ー (BP) と 組み 合わ せ て 、 実 効 ア ドレ ス を 計算 する の に 使わ れる 。 


SP ーーーーーーーーーーーー スタ ッ ク ポ ボイン ター 
スタ ッ ク セ グ メ ント の メモ リー を プッ シュ ・ ダ ウン ・ ス タッ ク ( 後 入れ 
移出 し 棚 ) と し て 利用 する た め の レ ジス ター。 ス タック 命令 で は 自動 的 に 
内 容 が 更新 され 、 ス タッ ク の 先頭 番地 が 常に 保持 され て いる よう に な っ て 


いる 。 


NB" aosaseeaccrveis ーー ペー スポ ボ イ ジー 
スタ ッ ク セ グ メ ント の デー タ を アク セス する と き 、 ベ ー ス アド レス を 提 
供する レジ スタ ー。 イ ン デ ックス レジ スタ ー (SI また は DI) と 組合 せ 
て オペ ラン ドア ドレ ス を 修 餅 で きる 。 
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《 セ グ メ 


ント レジ スタ ー》 


ソー スイ ン デ ックス レジ スタ ー 
デー タ を アク セス する と き オ ペラ ンド の アド レス を 修飾 する 。 ス トリ ン 
グ 命 令 で は 、 移 動 さ れる デー タ の アド レス と し と て 使わ れる 。 


ディ スト ネー ショ ン イ ン デ ックス レジ スタ ー 
ST レジスター と 同様 、 オ ペラ ンド の アド レス を 修飾 する 。 ス トリ ング 
命令 で は 、 移 動 先 の アド レス と し て 使わ れる 。 


1MB の メモ リー の うち 、 任意 の 6 4KB を セグ メン ト と し て 扱う 。 各 セグ メン ト の 先頭 番地 を CS、D 
S、SS、ES の 4 種類 の セグ メン トレ ジス ター で 指定 する 。 大 き さ は 1 6 ビッ ト だ が 、 下 位 に 4 ビッ ト の 
0 を 加え た 2 0 ビッ ト の セグ メン ト ア ドレ ス が 提供 され る 。 


SS 


ES 


コー ド セ グ メン トレ ジス ター 

プロ グラ ム 命 令 の 記憶 領域 を 指定 する セグ メン トレ ジス ター。 イ ンス ト 
ラク ショ ン ポ イン ター と 加算 され 、 次 に 読み だ し て 実行 する 命令 の アド レ 
ス が 決め られ る 。 


デー タ セ グ メ ント レジ スタ ー 
プロ グラ ム で 処理 する デー タ の 記憶 領域 を 指定 する セグ メン トレ ジス タ 
バ 決ま る 。 


スタ ッ ク ・ セ グ メ ント レジ スタ ー 

プッ シュ ・ ダ ウン ・ ス タッ ク と し て 使わ れる スタ ッ タ ク 領域 を 指定 する セ 
グ メ ント レジ スタ ー。 SP や BP の ポイ ンタ ー レ ジス ター が アド レス 指定 
に 使わ れる と き は 、 ス タッ クセ グ メ ント レジ スタ ー が 自動 的 に 加算 され 、 
スタ ッ ク セ グ メ ント の メモ リー が アク セス され る 。 


エク スト ラ ・ セ グ メ ント ・ レ ジス ター 
スト リン グ 操 作 時 、 デ ィ ス ト ネ ー シ ョ ン イ ン デ ックス (DI) と 加算 さ 
れ て 、 移 動 先 の アド レス が 計算 され る 。 


《 イ ンス トラ クシ ョ ン ポ イン ター と フラ グレ ジス ター》 


ロワ O 


〇 で みあ NN の コー 


b15 b14 b13 bl 


イン スト ラク ショ ン ポ イン ター 


プロ グラ ムカ ウン ター に た 相当 する レジ スタ ー。 イ ンス トラ クシ ョ ン を 送 
次 実行 する た め の ア ドレ スカ ウン ター で 、 コ ー ド セグ メン トレ ジス ター と 
組み 合わ せ て イン スト ラク ショ ン の 物理 アド レス を 指定 する 。 


フラ グレ ジス ター 
演算 の 結果 生じ た 状態 を 保持 する レジ スタ ー。 


2 bl1 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 bl b0 





回 回 EE 


olplilrlslzlxlAlklplkc| 











: オー バ パフ ロー フラ グ 
: ディ レク ショ ン フ ラグ 


: イ ンタ ラブ ト フ ラグ ss 
: トラ ッ プ フ 02 /vomwm- 


リティー ラグ の で っ 
: 率 ャ リー フジ グー = 


符号 付き 2 進 演算 の オー バフ ロー 

イン デック スレ ジス ター を 自動 更新 する スト リン グ 命 令 で 、 0 な ら 増 

加 、 1 な ら 減少 を 指示 する 

- 割り 込み を 受け 付け る に は 1 を セッ ト す る 

ー シン グル ・ ス テッ プ の 動作 モー ド を 設定 する フラ グ 

ーー 結果 が 負 の と き セ ッ ト さ れる 

ーー 結果 が 0 の と き セ ッ ト さ れる 

ーー 8 ビッ ト 演 算 で 、 下 位 4 ビッ ト か ら の 桁 上 が りや ボロ ー ( 桁 下がり ) 
が 生じ た こと を 示す 

ー- 結果 の 下位 8 ビッ ト に 対す る 奇数 パリ ティ ー 

ーー 結果 が 入る 場所 の 最上 位 ビ ッ ト か ら の 桁 上 が りや 減算 こよ る ボロ ー が 
生じ た こと を 示す 
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区 8086 物理 アド レス の 生成 娘 


セグ メン トレ ジス ター 





CS (コー ド セ も セグ メン ト ) 





| 
| 
DS (ゲー が セグ メ w 1 | 
















































































| 
1 
1 
SS (スタ ッ ク セ グ メ ント ) = 
BS (エク スト ラ セ グ メン ト ) ー 
15 0 
(デー タ の 物理 アド レス) ェ ーーーーーーーーーーーーー ゴーーーーー 
命令 の オペ ラン ド で 求め られ る 1 6 ビッ ト の オペ ラン ド の セグ メン ト 
実 芝 ア ドレ ス に 、 セ グ メ ント レジ スタ ー を 4 実効 アド レス | レジ スタ ー 
ビッ ト 桁 上 げ し た 値 を 加え て 、2 0 ビット の ーーーーーーーーー ーーー 
物理 アド レス を 計算 する 。 ど の セグ メン トレ Disp DS 
ジス ター を 使う か は 、 オ ペラ ンド で 決ま る 。 BX DS 
た だ し 、 セ グ メ ント プレ フィ ックス で 指定 す | SI DS | 
れ ば 変更 で きる 。 DI DS 
BX+Disp DS 
SI+Disp DS 
5 DI+Disp DS 
| 実効 アド レス ト ーーーー BP+Disp SS 
ー ーー BX-SI DS 
15 (+) 0 了 悦 半 DH DS 
ーー BPFSI SS 
ーー | セグ メン ト ・ ア ドレ ス | 00o BP+DI SS 
ーーーー 一 BX+ISI+Disp DS 
19 ! 4 BX+DI+Disp DS 
= | BP+SI+Disp SS 
| デー タ の 物理 アド レス | BP+DI+Disp SS. 
19 0 
(次 の 命令 の 物理 アド レス ) 
プロ グラ ム の 命令 の 物理 アド レス は 、 命 令 ポ 
あう すま 
上 ば げ し た 値 を 加え て 、2 0 ビッ ト の 物理 アド 次 に 実行 する 命令 の ある 実 部 ア ドレ ス 
レス を 計算 する 。 l 
分 岐 命令 以外 の 場合 
- IP 二 命令 の バイ ト 数 
| TP (@ 和 ポイ ンタ ー) | ーー 一 分 和信 の 場合 
1 SD 
15 (+) 0 | 1 尼 + Disp 
ーーー ュー ド ャ グ メン ト ・ ア ドレ ス | 0000 
19 1 4 
| 次 の 命令 の 物理 アド レス | 
19 0 
注意 論 位 (Di s p) は 、1 バ イト と 2 バイ ト の 2 種類 ある 。 
1 バイ ト の 場合 、 最 上 位 ビッ ト を 符号 と し て 2 パイ ト に 拡張 し て か ら 計 算 す る 。 
例 85H な ら FF8 5H の 意味 に な る 
1 4 1 





(8. 9801 機械 語 の 説明 ) 





ここ で は 機械 語 を 機能 別に 分 類 し 、 ニ ー モ ニッ ク の 表記 方 法 を 一 覧 表 に まとめ た 。 機 械 語 を 初め て 学ぶ 読 
者 は 、 ま ず 「USR 関 数 と CALL 文 の 使い 方 」 で B A S 1 C と 機 役 語 の 関係 を つか み 、「 機 機 語 ブ ログ ラ 
ム 集 」 を 試し て か ら こ の 章 を 読む と よい 。 


次 表 の 読み 方 区 


ニー モニ ッ ク フラ グ 


OSZAPC 








《 転 送 命令 》 





MOV 


adr ,acum | ーー デー ンー | move デー タ の 転送 
ニー モニ ッ ク の も と に な っ た 共 語 と 、 命 令 の 説明 


令 の 実行 に よる フラ グ の 変化 
ソー ス オ ペ ラン ド S: セ ッ ト (1 に な る ) 
デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド R : リ セッ ト (0 に な る ) 
操作 の 対象 を 表す X : 不定 
O : 演算 結果 に よる 
オペ コー ド ー : 不変 
操作 を 表す (I・D・ の フラ グ は 通常 の 命令 で は 変化 


し な い 。 変化 する と きだ け 説 明 し て ある ) 


巡 オ ペラ ンド の 表現 芝 


Teg 


Tegw 
Seg 
acum 


汎用 レジ スタ ー、 ポ イン ター レジ スタ ー、 イ ン デ ックス レジ スタ ー。 汎 用 レジ スタ ー は バイ ト 
また は ワー ド の 指定 が で きる 

1 ワー ド の 汎用 レジ スタ ー、 ポ イン ター レジ スタ ー、 イ ン デ ックス レジ スタ ー 

セグ メン トレ ジス ター 

アキ ュ ム レー ター。 AX、AL レ ジス ター 


data デー タ 。 4 桁 ま た は 2 桁 の 16 進 数 。 〔 〕 で 囲ま な い 
jadr と びさ き の 番 地 。 4 桁 の 16 進 数 。 〔【 〕 で 囲ま な い (1 5 3 ペー ジ 参 照 ) 
adr メモ リー の 番地 。 直 接 指定 、 間 接 指定 が ある - 
オペ ラン ド の 娠 き 方 に より 物理 アド レス の 計算 に 使う を セグ メン トレ ジス ター が 決ま る 
(直接 指定 ) 
[nnnn] DS※*10H +nnnn 番 地 
nnnn は 4 桁 の 16 進 数 〔 〕 で 凍 む 
(間接 指定 ) 
nnnn 〔BX+S1I) DS※*10H +BX+SI 二 nnnn 番 地 
nnnn 〔BX+D1I) DS※*10H TBX+DI+nnnn 番 地 
nnnn 〔BP+SIJ SS※10H +BP+SI+Tnnnn 番 地 
nnnn 〔BP+DI〕) SS※10H +BP+DI+nnnn 番 地 
nnnn (SIJ DS※10H +SI+nnnn 番 地 
nnnn 〔DI) DS※*10H + す DI+nnnn 番 地 
nnnn【〔BX) DS※10H +BX+nnnn 番 地 
nnnn 〔BP)〕 SS※10H +BP 十 nnnn 番 地 
nnnn (変位 ) は 4 桁 ま た は 2 桁 の 16 進 数 。 変位 が ゼロ の と き は 指定 し な い 
・ セ グ メ ント レジ スタ ー の 変更 
ルプ グ メ ント レジ スタ ー に コロ ン を 付け た セグ メン ト プ レ フィ ックス を 命令 また は adr の 直前 に 書く 
( 例 ES : 
MOV (100) ,AX ES※*10H +100H 番 地 
MOV SS: (100〕) ,AX SS※*10H +100H 番 地 


・ バ イト 、 ワ ー ド の 区 別 


指定 する オペ ラン ド が 1 バイ ト な の か 1 ワー ド (2 バイト) な の か 区 別 で き な い 場合 に は 、 オ ペラ 
ンド の 前 に BYTE ま た は WORD を つけ て 区 別 する 。 
( 例 ) MOV BYTE (100〕) ,10 100H 番 地 に 10 を いれ る - 

MOV WORD (100) ,10 100H.101H 番地 に 10 を いれ る 
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ニー モニ ッ ク 


フラ グ 
OSZAPC 





《 転 送 命令 》 





MOV 


adr 。aCUumW 
acum 。adr 
regl , reg2 
reg ぅ adr 
adr 。reg 
Seg Teg 
Seg ぅ adr 
Teg 。SGg 
adr 。Seg 
reg 。data 
adr 。data 


move デー タ の 転送 

ソー ス オ ペ ラン ド の 内 容 を デス ティ ネー ショ ン オ 
ペラ ンド に 入れ る 。 デ ステ ィ ネ ーション オペ ラン 
ド に CS (コー ド セ グ メン ト ) レジ スタ ー は 指定 
で き な い 


MOV AX , 〔1000) 

1000H 番地 の 内 容 を AX レジ スタ ー に 入れ る 
MOV AX,。1000 

AX レジ スタ ー に 1000H を 入れ る 





aCum 。TGg 
regl 。 reg2 
adr 。reg 





exchange デー タ の 入れ 換え 
ソー ス オ ペ ラン ド と デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ン 


ド の 内 容 を 入れ 換え る 





translate メモ リー の (BX+†AL) 番地 の 内 
容 を AL に 入れ る 。 AL~ー (BX+AL) 








load 骨 from flags SF・ZF・AF・PF・ 
CF (フラ グレ ジス ター の 下位 バイ ト ) を AH に 
入れ る 。 AH 一 SZxAxPxC 





regw 。 adr 


store AH to flag AH を フラ グ に セッ ト 
LAHF の 逆 。SZxAxPxC 一 AH 





1oad effective adress アド レス の 値 を レジ ス 
ター に 移す 。r eg (adr の 値 ) 





regw 。 adr 


1oad pointer using DS 

メモ リー の 指定 し た 番地 か ら 2 バイ ト を レジ スタ 
ー に 、 交 の 2 バイ ト を DS レジスター に 移す 
reg-adr、DS~ 一 (adr+2) 





regw 。 adr 





1oad pointer using ES 

メモ リー の 指定 し た 番地 か ら 2 バイ ト を レジ スタ 
ー に 、 交 の 2 バイト を ES レジ スタ ー に 移す 
reg~-adr、ES 一 (adr+2) 





push word on stack レジ スタ ー や メモ リー を ス 
タッ ク ご 退避 。SP を 一 2 し て 、SP の 示す メモ 
リー に レジ スタ ー や メモ リー の 内 容 を 移す 

SP-SP-ー2、 (SP) 一 r eg また は adr 





pop word off stack スタ ッ ク か ら の 取り 出し 。 
S P の 示す メモ リー の 内 容 を レジ スタ ー や メモ リ 
ー に 移し 、SP に 2 を 加え る 。CS レ ジス ター は 
使え な い 。 PUSH の 逆 

r eg また は ad ェ r~ー (SP) 、SPーSP+2 
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push flag onto stack フラ グ を スタ ッ ク で 退避 
SP を -- 2 し て 、SP の 示す メモ リー に フラ グ を 
移す 。SP 一 SP 一 2 、 (SP) ー フ ラグ 





フラ グ 説 明 
OSZAPC 





OO00000 | pop flag off stack フラ グ を スタ ッ ク か ら 取 り 
出す 。SP の 示す メモ リー の 内 容 を フラ グ に 移し 
SP に 2 を 加え る 。PUSHF の 逆 
FLAG~ (SP) 、SPーSP+ 2 





《 入 出力 命令 》 


IN acum, port input ポー ト 番 号 ま た は DX レジ スタ ー が 示す 
acum,DX ポー ト か ら 、 ア キュ ムレ ー タ ー に デー タ を 入力 








OUTT port,acum output ポー ト 番 号 ま た は DX レジ スタ ー が 示す 
DX.acum | ポー ト へ 、 ア キュ ムレ ー タ ー の デー タ を 出力 





《 算 術 演算 命令 》 


ADD regl 。 reg2 OOOOOO | addition 加算 
reg 。adr ソー ス オ ペ ラン ド の 内 容 と デス ティ ネー ショ ン オ 
adr 。reg ペラ ンド の 内 容 を 加算 し 、 デ ステ ィ ネ ーション オ 
acum 。 data ペラ ンド に 入れ る 
reg 。data 
adr 。data ADD BX。SI 

ST レジスター の 内 容 を BX レ ジス ター に 加算 


regl , reg2 | OOOOOO |add with carry 加算 命令 ADD に CF (キャ 
reg adr リー フラ グ ) の 加算 を 加え た も の 。 1 バイ ト (ソリ 
adr 。reg ー ド ) の 加算 (ADD) の 結果 、 桁 あふ れ が 生じ 
acum 。 data る と CF が 1 に な る 。 2 バイ ト (ワー ド ) 以上 の 
reg 。data 加算 で 桁 上 げす る と き に 、 こ の 命令 を 使う 


adr 。data 

ADC BX 。 (SI〕) 
ST レジスター で 指定 し た メモ リー の 内 容 と 
CF を BX レ ジス ター に 加算 























increment イン クリ メン ト 
reg で reg 十 1 
adr で adr 十 1 





XXXOXO | ascii adjust for add アン パッ ク 1 0 進数 どう 
し を 直接 加算 する 命令 は な い の で 、ADD 命 令 で 
加算 する 。 ア キュ ムレ ー タ ー に ある 計算 結果 を 、 


] この 命令 で アン パッ ク 1 0 進数 に 戻す 
XOOOO0O | decimal adjust for add パッ ク 1 0 進数 どう し 


を 直接 加算 する 命令 は な い の で 、ADD 命 令 で 加 
上 算 す る 。 ア キュ ムレ ー タ ー に ある 計算 結果 を 、 こ 
の 命令 で パッ ク 1 0 進数 に 戻す 


reg]l , reg2 OOOOOO |subtract 減算 

reg 。adr デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド の 内 容 か ら ソ ー ス 
adr 。reg オペ ラン ド の 内 容 を 減算 し 、 デ ステ ィ ネ ーション 
acum 。 data オペ ラン ド に 入れ る 

reg 。data 
adr 。data SUB BL,10 

BL し レジスター か ら 10H を 減算 
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ニー モニ ッ ク フラ グ 説 明 
要 科 導 あ 』 





reg]l 。reg2 OOOOOO | subtract with borrow 減算 命令 SUB に CF 
reg 。adr (キャ リー フラ グ ) の 減算 を 加え た も の 

adr 。reg ADC の 減算 版 

acum 。 data 
reg 。data SBB BH,10 

adr 。data BH レ ジス ター か ら 10H と CF を 減算 





decrement デ ク リ メン ト 
Teg すず の ーー1 
adr adr 一 adr 一 1 











reg 8 negate 正負 の 反転 
adr レジ スタ ー や メモ リー の 内 容 を 2 の 補 数 に する 


regl , reg2 OOOOOO |compare 比較 命令 

reg ,adr デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド の 内 容 か ら ソ ー 
adr 。reg オペ ラン ド の 内 容 を 減算 し た 結果 に より 、 フ ラグ 
acum 。 data を 変化 させ る 。 デ ステ ィ ネ ーション オペ ラン ド 
reg 。data 内 容 は 変化 し な い 


adr 。data 

CMP (BX〕) , CX 
BX レ ジス ター で 指定 し た メモ リー の 内 容 と 
CX レジ スタ ー の 比較 








XXXOXO | ascii adjust for subtract アン パッ ク 10 進 
数 どう し を 直接 減算 する 命令 は な い の で 、SUB 
命令 で 減算 する 。 ア キュ ムレ ー タ ー に ある 計算 結 
果 を 、 こ の 命令 で アン パッ ク 1 0 進数 に 戻す 


XOOOOO | decimal adjust for subtract パッ ク 1 0 進数 
どう し を 直接 減算 する 命令 は な い の で 、S UB 命 
令 で 減算 する 。 ア キュ ムレ ー タ ー に ある 計算 結果 
を 、 こ の 命令 で パッ ク 1 0 進数 に 戻す 


OXXXXO|multiply 乗算 
ソー ド 計 算 で は AX レジ スタ ー と の 乗算 に な り 結 
( 桁 上 げ の 時 | 果 は DX と AX の 4 パイ ト 、 バ イト 計算 は AL と 
C・0O 一 1 ) | の 乗算 に な り 結 果 は AH と AL の 2 バイ ト に 入る 
(ソー ド 計 算 ) 
DX と AX 二 AX*※ (r eg また は adr) 
(バイ ト 計 算 ) 
AX 一 AL※ (r eg また は adr) 














OXXXXO | integer multiply 符号 付き 乗算 
ワー ド 計 算 で は 8000H て FFEFH 、 バ イト 計算 で は 
80H<FFH を マイ ナス の 値 と し て 扱う 。 計 算 動 作 
は MUL と 同じ 





XOOXOX | ascii adjust for maltiply アン パッ ク 10 進 
数 どう し を 直接 乗算 する 命令 は な い の で 、MUL 
命令 で 乗算 する 。 ア キュ ムレ ー タ ー に ある 計算 結 
果 を 、 こ の 命令 で アン パッ ク 1 0 進数 に 戻す 
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説 





divide 除算 

(ワー ド の 計算 ) 

AX 一 DX と AX(r eg 又は adr) の 商 |. 
DXーDX と AX ン ノン (r eg 又は adr) の 剰余 
(バイ ト の 計算 ) 

AL 一 AX/ (r eg また は adr) の 商 
AH<AX ン ノン (r eg また は adr) の 剰余 
ゼロ で 割る と 商 が 入る レジ スタ ー が オー バー フロ 
Pc タイ プ 0 の 割り 込み (除算 エラ ー) が か 起 





XXXXXXX 


integer divide 符号 付き 除算 

ワー ド 計 算 で は 8000H て FFFFH 、 バ イト 計算 で は 
80H<CFFH を マイ ナス の 値 と し て 扱う 。 計 算 動 作 
は D I V と 同じ 





]keexex 


ascii adjust for divide アン パッ ク 1 0 進数 
を 直接 除算 する 命令 は な い の で 、D 1 V 命 令 で 除 
算 す る 。 あらかじめ ア キュ ムレ ー タ ー に ある 被 除 
数 を 、 こ の 命令 で 変換 し て お く 。 D I V 命 令 の バ 
イト 計算 で 商 、 余 り は アン パッ ク 1 0 進数 に な る 











convert byte to word 


AL を AX に 符号 を 付け て 拡張 する 





CWD 





《 論 理 演算 命令 》 


convert word to double-word 
AX を DX と AX に 符号 を 付け て 拡張 する 








NOT 


reg 
adr 





not NOT 演算 。 1 の 補 数 に する 
r eg 又は adrNOT (r eg 又は adr) 





AND 


regl , reg2 
reg 。adr 
adr 。Treg 
acum 。 data 
reg 。data 
adr ,data 


] 
ROOXOR 








and AND 演算 
ツー スズ オペ ラン ドド と デス ティ ネー ショ ジオ ペラ ツジ シ 
ド の 内 容 を AND 演 算 し 、 結 果 を デス ティ ネー シ 
ョ ン オ ペラ ンド に 入れ る 
AND DX , 〔SI) 
S 1 レジ スタ ー で 指定 し た メモ リー と DX レジ 
スタ ー の AND 演 算 





regl , reg2 
reg 。adr 
adr 。reg 
acum 。 data 
reg 。data 
adr 。data 





ROOXOR 


or OR 演算 
ツー ス オ ペ ラン ド と デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンジ 
ドド の 内 容 を OR 演算 し 、 結 果 を デス ティ ネー ショ 
ン オ ペラ ンド に 入れ る 
OR DX, 1 0 (SI) 
(S【 レジ スタ ー の 値 +10H ) 番地 の メモ リー と 
DX レジ スタ ー の OR 演算 





regl 。 reg2 
reg ぅ adr 
adr 。reg 
acum 。 data 
reg data 
adr 。data 


ROOXOR 
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exclusive or XOR 演 算 
ソー ス オ ペ ラン ド と デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ン 
ド の 内 容 を XOR 演 算 し 、 結 果 を デス ティ ネー シ 
ョ ン オ ペラ ンド に 入れ る 
XOR DX,。1000 (SI) 
(S I レジ スタ ー の 値 士 1000H ) 番地 の メモ リー 
と DX レジ スタ ー の XOR 演 算 





ニー モニ ッ ク 


クウ グ " 
OSZAPC 


説 明 





reg]l , reg2 
reg 。8adr 
adr 。reg 
acum 。 data 
reg 。data 
adr 。data 


ROOXOR 


test AND 演 算 の 結果 で フラ グ だ け を 変化 させ 
る 。 デ ステ ィ ネ ーション オペ ラン ド の 内 容 は 変化 
し な い 


宮 旨 飲 定 了 芽 0 【SUUTJ 。B 変 
DX レジ スタ ー と (SI レジ スタ ー の 値 110B) 
番地 の メモ リー と の TEST 





また は SAL 
reg 。,1 また は (L 
adr ,1 また は COL 


OOOXOO 


shift logical left ブ shift arithmetic left 
左 シ フト 命令 。 1 また は CL の 値 だ け レ ジス ター 
や メモ リー の ビッ ト を 左 に 移動 。 最 上 位 ビ ッ ト は 
CF へ 、 最 下位 ビッ ト は 0) が 埋まる 





また は (CCL 
また は (OL 


OOOXOO0O 


shift logical right 右 シ フト 命令 

1 また は CL の 値 だ け レ ジス ター や メモ リー の ビ 
ッ ト を 右 に 移動 。 最 下位 ビッ ト は CF へ 、 最 上 位 
ビッ ト は 0 が 埋まる 





OOOXOO 


shift arithmetic right 右 シ フト 命令 
SHR 命 令 よ の ちがい は 最上 位 ビ ッ ト に 0 が 埋 ま 
ら ず 、 も と の まま 変わ ら な い 





rotate left 左 回 転 命令 

1 また は CL の 値 だ け レ ジス ター や メモ リー の ビ 
ッ ト を 左 に 回 転 。 最 上 位 ビ ッ ト は CF に 入る だ け 
で な く 最 下位 ビッ ト に も 回 る 





Teg 
adr 


また は (CL 
また は (CL 


rotate right 右 回 転 命令 
最 下 位 ビ ッ ト は CF に 入る だ け で な く 最 上 位 ビ ッ 
ト に も 回 る 





Teg 
adr 





また は (L 
また は (CL 


rotate left through carry 
CF を 通し て レジ スタ ー や メモ リー の 左 回 転 。 最 
上 位 ビ ッ ト は CF に 、CF は 最 下 位 ビ ッ ト に 回 る 





RCR Teg 


また は (OL 


adr ,] また は (L 


rotate right through carry 
CF を 通し て レジ スタ ー や メモ リー の 右 回 転 。 最 
下位 ビッ ト は CF に 、CF は 最上 位 ビ ッ ト に 回 る 





《 ス トリ ング 操作 命令 》 
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CX レジ スタ ー を 1 減ら し な が ら 、 次 に 続く スト 
リン グ 操 作 命令 を 条件 が 成立 する まで 繰り 返す 。 
次 買 の スト リン グ 操 作 命令 と 組み 合わ せ て 使う 


repeat 
repeat while zero 
repeat while equal 
条件 CX=0 また は ZF=0 


repeat while not zero 
repeat while not equal 
条件 CX=0 また は ZF=1 





説 明 











move string - byte プ word 転送 

デー タ セ グ メ ント 内 の S ]I (ソー スイ ン デ ックス 
) が 示す メモ リー の 内 容 を エク スト ラ セ グ メン ト 
内 の DI (ディ スト ネー ショ ン イ ン デ ックス ) が 
示す メモ リー に 移す 。DF が 0 で あれ ば SI、D 
I を イン クリ メン ト 、DF が 1 で あれ ば デ ク リ メ 
ント する 。MOVSB は バイ ト 、MOVSW は ソ 
ー ド の 転送 (以下 同じ ) 
(ES*10H +DI) 一 (DS*10H +SI) 
(SI) 一 (SI) 土 n (B な ら 1、W な ら 2) 
(Di) 一 (DI) キ n (B な ら 1、W な ら 2) 





O00000 


compare string-byte word 比較 

デー タ セ グ メ ント 内 の S ]I が 示す メモ リー の 内 容 

か ら エ クス トラ セグ メン ト 内 の D [ が 示す メモ リ 
"の み 変 化 さ せる 
(ES*10H + す DI) 
(B な ら 1、W な ら 2) 
(B な ら 1、W な ら 2) 








OO00000 


scan string - byte プ word 
アキ ュ ム レー ター か ら エ クス トラ セグ メ 
D I が 示す メモ リー の 内 容 を 減算 し フラ グ 
化 さ せる 

(AX また は AL) 一 ます 
(DI) 一 て (DI) 土 n (B な ら 1、W 








1oad string - byte プ word 転送 

デー タ セ グ メ ント 内 の SI が 示す メモ リー の 内 容 
を アキ ュ ム レー ター に だ 移す 。 REP に よる 繰り 返 
し は 無 意 味 

(AX また は AL) 一 (DS※*10H +SI) 
(SI) 一 (SI) 土 n (B な ら 1、W な ら 2) 











store string - byte word 転送 

アキ ュ ム レー ター の 内 容 を エク スト ラ セ グ メン ト 
内 の D I が 示す メモ リー に 移す 
(ES*10H +DI) 一 (AX また は AL) 
(DI) 一 (DI) 土 n (B な ら 1、W な ら 2) 





《 分 岐 命令 》 





JMP 


jump ジャ ンプ 

指定 し た 番地 に と ぶ 

レジ スタ ー の 値 が 示す 番地 に と ぶ 

メモ リー の 内 容 が 示す 番地 に と ぶ 

モニ ター の アセ ンプ ブ ラー で は も セ も グ メ ント を また が 
る JMP は 書け な い 。 機械 語 (0P-CODE は EA か 
FF、jadr は 153 ペ ー ジ 参照 ) で 入れ る 





jump short 指定 で きる と びさ き 番 地 は 現在 の 番 
地 一 128 か ら +127 の 午 囲 











jump if CX zero 

CX メレ ジス ター の 値 が 0 の 時 、 指 定 し た 番地 へ と 
ぶ 。 指 定 で きる 番地 は 現在 の 番地 一 128 か ら 

土 127 の 動 囲 





説 明 





また は JZ 
jadr 
また は JNZ 
jadr 
また は JNGE 
jadr 
また は JGE 
jadr 
また は JNG 
jadr 
また は JG 


jadr 

また は JNAE 
jadr 

また は JAE 

jadr 

また は JNA 
jadr 

また は JA 
jadr 

PR 。 


また は 守 PO 
jadr 
jadr 
jadr 
jadr 
jadr 





LOOP 


dr 
LOOPNZ ま た は 0 


LOOPZ また は "LOOPBE 


jadr 





十 
条件 ジャ ンプ 。 フ ラグ が それ ぞ れ の 条件 を 満足 し 


た 時 、 指 定 し た 番地 へ と ぶ 。 指定 で きる 番地 は 現 
在 の 番地 一 128 か ら +127 の 範囲 
jump equa1 グ jump zero 

件 ZF=1 


jump not equal グ jump not zero 
ク 


jump less than プ jump not greater equal 
条件 SF XOR OF=1 
jump not less than ブ jump gteater equal 
条 SF XOR OF=0 
jump less equal jump not greater than 
条件 (SF XOR OF) OR ZF= テ 1 
jump not less equal jump greater than 
条件 (SF XOR OF) OR ZF=0 
jump bellow jump not above equal 
条件 CF=1 


jump not bellow jump above equal 


jump bellow equal jump not above 
条 CF OR ZF=1 

jump not bellow equal jump above 

CF OR ZF=0 

jump parity jump parity even 
条件 PF= 

jump not parity jump parity odd 
条件 PF= 

jump overflow 条件 

jump not overflow 条件 

jump sign 条件 

jump not sign 条件 


の の 〇 〇 
紀 ロ コロ 


lll IIH 


どの ーー 








繰り 返し 命令 
CX を 1 減ら し て か ら 条 件 が 成立 し て いれ ば 、 指 
定 し た 番地 へ と ぶ 。 指 定 で きる 番地 は 現在 の 番地 
ー128 か ら +127 の 範囲 
1oop 条件 CX テ 0 
1oop not zero loop not equal 
条件 CX チ 0 か つ ZF=0 
1oop zero loop equal 
条件 CX デ 0 か つ ZF=1 





CALL 


jadr 
reg 
adr 





(data) 


call サブ ルー チン の 呼び 出し 

jadr ま た は reg また は adr で 指定 し た メモ リー の 

番地 か ら は じ ま る サブ ルー チン を 呼び 出す 。 復帰 

する 番地 (この 命令 の 次 の 番地 ) は スタ ッ ク に 入 

る 。 セ グ メ ント を また が る CALL は 機械 語 (OP 

FE 
る 








return サ プ ブルー チン か ら 復 帰 。data を 記入 する 
と SP に その 値 を 加算 。 セ グ メ ン を また が る RE 
は 機械 語 (0OP-CODE は CB) で 入れ る 








interrupt type で 指定 し た 割り 込み ベク トル 番 
号 に 対応 する 割り 込み 処理 に と ぶ 。 フ ラグ は スタ 
ッ ク に で 退避 する 。 IF と TF は 0 に な る 








INTO interrupt overflow OF が 1 の と き type 4H の 
割り 込み (オー バー フロ ー) が 起こ る 


IRETT - interrupt return 割り 込み か ら の 復帰 
退避 し た フラ グ は スタ ッ ク か ら 戻 る 








《CPU 制 御 命令 》 





| フラ グ の セッ ト 、 ク リア ー 

STD set direction flag DF の セッ ト 
DF~ー1 

CLD clear direction flag DF の クリ アー 
DFー0 

IS set interrupt flag IF の セッ ト 
IFー1 

馬上 clear 人 flag IF の クリ アー 
IF 

に 2 間 坦 の set carry flag CF の セッ ト 
CFー1 

9 了 ( の clear carry flag CF の クリ アー 
CFー0 

CMC complement carry flag CF の 反転 
CFーNOT (CF) 














NOP no operation 
何 も し な いで 次 の 命令 に 行く 


HL halt 外部 割り 込み が 発生 、 ま た は リセ ッ ト さ れ 
る まで cpu を 待ち 状態 に する 


wait 外部 の ハー ドウ エア と 同期 を と る た め cp 
u を 待ち 状態 に する 











ESC 命令 ,reg adr 員 escape 、 
数 値 デ ー タ プロ セッ サー の 制御 に 使う 





1ock bus バス ロッ ク 信 号 を 出力 し て 、 こ の 命令 
の 次 の 命令 を 実行 し て いる 間 は 、 バ ス を 他 の プロ 
セッ サー か ら 使 用 で き な い よう に する 





グ メ ント プレ フィ ックス 》 








オペ ラン ド の 物理 アド レス 計算 に 使う セグ メン ト 
レジ スタ ー を 変更 する 。 命令 ま た は オペ ラン ド の 
直前 で 指定 する 





( 注 ) 割り 込み ベク トル テー ブル は 、 割 り 込 み 処理 ルー チン を 呼び 出す た め の テ ー ブ ル で 、00000H 番 地 か ら 
003FFH 番 地 に 4 バイ ト ず つと び 先 の 番地 が 登録 し て ある 。 下位 2 バイ ト で ユー ド セ グ メン ト ベ ー ス 、 上 位 2 
バイト で オフ セッ ト を 表す 。 テ ー ブ ル の 4 バイ ト ご と に 00H か ら FFH ま で 2 5 6 の 番号 を 付け 、 こ れ を ベク 
トル 番号 と 呼ぶ 。 
I NT 命令 の type で ベク トル 番号 を 指定 すれ ば 、 対応 する 割り 込み 処理 ルー チン を 呼び 出す 。 
シス テム が 使う 割り 込み 処理 ルー チン を 不用 意 に 使う と 誤動作 する お それ が ある の で 、 通 常 ユ メー ザー が 使 
える の は 次 の も の に 限る 。 た だ し 、 割 り 込み 処理 ルー チン は ユー ザー が 準備 し て お く 必 要 が ある 。 
・ ベ クト ル テ ー ブ ル の 番地 ベク トル 番号 
00100H<001FFH 40H て 7FH 
003C4H て 003FFH FIHFFH 
150 





( 9. 9801 ニー モニ ッ ク と 機械 語 の 対応 表 ) 


《 機 械 語 コ ー ド の 生成 》 

機械 語 は 同じ 命令 で も 、 レ ジス ター や メモ リー の 指定 に より 、 命 令 の 長 さ が 変 わる ちる 。 ア セン プラ ー ニ ー モ 
ニッ ク の オペ レー ショ ンコ ー ド と オペ ラン ド の 形式 に より 4 種類 に 分 類 で きる 。 オ ペレ ーション コー ド に よ 
り , 1 バイ ト 目 が 決ま り 、 オ ペラ ンド で 2 バイ ト 目 以降 を 生成 する 。 

2 バイ ト 目 に レジ スタ ー や メモ リー 番地 の 指定 を する 場合 mod、reg、adr の 3 つの 2 進数 パラ メ 
ー タ ー を 組み 合わ せ て 作る 。 

《 レ ジス ター と メモ リー の 2 進数 パラ メー ター》 

レジ スタ ー メモ リー 








mod 三 
0 0 0 1 10 


〔BX+SI) 〔BX+SI) 〔BX+SI) 
〔BX+DI〕 〔BX+DI) (BX+DI) 





之 
ビ 


〔BP+SI) (BP+SI) (BP+SI) 
〔BP+DI) 〔BP+DI) (BP+DI) 
(SI) (SI) (SI) 
(DI) (DI) (DI) 
〔nnnn]〕 〔BP) 〔BP) 
〔BX) 〔BX) 〔BX) 


nn : 1] バイ ト の 変位 (Di sp) 
nnnn : 2 バイ ト の 変位 (Disp) 
(nnnn) : アド レス の 直接 指定 








軌 け の と の ワ 〇 
呈 選 思 思 ビ ビビ 

















《 機 械 語 の 形式 》 
(1) 形式 1 
レジ スタ ー と レジ スタ ー、 レジ スタ ー と メモ リー の 転送 や 演算 な ど オ ペラ ンド を 2 ご つ 指 定 する 形式 
オペ ラン ド : reg 。reg adr (reg adr は レジ スタ ー ま た は メモ リー を 意味 する ) 
reg adr 。reg 


1 パイ ト 目 ・・・・・ オペ レー ショ ンコ ー ド (OPCODE) 
2 バイ ト 目 ・・・・・ レジ スタ ー、 メ モリ ー の 指定 
b7 b6 b5 b4 b3 2 bl b0 








オペ ラン ド の reg また は adr を 指定 
オペ ラン ド の reg を 指定 
8C・8E の MOV 命 令 は seg を 指定 
(b5 に 0 、b4 と bD3 に セグ メン トレ ジス ター を 指定 ) 
reg また は adr の モー ド (mod ) を 指定 
9 バイ ト 目 以降 ・・・ メ モリ ー 番 地 の 指定 に 変位 が ある 時 、 1 また は 2 バイ ト の 変位 を 付け る 
変位 は 、 下 位 バ イト と 上 位 バ イト が 逆 に な る 


lmod | reg | re aar | 
丁 4 























・reg と reg (mod 三 11) ( 例 ) ADD BX,SI 
reg BX= テ 011.reg SI=110 
OP-CODE | reg reg 2 バイト 目 = (11011110) =DE 
1 機械 語 : 0 3 DE 
-・reg と adr 直接 指定 (mod =00 ,adr 110 ) ( 例 ) ADD BX,。 (1000) 
reg 三 BX=011 
| rpg |oremi0 | dispmt | aspm | 2 バイ ト 目 (OOO11110) =1E 
1 ー 5 機械 語 :031E0010 





(disp-L は 変位 の 下位 バイ ト 、disp-H は 上 位 パ イト ) 
ょ ま 51 


・reg と adr 間接 指定 一 変位 な し (mod =00 ,adr デ 110 ) 
0P-CODE |wew adr | 











・reg と adr 間接 指定 一 変位 1byte (mod =01) 
Oreg adr | disp | 





| 0P-CODE 
当 1 





・reg と adr 間接 指定 一 変位 2byte (mod =10) 
0P-CODE | 10reg adr M disp- | disp-H | 
(disp-L は 変位 の 下位 バイ ト 、disp-H は 上 位 バ イト ) 
(2 ) 形式 2 











( 例 ) ADD BX, 〔S1I〕 
reg 王 BX 三 011.adr = 〔SI) =100 
2 バイ 1 病 RU = テ 1C 
機械 語 : 


( 例 ) ADD BX,10 (SI〕) 
reg 王 BX テ 011,adr = 〔SI) =100 
2 バイ 『 還 JJ00 =5C 
機械 語 : 035C10 


( 例 ) ADD BX,1000 (SI〕 
reg 三 BX テ 011.adr = 〔SI〕) =100 
2 バイ ト 目 = (10011100) =9C 
機械 語 :039C0010 





レジ スタ ー ま た は メモ リー へ ヘ へ デー タ の 転送 、 デ ー タ と の 演算 な ど 。 ま た は 1 バイ ト 目 の 命令 で 使用 


する レジ スタ ー が 決ま る も の 。 
オペ ラン ド : reg adr ,。data 
reg adr 
REG 。reg adr 
reg adr ,。REG 


1 バイ ト 目 ・・・・< オペ レー ショ ンコ ー ド 
に な る 
2 バイ ト 目 ・・・・・ レジ スタ ー、 メ モリ ー の 指定 
b7 b6 b5 b4 b3 b2 bl b0 


soa XXX re /amr 
に ーー 











(REG は 機械 語 ユ スー ド 表 の オペ ラン ド 指 定 で 、 
大 文字 で 表し た レジ スタ ー) 


2 パイ ト 目 の b5 て b3 の 3 ビッ ト と あわ せ て 1 つの 命令 


命令 の 一 部 


| オペ ラン ド の reg また は adr を 指定 





3 バイ ト 目 以降 ・・ 


reg また は adr の モー ド 指 定 
・ メ モリ ー 番 地 の 指定 に 変位 が ある 時 、 1 また は 2 バイ ト の 変位 を 付け る 
デー タ が あれ ば 、 次 に バイ ト の 処理 で は 1 バイ ト 、 


ワー ド の 処理 で は 2 バイ ト を 


続け る 。 デ ー タ は 下位 バイ ト と 上 位 バ イト が 逆 に な る 


・TG6g (mod =11) 
| OP-CODE 
ー コ 








(data-L は デー タ の 下位 バイ ト 、data-H は 上 位 バ イト ) 








・adr 直接 指定 (mod =00 ,aqr =110 ) 
| OP-CODE |00xxx 110 | disp-L | disp-H H 
コー 昌 し 





( 例 ) ADD WORD 
xxx 一 ADD =000 


( 例 ) ADD BX,1000 
xxx 王 ADD =000.reg =BX=011 
2 バイ ト 目 = (11000011) =C3 
機械 語 :81C30010 





(2000) >1000 


2 バイ ト 目 = (00000110) = 
機械 語 :810600200010 


・adr 間接 指定 一 変位 な し (mod =00 , adr テ デ 110 ) 








( 例 ) ADD WORD (BX) ,1000 
xxx ADD =000.adr = 〔BX) =111 
2 バイト 目 = (00000111) =0 7 
機械 語 :81070010 


・adr 間接 指定 一 変位 1byte (mod =01) 
0P-CODB | 0hxxx adr 





disp data-L data-H 

( 例 ) ADD WORD 2 0 〔(BX〕) , 1000 
xxx 王 ADD =000.adr ニ 〔BX〕) =111 
2 バイ ト 目 = (0O1000111) =47 
機械 語 :8147200010 


・adr 間接 指定 一 変位 2byte (mod =10) 
O0P-CODE | 10xxx adr disp-L し | disp-HH data-L data- 上 H 
1 ーー 1 _T 1 ! h 


( 例 ) ADD WORD 2000 (BX) ,1000 
xxx 三 ADD =000.adr デ 【〔BX〕) =111 
2 バイ ト 目 = (10000111) =87 
機械 語 :818700200010 




















($3) 形式 3 
レジ スタ ー や メモ リー を 指定 せ ず 、 デ ー タ 、 変 位 、 ポ ー ト 番号 、 割 り 込 み ベ クト ル 番 号 を 指定 。 
また は 、 オ ペレ ーション コー ド の 1 バイ ト 目 で 使用 する レジ スタ ー が 決ま る も の 。 
オペ ラン ド : data また は jadr また は port また は type 
REG ,data また は jadr また は port また は type 
(REG は 機械 語 コー ド 表 の オペ ラン ド 指 定 で 、 大 文字 で 表し た レジ スタ ー) 





1 バイ ト 目 ・・・・・ オペ レー ショ ンコ ー ド (レジ スタ ー の 指定 を 含む 場合 も ある ) 
2 バイ ト 目 以降 ・・・ デ ー タ 、 変 位 、 メ モリ ー の と びさ き 番 地 を 1 また は 2 バイ ト で 指定 
・data ( 例 ) ADD AX, 1000 
ーー 機械 語 :050010 
0P-CODE data-L data-H 
・jadr ( 例 ) 1000 JE 1052 
ーーーーー ャ ーー エーーーーーー) 1P=1002 , jadr ニ 1052 





! seg-H  ! IP 一 jadr=50 
に ーーー ポー っ or2ewanera イ ーー 機械 語 :7450 
(seg-L は セグ メン ト ベ ー ス の 下位 バイ ト 、seg-H は 上 位 バ イト ) 


アセ ンプ ラー の オペ ラン ド で は と びさ き 番 地 (jadr) を 指定 する が 、 機 械 語 で は IP に 対す る 変位 を 指 
定 す る 。IP は 次 の 命令 の 番地 を 指し て いる 。 

IP に 対す る と び 先 の 変位 が ー128 バイ ト か ら +127 バイ ト 以 内 の 場合 に は disp-L を 指定 する 。 こ れ を 
こえ る 場合 に は disp-L と disp-H を 指定 する 。 セ グ メ ント を また が る 場合 は 、 セ グ メ ント ベー ス を seg- 
L と srg-H で 指定 する 。 


・type ま た は port ( 例 ) INT 5 
機械 語 : CD0O5 











| 0P-CODE | gme ノ port | 





(4) 形式 4 
オペ ラン ド な し 。 ま た は 、 レ ジス ター が 1 バイ ト 目 で 決ま る も の 。 
(機械 語 コ ー ド 表 の オペ ラン ド 指 定 が 大 文字 で 表し た レジ スタ ー だ け ) 


1N 放 ド 目 さそ を * オペ レー ショ ンコ ー ド 
( 例 ) MOVSB 
機械 語 : 


0P-CODE 


ーー ト 。 還 還 し - コ 


( 例 ) INC A 
機械 語 : 4 
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《8 0 8 6 相当 機械 語 コ ー ド 》 





ニー モ | オペ ラン ド 指 定 
ニッ ク : 





reg ノ adr は レジ スタ ー ま た は アド レス 。B プ W は バイ ト ま た は ワー ド 





ニー モ | オペ ラン ド 指 定 
ニッ ク : 












ADD 1 reg グ adr reg 


SBB AL, data 








ADD 1 reg ノ adr , reg 


1 






SBB | AX, data 








ADD ireg > Teg ノ adr 





PUSHIDS 








ADD i reg >Teg プ adr 





POP DS 








ADD |AL,data 








AND ireg ノ adr , reg 





ADD AX,data 


AND i reg ノ adr , reg 








PUSHIES 








ーー 





POP ES 





ま ー 


AND i reg >Teg ノ adr 
AND 1 reg >Teg ノ adr 























































OR ireg ノ adr,reg AND 1 AL ,data 
OR ireg ノ adr、reg AND | AX 。data 
0AIOR Ireg >Teg ノ adr ES: : 


























OR ireg >Teg ノ adr DAA : 
OR 1 AL 。data SUB i reg ノ adr,reg 
OR AX。,data SUB jreg adr.reg 





ーー 









SUB 1 reg >Teg ノ adr 








SUB i reg >Teg ノ adr 








ADC reg ノ adr , reg 








ま 


AL , data 








1 1 | ADC ireg ノ adr,reg 








・ 


12 1ADC ireg >Teg ノ adr 








AX , data 








13 1ADC ireg >Teg ノ adr 











14|ADC AL,data 









ireg ノ adr,。reg 














三 守 
15 





ADC AX,data 









ireg ノ adr。reg 








+ー 





16|PUSHiSS 


一 * 


ireg >Teg ノ adr 











17]PoP [SS 








キーーーー- 


ireg >Teg ノノ adr 








181SBB ireg ノ adr。reg 





1 AL > data 








19 1SBB ireg ノ adr,reg 





1 AX data 








ireg >reg ノ adr 











ireg >Teg ノ adr 

















ニー モ 。 : オペ ラン ド 指 定 


reg ノ adr は レジ スタ ー ま た は アド レス 。B プ W は バイ ト ま 


ニー モ |! オペ ラン ド 指 定 


た は りー ド 







































































































B 
ニッ ク : デック ! 
CMP rag ノ awr 。reg PUSHISP W 
CMP rag ノ air 。reg PUSHIBP 了 E 
CMP je >Teg ノ adr PUSHISI W 
CMP ee >Teg ノ adr PUSHIDI | 
CMP TFT POP 1AX W 
CMP AX 。data POP Cx Im 

| POP DX W 
PoP Bx W 
POP sp W 
PoP |BP 9 
Pop Si W 
PoP DI N 




















JO 1 jadr 









ーー 





JNO jadr 








JB ノ JNAE ijadr 


H 
+ 












JNB ノ JAE jadr 








JE/JZ jadr 








JNE ノン JNZ jadr 











JBE ノ JNA jadr 








JNBEJA jadr 








JS jadr 





ーー 


JNS jadr 














JP ン JPE jadr 








PUSH:CX JNP ノ JPO jadr 








ー ト 


PUSH IDX 





エン JNGE jadr 
















PUSHIBX JNL JGE jadr 













ニー モ 
ニッ ク : 


オペ ラン ド 指 定 


reg ノ adr は レジ スタ ー ま た は アド レス 。B プ W は バイ ト ま 






オペ ラン ド 指 定 





ニー モ 
ニッ ク 1 





7E 


JLE ン JNG jadr 


9 A 


ー+ 


CALL | jadr (を グ メン ト 直 換 ) | 





7F 


JNLE ノ JG jadr 





9 B 


WAIT 




















8 0 | 別表 の ① |reg ノ adr,data 9ClpsHE 『 
8 1 | 別表 〇 Ireg グ adr 。 data 9DIPOPF | 
8 2 | 別表 の reg adr,data 9E|SAHF : 
8 3 | 別表 ① iree グ adr , data 9FILAHF | | 


























84|TEST iree ノ adrrres A0 1 1 AL 。adr 注 3 
8 5 TEST ireg ノ adr,reg A1 | MOV 1 AX ,adr 注 3 
8 6 XCHG reg adr,reg A21MOV 1 adr > 人 A 北 注 3 











8 7 |xcHo i reg ノ adr , reg 


ナーー 





A3 





MOV adr ,AX 





8 8 


MOV Ireg ノ adr 。 reg 





A4 





ーー と 


MOVSB 





8 9 


MOV ireg ノブ adr 。 reg 





A5 





ー+ 





MOVSM 





8 Alwoy 


| | 


iTeg >Teg ノブ adr 


A6 














8 B 


ュー 


MOV i reg >Teg ノブ adr 


| 


| 性 |C 避 | 所 | ロモ | 和 || 写 








ー] 


8 C 





MOV ireg ノ adr,。seg 注 1 








TEST IAL,data 





8 D 


ーーー+ 


LEA lreg > adr 





TEST IAX,data 





8E 


MOV seg >reg ノ adr 注 1 





ー 


STOSB 





ニー ド 





8F 


POP 注 2 


宅 | 衝 | 所 | 宅 








ST0SW 





9 0 


ireg グ adr 


ト 


NOP 








LODSB 





9 1 





LODSm 





9 2 


|xcmciAx,cx 
XCHG 





AX , DX 





SCASB 


ーー を 





9 3 


| AX 。BX 








SCASW 





9 4 


AX, SP 





MOV |AL,data | 





9 5 


1 AX ,BP 


ユー 


MOV |CL,data 





9 6 


1AX。SI 





上 


MOV [DL,data 





9 密 


XCHG IAX,DI 





ー+ 








MOV BL,data 





9 8 


CBW 








MOV | AH,data 





9 9 


CWD 





156 





ーー 






MOV CH,data 





た は ワー ド 









reg ノ adr は レジ スタ ー ま た は アド レス 。B プ W は バイ ト ま た は ワー ド 





























B B 
ンド 指定 OP | ニー モ ! オペ ラン ド 指 定 グ の 
H ニッ ク ! W 
1 DH ,data ps | ae ireg ノ adr,CL B 
B7 |MOV !BH,data D 3 | 別表 reg adr,CL W 





ュー 


B8 |MOV |AX,data D4|AAM | (2 バイ ト 目 =0A) 


(2 バイ ト 目 = 0 A) 





0 





B9|MOV |CX,data 
]soy 1 DX ,data 








BC|MOV |SP,data 


MOV !BP,data 


D8|ESC 命令,reg ノ adr 
D9 1ESC 1 命令,reg ノ adr 注 4 
叶 MS9 1 命令 reg ノ adr 注 4 
DB | ESC | 人 人 ,reg ノ adr 注 4 
DC|ESC 1 多久,reg ノ adr 注 4 


ーー 


DD|IESC | 命令,reg プ adr 注 4 
DE ESC 命令 reg グ adr 
DF |IESC 1 命令 reg ノ adr 
E 0 | LOOPNE ノ LOOPNZ jadr 
E 1 ee 00pz jaar 


E2|LOOP jadr 


ョ 1 ] 
























BB|MOV |BX,data | 


= キーーー 





MOV SI,data 


ーー 











DI ぅ data 




























































E3 | JCXZiiar 
テー E4|IN AL ,port B 
ーー テー mp 1 AX , port W 
aata (セグ メン ト 間 ) E6 |OUT aert。 AL B 
| (セグメント 間 ) E7 |OUT pert 。 AX ]m 

INT 13 BE8lcALLijar 
me (3) E9 | JMP 1jaar | 





EA|JMP jadr (セグ メン ト 間 直接 ) 


EB |JMPSijadr 
























ke ireg adr,1 Ln iAL,DX lp 
別表 ② ireg ノ adr。1 IN 1AX 。 DX 





reg ノ adr は レジ スタ ー ま た は アド レス 。 B ン W は バイ ト ま た は ワー ド 






OP | ニー モ オペ ラン ド 指 定 


ニッ ク ! 









EE | oOT 8 有 芝 。 凡 





別表 ③ ireg グ adr 
CLG : 






EF |OUT |DX,AX 









F01LOOK STI 


F1 | ーー! 








CLI 








F2 | REPNE REPNZ ST TI 









F 3 | RBP REPB ン REPZ | 
F4 | HLT 
F5|CMC | 別表 ④ 

F 6 | 別表 ③ reg ノ adr 別表 ④ 

注 1 形式 1 で 2 バイ ト 目 の b5=0.b4 て b3 ニ セグ メン トレ ジス ター と し て 指定 

注 2 形式 2 で xxx は 000 の み 

注 3 アド レス の 直接 指定 。 2 バイ ト 目 に 番地 の 下位 バイ ト 、 3 バイ ト 目 に 上 位 バ イト 


注 4 形式 2 と 同じ だ が 、 1 バイ ト 目 の 下位 3 ビッ ト と 2 バイ ト 目 の b5 て b3 (xxx ) の 3 ビッ ト の 計 6 ビ 
ッ ト で 命令 mod,reg,disp で レジ スタ ー や メモ リー を 指定 


CLD 









STD 



























別表 の て ④ は 形式 2 に 属す る 

《 別 表 ①》 80 て 83 ニー モニ ッ ク オペ ラン ド 指 定 reg ノ adr,data 

(2 バイ ト 目 mod ,xxx 。reg / adr) 

001 : 010 昌 OH1 日 100 100 [110 im 


よー + ーー ドーーーーー 








iOR ADC |SBB |AND [SUB :XOR |CMP 





! H ! H ! 
ー+ + ーーー テ ーー + + ーー 
H 『 H r H 


1ADC [SBB 『ーーー ISUB : | CMP 








0P=82 は 80 と 同じ 。0P=83 は data を 1 パイ ト に し て 符号 付き 拡張 


《 別 表 ⑨》 D0 て D3 ニー モニ ッ ク オペ ラン ド 指 定 reg ノ adr , 1 また は CL 
XXX (2 バイ ト 目 mod ,xxx 。reg / adr) 
000 : 001 : 010 昌 OH1 上 100 | 101 : 110 


ーー 


iRCR SAL [SHR ーーー 








DO|ROL |ROR |RCL 


1 SHL 
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《 別 表 ⑨》 F6CF7 ニー モニ ッ ク オペ ラン ド 指 定 reg ノ adr 









xxx (2 バイ ト 目 mod ,xxx 。reg / adr) 
00O ! 001 | 00 | OH 用 10 1 101 [ 10 | 1 


! ! H 
+ー ーー ューー ー+ ー+ 








F6|TEST1--- INOT INEG IMUL IMULEDIV 1iIDIV 
F 7 





TEST の み オ ペラ ンド 指定 が reg ブ adr ,data と な る 


《 別 表 ④》 FE て FF ニー モニ ッ ク オペ ラン ド 指 定 reg ノ adr 
XXX (2 バイ ト 目 mod ,xxx 。reg / adr) 
00O ! 001 ! OO | OH | 100 101 | 110 | 


ー+ ー ー ォ ー て ー ャ ーー 


INC DEC :- ーーー ヨーーー | ーーー 


ォ ーー ューー ュー ー 


























INC DEC |CALLICALLIJMP |JMP | PU 中 ! ニーー 


xxx 王 010.100 は セグ メン ト 内 間接 CALL,JMP。reg また は adr の 内 容 が 示す 番地 に と ぶ 
xxx ー011.101 は セグ メン ト 間 間接 CALL,JMP。 オ ペラ ンド は adr の み 。 指 定 し た メモ リー 
番地 の 内 容 が と びさ き 番 地 。 と び 先 の ユー ド セ グ メン ト 番 地 は 、 (メモ リ ー 番 地 + 2) の 
2 バイ ト で 指定 する 
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(10. 9801 USR 関 数 と CALL 文 の 使い 方 ) 
交 機械 語 プ ログ ラム の 作成 と ロー ド 式 


《 機 械 語 ア ログラム の 作成 一 DISK 一 BASTIC の 場合 》 
(1) CLEAR 文 を 使っ て 機械 語 プ ログ ラム 領 域 を メモ リー に だ 確保 する 。 
( み ) 実際 に どこ に 機械 語 ア ログ ラム を 作る か を 決め る 。 こ こ で 決め た セグ メン ト ベ ペー ス 番 地 と オフ セ 
ッ ト は 、BAS1TC で 機械 語 ア ログ ラム を 使う と き に 必要 な の で 必ず 記録 し て お く 。 
(3) モニ ター に だ 入り 、C コ マン ド を 使っ て 機械 語 セ を グ メ ント ベー ス 番 地 を (2 ) で 決め た 番地 に 設定 
する 。 モ ニタ ー に 入る 前 に DEF SEG 文 を 実行 し て も よい 。 





(4) A コ マン ド を 使っ て (2) で 決め た オフ セッ ト か ら 機 械 語 プ ログ ラム を 入力 で きる よう に する 。 
(5) アセ ンプ ラー ニー モニ ッ ク を 使っ て 、 機 械 語 プ ログ ラム を 入力 する 。 
(6) BASTIC に 戻り 、BSAVE 命 令 で 機械 語 ア プロ グラ ム を ディ スク に 保存 する 。 
( 例 ) CLEAR ,&HIFO0O 機械 語 プ ログ ラム 領域 の 確保 
OK 
MON モニ ター を 動か す 
h〕) CIF0O0O 機械 語 セ グ メ ント ベー ス 番 地 の 設 定 
h〕) A0000 オフ セッ ト が ゼロ の 場所 か ら プ ログ ラム を 入力 する 
0000 2E8C160001 MOV CSi 〔0100) 。SS 
0005 2E89260201 MOV CS: (0102) ,SP ニー モニ ッ ク で 機械 語 
プロ グラ ム を 入れ る 
h) ^B BAS 1IC に 戻る 
OK 
BSAVE "PROG0 ”,&HO000,&HO400 
機械 語 プ ログ ラム を ディ スク に 保存 する 
上 の 例 で は 、 機 械 語 エ リア の セグ メン ト ベ ー ス 番地 と し て 1 F 0 0 H を 指定 し て いる 。RAM が 128K 
B の 場合 、R AM の 番地 は 0 0 0 0 0H か ら 1FFFFH に ある か ら 、 機 械 語 エ リア と し て 絶対 番地 で 1 F 
0 0 0H か ら 1FFFFH ま で の 1 0000H=4KB が 取ら れる 。 
《 機 械 語 ア ログ ラム の 作成 一 ROM-BAS 1IC の 場合 》 
ディ スク が な いと モニ ター の A コ マン ド は 使え な い 。 手 作業 で プロ グラ ム を 機械 語 に お きか え 、 コ マン 
ド を 使っ て 1 6 進 唐 で 入力 する 。 BSAVE 命 令 は 使え な い の で 、 モ ニタ ー の W コ マン ド を 使っ て 機械 語 プ 


ログ ラム を カセ ッ ト に 保存 する 。 


( 例 ) CLEAR ,&H1F0O0O 機械 語 プ ログ ラム 領域 の 確保 
OK 
MON モニ ター を 動か す 
h〕) CIF0O0O 機械 語 セ グ メ ント ベー ス 番 地 の 設 定 
人 オフ セッ ト が ゼロ の 場所 か ら プ ログ ラム を 入力 する 
0000 2E 


8C 16 00 01 2E 89 26 02 01--- 
1 6 進数 で プロ グラ ム を 入れ る 

h) WPROG0,0000,0400 
h〕) ^B 


〕 
OK 
《 デ ィ ス ク に 保存 し た プロ グラ ム の ロー ド 》 
つぎ の よう な 手順 で 、 メ モリ ー に ロー ド す る 。 
(1) CLEAR 文 を 使っ て 機械 語 プ ログ ラム 領域 を 確保 する 。 
(2) DEF EG 文 を 使っ て 、 機 械 語 セ グ メ ント ベー ス 番 地 を プロ グラ ム を 作っ た 時 と 同じ に する 
(3) BLOAD 命 令 を 使っ て 、 機 械 語 プ ログ ラム を メモ リー に ロー ド す る 。 
BAS 1 C の 命令 だ け を 使っ て 準備 作業 が で きる の で 、 プ ログ ラム の 先頭 で 次 の よう な 処理 する 。 
( 例 ) 10 CLEAR ,&HI1F0O0O 機械 語 プ ログ ラム 領域 の 確保 
20 DEF SEG=&H1F0O0 機械 語 セ グ メ ント ベー ス 番 地 の 設定 
30 BLOAD "PROG0”* 機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る 
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《 カ セッ ト に 保存 し た プロ グラ ム の ロー ド 》 
モニ ター の R コ マン ド を 使っ て メモ リー に ロー ド す る 。 この 場合 、B AS 1 C の 命令 だ け で は 準備 作業 は 
で き な い 。 B AS 1 C の プロ グラ ム を 実行 する 前 に 次 の よう な 操作 を する 。 


( 例 ) CLEAR ,&H1FO0O 機械 語 プ ログ ラム 領域 の 確保 
OK 
DEF SEG=&HIF00 機械 語 セ グ メ ント ベー ス 番 地 の 設 定 
OK 
MON モニ ター を 動か す 
h) RPROG0 機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る 
Found:PROG0 
h) ^B B AS 1 C に 戻る 
OK 
《P OKE 文 で 機械 語 を 扱う 方 法 》 


モニ ター の 機能 を 使わ ず 、POKE 文 を 使い 1 6 進数 の 形 で 機械 語 プ ログ ラム を メモ リー に 入れ る こと が 
で きる 。 次 の よう な 処理 を プロ グラ ム の 先頭 に 書い て お く 。 


( 例 ) 10 CLEAR ,&HI1FOO 機械 語 プ ログ ラム 領域 の 確保 
20 DEF SEG=&H1F0OO 機械 語 セ グ メ ント ベー ス 番 地 の 設定 
40 POKE &HOO0O0O,&H2E 1 6 進数 の 形 で 機械 語 プ ログ ラム を 入れ る 
50 POKE &HOOO1,&H8C 


D ATA 文 を 使っ て プロ グラ ム 入 力 する 方 法 は 2 0 1 頁 参 照 
機 械 語 プ ログ ラム の 呼び 出し 方 次 


機械 語 で 書い た プロ グラ ム を B A S I C の プロ グラ ム で 利用 する に は 、USR 関 数 (ユー ザー 関数 ) と し 
て 呼び 出す 方 法 と 、CALL 文 で す プ ルー チン と し て 呼び 出す 方 法 の 二 通 りあ る 。 


《USR 関 数 

US R 関 数 で 機械 語 の アプ ログラム を 呼び 出す と 、B AS I C の 関数 と 同じ よう に 使え る 。 計 算 の 結果 は U 
SR 関数 自体 が 持つ の で 、 計 算式 の 中 で U SR 関数 を 使っ た り 、1F 文 の 条件 に 書く な ど 、 さ ま ざ ま に だ 使え 
る 。USR 関 数 に 返す 値 の 型 は 、 引 き 数 の 型 と 同じ こす る 。 引 き 数 に は 定数 、 変 数 の ほか 、 式 が 書け る 。 た 
だ し 、 引 き 数 は 一 つ し か 書け な い 。 USR 関 数 は DEF USR 文 で 先頭 番地 を 宣言 し て か ら 呼 び 出す 。 


( 例 ) 1 0 CLEAR ,&HI1F0O0 機械 語 プ ログ ラム 領域 の 確保 
2 0 DEF SEG=&HIFOO 機械 語 セ グ メ ント ベー ス 番 地 の 設 定 
3 0 BLOAD "PROG0" 機械 語 ア ログ ラム を ロー ド す る 
100 DEF USR0O=&H0 USR 関 数 を 先頭 番地 (オフ セッ ト ) の 宣言 
110 INPUT A 
120 B=USR0O) (A) USR 関 数 の 呼び 出す 
130 PRINT A,B 
140 END 
《CALL 文 》 
CALL 文 で 機械 語 プ ログ ラム (機械 語 サ プル ー チ ン ) を 呼び 出し て 使う と き は 、USR 関 数 と は 異な り 
複数 の 引き 数 を 受け 渡し で きる 。 引 き 数 は 機械 語 サ ブルー チン に 慎 を 渡す だ け で は な く 、 値 を 返す た め に も 


使え る 。 た だ し 、 引 き 数 に は 変数 し か 書け な い 。 機 械 語 サ プル ー チ ン を 呼び 出す に は 、 先 頭 番地 を サブ プル ー 
チン 名 (変数 ) に 入れ て お く 必 要 が ある 。 


( 例 ) 1 0 CLEAR ,&H1F00 機械 語 プ ログ ラム 領域 の 確保 
2 0 DEF SEG=&HI1F0OO 機械 語 セ グ メ ント ベー ス 番 地 の 設 定 
3 0 BLOAD "PROG1“ 機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る 
100 SUB1=&HO000 サブルーチン 名 に 先頭 番地 (オフ セッ ト ) を 入れ る 
110 INPUT A 
120 CALL SUB1 (A,B) 機械 語 プ ログ ラム を 呼び 出す 
130 PRINT A,B 
140 END 
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宮 機械 語 プ ログ ラム の 作り 方 区 


《 機 械 語 ア ログ ラム の 構造 》 機械 語 エ リア (下位 番地 ) 
機械 語 ア プロ グラ ム は 、 右 図 の D て ⑥ の 処理 部 と 
⑦② て ⑨ の デー タ 部 と スタ ッ ク 部 か ら 成る 。 機 械 語 
プロ グラ ム が USR 関 数 や CALL 文 か ら 呼 ば れ 
た と き 、DEF SEG 文 で 指定 し た 機械 語 セ グ 
メン ト ベ ー ス 番地 が CS レジ スタ ー に 入る 。 
USR 関 数 と CAL 工 文 の 「 入 り 口 の 処理 」 で 
は スタ ッ ク ポ イン ター を 保存 し て か ら 設 定 する 。 
また 、USR 関 数 や CALL 文 に 戻る と き の 「 出 
口 の 処理 ]」 で は スタ ッ ク ポ イン ター を 元 に 戻す 。 
引き 数 を 取り 出し た り 害 き 込ん だ りす る と き 、 
USR 関 数 と CALL 文 で は 引き 数 の 扱い 方 が ち 
が う 。 ま た 、 引 き 数 が 数 値 か 文字 列 か に よっ て も 
引き 数 の 扱い 方 が 異な る 。 


《 入 り 口 と 出口 の 処理 》 

機械 語 プ ログ ラム か ら BAS 1I CC に 戻る に は 必 
ず TIRETT 命 令 を 使う 。BAS1IC は 機械 語 プ ロ 
グラ ム を 機械 語 の 1 N 華 命令 で 呼び 出し て いる た 
め 、 ス タッ ク に は 戻り 番地 と し て オフ セッ ト 番 地 
と ベー ス 番 地 の 4 バイ ト が 入っ て いる 。 

B AS I C に 戻る と き に は 必ず スタ ッ ク ポ イン 
ーー の 抽 の 市 全 導 同書 環 拉 時 あら 


e 


デー① ス タッ ク ポ イン ター の 
保存 と 設定 

ー② 引 き 数 の 取り 出し 

デー③ 計 算 

ー④ 引 き 数 の 書き 込み 

ーー⑤ ス タッ ク ポ イン ター の 回 復 

ーー⑥ リ ター ン 

ー⑦ 機 械 語 変 数 エリ ア 


デース タック 
1 : スタ ッ ク と し て 使う 方 向 


ー⑨ ス タッ ク ポ イン ター 保存 場所 
(上 位 番 地 ) 





《 ス タッ ク の 処理 》 

スタ ッ ク を 8 レベ ル (1 6 バイ ト ) を 超え て 使う と き は 、 機 械 語 エ リア に スタ ッ ク 部 を 用 意 す る 。 ス タッ 
ク 部 の 最後 の 4 バイ ト を スタ ッ ク ポ イン ター の 保存 場所 と し て 、 そ れ 以 前 を スタ ッ ク と し て 使う 。 ス タッ ク 
が 8 レベ ル 以 下 の と き は 、 ス タッ ク 部 を 用 意 し な く て よい 。 

機械 語 ア プロ グラ ム に 入っ た と き 、DS レ ジス ター は 引き 数 の セグ メン ト ベ ー ス 番地 を 、CS レジ スタ ー は 
機械 語 エ リア の セグ メン トペ ベー ス 番 地 を 指し て いる 。 そ こ で 、 ス タッ ク ポ イン ター の 処理 で は 、C S レジ ス 
ター で オペ ラン ド の セグ メン ト ベ ー ス 番地 を 指定 する 。 


スタ ッ ク ポ イン ター の 保存 と 設定 (nnnn は ⑨ ス タッ ク ポ イン ター 保存 場所 ) 
MO 


V CS : (nnnn) , SS SS レジ スタ ー の 値 を 〔nnnn) 番地 に し まう 
MOV CS : (nnnn+2〕) ,。SP SP レ ジス ター の 値 を 〔nnnn+ 2 ) 番地 に し まう 
MOV AX,。CS 機械 語 セ を グ メ ント の 場所 を AX に 取り 出す 
MOV SS,AX 取り 出し た 値 を SS に セッ ト す る 
MOV SP ,nnnn 呈 全 デジ 交 店 お 68 ホッグ 巡 鐘 区 9N 
ッ ト す る 
スタ ッ ク ポ イン ター の 回 復 
MOV SS ,CS : 〔nnnn〕 SS の 回 復 
MOV SP,CS: (nnnn+2〕) SP の 回 復 


交 引 き 数 の 取り 出し と 書き 込み 反 


《USR 関 数 を 使う 場合 の 引き 数 の 扱い 》 

機械 語 ア ログ ラム が US 民 関 数 か ら 呼ば れ た と き は 、 引 き 数 の 型 が A レ ジス ター に 入り 、 引 き 数 が FAC 
(浮動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ ー) に 入る 。FAC は BAS 1IC が 使う 8 バイ ト の 作業 場所 で 、D S レジ スタ 
ー が FAC の セグ メン ト 番 地 、BX レ ジス ター が FAC の オフ セッ ト を 指す 。 

引き 数 が 整数 型 か 単 精度 実数 型 か 倍 精度 実数 型 か 文字 列 型 か に よっ て FAC の 各 バ イト の 働き が 異な る 。 
また 、BX レ ジス ター が 指す FAC の オフ セッ ト も ちがう 。 
本 を 和 各 プログ ラム で は 、 人 し レジ スタ ー に 引き 数 の 型 を 、FAC に 計算 結果 を セッ ト し て 、USR 関 数 に 
USR 関 数 と 機械 語 プ ログ ラム で 引き 数 を や り と りす る と き の 、AL レ ジス ター・DS レ ジス ター・BX 
レジ スタ ー・F AC の 働き を まとめ た の が 、 つ ぎの 表 で ある 。 
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引き 数 の 型 ] 数 型 | 江守 型 | 倍 精 度 実数 型 | 文 字 列 型 


























D S レジ スタ ー の 値 FAC の セグ メン ト ベ ー ス 番地 

B X レ ジス ター の 値 | FAC の 5 バイ ト 目 の オフ セッ FAC の 1 バイ ト 目 | FAC の 5 バイ ト 目 の 
ト の オフ セッ ト オフ セッ ト 

| 4 ルレ ジス ター の 値 2 4 8 3 

rACo1n ト | ove 

FAC の 2 バイ ト 目 仮数 の 第 6 位 8bit 

FAC の 3 バイ ト 目 仮数 の 第 5 位 8bit 

FAC の 4 バイ ト 目 | 仮数 の 第 4 位 8bit 





FAC の 5 バイ ト 目 | 下位 8bit | 仮数 の 下位 8bit PET 
『AC の 6 バイ ト 目 | 上 mi 仮数 の 中 位 8bit | 仮数 の 第 2 位 8bit | sd オフ セッ ト 上 位 パ イト 
FAC の 7 バイ ト 目 _| 9 の Wi 仮数 の 最上 位 8bit | sd ペー ス 下位 バイト 
FAC の 8 バイ ト 目 | 指数 部 指数 師 | sd ペー ス 上 位 バ イト | 
ベー ス : セグ メン ト ベ ー ス 番地 、 s d : ス トリ ング ディ スク リプ ター 





























(1 ) 引き 数 が 数 値 の 場合 

US R 関 数 か ら A し レジ スタ ー に 引き 数 の 型 、DS レ ジス ター と BX レ ジス ター に F AC の 場所 が 渡さ れ 
る 。FAC (浮動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ ー) に は 引き 数 が 入っ て いる 。 

( 例 ) 引き 数 が 整数 の と き 、USR 関 数 か ら 呼ば れる 機械 語 プ ログ ラム は 次 の よう に 作る 。 


FAC kr: する (nnnn は ぐ ④ 機 械 語 変 数 エリ ア ) 
M 


CS : (nnnn) , BX FAC の オフ セッ ト と セグ メン トペ ベー ス 番 地 を 
MOV CS : 〔nmnnn+2〕) ,DS 保存 する 
数 値 を F ド AC か ら 取 り 出 す 
MOV AX , 〔BX) BX を オフ セッ ト に 使い 、 値 を AX に 取り 出す 


AX に 入っ て いる 計算 結果 を F AC に 入れ る 


LDS BX,CS: 【〔nnnn) 保存 し て お いた FAC の 番地 を DS と BX に 入れ 
MOV (〔(BX) , AX 計算 結果 を FAC に 入れ る 

BAS IC の プロ グラ ム に 戻る 
I RET 


(2 ) 引き 数 が 文字 列 の 場合 

機械 語 プ ログ ラム が USR 関 数 か ら 呼ば れ た と き は 、 引 き 数 の 型 (= 3) が A し レジ スタ ー に 入り 、FA 
C の 場所 が D S レジ スタ ー と BX レ ジス ター に 渡さ れる 。FAC に スト リン グ デ ィ ス クリ プター の オフ セッ 
ト と セグ メン トペ ー ス 番地 が 入っ て いる 。 ス トリ ング ディ スク リプ ター は 4 バイ ト で 、 引 き 数 の 文字 列 の 長 
さと 番地 を 示す 。 引 き 数 の 番地 は リロ ケー ショ ンコ ー ド と オフ セッ ト で 表す 。 リ ロケ ーション コー ド が 0 0 
HH な ら 文 字 列 は DX レジ スタ ー の 示す シン ボル テー ブル セグ メン ト に あり 、 0 0 H 以 外 な ら テ キス ト セ グ メ 
ント (セグ メン トペ ベー ス 番 地 は 0 0 6 0 H) に ある 。 機 械 語 プ ログ ラム の 中 で スト リン グ デ ィ ス クリ プター 
の 内 容 を 変え て は いけ な い 。 
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(DS) :FAC の セグ メン ト ベ ー ス 番地 
(B X) :FAC の オフ セッ ト 

















スト リン グ デ ィ ス クリ プター 文字 列 
FAC | | | | ABCDEFGHIJKLMNO 
スト リン グ デ ィ ス クリ プター 男 
の オフ セッ ト と セグ メン ト ベ 文字 列 の 先頭 の オフ セッ ト 
ー ス 番地 リロ ケー ショ ンコ ー ド 


文字 列 の 長 さ 




















( 例 ) 文字 列 を 取り 出す に は 、 次 の よう に する 。 
文字 列 の 場所 を DS ・S 1 に 、 文 字 列 の 長 さ を CX に 入れ る 


DS B 革 。 WWB 淡 J FAC か ら DS と BX に スト リン グ デ ィ ス クリ プター の 場所 
を 取り 出す 
MOV CX , 〔BXX) スト リン グ デ ィ ス クリ プター を 取り 出す 
CH に リロ ケー ショ ンコ ー ド 、CL し に 長 さ が それ ぞ れ 入る 
CMP CH,00 リロ ケー ショ ンコ ー ド の 値 に し た が っ て 文字 列 の セグ メン ト 


ベー ス 番 地 を 設定 する 
J 選 XXXX 番 地 ゼロ な ら DX の 値 を 使う 


XOR CH,CH CX を 文字 列 の 長 さ と し て 使う た め 、CH を ゼロ に する 
MOV DX,0060 文字 列 は 0 0 6 0H か ら 始 まる セグ メン ト に ある の で 、DX を 
設定 し な お す 
XXXX 番 地 MOV SI , 2 〔BX〕) SI に オフ セッ ト を 入れ る 
MOV DS ,DX DS に セグ メン トペ ベー ス 番 地 を 入れ る 
文字 列 か ら 文 字 を 取り 出す に は つぎ の よう に する 
MOV AL , 〔SI〕) AL に 文字 列 の 先頭 の 1 文字 を 取り 出す 


文字 列 を 置き 換え る に は 、 次 の よう に する 
MOV (SI) ,AL 文字 列 の 先頭 1 文字 に AL の 内 容 を 入れ る 


《CALL 文 を 使う 場合 の 引き 数 の 扱い 》 

機械 語 プ ログ ラム が CALL 文 か ら 呼 ば れ た と き は 、 引 き 数 の 番地 が テー ブル で 渡さ れる 。 こ の テー ブル 
を 引き 数 テー ブル と いう 。 DS レジスター と BX レ ジス ター が 引き 数 テー ブル の 場所 を 示す 。 D S レジ スタ 
ー が 引き 数 テー ブル の セグ メン ト ベ ー ス 番地 を 、BX レ ジス ター が オフ セッ ト を 持つ 。 

引き 数 テー ブル に は 引き 数 の 並び か た の 逆順 に 、 そ れ ぞ れ の セグ メン トペ ベー ス 番 地 と オフ セッ ト が 入っ て 
いる 。 引 き 数 が 数 値 の 場合 、 整 数 型 (2 バイ ト ) 、 単 精度 実数 型 (4 バイ ト ) 、 倍 精度 実数 型 (8 バイ ト ) 
の 先頭 番地 を 指す 。 文 字 列 の 場合 は 、、 ス トリ ング ディ スク リプ ター の 先頭 番地 を 指す 。 

機械 語 プ ログ ラム か ら CAL 工 文 に 結果 を 返す と き は 、 直 接 引き 数 に 値 を 入れ る 。 


@9! 時 | 上 機械 語 プロ グラ ム (引き 数 1 , 引き 数 2 , 引 き 数 3) 
(DS〕 : 引き 数 テー プル の セグ メン ト ベ ー ス 番 地 
(BX〕) : オ フ セ ッ ト 
較 引き 数 テー ブル (ベー ス : セグ メン ト ベ ー ス 番地 ) 


引き 数 3 の 時 引き 数 2 の | 引き 数 1 の 引き 数 1 の 
オフ セッ ト 。 ペー ス | オフセット 。 ペー ス 











オフ セッ ト ベー ス 





(1 ) 引き 数 が 数 値 の 場合 
引き 数 テー ブル に 、 引 き 数 の ある 先頭 番地 の セグ メン ト ベ ー ス 番地 と オフ セッ ト が 入っ て いる 。 


人 生 02S ーーーー 引き 数 テー ブル 引き 数 


16 4 


( 例 ) CALL SUB (A%,B%, C%, D%) の 場合 、 4 番目 の 引き 数 D% の 値 を AX レジ スタ ー に 
取り 出す に は 次 の よう に する 
D% は 最後 の 引き 数 だ か ら 引 き 数 テー ブル の 1 番目 に 番地 が 入っ て いる 。 
また 、DS レ ジス ター と BX レ ジス ター は 引き 数 テー ブル の 場所 を 示し て いる た め 、 5 
し が 終わ る まで 変え られ な い 。 オ ペラ ンド の 番地 指定 に は ES レジスター と S 1 レジ スタ ー を 使う 


LES SI , 0 〔BXX) B X は 引き 数 テー ブル の オフ セッ ト 
D% は 引き 数 テー ブル の 1 番目 な の で 、 0 〔BX〕 と 
する 。 2 番目 な ら 4 〔BX〕) と 、4 の 倍数 に な る 。 
この 命令 を 実行 する と ES に 引き 数 の セグ メン ト ベ ー 
ス 番 地 、S I に オフ セッ ト が 入る 

MOV AX,ES: [SI〕) AX に 引き 数 の 内 容 を 取り 出す 
ES : は セグ メン ト プ レ フィ ックス と 呼び 、 こ の 命令 
の 対象 の セタ グ メ ント を DS か ら ES に 切り 換え る 


(2 ) 引き 数 が 文字 列 の 場合 

引き 数 テー ブル に よっ て 指 さ れ た 引き 数 の スト リン グ デ ィ ス クリ プター に は 、 文 字 列 の 長 さと 場所 が 入っ 
て いる 。 文字 列 の 場所 は リロ ケー ショ ンコ ー ド と オフ セッ ト で 表す 。 リ ロケ ーション コー ド が 0 0 HH なら ば 
文字 列 は スト リン グ デ ィ ス クリ プター と 同じ セグ メン ト に あり 、0 0 H 以 外 な ら テ キス ト セ グ メ ント (セグ 
メン ト ベ ー ス 番地 は 0 0 6 0 H) に ある 。 


(DS) : 引き 数 テー ブル の セグ メン ト ベ ー ス 番地 
(B X〕) : 引き 数 テー ブル の オフ セッ ト 


引き 数 テー ブル 2 に 文字 列 


| ABcDEFGHIJKLMNO | 


ーー レーーTLLL 

の オフ セッ ト と セグ メン ト ベ 文字 列 の 先頭 の オフ セッ ト 

ー ス 番地 | 上 go ショ ンコ ー ド 
文字 列 の 長 さ 


0 SUB (A$ ,B$ ,C$ 、D$) の 場合 、D$ の 最初 の 1 文字 を 取り 出す に は 次 の よう 
D $ は 最後 の 引き 数 だ か ら 引き 数 テー ブル の 1 番目 に 番地 が 入っ て いる 。 


文字 列 の 場所 を ES・S I に 、 文 字 列 の 長 さ を CX に 入れ る 
LES SI , 0 〔BX) ES と SI に D$ の スト リン グ デ ィ ス クリ プター の 番 
地 を 入れ る 
MOV CX,。ES : 〔SI) スト リン グ デ ィ ス クリ フタ ー を 取り 出す 
CH に リロ ケー ショ ンコ ー ド 、CL し に 長 さ が それ ぞ れ 入る 

















MOV DX,ES スト リン グ デ ィ ス クリ プター の ある セグ メン ト ベ ー ス 番地 
を DX に 入れ る 

CMP CH,00 リロ ケー ショ ンコ ー ド の 値 に 従っ て 文字 列 の セグ メン ト ベ 
ー ス 番地 を 設定 する 

記 久 XXXX 番 地 ゼロ な と 文字 列 は スト リン グ デ ィ ス クリ プター と 同じ 
セグ メン ト に ある 

XOR CH,CH CX を 文字 列 の 長 さ と し て 使う た め CH を ゼロ に する 

MOV DX,0060 文字 列 は 0 0 6 0 H か ら 始 まる セグ メン ト に ある の で 


DX を 設定 し な お す 
XXXX 番 地 MOV SI,ES: 2 〔S1I)〕) SI に オフ セッ ト を 入れ る 


MOV ES,DX ES に セグ メン ト ベ ー ス 番地 を 入れ る 


文字 列 か ら 文 字 を 取り 出す に は つぎ の よう に する 
MOV AL,ES: 〔SIi〕) AL に 文字 列 の 先頭 1 文字 を 取り 出す 


文字 列 を 置き 換え る に は 次 の よう に する 。 
MOV ES: 〔SI) ,AL 文字 列 の 先頭 1 文字 に AL の 内 容 を 入れ る 
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11. 9801 機械 語 プ ログ ラム 集 
(1 ) 





機械 語 ア ログ ラム は モニ ター また は POKEB 命 令 で メモ リー 上 に 作る か 、 すでに セー ブ し て ある も の を 、 
BLOAD 命 令 で ロー ド す る 。 詳し く は 「USR 関 数 と CALL 文 の 使い 方 」 参照 。 


六 (98) 機械 語 例題 1 坊 


2. 


3. 


100 
110 
120 
130 
140 
Fun 
= 
= 
は 
0 


4 
] 
4. 


5. 


機能 
整数 型 引き 数 を ビッ ト パ タ ー ン と し て 扱い 、 値 が 1 の ビッ ト 数 を 数 える 。 


呼び 出し 形式 

DEF SEG=&H1F00 

DEF USR1=&H0O 

PRINT USR1 (整数 型 引き 数 ) 
利用 例 

ー3 か ら 3 ま で の 整数 の 1 に な っ て いる ビッ ト 数 を 数 え 、 ビ ッ ト 数 が 奇数 か 偶数 か を 表示 する 。 
DEF SEG=&H1F00: DEF USR1=&HO 


DIM P ま (1 ): P ま (0 )=" ク "ウス 9": Pb(1)=" キ スウ " 
FOR I%=-3 TO 3 

PRINT USING " 柱 提 井 菩提 & & "5 エ を USR1(T を ) ,P ま (USR1( [を ) MOD 2) 
NEXT 1% 


15 キス ウ 
15 キス ウ 
よら の "ウリ スウ 
0 の ドウ リウ 
ルル えり 

1 キス 9 

2 ク " ウ スウ 


制約 事項 
整数 型 以外 の 引き 数 で は な に も し な い 。 こ の と き USR 1 の 値 は 引き 数 の 値 と 同じ に な る 。 


機械 語 プ ログ ラム 入り口 状 態 : AL 一 引き 数 の 型番 号 (整数 型 な ら ば 2 ) 
BXー FAC の 整数 型 引き 数 の 値 の 下位 1 バイ ト の オフ ャ ッ 
ト 


DS 一 FAC の セグメント ベー ス 


CS=1F00 CS 一 コー ド セ グ メン ト ベ ー ス ( 値 1F 0 0H) 

0000 3C02 CMP AL,02 引き 数 の 型 が 整数 型 (型番 号 が 2) か どう か 調べ る 

0002 7512 JNE 0016 鞍 数 型 で な けれ ば 戻る 

0004 8B07 MOV AX,LBX] AX に 引き 数 の 値 を 取り 出す 

0006 B91000 MOV CX,0010 CX に だ 繰 り 返 し の 回 数 1 6 (ビッ ト 数 ) を 入れ る 

0009 31D2 XOR DX,DX 1 に な っ て いる ビッ ト 数 の カウ ンタ ーDX を クリ アー する 
000B D1E0O SAL AX,1 AX を 1 ビッ ト 左 に ずら し 最上 位 ビ ッ ト を C フ ラグ に 入れ る 
000D 7301 JAE 0010 C フ ラグ が ゼロ な ら 数 えな い 

000F 42 INC DX C フ ラグ が 1 な ら カ ウン ターDX に 1 を た す 

0010 E2F9 LOOP 000B 未 処理 ビッ ト 数 CX か ら 1] を 引き ゼロ で な けれ ば 繰り 返す 
0012 8917 MOV [BX], DX 1 に な っ て いる ビッ ト 数 を F AC に 入れ る 

0014 BO02 MOV AaL,02 AL に USR 関 数 の 返す 値 の 型番 号 (整数 型 は 2) を 入れ る 
0016 CF IRET 呼び 出し プロ グラ ム に だ 戻る 
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文 (98) 機械 語 例題 2 次 


列 の 中 で プリ ンタ ー に 印字 で き な い 文字 (文字 ュー ド 0 0H 


機能 
文字 列 型 の 引き 数 を も 
・F 8 ・」 (文字 スー ド A5H) に 置き 換え る 。 


て 1FH・7FH 


2. 呼び 出し 形式 
DEF SE 


ー 党 


F 0 
4 0 
(文字 列 型 引き 数 ) 


3. 利用 例 
文字 コー ド 順 に 並ん だ 文字 の 表 を 印字 する 。 
100 DEF SEG=&H1F00: DEF USR2=&H40 
110 FOR J=0 TO &HF 
120 。S ま ="" 
130 FOR 1I=0 TO &HFO STEP &H10 
140 Sb=S+CHR$( エ +J)+" 


150 NEXT I 
160  LPRINT USR2(S ま ) 
170 NEXT J 
Sial 
ーー・ 0 @P  p ニ エエ - タ ミニ テ メ 
1) 1 AQaq こ エエ 。 ア チム トト E 帳 
"2 BRbFL ニ 1「 リ イツ メキ 年 
・#3CScs 華 上 」 ウ テモ オ 月 
・・ ま 4DTdt 更 - 、 エ ト ャ 4 日 
・・% を 5EUeu 画 一 オナ ] ユ 時 
・・& 6F り f ぃ い 画 | ラ カ ニ ヨミ 分 
・・ イア 6Ugu 画 | ッ キ ヌ ラ ア 秒 
・・ (8HXh xl Fr ィ ク ネリ 全 ・ 
・・ うう 9 1Y ュ ii ッ 1 ュ ゥ ッ ケ ノル 符 ・ 
・・%※ : コ ZZ 」<z8 ヒュ ェ コ ハル レル を 
・・+ ナ ョ K 上 ヒ 上 k て 上 ココ ォ サビ ヒロ 
・・ とう くし \ キ 1 | 目 - ャ シフ 7 信 
-・ー ニ = テニ M]m う ) 目 、 ュ スペ ン つ 〇 O 
・・ 。 > NOn で 還 て ョ セ ホ “ノブ 
> の 重病 キノ ゅ ソ マ マ N 
4. 制約 事項 
文字 列 型 以外 の 引き 数 で は な に も し な い 。 こ の と き USR 2 の 値 は 引き 数 の 値 と 同じ に なる 。 


5. 機械 語 プ ログ ラム 入り 口 状態 : AL 一 引き 数 の 型番 号 (文字 列 型 な ら ば 3) 

BX 一 FAC の スト リン グ デ ィ ス クリ プター (sd) の オフ 
セッ ト 

DX- 引き 数 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス 

DS 一 FAC の セグ メン ト ベ ー ス 

セン る 一 


CS=1F00 コー ド セ グ メン ト ベ ー ス ( 値 1F 0 0 H) 

0040 3C03 CMP AL,03 引き 数 の 型 が 文字 列 型 (型番 号 が 3) か どう か 調べ る 
0042 7532 JNE 0076 文字 列 型 で な けれ ば 戻る 

0044 CS51F LDS  BX,LBX] DS・BX に スト リン グ デ ィ ス クリ プター の 番地 を 取り 出す 
0046 8BOF MOV CX,EBX] CX に 文字 列 の 長 さ と り リロ ケー ショ ンコ ー ド を 取り 出す 
0048 80F900 CMP  CL,00 引き 数 文字 列 の 長 さ を 調べ る 

004B 7429 JE 0076 引き 数 文字 列 の 長 さ が ゼロ な ら ば 戻る 

004D 80FDOO _ CMP CH,00 リロ ケー ショ ンコ ー ド か ら セ グ メ ント ベー ス を 求め る 
0050 7405 JE 0057 CH が ゼロ な ら DX の 値 を セグ メン ト ベ ー ス と する 
0052 30ED XOR CH,CH ゼロ で な けれ ば CH を クリ アー する 

0054 BA6000 MOV DX,0060 セグ メン ト ベ ー ス と し て 6 0 H を 設定 する 

005? 8B7?Z02 MOV SI,02LBX] SI に 引き 数 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 入れ る 
005A 8EDA MOV DS,DX DS に 引き 数 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 移す 

005C 8A04 MOV AL,ESI コ AL に 引き 数 文字 列 の 1 文字 を 取り 出す 
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005E 
0060 
0062 
0064 
0066 
0068 
006A 
006C 
006E 
0071 
0072 
0074 
0076 


次 (9 


3C20 CMP AL,20 文字 ユー ド 2 0 H と 比べ る 


720C JB 006E 2 0 H 未 満 な ら 置 き 換え 処理 へ 行く 
3C7F CMP AL,7F 文字 コー ド 7 F H と 比べ る 

ィ 720B JB 0071 7F H 未 満 な ら 置 き 換 え 処 理 を と ば す 

3C80 CMP AL,80 文字 コード 8 0 H と 比べ る 

ィ ァ 204 JB 006E 8 0 H 未 満 な ら 置 き 換 え 処 理 へ 行く 

3CF8 CMP AL,F8 文字 コー ド F 8 H と 比べ る 

ィ 203 JB 0071 F 8 H 未 満 な ら 置 き 換 え 処理 を と ば す 

Ce04A5 MOV BYTE CS1],A5 置き 換え 処理 (S I の 指す 文字 を 「・」A 5 H に する ) 

46 INC  S1 S 1 を 引き 数 文字 列 の 次 の 文字 の オフ セッ ト に する 
E2E8 LOOP 005C 残り 文字 数 CX か ら 1 を 引き ゼロ に な る まで 繰り 返す 
B003 MOV AL,03 AL に USR 関 数 の 返す 値 の 下 番 号 (文字 列 型 3) を 入れ る 
CF IRET 呼び 出し プロ グラ ム に 戻る 

8) 機械 語 例題 3 区 


1. 機能 


9. 


1 6 進数 の 数 字 (0 て 9・A~ て F ま た は af ) 4 EE に (2 進数 表現 ) に 変換 す 
る 。 1 6 進数 の 数 字 2 (2 バイト) が 内 部 形 1 バイ ト に 相当 す 


・ 呼び 出し 形式 


DEF SEG=&H1F00 
HEXVAL=&H80 
CALL HEXVAL (文字 列 変数 1 , 文字 列 変数 2 ) 

文字 列 変数 1 (入力 )  : 1 6 進数 の 数 字 か ら 成 る 文字 列 

文字 列 変数 2 (出力 )  : 変 換 し た 値 を 入れ る 文字 列 (文字 列 変数 1 の 半分 の 長 さ で ある こと ) 


利用 例 - 
プリ ンタ ー に 漢字 か な 混じり の 文 を 印字 する 。 


100 DEF SEG=&H1F00: HEXVAL=&H80 
110 H ま ="1b4b4c5c1b481b26c6d4bbbcb21b4b442b467c3fF374a391b481b24* 
120 V ま =SPACE ま (LEN(H ま )/2 ) 
130 CALL HEXVAL(H ま , り $) 
140 LPRINT いま 
FUn 
目 に やさしい 朝日 新聞 
4. 制約 事項 
・ 引 き 数 の 数 や 型 が 上 の 呼び 出し 形式 と 違う 場合 、 正 し く 動 か な い 。 
・ 文 字 列 変数 2 の 長 さ が 文字 列 変数 1 の 長 さ の 半分 で な り 場 合 は な に も し な い 。 
・ 文 字 列 変数 1 の 中 に 1 6 進数 の 数 字 以外 の 文字 が ある 場合 に は 、 変 換 し た 結果 は 正しく な い 。 
5. 機械 語 プ ログ ラム 入り 口 状態 : BX 一 引き 数 テー ブル の オフ セッ ト 
DS 引き 数 テー ブル の セグ メン ト ベ ー ス 
CS 一 コー ド セ グ メン ト ベ ー ス ( 値 1F 0 0 H) 
引き 数 テー ブル ー 引き 数 2 、 引 き 数 1 の 順 で それ ぞ れ の スト 
II sd]1) の オフ セッ 
CS=1F00 ・ セ グ メ ント ベー ス が 入っ て いる 
0080 C437 LES SI,LBX] 引き 数 2 の 取り 軸 し ES・SI に sd2 の 番地 を 入れ る 
0082 26 ES (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン トペ ー ス を 使う ) 
0083 8BOC MOV CX,ESI] CX に 引き 散 2 の 長き さと リロ ケー ショ ッ ンコ ー ト 入れ る 
0085 80F200 CMP  CL,00 引き 数 2 の 長 さ CL が ゼロ か どう か 調べ る 
0088 744E JE 00D8 引き 数 2 の 長 さ が ゼロ な ら 戻 る 
008A 88C8 MOV AL,CL AL に 引き 数 2 の 長 さ を 保 存する 
008C 8CC2 MOV DX,ES DX に sd2 の セグ メン ト ベ ー ス を 入れ る 
008E 80FDOO0 CMP CH,00 引き 数 2 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 求め る 
0091 7405 dE 0098 CH が ゼロ な ら DX の 値 を セグ メン ト ベ ー ス と する 
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00923 
0095 
00928 
0099 
009C 
009E 
009F 
00A0 
0043 
00A4 
00A6 
00A8 
00AA 
00AC 
00AE 
00BO 
00B3 
00BS 
00B7 
00BA 
00BB 
00BE 
00C0 
00C1 
00C2 
00C3 
00C4 
00C ァ 7 
00C8 
00CA 
00CC 
00CD 
00CF 
00D0 
00D3 
00DS 
00D6 
0QD8 
00D9 
00DA 
00DB 


00DC 
00DE 
00E0 
00E2 
00E4 
00E6 
00E8 
00EA 


2C30 
3C0A 
7208 
2C07 
3C10 
202 
2C20 
C3 


XOR CH, CH 
NOV DX,0060 
に) 

MOV DI ,02FS 
MOU ES , DX 
PUSH DI 

PUSH ES 


ゼロ で な けれ ば CH を クリ アー する 
DX に セグ メン ト ベ ー ス と し て 6 0 H を 設定 する 
(次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
1I] DI に 引き 数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 入れ る 
ES に 引き 数 2 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 入れ る 
引き 数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト D I を し まう 
引き 数 2 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス ES を し まう 


LES SI ,04LBX] 引き 数 1 の 取り 出し :ES・SI に sd1 の 番地 を 入れ る 


ESs 


(次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 


MOV CX,ESI] CX に 引き 数 1 の 長 さ と り ロ ケー ショ ンコ ー ド を 入れ る 
SHR GL 引き 数 1 の 長 さ CL を 2 で 割り 余り を C フ ラグ に 入れ る 
JB 00D9 余り が あれ ば (C フ ラグ が 1 な ら ば ) 戻る 

CMP AL ,CL 引き 数 1 の 長 さ の 半分 と 引き 数 2 の 長 さ AL を 比べ る 
JNE 00D ヶ 9 同じ で な いな ら 戻 る 

MOUV DX ,ES DX に sd 1 の セグ メン ト ベ ー ス を 取り 出す 

CMP CH, 00 引き 数 1 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 求め る 

JE 00BA CH が ゼロ な ら DX の 値 を セグ メン ト ベ ー ス と する 
XOR CH,CH ゼロ で な けれ ば CH を クリ アー する 

MOV DX,0060 DX に セグ メン ト ベ ー ス と し て 6 0 H を 設定 する 

ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 

MOV SI ,02LSI] S 1 に 引き 数 1 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 入れ る 
MOV DS,DX DS に 引き 数 1 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 移す 

POP ES ES に 引き 数 2 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 戻す 

POP DI D I に 引き 数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 戻す 
CLD ディ レク ショ ン フ ラグ を 増加 に 設定 する 

LODSB AL に 引き 数 1 の 1 文字 を 取り 出す (S I は 1 増える) 
CALL 00DC AL の 1 6 進数 の 数 字 を 内 部 形 に 変換 し 結果 を AL に 入れ る 
PUSH [0 4 (CX を 一 時 保存 する ) 

MOU CL,04 C し に シフ ト す る 桁 数 4 を セッ ト す る 

SAL AL ,CL AL を 4 ビッ ト 左 に シフ ト す る 

POP (6. (CX を も と に 戻す ) 

MOV AH, AL AH に 4 ビッ トシ フト し た 結果 を 移す 

LODSB AL に 引き 数 1 の 1 文字 を 取り 出す (S I は 1 増える) 
CALL 00DC AL の 1 6 進数 の 数 字 を 内 部 形 に 変換 し 結果 を AL に 入れ る 
OR AL , AH 前 に 求め た 上 4 ビッ ト の 値 AH と 合成 する 

STOSB 合成 し た 値 A 人 し を 引き 数 2 に し まう (DI は 1 増え る ) 
LOOP 00C3 引き 数 2 の 長 さ CX だ け 、 以 上 の 処理 を 繰り 返す 


IRET 


POP AX 
POP AX 
IRET 
内 部 サブ ルー チン 
機能 
入り 口 状態 
戻り 状態 
使用 スタ ッ ク : 
SUB AL , 30 
CMP AL ,0A 
JB 00EA 
SUB AL ,07 
CMP 全 L ,10 
JB 00EA 
SUB 人 L,20 


RET 


t 


呼び 出し プア ログ ラム に 戻る 

スタ ッ ク を 使っ て いた 場合 の 戻り 処理 を する 
(スタ ッ ク ポ イン ター を も と に 戻す ) 

呼び 出し プロ グラ ム に だ 戻る 


ある 1 6 進数 の 数 字 を 内 部 形 に 変換 し 結果 を AL に 入れ る 
内 容 が 1 6 進数 の 数 字 で な いと き 結 果 は 意味 が な い 
1 6 進数 の 数 字 (文字 ユー ド ) 
変換 
… グプタ 


果 (内 部 形 ) 
"以外 は 変化 し な い 


結果 が 1 6 ら 戻 る 
文字 「a」 ン 「f 」 が 内 部 形 1 0 て 15 に な る よう に する 
呼び 出し 機械 語 プ ログ ラム に 戻る 
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次 (98) 機械 語 例題 4 区 
1. 機能 


文字 列 を 内 部 形 2 進数 と し て 受け 取り 、1 6 進数 の 数 字 (0 て 9 ・A^F) に 変換 する 。 内 部 形 1 
バイ ト が 1 6 進数 の 数 字 2 文字 (2 バイ ト ) に な る 。 


・ 呼び 出し 形式 


DEF SEG=&H1IF0O0 
VALHEX=&H100 
CALL VALHEX (文字 列 変数 1 , 文字 列 変数 2 ) 
文字 列 変 数 1 (入力 )  : 内 部 形 2 進数 と し て 扱わ れる 文字 列 
文字 列 変数 2 (出力 )  : 変換 し た 1 6 進数 の 数 字 を 入れ る 文字 列 ( 長 さ は 文字 列 変数 1 の 
長 さ の 2 倍 で ある こと ) 


利用 例 
整数 型 ・ 単 精度 実数 型 ・ 倍 精度 実数 型 の 数 値 の 内 部 形式 を 表示 する 。 
DEF SEG=&H1F00: VALHEX=&H100 


FOR 1=-3 TO 3 
VI まま =MK TI ま ( T ): HI ま =SPACE ま ( 4): CALL VALHEX(V1I ま ,HI ま ) 
VS=MKS$ も ( 1 ) : HS ま =SPACE( 8): CALL VALHEX(VS ま ,HS$ ) 

VD ま =MKD ま ( 1T ): HD ま =SPACE ま (16) : CALL VALHEX(VD ま ,HD ま ) 

PRINT 1,H1I ま ,HS も ,HD$ ま 

NEXT 1 

FDFF 0000C082 000000000000C082 
FEFF 00008082 0000000000008082 
FFFF 00008081 0000000000008081 
0000 00000000 0000000000000000 
0100 00000081 0000000000000081 
0200 00000082 0000000000000082 
0300 00004082 0000000000004082 

・ 制約 事項 
・ 引 き 数 の 数 や 型 が 上 の 呼び 出し 形式 と 違う 場合 、 正 し く 動 か な い 。 

・ 文 字 列 変数 2 の 長 さ が 文 字 列 変数 1 の 長 さ の 2 倍 で な い 場 合 は な に も し な い 。 

. 機械 語 プ ログ ラム 入り 口 状態 : BXー 引き 数 テー ブル の オフ セッ 


ト 

DS 引き 数 テー ブル の セグ メン ト ベ ー ス 

CS 一 コー ド セ グ メン ト ベ ー ス ( 値 1F 0 0 H) 

引き 数 テー ブル ー 引き 数 2 、 引 き 数 1 の 順 で それぞれ の スト 
d2・sd1 

る 


リン グ デ ィ ス クリ プター (s ) の オフ セッ 
CS=1F00 ト ・ セ グ メ ント ベー ス が 入っ て い 
0100 C437 LES SI,LBX] 引き 数 2 の 取り 出し :ES・SI に sd2 の 番地 を 入れ る 
0102 26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン トペ ー ス を 使う ) 
0103 8BOC MOV CX,ES1] CX に 引き 数 2 の 長 さ と リロ ケー ショ ンコ ー ド を 取り 出す 
0105 80F200 CMP  CL,00 引き 数 2 の 長 さ C と し が ゼロ か どう か 調べ る 
0108 744C JE 0156 引き 数 2 の 長 さ が ゼロ な ら 戻 る 
010A DOE9 SHR  CL,1 引き 数 2 の 長 さ C し を 2 で 割り 余り を C フ ラグ に 入れ る 
010C 7248 JB 0156 余り が あれ ば (C フ ラグ が 1 な ら ば ) 戻る 
010E 88C8 MOV AL,CL AL に 引き 数 2 の 長 さ を 2 で 割っ に 生ま 
0110 8CC2 MOV DX,ES DX に sd 2 の セグ メン ト ベ ー ス を 入れ 
0112 80FDOO CMP CH,00 引き 数 2 の 支 字 列 の セグ メン トペ ー ス を 求め る 
0115 7405 JE 011C CH が ゼロ な ら ば DX の 値 を セグ メン ト ベ ー ス と する 
0117? 30ED XOR CH,CH ゼロ で な けれ ば CH を クリ アー する 
0119 BA6000 MOV DX,0060 DX に セグ メン ト ベ ー ス と し て 6 0 H を 設定 する 
011C 26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
011D 8BZC02 MOV DI,02LSI] DI に 引き 数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 入れ る 
0120 8EC2 MOV ES,DX ES に 引き 数 2 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 入れ る 
0122 5?7 PUSH DI 引き 数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト D [を し まう 
0123 06 PUSH ES 引き 数 2 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス ES を し まう 


0124 C47704 LES SI,O4LBX] 引き 数 1 の 取り 出し :ES・SI に sd 1 の 番地 を 入れ る 
0127 26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 


170 


0128 
012A 
012C 
012E 
0130 
0133 
0135 
013? 
0134 
013B 
013E 
0140 
0141 
0142 
0143 
0145 
0146 
0148 
0144 
014B 
014E 
014F 
0150 
0153 
0154 
0156 
015?7 
0158 
0159 


015A 
015C 
01SE 
0160 
0162 
0164 


8B0C MOV CX , ES1] CX に 引き 数 1 の 長 さ と リロ ケー ショ ンコ ー ド を 取り 出す 
38C8 CMP AL ,CL 引き 数 1 の 長 さ と 引き 数 2 の 長 さ の 半分 C し を 比べ る 
7529 JNE 015? 同じ で な いな ら 戻 る 
8CC2 MOV DX,ES DX に sd 1 の セグ メン ト ベ ー ス を 入れ る 
80FDO00 CMP CH, 00 引き 数 1 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 求め る 
7405 JE 013A CH が ゼロ な ら ば DX の 値 を セグ メン ト ベ ー ス と する 
30ED XOR CH, CH ゼロ で な けれ ば CH を クリ アー する 
BA6000 MOV DX,0060 DX に セグ メン ト ベ ー ス と し て 6 0 HH を セッ ト す る 
26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
8B7402 MOV SI ,02LSI] STI に 引き 数 1 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 入れ る 
8EDA MOV DS,DX DS に 引き 数 1 の セグ メン ト ベ ー ス を 移す 
07 POP ES ES に 引き 数 2 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 戻す 
5F POP DI D I に 引き 数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 戻す 
FC CLD ディ レク ショ ン フ ラグ を 増加 に 設定 する 
8A04 MOV AL,ES1I] AL だ 引き 数 1 か ら 1 文字 取 り 出 す 
51 PUSH CX (CX を 一 時 保存 する ) 
B104 MOV CL,04 CL に シフ ト す る 桁 数 4 を セッ ト す る 
D2E8 SHR AL,CL AL を 4 ビッ ト 右 に シフ ト す る 
59 POP CX (CX を も と に だ 戻す ) 
E80CO0 CALL 015A AL の 下 4 ビ ッ ト を 1 6 進数 の 数 字 1 文字 に 変換 する 
AA STOSB 変換 し た 値 A 人 し を 引き 数 2 に し まう (DI は 1 増え る ) 
AC LODSB AL に 同じ 文字 を 取り 出す (S 1 は 次 の 文字 に 進む ) 
E80?700 CALL 015A AL の 下 4 ビ ッ ト を 1 6 進数 の 数 字 1 文字 に 変換 する 
AA STOSB 変換 し た 値 A し を 引き 数 2 に し まう (DI は 1 増え る ) 
E2ED LOOP 0143 引き 数 1 の 長 さ だ け 、 以 上 の 処理 を 繰り 返す 
CF IRET 呼び 出し プロ グラ ム に 戻る 
58 POP AX スタ ッ ク を 使っ て いた 場合 の 戻り 処理 を する 
58 POP AX (スタ ッ ク ポ イン ター を も と に 戻す ) 
CF IRET 呼び 出し プロ グラ ム に だ 戻る 
内 部 サ プ ル ー チ ン 
機能 人 
に 】 
入り 口 状態 : AL 一 変換 する 値 (下位 4 ビッ ト が 有効 ・ 上 位 4 ビ ッ ト は 無視 ) 
戻り 状態 : AL 一変 換 し た 結果 の 1 6 進数 の 数 字 
AL・ フ ラグ 以外 は 変化 し な い 

使用 スタ ッ ク : な し 
240F AND AL , OF AL の 下位 4 ビッ ト を 取り 出す 
0430 ADD AL , 30 内 部 形 0 て 9 が 文字 「0」 て 「 9」 に な る よう に する 
3C3A CMP AL ,34 「 9 」 以下 (文字 ュー ド 3 AH 未満 ) か どう か 調べ る 
7202 JB 0164 「 9 」 以下 な ら 戻 る 
0407 ADD AL ,07 内 部 形 1 0 て 15 が 文字 「A」 て 「F」 に な る よう に する 
C3 RET 呼び 出し 機械 語 プ ログ ラム に 戻る 


次 (98) 機械 語 例題 5 所 


1。 


機能 
セグ メン ト ベ ー ス な ら び に オフ セッ ト で 指定 し た 番地 か ら メ モリ ー の 内 容 を 文字 列 に 取り 出す 。 取 


り 出 す 長 さ は 文字 列 の 長 さ と する 。 


2. 呼び 出し 形式 


DEF SEG=& 人 

PEEKL=&H180 

(6 め 9 人 PEEKL (整数 変数 1 。 整数 変数 2 , 文字 列 変数 ) 
整数 変数 1 (入力 ) : メモ リー の 内 容 を 取り 沿 す 開 生 表 旨 の あこ 入 
整数 変数 2 (入力 ) : メ モリ ー の 内 容 を 取り 出す 開始 番地 の オフ セッ 
文字 列 変数 (出力 ) 1 放り 同 し た メリー の 内 容 を 人 れる 須 字 別 (記さ が 取り 出す 長き ) 
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3. 利用 例 
指定 し た メモ リー の 内 容 を 1 6 進数 と 文字 形式 で プリンター に 印字 する 。 
例題 2 (USR2) ・ 例 題 4 (VALHEX) も 利用 する 。 


100 DEF SEG=&H1F00: DEF USR2=&H40: VALHEX=&H100: PEEKL=&H180 
110 INPUT "セク メント" 』SS% 

120 INPUT "カイ シラ AA" ンチ, シュ ウリ ョ ウー ハツ ンチ "SE 

130 FOR 1%=S TO E STEP &H10 

140 IF E-1%+1>&H10 THEN L=&H10 ELSE し =Eー【%+1 

150 、V*=SPACE ま (L): CALL PEEKL(SS% , エ %。U ま ) 

160 H ま =SPACE ま (L※2): CALL VALHEX( り まま も,H ま ) 

170  LPRINT HEX ま (IT%)jTAB(6) 』USR2(V ま )jTAB( 24 ) jH ま 

180 NEXT 1I% 

run 

セク "メッ ト ? &he800 

カイ シー ルド ンチ シュ ウリ ョ ウ "ンチ ? &h690 , &h6d9 

690 ・・KCNV ま し L・・SAVE こ - 00054B434E56244C0004534156458180 
6A0 ・L0AD=-・EEP 呈 -・ON 044C4F41448280034545508380064F 4E 
6B0O SOLE 厚 -・OPY 画 -・LO0S 534F4C458480034F50598580044C4F53 
6C0 E 画 -・ONT 画 ・LEARI - 458680034F4E548780044C4541528880 
6D0 ・SRLIN・-・{ 0553524C494E14800349 


4. 制約 事項 
引き 数 の 数 や 型 が 上 の 呼び 出し 形式 と 違う 場合 、 正 し く 動 か な い 。 


5. 機械 語 プ ログ ラム 入り口 状 態 : BX 一 引き 数 テー ブル の オフ セッ ト 
DX 一 引き 数 テー ブル の セグ メン ト ベ ー ス 
CS 一 コー ド セ グ メン ト ベ ー ス ( 値 1F 0 0H) 
引き 数 テー ブル ー 引き 数 3 の スト リン グ デ ィ ス クリ プター 
(s d) の オフ セッ ト ・ セ グ メ ント ベー ス 、 引 き 数 2 ・ 
引き 数 1 の オフ セッ ト ・ セ グ メ ント ベー ス が 順に 入っ て 
CS=1F00 いる 
0180 C47704 LES SI,04LBX] 引き 数 2 の 取り 出し :ES・ST に 引き 数 2 の 番地 を 入れ る 
0183 26 ES: (次 の 命令 は エク ス トラ セグ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
0184 8B04 MOV AX , [SI] AX に 引き 数 2 の 値 を 取り 出す 
0186 C47708 LES SI ,08FBX] 引き 数 1 の 取り 出し :ES・S1I に 引き 数 1 の 番地 を 入れ る 
0189 26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
018A 8B14 MOV DX ,[S1I] DX に 引き 数 1 の 値 を 取り 出す 
018C C437 LES SI ,LBX] 引き 数 3 の 取り 出し :ES・SI に sd の 番地 を 入れ る 
018E 26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
018F 8BOC MOV CX,ESI] CX に 引き 数 3 の 長 さ と リロ ケー ショ ンコ ー ド を 入れ る 
0191 80F900 CMP CL,00 引き 数 3 の 長 さ が ゼロ か どう か 調べ る 
0194 7418 JE 01AE 引き 数 3 の 長 さ が ゼロ な ら ば 戻る 
0196 8CC3 MOV BX,ES BX に sd の セグ メン ト ベ ー ス を 入れ る 
0198 80OFDO0O CMP CH,00 引き 数 3 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 求め る 
019B 7405 JE 01A2 CH が ゼロ な ら ば BX の 値 を セタ グ メ ント ベー ス と する 
019D 30ED XOR CH,CH ゼロ で な けれ ば CH を クリ アー する 
019F BB6000 MOV BX,0060 BX に セグ メン ト ベ ー ス と し て 6 0 H を 設定 する 
01A2 26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
01A3 8B7C02 MOV DI,02LSI] DI に 引き 数 3 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 入れ る 
01A6 8EC3 MOV ES,BX ES に 引き 数 3 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 入れ る 
01A8 8EDA MOV DS,DX D S に 対象 番地 の セグ メン ト ベ ー ス を 入れ る 
01AA 89C6 MOV SI ,AX S I に 対象 番地 の オフ セッ ト を 入れ る 
01AC F3 REP 引き 数 1 ・2 で 指定 され た 番地 か ら 引 き 数 3 の 文字 列 へ 文字 
01AD A4 MOVSB 列 の 長 さ CX だ け メ モリ ー の 内 容 を 移す 
01AE CF IRET 呼び 出し プロ グラ ム に 戻る 
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次 (98) 機械 語 例題 6 


機能 
文字 列 の 内 容 を 指定 し た 番地 か ら メ モリ ー に 書き 込む 。 書 き 込む 長 さ は 文字 列 の 長 さ と する 。 


2. 呼び 出し 形式 
DEF SEG=&H1F00O 
POKEL=&H1C0 
CALL POKEL (文字 列 変 数 , 整数 変数 1 , 整数 変数 2 ) 
文字 列 変数 (入力 ) : メモ リー に 書き 込む 内 容 ( 長 さ が 書き 込む 長 さ ) 
整数 変数 1 (入力 )  : メ モリ ー に 書き 込む 開始 番地 の セグ メン ト ベ ー ス 
整数 変数 2 (入力 ) : メ モリ ー に 書き 込む 開始 番地 の オフ セッ ト 


3. 利用 例 
間隔 NOM 0 半 人 詳 げ 0 法 用 
100 DEF SEG=&H1F00: HEXVAL=&H80: POKEL=&H1CO 
110 H$="3c0275128b07b9100031d2d1e0730142e2F98917b002cf* 
120 り =SPACE$(LEN(H$)/2): CALL HEXVAL(H ま いま ) 
130 S%=&H1F00: A%=&HO: CALL POKEL(U ま ,S%,A) 
4. 制約 事項 


・ 引 き 数 の 数 や 型 が 上 の 呼び 出し 形式 と 違う 場合 、 正 し く 動 か な い 。 
・ 文 字 列 変数 が 空 文字 列 (ヌル スト リン グ ) の 場合 な に も し な い 。 


5. 機械 語 プ ログ ラム 入り口 状 態 : BXー 引き 数 テー ブル の オフ セッ ト 
DS 引き 数 テー ブル の セグ メン ト ベ ー ス 
CS 一 コー ド セ グ メン ト ベ ー し 
引き 数 テー ブル ー 引き 数 S ・2 の オフ セッ ト ・ セ グ メ ント ベベ 
ー ス 、 引 き 数 1 の スト リン グ デ ィ ス クリ プター (sd) 
CS=1F00 の オフ セッ ト ・ も セグ メン ト ベ ー ス が 順に 入っ て いる 
01C0 C47704 LES SI,04LBX] 引き 数 2 の 取り 出し :ES・S1I に 引き 数 2 の 番地 を 入れ る 
01C3 26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
01C4 8B14 MOV DX,ESI] DX に 引き 数 2 の 値 を 取り 出す 
01C6 C43?7 LES SI ,[BX] 引き 数 3 の 取り 出し :ES・ AR 
01C8 26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う 
01C9 8B04 MOV AX , [SI] AX に 引き 数 1 の 値 を 取り 出す 
01CB C47708 LES SI,08LBX] 引き 数 1 の 取り 出し :ES・SI に sd の 番地 を 入れ る 
01CE 26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
01CF 8BOC MOV CX,ES1 コ CX に 引き 数 1 の 長 さ と り リロ ケー ショ ンコ ー ド を 入れ る 
01D1 80F9200 CMP CL,00 引き 数 1 の 長 さ C し が ゼロ か どう か 調べ る 
01D4 7418 JE 01EE 引き 数 1 の 長 さ C し が ゼロ な ら ば 戻る 
01D6 8CC3 MOV  BX,ES BX に s dd の セグ メン ト ベ ー ス を 入れ る 
01D8 80FDOO CMP CH,00 引き 数 1 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 求め る 
01DB 7405 JE 01E2 CH が ゼロ な ら ば BX の 値 を セタ グ メ ント ベー ス と する 
01DD 30ED XOR CH,CH ゼロ で な けれ ば CH を クリ アー する 
01DF BB6000 MOV  BX,0060 BX に セグ メン ト ベ ー ス と し て 6 0 H を 設定 する 
01E2 26 ES: ( 夫 の の の は クス トワ も セグ メル トペ ー ス を さり 
01E3 8B7402 MOV  S1I,02FSI] STI に 引き 数 1 の 文字 列 の オフ セッ ト を 入れ る 
01E6 8EDB MOV DS ,BX D S に 引き 数 1 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 入れ る 
01E8 8EC2 MOV ES , DX ES に 対象 番地 の セグ メン ト ベ ー 半生 
01EA 89C ァ MOV DI,AX D 1 に 対象 番地 の オフ セッ ト を 入れ 
01EC F3 REP 引き 数 1 の 文字 列 か ら 引 き 数 2 ・ 9 で 指定 され た 番地 へ 文字 
01ED A4 MOVSB 列 の 長 さ CX だ け 文 字 列 の 内 容 を 移す 
01EE CF IRET 呼び 出し プロ グラ ム に だ 戻る 
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次 (98) 機械 話 例題 7 芝 


1. 機能 
文字 列 の な か に ある 特定 の 文字 を 別 の 文字 に 置き 換え る 。 引 き 数 1 は 操作 の 対象 と な る 文字 列 で 処 
理 結果 も 引き 数 1 に 戻る 。 引 き 数 2 と 引き 数 3 の 文字 列 は 先頭 か ら 1 文字 ずつ 対応 し 、 引 き 数 2 に 置 
き 換 え の 対 象 と な る 文字 を 指定 する 。 引 き 数 3 は 置き 換え る 文字 を 指定 する 。 


2. 呼び 出し 形式 
DEF SEG=&HIF00O 
REPLACE=&H200 
CALL REPLACE (文字 列 変 数 1 , 文字 列 変 数 2 , 文字 列 変数 3 ) 
文字 列 変数 1 ( 入 カ ノン 出力 )  : 処理 の 対象 と な る 文字 列 


文字 列 変 数 2 (入力 ) : 置き 換え の 対象 と な る 文字 (2 文字 以上 指定 し た 場合 文字 列 
変数 3 の 先頭 か ら 1 文字 ずつ 対応 する ) 
文字 列 変 数 3 (入力 ) : 置き 換え る 文字 ( 長 さ は 文字 列 変数 2 と 同じ で ある こと ) 
3. 利用 例 


キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 列 の 中 の アル ファ ベッ ト を 大 文字 に 変換 し て 画面 に 表示 する 。 
100 DEF SEG=&H1F00: REPLACE=&H200 
110 LC ま =" abcdefghi jk 1 mnoPq コ ヒビ ほ モ いり い メン" 
120 UC ま =" ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVUXYZ“ 
130 LINE INPUT "モラ シリ" レツ AA? "3R ま ま 
140 CALL REPLACE(R ま ,LC ま ,UC ま ): PRINT KR まま 
Fun 
モミ "レツ AA? Asahi Shimbun Denshi 一 ke isanー=h ュ 七 き い 
ASAHI_ SHIMBUN DENSHI-KEISAN-SHITSU 


4. 制約 事項 
・ 引 き 数 の 数 や 型 が 上 の 呼び 出し 形式 と 違う 場合 、 正 し く 動 か な い 。 
・ 文 字 列 変数 2 と 文字 列 変数 3 の 長 さ が 異な る 場合 は な に も し な い 。 
・ 引 き 数 の 中 に 空 文字 列 (ヌル スト リン グ ) が ある 場合 は な に も し な い 。 
・ 文 字 列 変数 2 の 中 に 同じ 文字 が ある 場合 は 最初 の 文字 に 対応 する 文字 に 置き 換え る 。 


5. 機械 語 プ ログ ラム 入り口 状態 : BXー 引き 数 テー ブル の オフ セッ ト 
DS- 引き 数 テー ブル の セグ メン ト ベ ー ス 
CS 一 コー ド セ も グ メン ト ベ ー ス ( 値 1F 0 0H) 
引き 数 テー ブル ー 引き 数 3 、 引 き 数 2 、 引 き 数 1 の 順 で それ 
ぞ れ の スト リン グ デ ィ ス クリ プター (sd3・sd2・ 


CS=1F00 sd1) の オフ セッ ト ・ セ グ メ ント ベー ス が 入っ て いる 
0200 1E PUSH DS 引き 数 テー ブル の セグ メン ト ベ ー ス を スタ ッ ク に 保存 する 
0201 0OE PUSH CS E S に 機械 語 エ リア の セグ メン ト ベ ー ス CS を 移す 

0202 07 POP ES 


0203 C57?z08 LDS SIT,08EBX] 引き 数 1 の 取り 出し :DS・SI に sd 1 の 番地 を 入れ る 


0206 8BOC MOV CX,ESI] CX に 引き 数 1 の 長 さ と リロ ケー ショ ンコ ー ド を 入れ る 
0208 80F9200 CMP  CL,00 引き 数 1 の 文字 列 1 の 長 さ C し が ゼロ か どう か 調べ る 
020B 7428 JE 0235 引き 数 1 の 文字 列 の 長 さ が ゼロ な ら ば 戻る 

0200D 8CDA MOV DX,DS DX に sd 1 の セグ メン ト ベ ー ス を 移す 

020F 80FD00 CMP CH,00 引き 数 1 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 求め る 

0212 7405 JE 0219 CH が ゼロ な ら ば DX の 値 を セグ メン ト ベ ー ス と する 
0214 30ED XOR CH,CH ゼロ で な けれ ば CH を クリ アー する 

0216 BA6000 MOV DX,0060 DX に も セグメント ベー ス と し て 6 0 H を 設定 する 
0219 8B7402 MOV SI ,02FSI] S 1 に 引き 数 1 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 移す 
021C 26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 

021D 880E9F02 MOV LO029F],CL 引き 数 1 の 文字 列 の 長 さ CL を 保存 する 

0221 26 ES: (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 

0222 8916A002 MOV [02A0], DX 引き 数 1 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス DX を 保存 する 
0226 26 ESs (次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 

0227 8936A202 MOV [02A2], SI 引き 数 1 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト S 1 を 保存 
022B 1F POP DS DS に 引き 数 テー プル の セグ メン ト ベ ー ス を 戻す 

022C 1E PUSH DS 引き 数 テー ブル の も グ メ ント ベー ス DS を 保存 し な お す 


022D CS7704 。 LDS SI,04FBX] 引き 数 2 の 取り 出し :DS・SI に sd 2 の 番地 を 入れ る 
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0230 
0232 
0235 
0237 
0239 
023B 
023E 
0240 
0242 
0245 
0248 
0249 
024D 
024F 
0250 
0253 
0254 
0255 
0256 
0258 
025A 
025C 
025E 
0260 
0263 
0265 
026? 
026A 
026D 
026F 
0272 
0273 


8B0C 
80F9200 
7466 
88C8 
8CDA 
80FD00 
7405 
30ED 
BA6000 
8B7402 
26 
890EA402 
8EDA 
FC 
BFA602 
F3 

A4 

1F 
C537 
8B0C 
38C1 
753E 
8CDA 
80FD00 
7405 
30ED 
BA6000 
8B7402 
8EDA 
BFA603 
F3 

A4 


0274 26 


0275 


8E1EA002 


0279 26 


027A 
027 巨 
027F 
0283 
0285 
0288 
0289 
028A 
028C 
028D 
028E 
0292 
0294 
0295 
0296 
029A 
029C 
029D 
029E 


29FE 


Cok う KO いう K う 
テテ テテ 
の の た to の 


8B36A202 
26 
8BOEA402 
8A04 
BFA602 

1 2 


8A850001 
8804 

46 

26 
FEOE9F02 
EE 

CF 

58 

CF 


4 6 
に きつ 
必 
に 


MOV CX,LSI] 


CMP  CL,00 
JE 029D 

MOV AL,CL 
MOV DX,DS 
CMP CH,00 
dE 0245 

XOR CH,CH 


MOV DX,0060 
MOV STI,02ESI] 
ES 

MOV [02A4],CX 
MOV DS , DX 

CLD 

MOV DI,02A6 
REP 

MOVSB 

POP DS 

LDS SI,LBX] 
MOV CX,ESI] ュ 


CMP  CL,AL 
JNE 0292C 
MOV DX,DS 
CMP CH,00 
世 026A 
XOR CH,CH 


MOV DX,0060 
MOV SI,02LSI] 
MOV DS,DX 

MOV DI,03A6 
REP 

MOVSB 

ES 

MOV DS,E02A0] 
ESs 

MOV SI,[02A2] 
1 に 

MOV CX,E02A4] 
MOV AL,ESI] ュ 
MOV DI,0246 
REPNE 

SCASB 

JNE 0294 

DEC DI 

ESs 

MOV AL,0100LDI] 
MOV SI],AL 
INC SI 

ES 

DEC BYTE 029F] 
JNE 027E 

IRET 


C 引き 数 2 の 長 さ と リロ ケー ショ ンコ ー ド を 入れ る 
引 2 の 文字 列 の 長 さ C と し が ゼロ か どう か 調べ る 
引 2 の 文字 列 の 長 さ C し が ゼロ な ら ば 戻る 
AL に 引き 数 2 の 文字 列 の 長 さ CL を 移す 
DX に sd 2 の も セ も グ メン ト ベ ー ス を 移す 
引き 数 2 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 求め る 
CH が ゼロ な ら ば DX の 値 を セグ メン ト ベ ー ス と する 
ゼロ で な けれ ば CH を クリ アー する 
DX に セグ メン ト ベ ー ス と し て 6 0 H を 設定 する 
S I に 引き 数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 移す 
(次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
引き 数 2 の 文字 列 の 長 さ CX を 保存 する 
D S に 引き 数 2 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 移す 
ディ レク ショ ン フ ラグ を 増加 に 設定 する 
D 1 に 機械 語 エ リア の 作業 場所 の オフ セッ ト を 入れ る 
引き 数 2 の 文字 列 の 内 容 を 機械 語 エ リア の 作業 場所 に コ 


X に 
き 数 
き 数 
Lt 


ピー する 

DS に 引き 数 テー ブル の セグ メン ト ベ ー ス を 戻す 

引き 数 3 の 取り 出し :DS・SI に sd3 の 番地 を 入れ る 
CX に 引き 数 3 の 長 さ と リロ ケー ショ ンコ ー ド を 入れ る 
引き 数 3 の 長 さ C し と 引き 数 2 の 長 さ AL を 比べ る 
引き 数 3 と 2 の 長 さ が 同じ で な けれ ば 戻る 
DX に sd 3 の セグ メン ト ベ ー ス を 移す 

引き 数 3 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 求め る 
CH が ゼロ な ら ば DX の 値 を セグ メン ト ベ ー ス と する 
ゼロ で な けれ ば CH を クリ アー する 


DX に セグ メン ト ベ ー ス と し て 6 0 H を 設定 する 
S I に 引き 数 3 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 移す 
DS に 引き 数 3 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 移す 
DI に 機械 語 エ リア の 作業 場所 の オフ セッ ト を 入れ る 
PA 
ピー 
(次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
DS に 引き 数 1 の 文字 列 の セグ メン ト ベ ー ス を 移す 
(次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
S I に 引き 数 1 の 文字 列 の 先頭 番地 の オフ セッ ト を 移す 
(次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
CX に 引き 数 2 の 文字 列 の 長 さ を 取り 出す 
AL に 引き 数 1 の 文字 列 の 1 文字 を 取り 出す 
D 1 に 機械 語 エ リア に 移し た 引き 数 2 の オフ セッ ト を 入れ る 
引き 数 1 の 文字 列 の 1 文字 AL と 同じ 文字 が 引き 数 2 の 文字 
列 の 中 に ある か どう か 調べ る 
同じ 文字 が な い 場 合 、 引 き 数 1 の 次 の 文字 の 取り 出し へ 行く 
D I を 見 つけ た 文字 の オフ セッ ト に する 
(次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
引き 数 1 の 1 文字 を 引き 数 3 の 対応 する 文字 (100H は 機械 語 
エリ ア に 移し た 引き 数 2 と 3 の 番地 の 差 ) に 置き 換え る 
S I を 引き 数 1 の 文字 列 の 次 の 文字 の オフ セッ ト に する 
(次 の 命令 は エク スト ラ セ グ メン ト ベ ー ス を 使う ) 
引き 数 1 の 残り 文字 数 か ら 1 を 引く 
処理 し て いな い 文 字 が 残っ て いれ ば 繰り 返す 
呼び 出し プログ ラム に だ 戻る 
スタ ッ ク を 戻す 
呼び 出し プロ グラ ム に だ 戻る 


引き 数 1 の 未 処理 文字 数 
引き 数 1 の セグ メン ト ベ ー ス 
引き 数 1 の オフ セッ ト 

引き 数 2 の 文字 列 の 長 さ 
引き 数 2 の 文字 列 の 内 容 の 写し 
引き 数 3 の 文字 列 の 内 容 の 写し 
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(PC-8801 本 体 ) 


(64KB) 


| nw o@ 
N-BASIC 


ーー 


(3266) 
ROW ⑨@③ 
N68- BASIC (40KB) 


GVRAM ①②③ 
So 6KBX 3 ) 








1 し 0 | 


DMAC CRTC キャ ラク ター 
ゴゴ コン トロ ー ル 


II 
グラ フィ ッ ク 
コン トロ ー ル 





ビデ オ ee 
ーーーーー ゴ | イン タフ ェ ー 
光 | 


(オプ ショ ツ ) 








1 ・ 他 





ーー の 目 ョ ィ ンチ 林 2 
Fesea ロッ ピー ディ ス | 
ーーーー クイ ンタ フェ ー : 
ーー ② に 交 洒 王 ド ! 
ーーーーー」 ・ 増 設 RAM ボ ポー | 
| @ H ド (82W) 
| ーーーー] | ・ 痢 部 ュ ュ ッ | 
| @ 昌 ト ポ ボー ド 









2. 8801 |/O ア ドレ スマ ッ プ 


接続 機器 [使用 LS1I] 
キー ボー ド レ 「 キ ー ボ ー ド マッ プ 」 参照 
































1 0 プリ ンタ ー イ ンタ フェ ー ス 【[TTL レベ ル ] プ カ レ ンダ ー 時 計 [PD1990AC 相 当 ] 
シス テム ポー ト 40H で アプ リン ター カレ ンダ ー 時 計 の 選択 を する レプ リン ター へ の デ 
ー タ の 出力 じ カ レンダー 時計 の 動作 制御 と 時 刻 の セッ ト BASIC の DATE$・ 
TI ME $ な ど で 参 照 す る 

20H|CMT イ ンタ フェ ー ス RS 一 2 3 2C イ ンタ フェ ー ス [gzPD8251C 相当 ] 

2 1H レシ ステ ム ポ ー ト 40H で CMT ン RS 一 2 3 2 C の 選択 を する ウイ ンタ フェ ー ス の 動作 
制御 と デー タ の 入出 力 上 CMT の ボー レー ト 、 モ ー タ ー の ON プ OFF な ど は シス テム 
ポー ト 30H で 指定 する BASIC の CLOAD・CSAVE な ど で 参 照 する 
セレ B A S 1I C の COM : で 参照 する 

30H | シス テム ポー ト 

3 1H 区 本 体 衣 の ディ ッ プ スイ ッ チ の 状態 の 入力 ディス プレ ー・CMT・RS--232C イ 
ンタ フェ ー ス へ の 各種 制御 信号 の 出力 メモ リー 構成 の 指定 

40H| シ ステ ム ポ ー ト 
レプ リン ター・RS 一 2 3 2C・PC-8031 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト ・ カ レン ダー 
時 計 イ ンタ フェ ー ス か ら の 各種 制御 信号 の 入力 プリンター・ ブ ザー・ カ レン ダー 時 計 
へ の 各種 制御 信号 の 出力 

50H|CRT コ ント ロー ラー [gzPD3301D-2 相当 ] 

i ボー ダー カラ ー・ バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー・ カ ラー パレ ッ ト の 指定 ウメ モリ ー ア ドレ 
5FH ス CO00H<FFFFH に 対応 する グラ フィ ッ ク VRAM の 切り 替え 
60HIDMA コ ント ロー ラー  【[gPD8257C-5 相当 ] 

i CR エイ ンタ フェ ー ス と VRAM 間 の デー タ 転 送 を する 8 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
6 8H ク と メモ リー 間 の デー タ を 転送 する CPU を 通さ ず に 直接 メモ リー と 周辺 機器 の 間 で 


デー タ 転 送 す る こと を DMA と いう 





メモ リー コン トロ ー ル ー 商 較 
メモ リー アド レス 6000H<7FFFH に 対応 する 拡張 ROM の 選択 メモ リー アド レス 8 
000H<83FFH に 対応 する BAS IC テ キス ト RAM エ リア の 選択 





メモ リー コン トロ ー ル 
昌 メモ リー アド レス 8000H<83FFH に 対応 する ROM プ BASIC テ キス ト RAM の 指定 





割り 込み コン トロ ー ラ ー [gzPB8214C 相当 ] 
レ CMT ン RS-2 3 2 C デ ー タ 受信 ・CR 工 垂直 帰 線 サ イク ル ・ イ ンタ バル タイ マー・ 
8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク か ら の 割り 込み を 管理 する N 一 BAS 1IC 使 用 時 は 割り 
込み を 禁止 し て いる 





割り 込み 制御 
CMT ン RS 一 2 3 2 C デ ー タ 受信 ・CR 華 垂直 帰 線 サ イク ル ・ イ ンタ バル タイ マー に 
よる 割り 込み の 許可 禁止 を 設定 する 





ES8H 
て ン EBH 


文字 パタ ー ン ROM [PD23C128C 相当 ] 
オプ ショ ン ボ ー ド PC-8801-01 





F CH 





FFH 
ーー ニー 


5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク イン タフ ェ ー ス [wePD8255AC-5 相 当 ] 
5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク イン タフ ェ ー ス の 動作 制御 と デー タ の 入出 力 5 イン チ 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト PC-8031.,PC-8031-2W な ど を 接続 する 








1 双 


キー ボー ド マ ッ プ 








T 


| 








中 G 





」 
F 


O La 
ミ ジ 


ハ 








| 「 








| 
N 
上 


HIF CTRL 上 








細 
BE 


了 


イ 
記 
Hu | 
モ 











ER 














ーー 








H 











| 
L 

り | 
T 


関 
< 
| 





メ 
深 S 
胡 


SPAC ESC ト 
E 


Il 















































3. 8801 























| INS ト I empm 
DEL | 





























5 
! 





デー タバ ス の 内 容 、 何 も 押さ な けれ ば 255 











1 「 1 ワ = 
デー 
生 IM c コ 
1 中 5 中 1 円 ご 
LR TH テ = 
計 = ーー ーー 
愉 | 1 | | 本 
ロロ " 日 「1 てこ ロ ご どー 昌 
や Ho is 還 和 半 9 je 
s | て | 室 と 呈 
9 日 E 曲 ら ゴ "we 貴 呈 8 貴 5 
『 ーー ! | Dee 
| | | 
to or/ Co 〇 ゝ 
に つ トー】 トー 
水 一 
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dI 吾 ユー 和 包 


(グラ フィ ッ ク キ ャ ラ 


デー タバ ス 
D0 D 1 D2 D3 D 4 D5 










































































































































































| 1 0 | | も し 
"LEHEIEIEJEJEJL 
" 下 正 正 FF[ 
02- 丁 日 に 日 上 Hs H4 Hr アテ He 

5 ll ド | T は FE 

0 3 5 誠 | 科 手 ] ] 較 内 上 
「- 0 生  I 間 WE 

"TIRE 打 ET 
We LR、 骨 。 ] 本 昌 Hm Hm | 
還 | 還 (|iliuiiil 

" 析 町 HEHEHH 
THHTHHTHIIHI 
HH 日 HH |] 時 日 
HHHHHHFIT 


導 >254 253 
ーー データ バス の 内 容 、 何 も 押さ な けれ ば 255 


1 


| 


251 247 239 223 131 127 





4. 8801 メモ リー アド レス マッ プ ) 





次 アド レス 空間 放 
FFFEF 
GVRAM① 





GVRAM② 









( 16KB ) 





( 16KB ) 





CO00| RAW② 
( 32KB ) 


GVRAM 


8000 





ROW ②③ ROM ③④ 
6000 」 
N-BASIC 十 N88-BASIC 
( 16KB ) ( 16KB ) 
4000 RAM ① gl 開 
( 32KB ) 
ROW ① ROW ③ 





N-BASIC 
( 16KB ) 





N88-BASIC 
( 16KB ) 





0000 
































: グラフィック ・ ビ デオ R AM 


















GVRAN③ CPU は 6 4 KB の アド レス 空間 を 持 
つ gPD7 8 0 を 使用 し て いる 。 
大 容量 の メモ リー を 接続 する た め 、 同 
( 16KB ) ー ア ドレ ス 空 間 に 複 数 の メモ リー を 割 
り 当 て る 、 バ ンク 切り 替え の 手法 を 採 
用 し て いる 。 
ROW⑤ | 夫役 ま 1| : 
N88-BASIC ROW  ! 
( 8 KB ) 8) | 
増設 注 2 
| RAM 1 
( 32KB ) 














人 ほ 1 間 ROM ーー- 8K 
( 注 2) 増設 RAM 


PC 一 8 8 0 1 に は 上 の 図 か ら 、 動 作 モ ー ド に 応じ て 3 種類 の メモ リー 割 
NBASIC 


1) N88 一 BASTIC モ ー ド 


GVRAN |GVRAM 
② る 














RAMW① 





PC-88 0 1 の 標準 BASIC を 動作 
させ る モー ド 。 次 真 を みよ 


B 単 位 で 、 最 大 7 バン ク ま で 増設 可能 。 
KB 単位 で 、 バ ンク 切り 替え を し て アク セス する 。 


り 当 て 方 法 が ある 。 


(⑫ (3) RAM モ ー ド 


RAMW② 


RAM① 


他 の シス テム を 動作 
させ る モー ド 





反 N8 8 -BAS 1IC モ ー ド の メモ リー アド レス マッ プ 交 前 頁 (1) の 詳細 説明 


FFEE 
FFFS 


F3C8 


F300 
E600 


(8400) 


8400 


8000 
7FFF 
6000 


4000 


0000 















空き エリ ア 


テキ スト VRAM 







、 空き エリ ア 


割り 込み ペク トル 


メー 
機 科 語 エサ アニ 
R : スタ ッ ク エ リア 


人 
雪 クタ ェ ー で サイ ズ 指 定 

























(FRBE (0) で 確認 可能 
_ 配列 変 数 エ 9 テ 


se ce ーー 


単純 変数 エ 7 で 


ペル グー ブル 


ファ イル バッ ファ 

















0 ブル 





| 注 4 








ファ イル ポイ ンター 





4 ドラ イブ ポイ ンタ ー 












| 往 4 ディ スク コー ド 





テキ スト ウイ ンド ー 


ROM③ 


N88 一 BASIC 





ROM③ 


N88--BASIC 





(EB1B) 
そ と ー 
ご EB16) 





FFFF 

( 注 3) 
(ポイ ンタ ー ア ドレ ス ) 
エリ ア の 下限 また は 上 限 
番地 が 格納 され て いる 。 


( 注 4) 
N88-DISK BASIC の と きだ 





CO000 け 入 る 。N88-ROM BASIC 
で は 8400H か ら フ ァイル 
c- 注 3 ポイ ンタ ー が 入る 。 
(E7E8) 
BAS 1 C で 使用 する メモ リー の 上 限 番地 。 
(B654) CLEAR 文 の 第 2 パラ メー ター で 変更 可能 。 


( 注 5) 
N88-BASIC の テキ スト エリ ア は 、 通 常 の メモ 


| BACCO "リー マッ プ 上 に は 存在 し な い 。 特 別 な ハー ド 


ウエ ェ エア に より 、 テ キス トウ イン ドー に 1KB 


「(BAFI) の 範囲 を 写し 出し 、 読 み 書 き を 可能 に し て い 


EBIE) る 。 


(EB1D) テキ スト ウイ ンド ー に 
| 


写し 出さ れる テキ スト エリ ア 










EL 人 
XX00108FF 















XX00+0000 





BC7P) 

(BC81) セッ ト ア ドレ ス 

ba ト の 7 0H に 1 6 進 の 上 
へ 7 FH ) を 数 定 する 。 










N88- | 1 


BASIC 


ex テキ スト BASIC 
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5. 8801 ビデ オ RAM 


"デオ R AM に は 、 画 面 に 表示 する 文字 や グラ フィ ッ ク に 関す る 情報 が は いる 。 ビ デオ R AM は 、 テ キス 
ト 用 と グラ フィ ッ ク 用 と に 分 か れる 。 

交 テ キス ト 用 ビデ オ R AM (TVRAM) 区 

テキ スト 用 ビデ オ RAM は 、 テ キス ト 画 面 に 対応 する 表示 エリ ア と 画面 上 の 文字 の 属性 ( 色 、 機 能 ) を 示 
す ア トリ ビュ ー ト エリ ア か ら な る 。 テ キス ト 画 面 に は 漢字 は 表示 で き な い 。 

《 表 示 エ リア 》 

テキ スト 用 ビデ オ R AM は 、F 3 C8 1H 番 地 か ら FF7FH 番 地 ま で の 3KB。 画面 1 行 8 0 字 に つい て 
8 0 バイ ト の 表示 エリ ア と 4 0 バイ ト の アト リ ビ ュ ー ト エリ ア を 割り 当て る 。 画 面 に 表示 する 文字 の 文字 コ 
ー ド が 、 対 応 する 表示 エリ ア に は いる 。 4 0 文字 モー ド の と き は 、 表 示 エ リア の 偶数 番地 し か 使わ な い 。 
《 ア トリ ビュ ー ト エリ ア 》 

2 バイ ト の アト リ ビ ュ ー ト エリ ア で 文字 の 属性 を 示す 。 上位 バ イト (偶数 番地 ) に アト リ ビ ュ ー ト の 変更 
位置 が は いり 、 下 位 バ イト (奇数 番地 ) に アト リ ビ ュ ー ト コー ド が は いる 。 偶数 番地 で 直前 の 変更 位置 か ら 
何 文字 目 ま で 属性 が 同じ か を 示す 。 ア トリ ビュ ー ト の 変更 は 2 0 回 し か で き な い 。 2 0 回 以上 変更 する と 正 
し く 表 示し な い 。 

1 



































0 | に | 3C8 | 3c9 IDT 1R19 | ide 
の ド ザ 一 は 
80 字 x25 行 ーーーーーーーーーーー 
上 ューーー| | We |! アト サビ ュー 
24 FTO8 | 1 PF7F 認 合 中 トコ ー ド 
画面 表示 エリ ア アト リ ビ ュ ー ト エリ ア 偶数 番地 奇数 番地 
(《 ア トリビュー トコ ー ド 》 
アト リ ビ ュ ー ト コー ド b 7 て b 0 の ビッ ト 値 で 色 や 機能 を 設定 する 。 
ss | b4 lps lbz | nm | so 







































了 ラー モー 人 ド で は 、 ア トリ ビュ ー ト コー ド の 各 ビ ッ ト の 働き が 異な る 。 
カラ ー 人 
CONSOLE の 第 4 パラ メー ター が 1 の と き カ ラー モー ド に な る 。 
① 色 指定 
b 3 を 1 に し て 、b 7 て b 5 の 3 ビッ ト で 色 を 指定 する 。 カ ラー モ ー ド の と き b2ーb 0 は 使わ な い 。 
貼 ( 共 析 (表示 エリ ア の ビッ ト パ タ ー ン ) (7 トリ ビー ト 電 2 設定 ) 
し ーー: le laleslglale | b 4 ニ 0 | 対応 する 文字 
時 SS (『 キ ャ ラク ター 
人 本人 困 簡易 グラ フ パ ター ン ュー ド 表 」 参照 ) 
19iEI0| ーー ュー ーー 
上 ! 1] !1 lo ed 『A」 の 文字 ユー ド 41H を ( 例 ) ! Ai 
緑 1:0j:0 に ーー ビット パタ ー ン と する と 下 の に ーーー! 
水色 1 0 51 i c5 : 簡易 グラ フ パ ター ン に な る EC 
黄 ) 1 !0 0 01000001 ib4=1 簡易 グラ フ パ ター ン 
ロ 111 ee6l EE EiE 還 ロ ーー 
ーー に ーー  c7c5c5c4c3c2clc0 Yo 
1 c3! Cc7! 画 ( 例 ) 「 こ : 
析 at に た e さ ee 口 口 た ュー ェ き 





② 簡 易 グ ラフ パタ ー ン 
1 文字 の 字 型 を 8 分 割 し て 、8 ビッ ト の ビッ ト パ タ ー ン で 表し た 文字 を 簡易 グラ フ パ ター ン と いう 。 科 
も ン を 画面 に 表示 する に は 、 表 示 エ リア に ビッ ト を セッ ト し て アト リ ビ ュ ー ト コー ド の b 4 
1 だ する 。 








( 例 ) カラ ー モ ー ド で 画面 右上 に 『A』」 と か いて 、 b7 b6 b5 b4 b3 b2 bh bO 

アト リ ビ ュ ー ト エリ ア の F 4 1 9H 番 地 に 5 8H ー ーーー イ ーー イー 

を いれ る と 右上 に 赤色 で 「"=」 を 表示 する 。 0 | 中 1 W 1 | 0 | | 0 | Pai 番 
ee な よる 色 指 定 あり 
色 コ ュー ド ( 灰 ) ーーーーー アト リ ビ ュ ー ト コー ド 


⑧ 属 性 指定 
b 3 を 0 に し て 、b 5、b4、b2、b1、b0 の 5 ビッ ト で 属性 を 表す 。 b 7 、b 6 は 使わ な い 。 


ビッ ト 値 |b7|1b6| b5 























《 白 黒 モ ー ド 》 
IE 
さい 。 














( 例 ) 
画面 の 1 行 目 に 対応 する アト リ ビ ュ ー ト エリ ア の F 4 1 8 日 番 地 に 8 0H、F 4 1 9 H 番 地 に 3 0 H を い 
れる と 、 ア ンダ ー ラ イン と アッ パー ライ ン を 組み 合わ せ て 1 行 目 こ 上 下 の 線 が 引け る 。 


b7 b6 b5 b4 b3 b2 hb1 50. b7 b6 b5 b4 b3 b2 bl b0 








F418II 1 er F419H 

番地 | 1: loioiOiOIO|0i0Oi1i1i0i0i010| 番地 
1 | アッ パー ライ ン 
Messagssees アン ダー ライ ン 


次 グラ フィ ッ ク 用 ビデ オ RAM (GVRAM) 巡 

















0 639 。0 639 
Cc000| ICO4F Cc000! CO4F 
FEs0E IFE7F FE30! IFE7F 

199 ー ーー 

GVRAM0 GVRAM1 GVRAM 2 
(ビッ ト 0) (ビッ ト 1) (ビッ ト 2) 


グラ フィ ッ ク 用 ビデ オ R AM は 、 図 の 3 組 の GVR AM か ら で き て いる 。 SCREEN 文 の 第 -- パ ラメ 
ー タ ー の 値 に よっ て 割り 当て 方 法 が か わる 。 グ ラフ ィ ッ ク 用 ビデ オ RAM に アク セス する に は バン ク の 切 
り 替 え が 必要 で ある 。 




















ーー」  《 カ ラー モー ド (SCREEN の 第 一 パラ メー ター が 0) 》 
blblb GVRAM 0 、1、2 を それ ぞ れ ビッ ト 0 、1、2 に 対応 させ て パレ ッ 
中 中 1 ト 番 号 と し 、640X2 0 0 ドッ ト の カ ヵ カラー 画面 1 ペー ジ を 構成 する 。 3 
ーー で つの GVRAM で 各 ド ッ ト の パレ ッ ト 番 号 を 表す 。 パ レッ ト 番 号 は 左 表 の 
0」1010 と お り 。 
010|1 《 白 時 モー ド (SCREEN の 第 一 パラ メー ター が 1) 》 
1 表 且 開基 GVR AM 0 、1、2 を 独立 し た 三 枚 の ビデ オ R AM と し て 使用 する 。 
0 |11 1 640X2 0 0 ドッ ト の 白黒 画面 3 ペー ジ を 自由 に 組み 合わ せ て 表示 で き 
11010 る 。 
1 1011 
【 まま 10 《 高 分 解 能 白黒 モー ド (SCREEN の 第 -- パ ラメ ー タ ー が 2) 》 
咽 陳 呈 剖 | GVRAM 0 を 画面 の 上 半分 、G V R AM 1 を 画面 の 下 半 分 と し て 使用 
し 、640X40 0 ドッ ト の 白黒 画面 1 ペー ジ を 構成 する 。 専 用 高 解像度 
ディ スプ レー が 必要 。 





(6. 8801 CPU 基本 プロ ッ ク 図 ) 

















く ア キュ ムレ ー タ ー と フラ グレ ジス ター> 


PSW 


BC 
DE 
HL 


に 


( 
く 汎 用 レジ スタ ー> 


CPU レジ スタ ー 群 





ィ 


A 
1 


F 








B 











"| 








( 
専用 レジ スタ ー> 





15 

















A L U 





(論理 演算 機構 ) 





























CPU 制御 部 
































タ 
デー タ 1 バス アド レス | パス コン トロ ー ル 1 バス 
8 本 16 本 1 3 
メモ リー 入出 力 イ ンタ フェ ー ス 
(ROM・RAM) (IO ポー ト ) 
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次 アキ ュ ム レー ター と フラ グレ ジス ター 返 


アキ ュ ム レー ター と フラ グレ ジス ター は 、 (A ,F) と (A'” ,F' ) の 正副 2 組 ある 。 
正副 の レジ スタ ーEXchange 命 令 で 切り 替え る 。 


A (A”) - ア キュ ムレ ー タ ー 
演算 や 比較 な どの デー タ 処 理 に 使う レジ スタ ー。 算術 、 論 理 演算 は 、A レ ジス ター と 、 他 の レジ スタ ー 
(B・C・D・E・H・ し ・A) また は 、 メ モリ ー、 あ る い は イミ ディ エー ト デ ー タ と の 間 で な され 、 結 
果 は A レ ジス ター に 入る 。 
F (FE ) - ク ウラ グレ ジス ター 
江 算 の 結果 生じ た 状態 を 、 ビ ッ ト が 0 か 1 か で 保持 する 。 





7 b6 b5 b4 b3 b2 bl b0 
|s|1zlxlmlxlpyvlwlsl 

S : サイ ン フ ラグ - 結果 が 負 の と きも セッ ト さ れる 

2 : ぞ ロフ ラグ ーー 結果 が 0 の と き セ ッ ト さ れる 

H : ハー フキ ャ リー フラ グ ーーーー…ー b 3 か ら b 4 へ の 桁 上 が り が あっ た と き セ ッ ト さ れる 

PV : パリ ティ オー バフ ロー ーー 結果 の 8 ビッ ト に 1 ビッ ト が 偶数 個 含ま れる と き や 、 演 算 結 

果 が オー バー フロ ー し た と き セ ッ ト さ れる 
N : 減算 フラ グ ーーーーーーーーーーー 滅 算命 令 を 実行 し た と き セ ッ ト さ れる 
【@ : キャ リー フラ グ MR 9 


PSW: ア キュ ムレ ー タ ー と フラ グレ ジス ター の ペア レジ スタ ー を プロ グラ ム ス テ ー タ スワ ー ド と 呼ぶ 。 
(AF (AF”)〕 


就 汎用 レジ スタ ー 


B・C・D・E・H・ し の 6 個 の レジ スタ ー が 正副 2 組 ある 。 正副 の レジ スタ ー は EXchange 命 令 で 切り 替 
える 。B と C、D と E、H と し を 、1 6 ビッ ト の ペア レジ スタ ー と し て 使う と き は 、BC・DE・HL の 名 
前 を 使う 

B (B') レジ スタ ー 繰り 返し 処理 の ルー プ 回 数 を 制御 する と き 、 減 数 カウ ンタ ー と し て 使う 。 

C.CC' ) セル ジス ター 入出 力 命令 で 、 入 出力 の ポー ト ア ドレ ス を 指定 する の に 使う 。 

抽 C BIG けり = で ・1 6 ビッ ト 濱 算 は 、BC・DE・HL の ペア レジ スタ ー と SP・IXX 

1 IY の 各 レ ジス ター 間 で な され る 。 

DE (DE”) ・ レ ジス ター 間接 アド レッ シン グ で 、 ア ドレ ス 指 定 レ ジス ター と し て 使わ 

れる 。 

HL (HL )- ・ プ ロッ ク 転 送 命令 で は 、 BC レジ スタ ー に デー タ の バイ ト 数 、HL レジ ス 

ター に デ ー タ の アド レス を 、DE レ ジス ター に 転送 先 の アド レス を 指定 す 
る 。 
反 専 用 レジ スタ ー 如 


PC-- ゲ プロ グラ ムカ ウン ター 
イン スト ラク ショ ン を 送 次 処理 する た め の ア ドレ スカ ウン ター。 命令 の 読み 出し に と 
ー の 値 は 自動 的 に 変更 され 、 次 に 実行 する 命令 の アド レス を 常に 保持 する 。 1 6 ビッ ト 
65535 番 地 に ある 命令 を 指示 で きる 。 
SP- ス タッ ク ポ イン ター 
メモ リー を 、 プ ッシュ ・ ダ ウン ・ ス タッ ク ( 後 入れ 先 出し 棚 ) と し て 利用 する た め の レ ジス ター。 スタ 


も な い 、 4 
の 大 き さ で 、0 


ッ ク は メモ リー の 上 位 番 地 か ら 作 られ る た め 、 ポ イン ター に は スタ ッ ク の 先頭 ( 最 下位 ) アド レス が 保持 
され る 。 ス タッ ク に は 、 サ プルー チン の 呼び 出し ゃ 割り 込み 発生 時 に 、 プ ログ ラム カウ ンタ ー、 各 レジ ス 
ター の 内 容 を 退避 する 。 
IX ,IY ヤ イン デック ス ・ レ ジス ター 

ィ インデックス アド レッ シン グ で オペ ラン ドア ドレ ス を 修飾 する と き 、 ベ ー ス アド レス を 提供 する 。 IX 
と IY の 2 つ あ る 。 
I イン タラ プ ト ・ ペ ー ジ ・ ア ドレ ス ・ レ ジス ター 

モー ド 2 の 割り 込み 発生 時 に 、 割 り 込 み 処理 ルー チン の 飛び 先 テ ー プ ブル の アド レス 上 位 8 ビット と し て 


使わ れる 。 割り込み テー ブル ・ ア ドレ ス の 下位 8 ビッ ト は 、 入 出力 イン タフ ェ ー ス より デー タバ ス を 通し 
て 読み 込ま れる 。 
R メモ リー・ リ フレ ッシュ レジ スタ ー 
メモ リー に DーR AM を 使用 する 場合 、 記憶 を 保持 する メモ リー リフ レッ シュ 動作 で 、 リ フレ ッシュ ア 
ドレ ス の カウ ンタ ー と し と て 使わ れる 。 
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7. 8801 機械 語 の 説明 


ここ で は 機械 語 を 機能 別に 分 類 し 、 ニ ー モ ニッ ク の 表記 方 法 を 一 覧 表 に まとめ た 。 機 械 語 を 初め て 学ぶ 読 
者 は 、 ま ず 「USR 関 数 と CALL 文 の 使い 方 」 で BAS 1IC と 機械 語 の 関係 を つか み 、「 機 械 語 プ ログ ラ 
ム 集 ]」 を た めし て か ら こ の 章 を 読む と よい 。 

一 覧 表 は 、wPD7 8 0 の 命令 を 機能 別に 大 きく 分 類 し て ある 。 モ ニタ ー の アセ ンプ ブラ ー で 使え る も の は 
ニー モニ ッ ク で 表記 し て ある 。 モ ニタ ー の アセ ンプ ブラー で は 使え な い 拡 張 命令 は 、 機 械 語 を 直接 モニ ター の 
S コ マン ド か コマ ンド で 入れ れ ば 実行 で きる た め 、 機 械 語 で 説明 し た 。「 モ ニタ ー の 使い 方 」 参照 。 


次 表 の 読み 方 広 


ニー モニ ッ ク 長 フラ グ 説 明 
さ |SZHPNC 


《 転 送 命令 』 レジ スタ ー と 、 レ ジス ター や メモ リー の 間 で デー タ を 移動 する 


MOV regl ,reg2 員 呈 ご デ デデデ MOVe reg2 の 内 容 を reg1 に 移す 
regl、reg2 は 8 ビッ トレ ジス ター。M な ら H 上 L で 指し た 
メモ リー を レジ スタ ー と みな す 


人 2 ッ ク の Sp っ お 半 隊 の 人 の 
命令 の 実行 に よる フラ グ の 変化 


S : セッ ト さ れる (1 に な る ) 
R : リセ ッ ト さ れる (0 に な る ) 
X : 不定 (意味 が な い ) 

O : 演算 の 結果 に よっ て 変化 する 
ー : 変化 し な い 


命令 の 長 さ 
1 て 4 バイ ト の 命令 が ある 
















ソー ス オ ペ ラン ド 
デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド 








操作 の 対象 を 表す 
オペ レー ショ ンコ ー ド 
操作 を 表す 
オペ ラン ド の 表現 
TE ーーーーーーーー レジ スタ ー H、L、A、B、C、D、E、M ( 肌 の 指す メモ リー) 
PT ーーーーーーーー ペア レジ スタ ー B と 指定 すれ ば BC ペア レジ スタ ー に な る 。 し た が っ て 


D は DE、H は HL の 意味 に な る 。 ス タッ ク ポ イン ター 
は SP と 指定 し 、 プ ログ ラム ・ ス テー タス ・ ワ ー ド (A 
レジ スタ ー と F レジ スタ ー) は PSW と 指定 する 。 
タ 0 0H<FFH 
*ー タ 0000HcCFFFFH 
番地 2 バイ ト で 番地 を 表す 。 た だ し 、 相 対 分 岐 命令 に 限り 、 
オペ ラン ド に 指定 し た と び 先 番地 は 、P C (プロ グラ ム 
カウ ンタ ー) に 対す る 1 バイ ト の 変位 (相対 番地 ) に な 
る 。 し た が っ て 、 と び 先 は PC に 対し て 一 1 2 8 バイト 
ン 十 1 2 8 バイ ト の 範囲 - な けれ ば な ら な い 。 PC は 次 
の 命令 の 番地 を 指し て いる 点 に 注意 
Port ーー 入出 カポ ー ト 番号 人 弄 0 4 の 拉 ま 計 
ッ プ 」 (】 
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ニー モニ ッ ク 長 ツラ グ 説 明 
さ |SZHPNC 


《 転 送 命令 レジスター と 、 レ ジス ター や メモ リー の 間 で デー タ を 移動 する 





MOV regl ,reg2 MOVe reg2 の 内 容 を reg1 に 移す 
regl、reg2 は 8 ビッ トレ ジス ター。M な ら HL で 指し た 
メモ リー を レジ スタ ー と みな す 





reg,data MoVe Immediate 1 バイ ト の 定数 を 8 ビッ トレ ジス ター 
に 入れ る 





adr LoaD A direct adr で 示し た メモ リー の 内 容 を A レ ジ 
スタ ー に 入れ る 。 機 械 語 で は adr の 上 位 と 下位 が 逆転 す 
る 








adr Store A direct A レ ジス ター の 内 容 を adr で 示す メモ 
リー に 入れ る 








pair LoaD 』 indeX ペア レジ スタ ーBC ま た は DE で 指し た 
メモ リー の 内 容 を A レ ジス ター に 入れ る 





pair STore A indeX A レ ジス ター の 内 容 を ペア レジ スタ ー 
BC また は DE で 示す メモ リー に 入れ る 





pair,wdata Load indeX Immediate 2 バイ ト の 定数 を ペア レジ スタ 
ー に 入れ る 。HL、BC、DE、SP が 指定 で きる 


adr Load HL Direct adr で 示す メモ リー の 内 容 を HL レジ 
スタ ー に 入れ る 














SHLD adr Store HL Direct HL レジ スタ ー の 内 容 を adr で 示す 
メモ リー に 入れ る 





XCHG eXCHanGe ペア レジ スタ ーHL と DE の 内 容 を 交換 する 





XTHL eXchange sTack with 過 スタ ッ ク の 先頭 と HL レジ ス 
ター の 内 容 を 交換 する 


SPHL set SP to 過 HL レジスター の 内 容 を スタ ッ ク ボ イン 
ター に 入れ る 


PUSH pair PUSH ペア レジ スタ ー の 内 容 を スタ ッ ク に 入れ る 
HL、BC、DE、PSW (F と A) が 指定 で きる 


POP pair PSW の と き |POP スタ ッ ク の 内 容 を ペア レジ スタ ー に 入れ る 
すべ て か わる | HL、BC、DE、PSW (F と A) が 指定 で きる 


ーー 間 
《 入 出力 命令 ) A レ ジス ター と 入出 力 ポ ー ト と の や り と り を する 
EN0I 和 3 
る 





























IN port INput port で 示す ポー ト か ら 1 バイト の デー タ を A レ 
ジス ター に 取り 込む 


OUT port OUTput A レ ジス ター の 内 容 を port で 示す ポー ト に 出す 
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ニー モニ ッ ク 長 | フラ グ 説 明 
さ |SZHPNC 


《 演 算命 令 ) 算術 ・ 論 理 演算 を する 。 結 果 は A レ ジス ター に 入る 。 フ ラグ の 変化 に 注意 


INR reg 1 | OOOOR | INcrement Register reg で 指定 し た レジ スタ ー の 内 容 
を 1 増やす 


DCR reg 1 |1000OOS 一 | DeCrement Register reg で 指定 し た レジ スタ ー の 内 容 
を 1 減ら す 


IRN 区 mai 上 | トーーーー ニ ーー INcrement indeX ペア レジ スタ ー の 内 容 を 1 増やす 
HL、BC、DE、SP が 指定 で きる 


DCX pair 1 | ーーーーーー DeCrement indeX ペア レジ スタ ー の 内 容 を 1 減ら す 
HL、BC、DE、SP が 指定 で きる 


CoMplement 』 A レ ジス ター の 内 容 を 反転 する 


Decimal Adjust』 BCD (2 進化 1 0 進数 ) を 直接 計 
算 する 命令 は な い の で 、A レ ジス ター に ある 2 進数 計算 
の 結果 を 、 こ の 命令 で BCD に も どす 


Rotate ALeft A レ ジス ター と C フ ラグ (キャ リー フ 
ラグ 、 桁 上 が り ) を つなげ 、 左 に まわ す 。 最 上 位 ビッ ト 
は C フ ラグ に 入り 、C フ ラグ は 最 下 位 ビ ッ ト に 入る 


Rotate A Right A レ ジス ター と C フ ラグ を つなげ ば 右 に 
まわ す 。 最 下位 ビッ ト は C フ ラグ に 入り 、C フ ラグ は 最 
上 位 ビ ッ ト に 入る 


Rotate Left Circuler A レ ジス ター の 内 容 を 左 に まわ 
す 。 最 上 位 ビ ッ ト は C フ ラグ と 最 下 位 ビ ッ ト に 入る 


RRC 1 | ーーR 一 RO | Rotate Right Circuler A レ ジス ター の 内 容 を 右 に ま 
わす 。 最 下位 ビッ ト は C フ ラグ と 最上 位 ビ ッ ト に 入る 


ADD reg 1 |1OOOORO 0 凍ら 8 隊 結 装い の 和 0 
に 

























































CMA 















DAA 





































ーー 朗 呈 上 選 ⑩ 











































AD1I data 2 1OOOORO | ADd Immediate 1 バイ ト 定 数 を A レ ジス ター に 足す 


ADC Teg 1 |OOOORO | ADd with Carry reg で 指定 し た レジ スタ ー の 内 容 を C 
フラ グ と と も に A レ ジス ター に 足す 





















ACTI data 210000RO | Aqd with Carry Immediate 1 バイ ト 定 数 を C フ ラグ と 
と も に A レ ジス ター に 足す 












SUB Teg 1 |O0000SO | SUbtract reg で 指定 し た レジ スタ ー の 内 容 を A レ ジス 
ター か ら 引 く 














SUI data 2 |10000SO Saract Imdfats 1 バイ ト 定 数 を A レ ジス ター か ら 
引く 








SBB reg 1 | OO0OOSO | SuBtract with Borrow reg で 指定 し た レジ スタ ー の 内 
容 を じ フ ラグ と と も に A レ ジス ター か ら 引 く 











SB 1 data 2 1OOOOSO | SuBtract with Borrow Immediate 1 バイ ト 定 数 を C フ 
ラグ と と も に A レ ジス ター か ら 引 く 





188 


ANd A reg で 指定 し た レジ スタ ー の 内 容 と A レ ジス ター 
の 内 容 の 論理 積 を と る 


ANd a Immediate 1 バイ ト 定 数 と A レ ジス ター の 内 容 
の 論理 積 を と る 


eXclusive oR A reg で 指定 し た レジ スタ ー の 内 容 と A 
レジ スタ ー 内 容 の 排他 的 論理 和 を と る 


eXclusive oR Immediate 1 バイ ト 定 数 と A レ ジス ター 
の 内 容 の 排他 的 論理 和 を と る 


OORORR |0OR A reg で 指定 し た レジ スタ ー の 内 容 と A レ ジス ター 
の 内 容 の 論理 和 を と る 


OORORR | OR a Immediate 1 バイ ト 定 数 と A レ ジス ター の 内 容 の 
論理 和 を と る 


OOOOSO|CoMPare 比較 命令 。 reg で 指定 し た レジ スタ ー の 内 容 
を A レ ジス ター か ら 引 く 。 A レ ジス ター の 内 容 は か わら 
ず 、 フ ラグ の み セ ッ ト す る 


] 
OOOOSO | ComPare Immediate 1 バイ ト 定 数 を A ム レジ スタ ー か ら 
引く 。A レ ジス ター の 内 容 は か わら ず フ ラグ の み セ ッ ト 



































ーーR 一 RS | SeT Carry C フ ラグ を セッ ト す る 








CoMplement Carry C フ ラグ を 反転 する 


Double ADd pair で 指定 し た ペア レジ スタ ー の 内 容 を H 
し レジ スタ ー に 足す 。SP の 値 は この 命令 で 取り 出す 
BC、DE、HL、SP が 指定 で きる 


《 分 岐 命令 プロ グラ ム の 実行 の 順番 を か える 命令 


set PC to 過 ペア レジ スタ ーHL の 内 容 を PC (プロ 
グラ ムカ ウン ター) に 入れ る 。 HL の 指す 番地 へ と ば す 
命令 。 HL の 内 容 は か わら な い 


ReSTart nm は 0 か ら 7 の 8 種 。 そ れ ぞ れ 対 応 する 番地 
を サブ ルー チン と し て 呼び 出す 。 戻 り 番地 は スタ ッ ク に 
全 0208 菩提 90 の チリ 


お く 
内 RST 7 の 場合 0 038H 番 地 か ら 始 まる 
JuMP adr で 示す 番地 に と ぶ 
と び 先 の 番地 は 2 バイ ト デ ー タ と 同様 、 上 位 バ イト と 下 
位 バ イト を 入れ 替え た か た ち に な る 


CALL adr CALL adr で 示す 番地 か ら 始 まる サブ ルー チン を 呼び 出 
す 。 戻 り 番地 は スタ ッ ク に 入る 


RET RETurn サブ ルー チン か ら 復 帰 。、 ス タッ ク の 先頭 の 示す 
番地 (CALL の 次 の 命令 ) へ 帰る 
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長 | フラ グ 
さ |SZHPNC 


《 条 件 分 岐 命令 。 フラ グ の 状態 を テス ト し て 、 条 件 が 成り 立て ば 分 岐 する 

分 岐 命令 の 機能 や オペ ラン ド の 指定 は 、 そ れ ぞ れ JMP、CALL、RET に 対応 する 
由 
adr Jump on Carry C フ ラグ が セッ ト で 分 岐 
adr Jump on NoCarry C フ ラグ が リセ ッ ト で 分 岐 
adr Jump on Zero Z フ ラグ が セッ ト で 分 岐 
adr Jump onNoZero Z フ ラグ が リセ ッ ト で 分 岐 
adr Jump on Minus S フ ラグ が セッ ト で 分 岐 
adr Jump on Positive S フ ラグ が リセ ッ ト で 分 岐 
adr Jump on Parity Even P フ ラグ が セッ ト で 分 岐 
adr Jump on Parity Odd P フ ラグ が リセ ッ ト で 分 岐 





NN の 


〇 O 品 








adr Call on Carry C フ ラグ が セッ ト で 分 岐 
adr Cal1 on NoCarry C フ ラグ が リセ ッ ト で 分 岐 
adr Call onZero Z フ ラグ が セッ ト で 分 岐 
adr Cal1 No Zero Z フ ラグ が リセ ッ ト で 分 岐 
adr Cal1 Minus S フ ラグ が セッ ト で 分 岐 
adr Call Positive S フ ラグ が リセ ッ ト で 分 鼓 
adr Call Parity Even P フ ラグ が セッ ト で 分 枝 
adr Ca1l1 Parity Odd P フ ラグ が リセ ッ ト で 分 岐 





NN OO 〇 


〇 器 








on Carry C フ ラグ が セッ ト で 分 岐 
on No Carry C フ ラグ が リセ ッ ト で 分 岐 
on Zero Z フ ラグ が セッ ト で 分 岐 
on No Zero Z フ ラグ が リセ ッ ト で 分 収 
on Minus S フ ラグ が セッ ト で 分 岐 
on Positive S フ ラグ が リセ ッ ト で 分 岐 
on Parity Even P フ ラグ が セッ ト で 分 岐 
Return onParity Odd P フ ラグ が リセ ッ ト で 分 岐 


《 相 対 分 岐 命令 ) この 命令 の 次 の 番地 を 0 と し て 一 1 2 8 て +127 の 生 囲 に と ぶ 。 拡張 命令 
JMPR adr | jaWp Relative adr は 上 記 の 範囲 の と び 先 番地 


Jump Relative on Carry C じ フラ グ が セッ ト な ら 分 由 


NN _ O 〇 の 








で で で 有志 ロン 〇 の | で で ロン ロン の | で で で ママ ミン ロン の 


J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
C 
C 
C 
C 
C 
C 
C 
C 
R 
R 
R 
R 
R 
R 
R 
R 


〇 器 

















Jump Relative on No Carry C じ フラ グ が リセ ッ ト な ら 
分 岐 





Jump Relative on Zero 2 フラ グ が セッ ト な ら 分 岐 








Jump Relative on No Zero 2 フラ グ が リセ ッ ト で 分 岐 








Decrement and Jump on No Zero DCR B と JRNZ 
の 合成 。B レジ スタ ー の 内 容 を 1 減ら し 、 結 果 が 0 で な 
けれ ば 分 岐 。 0 な ら つ ぎの 命令 へ 。 ル ー プ に 使う 








《 そ の 他 の 命令 》 








Enable Interrupts 割り 込み を 許す 
Disable Interrupts 割り 込み を 禁じ る 
HaLT 実行 を 止め る 

No 0Peration 何 も せ ず 次 の 命令 に 進む 
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《 拡 張 命令 の 機械 語 表 ) 
モニ ター の アセ ンプ ラー で は 使え な い が 、 直接 機械 語 で 入力 すれ ば 使え る 拡張 命令 が ある 。 拡張 命令 に つ 
いて は 、 次 の ペー ジ 以 降 に ある 「 拡 張 命令 の 機械 語 表 」 と 下記 の 「 付 表 の て ⑧」 を 使っ て 、 機 械 語 を ひく 。 
手順 は 、 次 の と お り 。 
・「 拡 張 命令 の 機械 語 表 」 か ら 、 実 行 し た い 機 能 の 機械 語 を ひく 
ae 香 の 杜 に 〇 で 囲ん だ 数 字 (《① な ど ) が ある 場合 、 数 字 が 示す 「 付 表 」 を 使っ て 機械 語 を 完成 
( 例 1) ペア レジ スタ ー の 内 容 と じ フ ラグ を HL レジスター に 足す 命令 の 機械 語 を 探す 場合 
EE 
・ 付表 の は ペア レジ スタ ー の 指定 な の で 、DE レ ジス ター を 使う と き は 、「 5 」 に な る 
・ し た が っ て 機械 語 は 、EA①A の ① の 部 分 に 5 を 入れ て 「EA5A」 に な る 
( 例 2) セレ ジス ター の ビッ ト 2 を し ら べ る 命令 の 機械 語 を 探す 場合 
・「 拡張 命令 の 機械 語 表 」 の 説明 か ら 機械 語 を ひく と CB⑥ と ある 





付表 の ペア レジ スタ ー の 指定 ⑥ の 部 分 に つい て は 付表 ⑥⑤ を みる 
・ 付 表 は ビッ ト の 指定 な の で 、 ビ ッ ト 2 の と き は 「5」 に な る 
BCIDE|IHLISP ・ 付 表 ⑥ の 参照 付表 に の ② と ある の で 、 さ ら に 付表 の ② を みる 
・ 付 表 の は レジ スタ ー の 指定 な の で 、 ビ レジ スタ ー の と き は 「3」 
4 5 6 7 ・ し た が っ て 機械 語 は 、 付 表 ⑥ と ④ を 合わ せ て 、「CB 5 3 」 に な る 
付表 ②・ レ ジス ター の 指定 付表 ⑥・⑦②・⑧ ビ ッ ト の 指定 















付表 | B (@ D E H L |A 
40148150158|160168178 
Lelsleelsilsslsrlssls| 


付表 の ・ レ ジス ター の 指定 

| 付表 | B CIDIEIHILIMIA 
| elolilzlsl4lslel? 
| @lslelAlslclplglr 
《 イ ン デ ックス レジ スタ ー を 使う 拡張 命令 》 
ペア レジ スタ ーHL を 使う 機械 語 の 命令 の 頭 に DD か FD (1 6 進数 ) を 付け る と 、HL レ ジス ター の か 
わり に イン デック スレ ジス ター (IX また は TIY レ ジス ター) を 使う 拡張 命令 に な る 。 DD を 付け た 場合 、 


IX レジ スタ ー が 使わ れ 、FD を 付け る と TIY レ ジス ター が 使わ れる 。 機 械 語 に つい て は 、「 (8 8) ニー 
モニ ッ ク 機 械 語 の 対応 表 」 と 「 拡 張 命令 の 機械 語 表 」 参照 。 


・ オ ペラ ンド に ペア レジ スタ ーHL の 意味 の H が 書け る 命令 は 、HL の か わり に イン デック スレ ジス ター が 


6 6 |b5|b4 lslpelmlto 
4 |4 


9 


貼 目 
















使わ れる 
( 例 1) ニー モニ ッ ク 機械 語 意味 
INX HH 2 3 HL レジスター の 内 容 を 1 増やす 
DD23 IX レジ スタ ー の 内 容 を 1 増やす 
・ オ ペラ ンド に M が 娠 ける 命令 は 、HL の 指す 番地 の か わり に 、 イ ン デ ックス レジ スタ ー の 内 容 に 1 バイ ト 
定数 nn の 値 を 加え た 番地 が 対象 と な る 
( 例 2) ニー モニ ッ ク 機械 意味 
MOV D,M 5 D レ ジス ター に 是 し レジ スタ ー が 指す メモ リー の 内 容 を 入れ る 


FD56nn D レ ジス ター に TIY レ ジス ター の 内 容 十 n n 番 地 の 内 容 を 入れ る 


・CB XX の 形 を し た 命令 で 、 か つ HL レジ スタ ー の 指す 番地 を 使う 命令 は 、HL の 指す 番地 の か わり に イ 
ン デ ックス レジ スタ ー の 内 容 に 1 パイ ト の 定数 n n の 値 を 加え た 番地 が 対象 と な る 
( 例 3) 機械 語 意味 
CB56 HL レジスター の 指す メモ リー の ビッ ト 2 を テス ト す る 
DDCBnn56 OO 
スト する 
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《 拡 張 命令 の 機械 語 表 》 


ジラ グ 
SZHPNC 


OOOOSO 


機械 語 艇 の の て ⑧ は 付表 参照 


NEGate A レ ジス ター の 内 容 を 2 の 補 数 に する 。 正 な ら 
負 、 負 な ら 正 に な る 





OOXORO 


ADd with Carry ① で 指定 し た ペア レジ スタ ー の 内 容 と 
C フ ラグ を HL レジ スタ ー に 足す 
BC、DE、HL、SP が 指定 で きる 





OOXOSO 


SuBtract with Carry ① で 指定 し た ペア レジ スタ ー の 内 
容 と C じ フラ グ を HL レジスター か ら 引 く 
BC、DE、HL、SP が 指定 で きる 





INput C レ ジス ター の 内 容 を ポー ト 番 号 と し て ②③ で 指 
定 し た レジ スタ ー に 入力 する 





OUTput C レ ジス ター の 内 容 を ポー ト 番 号 と し て ③ で 指 
定 し た レジ スタ ー の 内 容 を 出力 する 








OORORO 


Rotate Left Circuler ④ で 指定 し た レジ スタ ー の 内 容 
iM 
に 入る 








OORORO 





ジス ター の 内 容 
グ と 最上 位 ビッ ト 


Rotate Right Circuler ⑤ で 指定 し た レ 
1 RM 
に 入る 





OORORO 


Rotate Left ④ で 指定 し た レジ スタ ー と C フ ラグ を つ な 
げ 左 に まわ す 。 最 上 位 ビ ッ ト は C フ ラグ に 入り 、C フ ラ 
グ は 最 下 位 ビ ッ ト に 入る 





OORORO 


Rotate Right ⑧⑤ で 指定 し た レジ スタ ー と C フ ラグ を つ 
な げ 右 に まわ す 。 最 下位 ビッ ト は C フ ラグ に 入り 、C フ 
ラグ は 最上 位 ビ ッ ト に 入る 





OORORO 


Shift Left Arithmetic ④ で 指定 し た レジ スタ ー を 左 
に シフ ト す る 。 最 上 位 ビ ッ ト は C フ ラグ に 入る 。 最 下位 
ビッ ト は 0 に な る 





OORORO 


Shift Right Arithmetic ⑤ で 指定 し た レジ スタ ー を 右 
に シフ ト す る 。 最 下位 ビッ ト は C フ ラグ に 入る 。 最 上 位 
ビッ ト は 不変 





OORORO 


Shift Right Logical ⑧ で 指定 し た レジ スタ ー を 右 
に シフ ト す る 。 最 下位 ビッ ト は C フ ラグ に 入る 。 最 上 位 
ビッ ト は 00) に な る 





Rotate Left Digit HL が 指す 番地 の 内 容 を 4 ビッ ト 
左 ヘ シフ ト す る 。 こ の と き A レ ジス ター の 下 4 ビ ッ ト が 
メモ リー の 下 4 ビ ッ ト に 入り 、 メ モリ ー の 上 4 ビッ ト が 
A レ ジス ター の 下 4 ビ ッ ト に 入る 














Rotate Right Digit HL が 指す 番地 の 内 容 を 4 ビッ ト 
右 へ シフ ト す る 。 こ の と き A レ ジス ター の 下 4 ビ ッ ト が 
メモ リー の 上 4 ビッ ト に 入り 、 メ モリ ー の 下 4 ビ ッ ト が 
A レ ジス ター の 下 4 ビ ッ ト に 入る 
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フラ グ 
SZHPNC 


械 語 欄 の ① 〇 て ⑧ は 付表 参照 


ComPare Increment ス 
あ 


ダ < 
番地 の 内 容 を 比較 し 、 等 し か た 
BC 0 な ら P フ ラグ は 0) と な る 





xOxOS- | 


ComPare Increment Repeat 同上 。A レ ジス ター の 内 容 
と 是 し が 指す 番地 の 内 容 が 等 し く な る か 、BC が 0 に な 
る まで 繰り 返す 





旧 XOXOS 一 


ComPare Decrement レジ スタ ー の 内 容 と HL が 指す 
番地 の 内 容 を 比較 し 、 代 し か っ た ら Z フ ラグ が セット さ 
れる 。 比 較 後 、B C、HL と も 1 され る 

BC= テ 0 な ら P フ ラグ は 0 と な る 





2 


ComPare Decrement Repeat 同上 。A レ ジス ター の 内 容 
と HL が 指す 番地 の 内 容 が 等 し く な る か 、BC が 0 に な 
る まで 繰り 返す 








LoaD Increment HL が 指す 番地 の 内 容 を DE が 指す 番 
地 に うつ す 。 HL、DE は + 1 、BC は - ] され る 
プ ブロック 転送 命令 





| 


2 


XXRRR 一 


LoaD Increment Repeat 同上 。BC が 0 に な る まで 繰 
り 返 す 








2 


ーー 


XXROR 一 


LoaD Decrement り 、 ま  ー ー 
地 に うつ す 。HL、DE、BC と も ーー1 





2 


| xsmm- 


LoaD Decrement Repeat 同上 。BC が 0 に な る まで 繰 
り 返 す 





2 


XOXXXX 


INput Increment  C レ ジス ター が 指す ポー ト か ら デ ー 
タ を 入力 し 、HL が 指す 番地 へ うつ す 
HL は + 1、B は 一 ] され る 。 ブ ロッ ク 入 力 命令 





XOXXXX 


OUTput Increment HL が 指す 番地 か ら C レ ジス ター が 
指す ポー ト へ 出力 、HL は + 1 、B レ ジス ター は 一 1 さ 
れる 。 プ ブロ ッ ク 出 力 命令 





XSXXX 災 


INput Increment Repeat ブロ ッ ク 入 力 命令 を B レジ ス 
ター が 0 に な る まで 繰り 返す 





XSXXXX 


OuTput Increment Repeat ブロ ッ ク 出 力 命令 を B レ ジ 
スタ ー が 0 に な る まで 繰り 返す 





XOXXXX 


INput Decrement HL し が 一 1] され る ブロ ッ ク 入 力 命 令 





0UTput Decrement HL が 1] され る ブロ ッ ク 出 力 命令 





」koxxxsx 
XSXXXXX 


IiNput Decrement Repeat HL が 一 ] され る ブロ ッ ク 入 
力 命令 を B レジ スタ ー が 0 に な る まで 繰り 返す 








|xsxxxx 





OuTput Decrement Repeat HL し が 一 1] され る ブロ ッ ク 出 
力 命令 を B レジ スタ ー が 0 に な る まで 繰り 返す 
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フラ グ 
SZHPNC 


機械 語 楠 の の て は 付表 参照 


BIT test で 示す レジ スタ ー の ビッ ト を し ら べ る 
1 なら Z フ ラグ を 0 、0 な ら 1 と する 





bit SET ⑦ で 示す レジ スタ ー の ビッ ト を 1 に する 





bit RESet で 示す レジ スタ ー の ビッ ト を 0) に する 





RETurn from Interrupt 割り 込み 処理 ルー チン か ら 戻 
る 








RETurn from NNI NMI (ノン マス カブ ル 割 り 込み ) 
に 対す る 処理 ルー チン か ら 戻 る 。 NM 1 割り 込み 処理 ル ん 
ー チ ン の 開始 番地 は 6 6 H 





Interrupt Mode 割り 込み モー ド 0 。 割り込み を 受け つ 
ける と 、 デ ー タ バス か ら 割 り 込 み 命令 (CALL や RS 
T) を と りこ ん で 割り 込み 処理 を する 





Interrupt Mode 割り 込み モー ド 1。 割 り 込 み を 受け 付 
ける と 3 8 HH 番地 を コー ル す る 








Interrupt Mode 割り 込み モー ド 2。 割 り 込み を 受け 付 
ける と 割り 込み テー ブル に 入っ て いる 番地 を コー ル す る 
割り 込み テー ブル の 番地 の 上 位 8 ビ ッ ト は 1 レジ スタ 
ー か ら 、 下 位 8 ビ ッ ト は デー タバ ス か ら 取 り 込 み 、 最 下 
位 ビ ッ ト を 0 と し て 間接 コー ル す る 

割り 込み モー ド 命 令 (ED46、ED56、ED5E) は 割り 込み 
の モー ド を 決め る 。 割 り 込 み は E 1 命令 で 可能 に な る 。 
割り 込み が 起き た 後 は 禁止 状態 に な る の で 、 割 り 込 み 処 
本 
態 に する 





ED57 


LoaD 1 レジスター の 内 容 を A レ ジス ター に 取り 出す 
P フ ラグ に 割り 込み フリ ッ プ フロ ッ プ の 状態 が 入る 





ED5F 


LoaD R レ ジス ター の 内 容 を A レ ジス ター に 取り 出す 
P フ ラグ に 割り 込み フリ ッ プ フロ ッ プ の 状態 が 入る 





ED47 


LoaD A レ ジス ター の 内 容 を I レジ スタ ー に 入れ る 





ED4F 


LoaD A レ ジス ター の 内 容 を R レジ スタ ー に 入れ る 





ED①DBnnnn 


LoaD nnnn 番 地 の 内 容 を ① で 指定 し た ペア レジ スタ 
ー に 入れ る 。 BC、DE、SP の み 可 能 





ED①3nnnn 


LoaD ① で 指定 し た ペア レジ スタ ー の 内 容 を nnnn 番 
地 へ 入れ る 。 BC、DE、SP の み 可 能 





EXchange PSW を 副 PSW に 切り 替え る 














| gycmanee indeX ペア レジ スタ ーBC、DE、HL を 副 
レジ スタ ー に きり か える 
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(8. 8801 ニー モニ ッ ク と 機械 語 の 対応 表 ) 





r は レジ スタ ー。n は] バイ ト の デー タ ま た は 相対 番地 。 n n は 2 バイ ト の デー タ ま た は 番地 











ゃ 





ゃ 











ロロ 








| ロロ | 選 | 加 | の 〇 |I 軌 | 


ゃ 
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r は レジ スタ ー。n は 1 バイ ト の デー タ ま た は 相対 番地 。n nm は 2 バイ ト の デー タ ま た は 番地 







































































































































































(9. 8801 機械 語 と ニー モニ ッ ク の 対応 表 





n は 1 バイ ト の デー タ ま た は 相対 番地 。n nm は 2 バイ ト の デー タ ま た は 番地 















































ゃ 





ゃ 





ゃ 








ロロ 














ゃ 





ゃ 











の 











| の O 〇 1Q 1 の | の O 〇 |1O 〇 Q|1O1O1O|1 尻 | 軌 | 避 | 避 避 回 | 避 


軌 | と | 連 | 品 | 選 | 加 | は 〇 | と | ご | ピロ 


ゃ 





(0 0<50) 


(5 1 て AA) 































































































5 1 [MOV D ,C 6F IMOV L 。A L 
521MOV D,D 7.0 |MOV M,B M 
53 1MOV DE 711MOV M , C A 
5 4 1MOV D , H 7 2 | MOV M , D B 
55 |Mov DL 7 3 | MOV M ,E C 
56 | MOV D ,M 74 |MOV M , H D 
57 |MOV D ,A 75 | MOV M,L E 
58 | MOV E。B 761HLT H 
5 9 | MOV E 。C 77 1MOV M ,A し 
5AlIMOV ED 7 8 | MOV A。B M 
5B |MOV EE 791MOV A ,C A 
5CIMOV E ,H 7AlIMOV A。D B 
5D|MOV EL 7 B | MOV AE C 
5E 1|MOV E ,M 7 CIMOV A HH D 
5F IMOV E,A 7DIMOV A。L E 
6 0 |MOV H,B 7E |MOV A。M H 
6 1 |MOV H ,C 7F |MOV A。A L 
6 2 1MOV H。D 80 1ADD B M 
6 3 | MOV HE 8 1 | ADD C A 
6 4 |MOV H ,H 82 | ADD D B 
6 5 | MOV HL 831ADD E C 
6 6 | MOV H ,M 84 | ADD H D 
67 | MOV H ,A 85 1 ADD し E 
6 8 | MOV L。B 86 | ADD M H 
6 9 | MOV L 。C 87 1 ADD ん し 
6A1IMOV L ,D 88 1ADC B M 
6B |MOV LE 891ADC C A 
6C|MOV L 。H 8A1IADC D B 
6D|MOV L し 8B | ADC E C 
6E|MOV L ,M 8C1IADC H D 
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(AB^ て FTF) 

































































E 
H 
L 
M 
A 
B 
C 
D 
E 
H 
し 
M 
AA 
B 
C 
D 
E 
H 
L 
M 
AA 
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(10. 8801 USR 関 数 と CALL 文 の 使い 方 ) 


機 械 語 ア プロ グラ ム の 作成 と ロー ド 区 





《 機 械 語 ア ログ ラム の 作成 》 
機械 語 プ ログ ラム は 、 モ ニタ ー の コマ ンド を 使っ て 作成 する 。 デ ィ ス ク や カセ ッ ト テ ー プ に 保存 し て お き 
必要 な 時 に ロー ド す る 。 ま た 、POKE 文 を 使い 機械 語 プ ログ ラム を 直接 機械 語 エ リア に 書き 込む 方 法 も あ 


る 。 

(1) CLEAR 文 を 使い 、 機 械 語 プ ログ ラム の エリ ア を メモ リー で に 確保 する 。 
PC-ー8801 は E6 0 0H か ら FFFTF 昌 番地 を BAS 1 C の 作業 場所 と し て 使っ て いる 。 
機械 語 エ リア と し て 使え る の は CLEAR 文 で 指定 し た 番地 か ら E5FF 日 番地 まで で ある 。 


CLEAR ,。&HE0 0 0 一 ーーーーーーーーーーーー E 0 0 0 H 番 地 か ら 機 械 語 エ リア を 確保 する 
(2 ) モニ ター を 使い 機械 語 エ リア に プロ グラ ム を 作る 。 
OTN ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーー ニ =ーーー ニ co ニーーーーーー モニタ ー を 動か す 
hJ AE0 0 0 ーーーーー ツ ーーー デベ ヤー ズー ニーーーー A コ マン ド を 使い 、E 0 0 0 HH 番地 か ら ア セン ブ 
ル を 開始 する 
E000 21 0000 LXI H,0O: 


E003 39 DAD SP 『… アセ ンプ ブラー ニ ー モ ニッ ク で 機械 語 プ ログ ラム を 
1 入れ る 。【RET】 で 機械 語 を 自動 的 に 表示 する 


【R ETT】 だ け を 押す と アセ ンプ ん ル 作業 は 終了 する 。 
機械 語 で 使う デー タ は S コ マン ド ま た は E コ マン ド を 使い 、1 6 進数 で メモ リー に 書き 込む 。 


(3) 機械 語 プ ログ ラム を ディ スク また は カセ ッ ト テ ー プ に 保存 する 。 
・ デ ィ ス ク に 保存 する 方 法 


DU SEEEEBRERN の EDRESSSP22SS23232h2aaaearoososoToacaeaeseaed モニ ター か ら BAS I CC に 戻る 

OK 

BSAVE “PROGO ” ,&HE000,&H0O40 0 -- 機械 語 エ リア の E 0 0 0 H 番 地 か ら 

OK 4 0 0 H バ イト を プロ グラ ム フ ァ イ 
ル (PROG 0 ) に 保存 する 

・ カ セッ ト テ ー プ に 保存 する 方 法 

h) WPROGO,E000。E8FF ーーーーーーーー…ーーーー 機械 語 エリ ア の E 0 0 0 是 番 地 か ら 
E3FFH 番 地 を プロ グラ ム フ ァ イィ 
ル (PROG 0) に 保存 する 

Ua JBMERHREASRGGGdaoruiotodooooakoohlumooo う っ = モニ ター か ら BAS 1 C に 戻る 

OK 


《 機 械 語 プ ログ ラム の ロー ド )》 
(1) ディ スク の 機械 語 ア プロ グラ ム を ロー ド す る 方 法 
BAS 1I C の 命令 だ け を 使っ て 準備 作業 が で きる 。 


10 GL 選 A 民 。&HE000 ーーーー…ー 機械 語 プ ログ ラム を 作成 し た と き と 同 じ 番 地 に 機 
械 語 エ リア を 確保 する 

20 BLOAD”"PROG0 "ーーーーーーーーー し 
ド す る 。 


(2) カセ ッ ト テ ー プ の 機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る 方 法 
モニ ター の R コ マン ド を 使っ て メモ リー に ロー ド す る 。 BAS ITC プ ログ ラム を 実行 する 前 に つぎ の 
操作 を する 。 


CLEAR ,&HE000 ーーーーーーーーーーー 機械 語 プ ログ ラム を 作成 し た と き と 同 じ 番 地 に 機 
械 語 エ リア を 確保 する 

ME ジー トト n プ この ミ マエ ココ で = ロミ デコ コミ = ミロ = ドミ Sm コー デン で ュー ッッ モニ ター を 動か す 

h) RPROG0 ーー 機械 語 エ リア に プロ グラ ム (PROG0) を ロー 

Found:PROG0 ド す る 。 に 

MO 人 ee モニ ター か ら B AS 1 C に 戻る 

OK 


《P OKE 文 で 機械 語 を 扱う 方 法 》 


POKE 文 を 使い 機械 語 ア プロ グラ ム を 直接 機械 語 エ リア に 書き 込む 。 この 場合 、 機 械 語 プ ログ ラム を ディ 
スク や カセ ッ ト テ ー プ か ら ロ ー ド する 必要 が な い 。 


10 
20 
3 0 


テー テー トー トー テー トー 


cn 必 て っ KO ウー の 


どど の どど の どの つつ 


CLEAR  。 多 HE0 0 0 …ーーーーーー 機械 語 エリ ア を E 0 0 0 H 番 地 か ら 確 保 す る 

DATA &H21, &HO00 

DATA &HO0, &H39 1 
ES DATTA 文 で 機械 語 プ ログ ラム を 作る 


% = &HE000 一 ーー 


A 

0 虹 。 よ ル TO mm や ー… D AA 文 の 機 概 語 プロ グラ ム を POKE 文 を 
READ D% 1 使っ て 機械 語 エ リア に 書き 込む 

POKE A%, D% 

0 690 キ J nnn は 機械 語 ア プロ グラ ム の バイ ト 数 
NEX 1I os 


次 機械 語 ア プロ グラ ム の 呼び 出し 方 


機械 語 で 書い た プロ グラ ム を BAS TIC の プロ グラ ム で 利用 する に は 、USR 関 数 (ユー ザー 関数 ) と し 
て 呼び 出す 方 法 と 、CALL 文 で サブ ルー チン と し て 呼び 出す 方 法 の 二 通り ある 。 


《USR 関 数 》 


USR 関 数 で 機械 語 の アロ グラ ム を 呼び 出す と 、B AS 1 C の 関数 と 同じ よう に 使え る 。 計 算 の 結果 は U 
SR 関 数 自体 が 持つ の で 、 計 算式 の 中 で U SR 関数 を 使っ た り 、LF 文 の 条件 に 書く な ど 、 さ ま ざ ま に 使え 
る 。 US R 関 数 に 返す 値 の 型 は 、 引 き 数 の 型 と 同じ に する 。 引 き 数 に は 定数 、 変 数 の ほか に 式 が 書け る 。 た 
だ し 、 引 き 数 は 一 つ し か 書け な い 。 US R 関 数 を 呼び 出す に は 、DEF USR 文 で 機械 語 の プロ グラ ム の 
先頭 番地 を 宣言 し て お く 必 要 が ある 。 


( 例 ) 1 0 


2 


ェ トー トー ルー トー トー 


《CALT 文 》 


必 Cot ら の で 
どら どど ご どの 


CLEAR ,&HE000 機械 語 エ リア を E 0 0 0 H 番 地 か ら 確 保 す る 
BLOAD "PROG0” 機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る 


DEF USR0=&HE000 USR 関 数 の 先頭 番地 を 宣言 する 
INPUT A 


B=USR0) (A) USR 関 数 を 呼び 出す 
PRINT A,B 
END 


CALL 文 で 機械 語 プ ログ ラム (機械 語 サ プル ー チ ン ) を 呼び 出し て 使う と き は 、USR 関 数 と は 異な り 
視 数 の 引き 数 を 受け 渡し で きる 。 引 き 数 は 機械 語 サ プルー チン に 値 を 渡す だ け で な く 、 値 を 返す た め に も 使 
う 。 た だ し 、 引 き 数 に は 変数 し か 書け な い 。 機 械 語 サ ブル ー チ ン を 呼び 出す に は 、 先 頭 番地 を サブ ルー チン 
名 (変数 ) に セッ ト し て お く 必 要 が ある 。 


( 例 ) 1 


テー レー レー レー レー 


いこ 】 
選 CSK ウデ の つ 
どど 選 ど どど 選 


0 


CLEAR ,&HE000 機械 語 エ リア を E 0 0 0 H 番 地 か ら 確 保 す る 


BLOAD "PROG1”" 機械 語 プ ログラム を ロー ド す る 
SUB1=&HE100 機械 語 サ プ ブルー チン 名 に 先頭 番地 を 入れ る 
INPUT A 


GALL SUB1 ( 入 。 邑 ) 機械 語 サ ブ プルー チン を 呼び 出す 
PRINT A,B 
END 
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文 機械 語 ア プロ グラ ム の 作り 方 反 


《 機 械 語 プ ログ ラム の 構造 》 

機械 語 プ ログ ラム は 、 右 図 の や て ⑥ の 処理 部 と の こ て ⑨ の デー タ 部 と スタ ッ ク 部 か ら 成 る 。 

機械 語 プ ログ ラム が USR 関 数 や CALL 文 か ら 呼 ば れ た と き 、『 入 り 口 の 処理 」 で スタ ッ ク ポ イン ター 
を 保存 し て か ら 設定 す る 。『 入 り 口 の 処理 」 は USR 関 数 と CALL 文 で 共通 。 ま た 、USR 関 数 や CAL 
L 文 に 戻る と き 、 ス タッ ク ポ イン ター を 元 に 戻す 『 出 口 の 処理 」 も 共通 で ある 。 

引き 数 を 取り 出し た り 書 き 込ん だ りす る と き 、USR 関 数 と CAL 工 文 で は 引き 数 の 扱い 方 が ちがう 。 ま 
た 、 引 き 数 が 数 値 か 文字 列 か に よっ て 、USR 関 数 と CALL 文 それ ぞ れ で 扱い 方 が 異な る 。 


《 入 り 口 と 出口 の 理 》 機械 語 エ リア (下位 番地 ) 
機械 語 プ ログ ラム か ら BAS I C に 戻る に は 
必ず RE 華 命令 を 使う 。BAS 1 C は 機械 語 プ 一 ① ス タッ ク ポ イン ター の 保存 
ログ ラム を 機械 語 の CALL 命 令 で 呼び 出し て と 設定 
いる た め 、 ス タッ ク に は 戻り 番地 と し て 2 バイ ②③ 引き 数 の 取り 出し 
ト 入 っ て いる 。 B A S I C に 戻る と き に は 必ず 
ーー③ 計 算 
③④ 引き 数 の 書き 込み 
スタ ッ ク ポ イン ター の 回 復 


スタ ッ ク ポ イン ター は 呼び 出さ れ た と き と 同 じ 
番地 を 指す よう に する 。 

スタ ッ > 

スタ ッ > 
使う と き に は 、 EAN ま 導 ー ー⑥ リ ター ン 
意 す る 。 ス タッ ク 部 の 最後 の 2 バイ ト を スタ ッ 

ク ポ イン ター の 保存 場所 と し て 、 そ れ 以 前 を ス 
タッ ク と し て 使う 。 ス タッ ク が 8 レベ ル 以 下 の ー⑦ 機 械 語 ゲ ー タ エリ ア 
と き は 、 ス タッ ク 部 を 用 意 し な く て よい 。 スタ 

ッ ク ポ イン ター の 処理 は 次 の よう に する 。 

スタ ッ 


1 : スタ ダック ょ し で 憶 う 方 


ーー⑨ ス タッ ク ポ イン ター 保存 場所 
(上 位 番 地 ) 





・ ス タッ ク ポ イン ター の 保存 と 設定 
(nnnn 番 地 は ⑨ ス タッ ク ポ イン ター 保存 場所 ) 


スタ ッ ク ポ イン ター の 値 を n n nn 番地 に 保存 する 


LXI H,0 HL に 0 を セッ ト す る 

DAD 0 選 SP の 値 を HL し に セッ ト す る 

SHLD nnnn HL の 値 を nnnn と nnnn 二 1 番地 に 保存 する 
スタ ッ ク ポ イン ター を 機械 語 エ リア の スタ ッ ク に 設定 する 

LXI SP。nnnn nnnn 番 地 を スタ ッ ク ポ イン ター に 設定 する 


・ ス タッ ク ポ イン ター の 回 復 


LHLD nnnn nnnn 
S PH も HL を S 


区 引 き 数 の 取り 出し と 書き 込み 六 
《U SR 関数 を 使う 場合 の 引き 数 の 扱い 》 


(1 ) 引き 数 が 数 値 の 場合 

機械 語 プ ログ ラム が USR 関 数 か ら 呼ば れん た と き は 、 引 き 数 の 型 が ヘム レジ スタ ー に 入り 、 引 き 数 が F AC 
(浮動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ ー) に 入る 。FAC は BAS 1IC が 使う 8 バイ ト の 作業 場所 で 、 引 き 数 が 整数 
型 か 単 精度 実数 型 か 倍 精 度 実数 型 か に よっ て 、 各 バイ ト の 働き が 異な る 。 HH し レジ スタ ー に は F AC の 先頭 
か ら 5 バイ ト 目 の 番地 が 渡さ れる 。 

機械 語 プ ログ ラム で は 、A レ ジス ター に 引き 数 の 型 を 、F AC に 計算 結果 を セッ ト し て 、USR 関 数 に 返 
す 。 


番地 の 値 を HL に セッ ト す る 
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US R 関 数 と 機械 語 プ ログ ラム で 引き 数 を や り と りす る と き の A レ ジス ター、 量 し レジ スタ ー、FAC の 
働き は つぎ の 表 の 通り 。 


引き 数 の 型 整数 型 単 精 度 実数 理 倍 精 度 実数 弄 
HL レジスター の 値 FAC の 5 バイ ト 目 の 番地 








A レ ジス ター の 値 8 





FAC の 1 バイト 目 仮数 の 最 下位 8 bi 
FAC の 2 バイト 目 仮数 の 第 6 位 8bi 
FAC の 3 バイ ト 目 仮数 の 第 5 位 8 bi 











FAC の 4 バイ ト 目 仮数 の 第 4 位 8bi 
FAC の 5 バイ ト 目 仮数 の 下位 8 b it | 仮数 の 第 3 位 8bi 
FAC の 6 バイ ト 目 | 上位 8bit | 仮数 の 中 位 8bit | 仮数 の 第 2 位 8bi 
FAC の 7 バイ ト 目 仮数 の 上 位 8 b it | 仮数 の 最上 位 8bi 
FAC の 8 バイ ト 目 指数 部 指数 部 

















( 例 ) 引き 数 が 整数 の 場合 
引き 数 が 整数 の と き 、USR 関 数 か ら 呼 ば れる 機械 語 プ ログ ラム は 次 の よう に 作る 。 


F AC の 場所 を 保存 する 

SHLD nnnn HL に 入っ て くる FAC の 場所 を 保存 する 
数 値 を FAC か ら HL し に 取り 出す 

MOV E,M 下位 バイ ト を E に 取り 出す 

INX H HL を 次 の 番地 に セッ ト す る 

MOV D ,M 上 位 バ イト を D に 取り 出す 


XCHG DE に 入れ た 値 を HL に 入れ る 


HL に 入っ て いる 計算 結果 を F AC に 入れ る 


XCHG HL に ある 計算 結果 を DE に 移す 

LHLD nnnn HL に FAC の 場所 を セッ ト す る 

MOV M ,E 下位 バイ ト を FAC に 入れ る 

INX H HL を 次 の 番地 に セッ ト す る 

MOV M , D 上 位 バ イト を FAC に 入れ る 
BAS IC プ ログ ラム に だ 戻る 

RET 


(2 ) 引き 数 が 文字 列 の 場合 

機械 語 プ ログ ラム が USR 関 数 か ら 呼 ば れ た と き は 、 引 き 数 の 型 (= 3) が A レ ジス ター に 入り 、 ス トリ 
ング ディ スク リプ ター の 番地 が DE レジ スタ ー に だ 入っ て 渡さ れる 。 ス トリ ング ディ スク リプ ター は 3 バイ ト 
1 
えて は いけ な い 。 


スト リン グ デ ィ ス クリ プター 


文字 列 の | 文字 列 の 番地 
長 さ 下位 バイ ト 上 位 バ イト 





文字 列 
|EFGHIJKLMN・・ 





DE 
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( 例 ) 文字 列 を 取り 出す に は 、 次 の よう に する 


文字 列 の 場所 (番地 ) を DE に 、 文 字 列 の 長 さ を C に 入れ る 
XCHG HL に スト リン グ デ ィ ス クリ プター の 場所 を 取り 出す 


MOV CM C に スト リン グ の 長 さ を 取り 出す 

INX H HL を 次 の 番地 に セッ ト す る 

MOV E ,M E に 下位 バイ ト を 取り 出す 

INX H HL を 次 の 番地 に セッ ト す る 

MOV D ,M D に 上 位 バ イト を 取り 出す 
文字 列 の 先頭 1 文字 を A に 取り 出す 

XCHG HL に 文字 列 の 場所 を 移す 

MOV A ,M A に 文字 列 の 先頭 の 1 文字 を 取り 出す 
文字 列 を 置き 換え る に は 、 次 の よう に する 

MOV M , A 文字 列 の 先頭 に A の 内 容 を 入れ る 


《CALL 文 を 使う と き の 引 き 数 の 扱い 》 
機械 語 ア プア ログ ラム が CAL 工 文 か ら 呼 ば れ た と き は 、 引 き 数 の 番地 が 渡さ れる 。 
引き 数 の 番地 の 表し 方 は 、 数 値 か 文字 列 か で 異な る 。 数値 の 場合 は 、 整 数 型 (2 バイ ト ) 、 単 精度 実数 型 
(4 バイト) 、 倍 精度 実数 型 (8 バイト) の それ ぞ れ の 引き 数 の 先頭 番地 を 指す 。 文 字 列 の 場合 は スト リン 
グ デ ィ ス クリ プター の 先頭 番地 を 指す 。 
機械 語 ア プロ グラ ム か ら CALL 文 に 結果 を 返す と き は 、 直 接 引き 数 に 値 を 入れ る 。 
CALL 文 の 引き 数 の 個数 に よっ て 、 引 き 数 の 受け 渡し 方 が ちがう 。 
・3 個 以下 の 引き 数 の 扱い 
引き 数 の 個数 が 3 個 以下 の と き 、 各 引き 数 の 番地 は レジ スタ ーH し ・DE・BC に 入っ て いる 。 
CALL 機械 語 プ ログ ラム (引き 数 1 , 引き 数 2 , 引 き 数 3) 
HL : 引き 数 1 の 番地 ーー」 
DE : 引き 数 2 の 番地 て ー | 
B C : 引き 数 3 の 番地 一 
・4 個 以上 の 引き 数 の 扱い 


引き 数 の 個数 が 4 個 以 上 の と き 、 引 き 数 1 の 番地 と 引き 数 2 の 番地 が レジ スタ ーH し と DE に 入る 。 3 
個 目 か ら あ と の 引き 数 の 番地 は 引き 数 テー ブル に 入り 、BC レ ジス ター が 引き 数 テー ブル の 場所 を 示す 。 


CALL 機械 語 プ ログ ラム (引き 数 1 , 引き 数 2 , 引 き 数 3 , 引 き 数 4 , 引 き 数 5 ,・・・) 
HL : 引き 数 1 の 番地 | 給 数 テー ブル 
DE : 引き 数 2 の 番地 < 
B C : 引き 数 テー ブル の 番地 引き 数 3 の | 引き 数 4 の 
番地 番地 て 
( 例 ) 引き 数 が 数 値 の 場合 - 6 
引き 数 が 4 個 以上 の と き は 、 引 き 数 の 取り 出し に 引き 数 テー ブル を 使う 。 
また 、 3 番目 以降 の 引き 数 が 数 値 の 場合 は 、 次 の よう に し て 引き 数 を 取り 出す 。 
CALL SUB (A%, B%, C% , D%) の 場合 
HL : 1 番目 の 引き 数 A% の 番地 引き 数 テー ブル 4 番目 の 引き 数 


DE : 2 番目 の 引き 数 B % の 番地 
3 番目 の 引き 4 番 上 の 引き ーー・ 
数 C% の 番地 数 D% の 番地 | 


B C : 引き 数 テー ブル の 番地 
A% の 番地 は HL レジ スタ ー に 、B% の 番地 は DE レジ スタ ー に 入っ て いる の で 、 各 レジ スタ ー を 使っ て 
取り 出す 。C% と D% の 番地 は BC レジ スタ ー の 指す 引き 数 テー プル に ある 。 
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まき 








4 番目 の 引き 数 D% の 値 を HL レジ スタ ー に 取り 出す に は 次 の よう に する 。 
引き 数 テー ブル か ら D% の 番地 を DE レジ スタ ー に 取り 出す 


PUSH B BC に ある 引き 数 テー ブル の 番地 を HL に 取り 出す 
POP H 
INX H HL を 変数 D% の 番地 に セッ ト す る 。 引 き 数 テー ブル の 
INX H 2 番目 だ か ら 2 増やす 
MOV E,M D% の 番地 の 下位 バイ ト を 取り 出す 
H HL を 次 の 番地 に セッ ト す る 
D ,M D% の 番地 の 上 位 バ イト を 取り 出す 
引き 数 D% の 午 を し レジ スタ ター に 取り 出す 
LDAX D D% の 値 の 下位 バイ ト を 取り 出す 
MOV L ,A 
INX D DE を 次 の 番地 に セッ ト す る 
LDAX D D% の 値 の 上 位 バ イト を 取り 出す 
MOV H ,A 


HL レジ スタ ー の 内 容 を D% に 入れ る に は 次 の よう に する 
(DBE レジスター に D% の 番地 が 入っ て いる も の と する ) 


MOV AL 下位 バイ ト を D% に し まう 
STAX D 

INX D DE を 次 の 番地 に セッ ト す る 
MOV A 日 上 位 バ イト を D% に し まう 
STAX D 


( 例 ) 引き 数 が 文字 列 の 場合 
9 番目 以降 の 引き 数 が 文字 列 の と き 、 文 字 列 を 取り 出す に は 次 の よう に する 。 


CALL SUB (A$,B$。C$ ,D$) の 場合 


L : 1 番目 の 引き 数 A $ の 番地 
DE : 2 番目 の 引き 数 B $ の 番地 sd: ス トリ ング ディ スク リプ ター の 略 


BC 
| 引き 数 テー ブル D$ の sd D$ 


3 番目 の 引き 数 | 4 番目 の 引き 数 D$ の | D$ の 先頭 番地 | ーー | 文字 列 
C$ の sd の 番地 | D$ の sd の 番地 長 さ 














1 
2 











B$ の スト リン グ デ ィ ス クリ プター の 番地 は HL レジスター と DE レジ スタ ー に 入っ て いる 。 

D$ の スト リン グ デ ィ ス クリ プター の 番地 は 引き 数 テー プル に あり 、 そ の テー ブル を BC レジ スタ 
が 指し て いる 。 

D 


$ の 最初 の 1 文字 を A に 取り 出す に は 次 の よう に する 
PUSH B BC に ある 引き 数 テー ブル の 番地 を HL に 取り 出す 
POP H 
INX H HL を D% の 番地 に セッ ト す る 。 引 き 数 テー ブル の 2 番 
INX H 目 だ か ら 2 増やす 
MOV E ,M D$ の スト リン グ デ ィ ス クリ プター の 番地 を DE に 取り 
INX H 出す 
MOV D , M 
XCHG 取り 出し た 番地 を HL に 入れ る 
MOV C,M D $ の 長 さ を C に 取り 出す 
INX H HL を 次 の 番地 に セッ ト す る 
MOV E ,M D $ の 番地 を DE に 取り 出す 
INX  H 
9 。 D ,M 
D 


D$ の 1] 文字 目 を A に 取り 出す 
2 衝 必 和え る 思 人 は 区 の よう に 
STAX D 文字 列 の 先頭 に A の 内 容 を 入れ る 
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(.11. 8801 機械 語 プロ グラ ム 集 ) 


機械 語 ア プロ グラ ム は モニ ター また は POKE 命 令 で メモ リー 上 に 作る か 、 す で に セー ブ し て ある も の を 、 
BLOAD 命 令 で ロー ド す る 。 詳 しく は 「USR 関 数 と CALL 文 の 使い 方 」 参照 。 


巡 (88) 機械 語 例題 1 近 





機能 
整数 型 引き 数 を ビッ ト パ タ ー ン と し て 扱い 、 値 が 1 の ビッ ト 数 を 数 える 。 


2. 呼び 出し 形式 
DEF USR1=&HE000 
PRINT USR1 (整数 型 引き 数 ) 


3. 利用 例 
ー3 か ら 3 ま で の 整数 の 1] に な っ て いる ビッ ト 数 を 数 え 、 ビ ッ ト 数 が 奇数 か 偶数 か を 表示 する 。 

100 DEF USR1=&HE000 
110 DIM P ま (1): P ま (0)="2"9 ス 9": P ま (1 )=" キ スウ " 
120 FOR 1%=-3 TO 3 
130  。 PRINT USING " 革 提 持 韻 桂 & &'jT を 。USR1(T を ) ,P ま (USR1( 1 を ) MOD 2) 
140 NEXT 1% 
Fn 

ー3 15 キス 9 

ー2 15 キス 9 

ー1 16 2 の "9 スウ 

0 0 ググ 9 ス 29 
1 キス ウ 
1 キス 9 
2 2"9 ス ウ 


4. 制 


1 
2 
3 


約 事 項 
整数 型 以 外 の 引き 数 で は な に も し な い 。 こ の と き USR 1 の 値 は 引き 数 と 同じ に な る 。 


5. 機械 語 プ ログ ラム 
入り 口 状態 : A 一 引き 数 の 型番 号 (整数 型 な ら ば 2 ) 
HL 一 FAC の 整数 型 引 き 数 の 下位 バイ ト の 番地 


引き 数 の 型 を カチ ェ ッ ク す る 
E000 FE 02 CPI 02 整数 型 (型番 号 が 2 ) か どう か 調べ る 
E002 CO RNZ 整数 型 で な けれ ば 戻る 

引き 数 の 値 を 取り 出す 


E003 5E MOV E,M E に 引き 数 の 値 の 下位 バイ ト を 取り 出す 

E004 23 INX 日 HL を FAC の 引き 数 の 上 位 バ イト の 番地 に する 

E005 56 MOV  D,M D に 引き 数 の 値 の 上 位 バ イト を 取り 出す 

E006 EB XCHG HL に 引き 数 の 値 、D 選 に F AC の 上 位 バ イト の 番地 を 移す 
繰り 返し 動作 の 準備 を する 

E007 06 10 MVI B,10 B に 繰り 返し 数 1 6 (ビッ ト の 数 ) を 設定 する 

E009 OE 00 MVI C,00 1 に な っ て いる ビッ ト 数 の カウ ンタ ーC を クリ アー する 
HL の 最上 位 ビ ッ ト (MSB) を 調べ 、 1 な ら ば カウ ント する 

E00B 29 DAD H HL を 1 ビッ ト 左 に ずら し MS B を C フ ラグ に 入れ る 

E00C 30 01 JRNC EO0OF C フ ラグ が ゼロ な ら カ ウン ト す る 部 分 を と ば す 

E0OOE 0C INR C 1 に な っ て いる ビッ ト 数 の カウ ゥ ウン ターCC 1 を た す 
繰り 返し 動作 を 指示 する 

E00F 10 FA DJNZ EOOB 未 処 理 ビ ッ ト 数 B か ら 1 を 引き ゼロ で な けれ ば 繰り 返す 
USR 関 数 の 返す 値 (関数 値 ) を 設定 する 

E011 EB XCHG HL に F AC の 上 位 バ イト の 番地 を 移す 

E012 36 00 MVI M,00 関数 値 の 上 位 バ イト を クリ アー する 

E014 2B DCX H HL を F AC の 関数 値 の 下位 バイ ト の 番地 に する 

E015 71 MOV M,C 関数 値 の 下位 バイ ト に 1 で ある ビッ ト 数 C を し まう 

E016 C9 RET 呼び 出し プロ グラ ム に 戻る 
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次 (88) 機械 語 例題 2 
1. 機能 


文字 列 型 の 引き 数 を も らい 、 そ の 文字 列 の 中 で プリ ンタ ー に 印字 で き な い 文字 (文字 ュー ド 0 0 H 
ン 1FH・7FH・F8H て FFH) を 「・」 (文字 コー ド A5H) に 置き 換え る 。 


2. 呼び 出し 形式 
DEF USR2=&HE030 
PRINT USR2 (文字 列 型 引き 数 ) 
3. 利用 例 
文字 ユー ド 順 に 並ん だ 文字 の 表 を 印字 する 。 
100 DEF USR2=&HE030 
110 FOR J=O TO &HF 
120  S$="“" 
130 FOR 1I=0 TO &HFO STEP &H10 
140 9S ま =S ま +CHR ま (1+J)+" “" 
150 NEXT I 
160  LPRINT USR2(S$) 
170 NEXT J 
ロロ 
・・ 0 @P pp ニ エ 上 ーー タミー テー 
) 1 為 呈 Ag ロニ エエ o。 ア チチ 上 E 目 
"2 BRbFL こ ニオ 1 リ イ リ メキ 年 
電 3CScs 上 ト 上 」 ウ テモ オ 月 
ま 4DTdt 電 一 、 エ ト ャ 4 日 
% を 5EUeu 画 一 ・ オ ナコ 叶 
& 6F り † ぃ い 画 | ラ カ ニ ヨ 分 
^ イア 6 Mguw 較 | ァ > キヌ ラ 画 秒 
(8HXhxl Fr ィ ク ネリ 全 ・ 
)91IY ュ i ッ 1 キュ ゥ ッ ケ ノル 部 
※ : JZ 」z8 上 ェ コ ハレ 人 を 
+ ji KEFLk て ココ ォ サ ヒロ 年 
> くし \ 1 | 上 邊 - ャ シフ 7 欠 ・ 
ー=M]m う 目 、 ュ スペ ン O 〇 ・ 
・。> NOn て 還 人 て ョ セ ホ "ンー 
・/?0_o・ キ 9 ソ ツマ N・ 
4. 制約 事項 
文字 列 型 以外 の 引き 数 で は な に も し な い 。 こ の と き USR 2 の 値 は 引き 数 と 同じ に な る 。 
5. 機械 語 プ ログ ラム 
入り 口 状態 : A 一 引き 数 の 型番 号 (文字 列 型 な ら ば 3) 
DEー- 文字 列 型 引き 数 の スト リン グ デ ィ ス クリ プター (sd) 
の 先頭 番地 
引き 数 の 型 を カキ ェ ッ ク す る 
E030 FE 03 CPI 03 文字 列 型 (型番 号 が 3) か どう か 調べ る 
E032 CO RNZ 文字 列 型 で な けれ ば 戻る 
引き 数 文字 列 の 長 さ を チェ ッ ク す る 
E033 EB XCHG HL に 引き 数 の 文字 列 の s d の 先頭 番地 を 移す 
E034 7E MOV  A,M A に 文字 列 の 長 さ を 取り 出す 
E035 B7 ORA A 文字 列 の 長 さ A が ゼロ か どう か 調べ る 
E036 C8 RZ 文字 列 の 長 さ A ム が ゼロ な ら ば 戻る 
E037 47 MOV B,A B に 文字 列 の 長 さ を 移す (繰り 返し の 回 数 に な る ) 
引き 数 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
E038 23 INX H HL を sd の 2 バイ ト 目 の 番地 に する 
E039 5E MOV  E,M 由宇 の を の ト を 取り 出す 
E03A 23 INX HH HL を sd の 3 バイ ト 目 の 番地 に す 
E03B 56 MOV D,M D に 文字 列 の 先頭 番地 の 上 位 バ ィ ト を 取り 出す 
E03C EB XCHG HL に 上 で 取り 出し た 引き 数 の 文字 列 の 先頭 番地 を 移す 
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E03D 
E03E 
E040 
E042 
E044 
E046 
E048 
E04A 
E04C 


EO4E 
E0S50 


E051 
E053 


次 (8 
開 


HL の 指し て いる 文字 を 調べ 、 置 き 換 え が 必 要 か どう か 決め る 


7E MOV  A,M HL の 指し て いる 文字 を A に 取り 出す 

FE 20 CPI 20 文字 コー ド 2 0 H と 比べ る 

38 0C JRC EOAE 2 0 H 未 満 な ら ば 置き 換え 処理 へ 行く 

FE 7F CPI 7F 文字 ユー ド 7 FH と 比べ る 

38 0A JRC E0O50 7FH 未 満 な ら ば 置き 換え 刀 理 を と ば す 

FE 80 CPI 80 文字 コー ド 8 0 H と 比べ る 

38 04 JRC  EO4E 9 0 H 未 満 な ら ば 置き 換え 処理 へ 行く 

FE F8 CPI F8 文字 ユー ド F 8 H と 比べ る 

38 02 JRC E050 F 8H 未 満 な ら ば 置き 換え 処理 を と ば す 
置き 換え 処 理 を する 

36 Aa5 MVI  M,A5 HL の 指し て いる 文字 を 「・」 (文字 ユー ド A 5 H) に する 
繰り 返し 動作 を 指示 する 

23 INX H HL を 引き 数 の 文字 列 の 次 の 文字 の 番地 に する 

10 EA DJNZ E03D 残り の 文字 数 B か ら 1 を 引き ゼロ で な けれ ば 繰り 返す 

C9 RET 呼び 出し ゲロ グラ ム に 戻る 

8) 機械 語 例題 3 区 


機能 
1 6 進数 の 数 字 (0 9 ・A て F ま た は af ) か ら 成る 文字 列 を 内 部 形 (2 進数 表現 ) に 変換 す 
る 。 1 6 進数 の 数 字 2 文字 (2 バイ ト ) か 内 部 形 1 バイ ト に 相当 する 。 


2. 呼び 出し 形式 
HEXVAL=&HE060 
CALL HEXVAL (文字 列 変数 1 , 文字 列 変数 2 ) 
文字 列 変数 1 (入力 )  : 1 6 進数 の 数 字 か ら 成 る 文字 列 
文字 列 変数 2 (出力 ) " 人 を 拍 し た 値 を 人 れる 文 字 列 ( 字 列 変数 1 の 半分 の 長 さ で ある こ 
3. 利用 例 
プリ ンタ ー に 漢字 か な 混じり の 文 を 印字 する 。 
100 HEXVAL=&HE060 
110 H*="1b4b4c5c1b481b26c6d4bbbcb21b4b442b467c3F374a391b481b24・ 
120 V ま =SPACE ま (LEN(H$ ま )/2 ) 
130 CALL HEXUAL(H ま , い り ま ) 
140 LPRINT り ま 
FUD 
目 に や さ し い 朝日 新聞 
4. 制約 事項 
・ 引 き 数 の 数 や 型 が 呼び 出し 形式 と 違う 場合 、 正 し く 動 か な い 。 
・ 文 字 列 変数 2 の 長 さ が 文 字 列 変数 1 の 長 さ の 半分 で な り 場 合 は 何 も し な い 。 
・ 文字 列 変数 1 の 中 に 1 6 進数 の 数 字 以 外 の 文字 が ある 場合 に は 、 変 換 し た 結果 は 正しく な い 。 
5. 機械 語 プ ログ ラム 
入り 口 状態 : HL 一 4 本 
頭 
DEー 文字 列 変 数 2 の スト リン グ デ ィ ス クリ プター (sd2) の 
先頭 番地 
文字 列 変数 の 長 さ を チェ ッ ク す る 
E060 1A LDAX D A に 文字 列 変 数 2 の 長 さ を 取り 出す 
E061 B? DRA Aa 文字 列 変 数 2 の 長 さ A が ど ロ か どう か 調べ る 
E062 C8 RZ 文字 列 変 数 2 の 長 さ A が ゼロ な ら ば 戻る 
E063 4?7 MOV  B,A B に 文字 列 変数 2 の 長 さ を 移す (繰り 返し の 回 数 に な る ) 
E064 7E MOV  A,M AA に 文字 列 変数 1 の 長 さ を 取り 出す 
E065 OF RRC 長 さ を 2 で 割り 余り を C フ ラグ に 入れ る 
E066 D8 RC 余り が あれ ば ( 長 さ が 奇数 な ら ば ) 戻る 
E067 B8 CMP_B 文字 列 変数 1 の 長 さ の 半分 と 文字 列 変数 2 の 長 さ B を 比べ る 
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E068 


E0692 
E064 
E06D 
E06E 
E06F 


E072 
E073 
E076 
E07? 
E078 
E079 
E07A 
E07B 
E07C 
E07D 
E080 
E081 


E082 
E083 
E084 
E086 


E08?7 
E089 
E08B 
E08C 
E08E 
E090 
E091 
E093 


E094 
E0925 
E096 
E09? 
E028 
E0992 
E09A 


E0924 


E094 


E087 


E087 


EC 


30 
0A 


07 
10 


20 


RNZ 


INX 
CALL 
XCHG 
INX 
CALL 


LDAX 
CALL 
ADD 
ADD 
ADD 
ADD 
MOV 
INX 
LDAX 
CALL 
ORA 
MOV 


INX 
INX 
DJNZ 
RET 


SUI 
CPI 
RC 

SUI 
CPI 


SUI 
RET 


内 部 サブ プルー チ ン 
機能 


入り 口 状態 
戻り 状態 


使用 スタ ッ ク : 


PUSH 
MOV 
INX 
MOV 
XCHG 
POP 
RET 


H 


入り 口 状態 
戻り 状態 


使用 スタ ッ ク : 


30 
04 


07 
10 


20 


D 
E,M 
H 
D,N 


D 


同じ で な けれ ば 戻る 


文字 列 変数 の 先頭 番地 を 取り 出す 


HL を sd1 の 2 バイ ト 目 の 番地 に する 

HL に 文字 列 変数 1 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 

HL に sd2 の 番地 、DE に 文字 列 変数 1 の 先頭 番地 を 得る 
HL を sd2 の 2 バイ ト 目 の 番地 に する 

HL に 文字 列 変数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 


文字 列 変数 1 の 2 文字 を 変換 し て 文字 列 変数 2 へ し まう 


A に 文字 列 変 数 1 の 1 文字 を 取り 出す 
A に ある 1 6 進数 の 数 字 を 内 部 形 に 変換 し 結果 を A に 入れ る 
左 に 1 ビッ ト ず ら す 


左 に 1 ビッ ト ず ら す 

左 に 1 ビッ ト ず ら す 

左 に 1 ビッ ト ず ら す (A の 下 4 ビ ッ ト を 上 4 ビッ ト に 移す ) 
C に 4 ビッ ト ず らし た 結果 を 入れ る 

DE を 文字 列 変数 1 の 次 の 文字 の 番地 に する 

A に 文字 列 変数 1 の 次 の 1 文字 を 取り 出す 

A に ある 1 6 進数 の 数 字 を 内 部 形 に 変換 し 結果 を A に 入れ る 


前 に 求め た 上 4 ビッ ト の 値 C と 合成 する 
合成 し た 値 を 引き 数 の 文字 列 2 に し まう 


繰り 返し 動作 を 指示 する 


DE を 文字 列 変数 1 の 次 の 文字 の 番地 に する 
HL を 文字 列 変 数 2 の 次 の バイ ト の 番地 に する 
未 処 理 ベ イト 数 B か ら 1 を 引き ゼロ で な けれ ば 繰り 返す 


呼び 出し プロ グラ ム に 戻る 
内 部 サ プ ブルー チン 
機能 


: A に ある 1 6 進数 の 数 字 を 内 部 形 に 変換 し 結果 を A に 入れ る 
A の 内 容 が 1 6 進数 の 数 字 で な いと き 変 換 結 果 は 意味 が な い 
:A 一 1 6 進数 の 数 字 (文字 ユー ド 
: A 一 変換 結果 (内 部 形 ) 

あり の 以外 の レジ スタ ー は 変化 し な い 

と 
文字 「0」 て 「9」 が 内 部 形 0 て 9 に な る よう に する 
結果 が 1 0 未満 か どう か 調べ る 
し 者 PT1 ド ッ 
文字 「Al」 て 「F」 が 内 部 形 1 0 て 1 5 に な る よう に 
結果 が 1 6 未満 か どう か 調べ る 


1 6 未満 な ら ば 呼び 出し 機械 語 プ ログ ラム に だ 戻る 
文字 「a」 ン 「f」 が 内 部 形 1 0 一 1 5 に な る よう に する 
呼び 出し 機械 語 プ ログ ラム に だ 戻る 


レ 

用 レジ スタ ーDE の 内 容 を スタ ッ ク に 保存 する 

の 指し て いる 番地 の 内 容 を E に 取り 出す (下位 バイ ト ) 
を 次 の バイ ト の 番地 に する 

L の 指し て いる 番地 の 内 容 を D に 取り 出す (上 位 バ イト ) 
HL に 取り 出し た 値 を も っ て くる 

スタ ッ ク か ら 保 存 し た DE の 内 容 を 取り 戻す 

呼び 出し 機械 語 プ ログ ラム に 戻る 
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六 (88) 機械 話 例題 4 式 


1. 機能 
文字 列 を 内 部 形 2 進数 と し て 受け 取り 、 Co 導 チ (0 て 9・A^F) に 変換 する 。 内 部 形 1 
バイ ト が 1 6 進数 の 数 字 2 文字 ( (2 バイ ト ) に 相当 す 


2. 呼び 出し 形式 
VALHEX=&HE0A0 
CAD VALHEX (文字 列 変数 1 , 文 字 列 変数 2) 
文字 列 変数 1 (入力 )  : 内 部 形 2 進 数 と し て 扱わ れる 文字 列 
文字 列 変 数 2 (出力 ) : 換 し た 1 6 通 数 の 数 字 を 信 れる 文字 負 (長き は 変数 1 の 
、 測 長 さ の 2 倍 で ある こと ) 


92 単 精度 実数 型 ・ 倍 精度 実数 型 の 数 値 の 内 部 形式 を 表示 する 。 


100 VALHEX=&HE0A0 

110 FOR I=-3 TO 3 

120 VIT ま =MKT ま ( T ): HI まま =SPACE ま ( 4): CALL VALHEX(VI ま , 昌 1 ま ) 
130 VS=MKS( 1 ) : HS ま =SPACE ま ( 8): CALL VALHEX(VS ま ,HS$) 
140 VD ま =MKD ま ( T ): HD ま =SPACE ま (16): CALL VALHEX(VD$,HD$ ) 
150 PRINT 1,H1 ま ,HS$,HD ま 


160 NEXT 1I 

Fun 

3 FDFF 0000C082 000000000000C082 

ー ジ | FEFF 00008082 0000000000008082 

=1 FFFF 00008081 0000000000008081 
0 0000 00008000 0000000000008000 
1 0100 00000081 0000000000000081 
グ 0200 00000082 0000000000000082 
3 0300 00004082 0000000000004082 
4 . 制約 事項 


・ 引 き 数 の 数 や 型 が 呼び 出し 形式 と 違う 場合 、 正 し く 動 か な い 。 
・ 文 字 列 変数 2 の 長 さ が 文 字 列 変数 1 の 長 さ の 2 倍 で な い 場 合 は な に も し な い 。 


5. 機械 語 プ ログ ラム 
入り 口 状態 : HL 一 LOAD ググ 4 の 2 (sd1) の 


DEー 生計 / 1 ウ グ リー (sd2) の 
文字 列 変 数 の 長 さ を チェ ッ ク す る 


E0A0 7E MOV  A,M A に 文字 列 変数 1 の 長 さ を 取り 出す 
E0A1 B7 0RA A 文字 列 変数 1 の 長 さ A が ゼロ か どう か 調べ る 
E0A2 C8 RZ 文字 列 変数 1 の 長 さ A が ゼロ な ら ば 戻る 
E0A3 4? MOV B,A B に 文字 列 変数 1 の 長 さ を 移す (繰り 返し の 回 数 に な る ) 
E0A4 1A LDAX D A に 文字 列 変数 2 の 長 さ を 取り 出す 
E0A5 0F RRC 長 さ を 2 で 割り 、 余 り を C フ ラグ に 入れ る 
E0A6 D8 RC 余り が あれ ば ( 長 さ が 奇数 な ら ば ) 戻る 
E0A7 B8 CMP _B 文字 列 変数 2 の 長 さ の 半分 B と 文字 列 変数 1 の 長 さ を 比べ る 
E0A8 CO RNZ 同じ で な けれ ば 戻る 
文字 列 変数 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
E0A9 23 INX H HL を s d 1 の 2 バイ ト 目 の 番地 に する 
E0AA CD EODO CALL EODO HL に 文字 列 変 数 1 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
E0AD EB XCHG HL に sd 2 の 番地 、DE に 文字 列 変数 1 の 先頭 番地 を 移す 
EOAE 23 INX H HL を sd2 の 2 バイ ト 目 の 番地 に する 
EOAF CD EODO CALL EODO HL に 文字 列 変数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
文字 列 変数 1 の 1 バイ ト を 変換 し て 文字 列 変数 2 へ し まう 
E0B2 1A LDAX D A に 文字 列 変 数 1 の 1 バイ ト を 取り 出す 
E0B3 0F RRC 右 に 1 ビッ ト ず ら す 
EOB4 0F RRC 右 に 1 ビッ ト ず ら す 
EOB5 0F RRC 右 に 1 ビッ ト ず ら す 
E0B6 0F RRC 用 に 1 ビッ ト ず ら す (A の 上 4 ビッ ト を 下 4 ビ ッ ト に 移す ) 
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E0B7 CD EOC6 CALL EOC6 A の 下 4 ビ ッ ト を 1 6 進数 の 数 字 1 文字 に 変換 する 
E0BA 7? MOV M,A 変換 し た 1 6 進数 の 数 字 を 文字 列 変 数 2 へ し まう 
EOBB 23 INX HH HL を 文字 列 変 数 2 の 次 の 文字 の 番地 に する 
E0BC 1A LDAX D A に 文字 列 変 数 1 の 1 バイ ト を 再び 取り 出す 
E0BD CD EOC6 CALL E0C6 A の 下 4 ビ ッ ト を 1 6 進数 の 数 字 1 文字 に 変換 する 
E0C0 7? MOV NM,A 変換 し た 1 6 進数 の 数 字 を 文字 列 変数 2 へ し まう 

繰り 返し 動作 を 指示 する 
E0C1 13 INX D DE を 文字 列 変数 1 の 次 の バイ ト の 番地 に する 
E0C2 23 INX H HL を 文字 列 変数 2 の 次 の 文字 の 番地 に する 
E0C3 10 ED DJNZ EOB2 残り バイ ト 数 B か ら 1 を 引き ゼロ で な けれ ば 繰り 返す 
E0C5 C9 RET 呼び 出し プロ グラ ム に だ 戻る 

内 部 サブ プル ー チ ン 
機能 1 信和 2 生 6 計時 の 芝 お 綱 AN 


入り 口 状態 : A 一 変換 する 値 ( 下 4 ビ ッ ト が 有効 ・ 上 4 ビッ ト は 無視 ) 
戻り 状態 : A 一 変換 し た 結果 の 1 6 進数 の 数 字 

A・F レジ スタ ー 以 外 の レジ スタ ー は 変化 し な い 
使用 スタ ッ ク : な し 


E0C6 E6 0F ANI OF A の 下 4 ビ ッ ト を 取り 出し 上 4 ビッ ト は 捨て る 

E0OC8 C6 30 ADI 30 内 部 形 0 て 9 が 文字 「0」 て 「9」 に な る よう に する 
E0CA FE 3A CPI 3A 「 9 」 以下 (文字 ュー ド 3 AH 未満 ) か どう か 調べ る 
E0CC D8 RC 「 9 」 以下 な ら ば 呼び 出し 機械 語 ア プロ グラ ム に 戻る 
E0CD C6 07 ADI 07 内 部 形 1 0 て 15 が 文字 「A」 て 「F」 に な る よう に する 
EOCF C9 RET 呼び 出し 機械 語 プ ログ ラム に 戻る 


EODO0 
EO0D1 
E0D2 
E0D3 
EO0D4 
E0DS 
E0D6 


内 部 サ プ ブルー チン 
機能 を 


HL の 指し て いる 番地 か ら 2 バイ ト を HL に 取り 出す 
入り 口 状態 : HL 一 値 を 取り 出す 先頭 番地 
戻り 状態 : HL 一 取り 出し た 値 
HL 以外 の レジ スタ ー は 変化 し な い 
使用 スタ ッ ク : 1 レベ ル 
D5 PUSH D 作業 用 レジ スタ ーDE の 内 容 を スタ ッ ク に 保存 する 
SE MOV E,M HL の 指し て いる 番地 の 内 容 を EE に 取り 出す (下位 バイ ト ) 
23 INX HH HL を 次 の バイ ト の 番地 に する 
56 MOV  D,M HL の 指し て いる 番地 の 内 容 を D に 取り 出す (上 位 バ イト ) 
EB XCHG HL に 取り 出し た 値 を も っ て くる 
D1 POP D スタ ッ ク か ら 保存 し た DE の 内 容 を 取り 戻す 
C9 RET 呼び 出し 機械 語 プ ログ ラム に だ 戻る 


反 (88) 機械 語 例題 5 


1. 機能 
指定 し た 番地 か ら メ モリ ー の 内 容 を 文字 列 に 取り 出す 。 取り出す 長 さ は 文字 列 の 長 さ と する 。 
2. 呼び 出し 形式 
PEEKL=&HEOE0 
CALL PEEKL (整数 変数 , 文字 列 変数 ) 
整数 変数 (入力 ) : メモ リー の 内 容 を 取り 出す 開始 番地 
文字 列 変数 (出力 ) : 取 り 出 し た メモ リー の 内 容 を 入れ る 文字 列 ( 長 さ が 取り 出す 長 さ ) 
3. 利用 例 
指定 し た メモ リー の 内 容 を 1 6 進数 と 文字 形式 で アプ リン ター に 印字 する 。 
機械 語 例題 2 (USR 2) ・ 例 題 4 (VALHEX) も 利用 する 。 
100 DEF USR2=&HE030: VALHEX=&HE0A0 : PEEKL=&HEOEO 
110 INPUT "カイ シ "ンチ "35 
120 INPUT "シュ 9 リョ 9 "ンチ "5E 


130 


FOR 1%=S TO E STEP &H10 
211 


140 
150 
160 
170 


FU 


IF E-1I%+1>&H10 THEN L=&H10 ELSE し = ヒー1[%+1 


りゃ =SPACE ま (L ) 
H ま =SPACE 還 (L%2)* 


CALL PEEKL(T%。 い まう) 
CALL VALHEX(V ま ,H ま ) 


LPRINT HEX ま (1%)jTAB(6) jUSR2(U り まう):TAB( 24 ) 日 ま 
180 NEXT 1% 


カイ シ “ンチ? &h4e40 
シュ 9 ウ リョウ "ンチ? &h4e85 


4E40 
4ES0 
4E60 
4E70 
4E80 


4. 制 


・ーN・ キ ・ 穫 CNH ・ キ ニ 
テ MKYBD・COM1・COM 
2・COM3・CAS1・CAS2 
・LPT1・SCRN・・- テ ・ 


( (テウ > ァ 


FA2D4E1AB713F2434E48E1E51AB720C6 
C3A04D4B594244FF434F4D31FE434F4D 
32FD434F4D33FC43415331FB43415332 
FA4C505431F95343524EF800807A127A 


287A287A3E7A 


5. 機械 語 ア ログ ラム 


EOE0 
EOE3 
EOE4 
EOES 
EOE6 
EOE?7 
EOE8 
EOE9 


EOEC 
EOED 


EOEE 
EOEF 
EOF0 
EOF 2 


EOF3 
EOF4 
EOFS 
EOF6 
EOF ァ 7 
EOF8 
世 0 選 当 


約 事項 
引き 数 の 数 や 型 が 呼び 出し 形式 と 違う 場合 、 正 し く 動 か な い 。 


入り 口 状態 : HL 一 整数 変数 の 先頭 番地 
D 江 一 トリ ング ディ スク リプ ター (sd) の 先頭 
引き 数 の 情報 を 取り 出す 
CD EOF3 CALL EOF3 HL に 整数 変数 の 値 を 取り 出す 
EB XCHG HL に 文字 列 の 先頭 番地 、DE に 整数 変数 の 値 を 移す 
7E MOV AaA,M A に 文字 列 変 数 の 長 さ を 取り 出す 
B7 ORA 4A 文字 列 変数 の 長 さ A が ゼロ か どう か 調べ る 
C8 RZ 文字 列 変数 の 長 さ A が ゼロ な ら ば 戻る 
47 MOV  B,A B に 文字 列 変 数 の 長 さ A を 移す (繰り 返し の 回 数 に な る ) 
23 INX H HL を sd の 2 バイ ト 目 の 番地 に する 
CD EOF3 CALL EOF3 HL し に 文字 列 変 数 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
文字 列 変数 の 1 バイ ト を 指定 し た 番地 に し まう 
1A、 LDAX D A に 指定 され た 番地 の 内 容 を 取り 出す 
ィ 77 MOV M,A 指定 され た 番地 の 内 容 A を 文字 列 変数 に し まう 
繰り 返し の 指示 を する 
13 INX D DE を 1 つ 先 の メモ リー の 番地 に する 
23 INX HH HL を 文字 列 変 数 の 次 の 1 バイ ト の 番地 に する 
10 FA DJNZ EOEC 残り 処理 バイ ト 数 B か ら 1 を 引き ゼロ で な けれ ば 繰り 返す 
C9 RET 呼び 出し プロ グラ ム に だ 戻る 
内 部 サブルーチン 
機能 : HH し の 指し て いる 番地 か ら 2 バイ ト を HL に 取り 出す 
入り 口 状態 : HL 一 値 を 取り 出す 先頭 番地 
戻り 状態 : HL 一 取り 出し た 値 
HL 以外 の レジ スタ ー は 変化 し な い 
使用 オス タッ ク : 1 レベ ル 
D5 PUSH D 作業 用 レジ スタ ーDE の 内 容 を スタ ッ ク に 保存 する 
SE MOV E,M HL の 指し て いる 番地 の 内 容 を に 取り 出す (下位 バイト ) 
23 INX H HL を 次 の バイ ト の 番地 に する 
56 MOV D,M HL し の 指し て いる 番地 の 内 容 を D に 取り 出す (上 位 パ イト ) 
EB XCHG HL に 取り 出し た 値 を も っ て くる 遇 
D1 POP D スタ ッ ク か ら 保 存 し た DE の 内 容 を 取り 戻す 
C9 RET 呼び 出し 機械 語 プ ログ ラム に 戻る 
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文 (8 8) 機械 語 例題 6 交 


1. 機能 
文字 列 に 指定 し た 内 容 を メモ リー に 書き 込む 。 書 き 込む 長 さ は 文字 列 の 長 さ と する 。 


2. 呼び 出し 形式 
POKEL=&HE100 
CALL POKEL (文字 列 変数 , 整数 変数 ) 
文字 列 変 数 (入力 ) : メ モリ ー に 書き 込む 内 容 ( 長 さ が 書き 込む 長 さ ) 
整数 変数 (出力 ) : 書き 込む メモ リー の 開始 番地 


3. 利 用例 
機械 語 例題 5 (PEEKL) の 機械 語 プ ログ ラム を メモ リー に 書き 込む 。 機械 語 例題 3 (HEXV 
AL) も 利用 する 。 
100 HEXVAL=&HE060: POKEL=&HE100 
110 H ま =" cdf3e0eb7eb7c84723cdf3e01a77132310 fac9d55e2356ebd1c9" 
120 vV ま =SPACE ま (LEN(H ま )/2): CALL HEXVAL(H ま も , り まう 
130 A%=&HEOE0: CALL POKEL(U ま ,A%) 


4. 制約 事項 
・ 引 き 数 の 数 や 型 が 呼び 出し 形式 と 違う 場合 、 正 し く 動 か な い 。 
・ 文字 列 変数 が 空 文字 列 (メル スト リン グ ) の 場合 な に も し な い 。 
5. 機械 語 プ ログ ラム 
入り 口 状態 : HL 一 1 間 間 R ド 2 導 人 


DE- 整数 変数 の 先頭 番地 
引数 の 情報 を 取り 出す 


E100 7E MOV  A,M A に 文字 列 変 数 の 長 さ を 取り 出す 
E101 B7 ORA A 文字 列 変数 の 長 さ A が ゼロ か どう か 調べ る 
E102 C8 RZ 文字 列 変数 の 長 さ A が ゼロ な ら ば 戻る 
E103 47 MOV  B,A B に 文字 列 変数 の 長 さ A を 移す (繰り 返し の 回 数 に な る ) 
E104 23 INX H HL を sd の 2 バイ ト 目 の 番地 に する 
E105 CD E113 CALL E113 HL し に 文字 列 変数 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
E108 EB XCHG HL し に 束 数 変数 の 先頭 番地 、DE に 文字 列 の 先頭 番地 を 移す 
E109 CD E113 CALL E113 HL に 整数 変数 の 値 を 取り 出す 
文字 列 変数 の 1 バイ ト を 指定 し た 番地 に し まう 
E10C 1A LDAX D A に 文字 列 変数 の 1 バイ ト を 取り 出す 
E10D 7? MOV  M,A 文字 列 変数 の 1 バイ ト A を 指定 し た 番地 に し まう 
繰り 返し の 指示 を する 
E10E 13 INX D DE を 文字 列 変数 の 次 の 1 バイ ト の 番地 に する 
E10F 23 INX H HL を 1 つ 先 の メモ リー の 番地 に する 
E110 10 FA DJNZ E10C 残り 処理 バイ ト 数 B か ら 1 を 引き ゼロ で な けれ ば 繰り 返す 
E112 C9 RET 呼び 出し プロ グラ ム に だ 戻る 
内 部 サ プ グ ルー チン 

機能 : HL し の 指し て いる 番地 か ら 2 パイ ト を HL に 取り 出す 

入り 口 状態 : HL 一 値 を 取り 出す 先頭 番地 

戻り 状態 : HL 一 取り 出し た 値 

HL 以外 の レジ スタ ー は 変化 し な い 

使用 オス タック : 1 レベ ル 
E113 D5 PUSH D 作業 用 レジ スタ ーDE の 内 容 を スタ ッ ク に 保存 する 
E114 5E MOV E,M HL の 指し て いる 番地 の 内 容 を E に 取り 出す (下位 バイ ト ) 
E115 23 INX H HL を 次 の バイ ト の 番地 に する 
E116 56 MOV D,M H し の 指し て いる 番地 の 内 容 を D に 取り 出す (上 位 バ イト ) 
E11? EB XCHG HL に 取り 出し た 値 を も ちっ て くる 
E118 D1 POP D スタ ッ ク か ら 保存 し た DE の 内 容 を 取り 戻す 
E119 C9 RET 呼び 出し 機械 語 プ ログ ラム に だ 戻る 
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次 (88) 機械 語 例 古 7 刀 


昌 。 


3. 


100 
110 
120 
130 
140 
150 


PUT 


機能 

文字 列 の な か に ある 特定 の 文字 を 別 の 文字 に 置き 換え る 。 引 き 数 1 は 操作 の 対象 と な る 文字 列 で 処 
理 結果 も 引き 数 1 に 戻る 。 引 き 数 2 と 引き 数 3 の 文字 列 は 先頭 か ら 1 文字 ずつ 対応 し 、 引 き 数 2 た 軒 
き 換え の 対象 と な る 文字 を 指定 する 。 引 き 数 3 は 置き 換え る 文字 を 指定 する 。 


・ 呼び 出し 形式 


REPLACE=&HE120 
GA 互 REBPLACE ( 芝 人 衣 数 1 。 文字 列 変数 2 , 文字 列 変数 3) 
文字 列 変 数 1 (入力 ノ 出力 )  : 処理 の 対象 と な る 文字 列 


文字 列 変数 2 (入力 ) : 置き 換え の 対象 と な る 文字 (2 文字 以上 指定 し た 場合 文字 列 
変数 3 の 先頭 か ら 1 文字 ずつ 対応 する ) 
文字 列 変数 3 (入力 ) : 置き 換え る 文字 ( 長 さ は 文字 列 変 数 2 と 同じ で ある こと ) 
利用 例 


キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 列 の な か の アル ファ ベッ ト を 大 文字 に 変換 し て 画面 に 表示 する 。 ま た 
同じ く 小文字 に し て 表示 する 。 
REPLACE=&HE120 
LC ま = "abcdefghi jk 1 mnopqFS 上 いり ぃ x ア ァ " 
UC ま = " ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVMXYZ * 
LINE INPUT "モミ" レツ 7 "5R ま 
CALL REPLACE(R ま ,LC ま ,UC ま も ): PRINT R$ < 
CALL REPLACE(R ま ,UC ま ,LC ま ): PRINT R ま 


モミ "レツ AA? Asahi Shimbun Denshi-ke i=an-ーshi モ u 
ASAHT_ SHIMBUN DENSHI-KEISAN-SHITSU 
asahi shimbun denshi-ke 1=anー5=h 1 モ 5 ロ 


4 . 制約 事項 


・ 引 き 数 の 数 や 型 が 呼び 出し 形式 と 人 違う 場合 、 正 し く 動 か な い 。 

・ 文 字 列 変数 2 と 文字 列 変 数 3 の 長 さか が 違う 場合 は 何 も し な い 。 

・ 引 き 数 の 中 に 空 文字 列 (ヌル スト リン グ ) が ある 場合 は な に も し な い 。 
・ 文 字 列 変数 2 の 中 に 同じ 文字 が ある 場合 は 最初 の 文字 が 有効 に な る 。 


5. 機械 語 プ ログ ラム 
入り 口 状態 : HL 一 症 結い.1020 半 半生 
DE 和 (sd2) の 
BC 一 人 2 閉 8 の スト サシ グ デ ィ ス クサ プター (as さ 9) の 
先頭 番地 
文字 列 変数 1 の 長 さ を チェ ッ ク し 、 引 き 数 の 文字 列 1 を 取り 出す 
E120 7E MOV A,M A に 文字 列 変 数 1 の 長 さ を 取り 出す 
E121 B7 ORA Aa 文字 列 変数 1 の 長 さ が ゼロ か どう か 調べ る 
E122 C8 RZ 長 さ が ゼロ な ら ば 戻る _- 、 
E123 32 E173 STA E173 文字 列 変数 1 の 長 さ (置き 換え 操作 の 繰り 返し 数 ) を し まう 
E126 23 INX HH HL を sd 1 の 2 バイ ト 目 の 番地 に する 
E127 CD E16C CALL E16C トイ イオ 
4 SHLD E174 字 列 変 3 字 列 上 ② 
0 文字 列 変 数 2 ・ 3 の 長 さ を チェ ッ ク す る 
E12D 0A LDAX B A に 文字 列 変数 3 の 長 さ を 取り 出す 
E12E B ァ DRA ^A 文字 列 変 数 3 の 長 さ A が ぞ ゼロ か どう か 調べ る 
E12F C8 RZ 長 さ が ゼロ な ら ば 戻る 
E130 EB XCHG sd1・sd2 の 番地 を それ ぞ れ DE・HL に 移す 
E131 BE CMP M 文字 列 変数 3 の 長 さ A と 文字 列 変数 2 の 長 さ を 比べ る 
ET32. CO RNZ 長 さ が 同じ で な けれ ば 戻る 、 
E133 32 E176 STA E176 置き 換え の 対象 と な る 文字 数 を し まう 
文字 列 変 数 2 ・ 3 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
E136 23 INX HH HL を sd2 の 2 バイ ト 目 の 番地 に する 
E13? CD E16C CALL E16C HL に 文字 列 変数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
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E13A 
E13B 
E13C 
E13D 
E13E 
E141 


E142 
E145 
E146 
E149 
E14A 
E14B 
E14C 
E14D 


E14E 
E14F 
選 153 
E152 
E153 
E155 


E15? 
E158 
E15B 


E15C 
E1SD 
E160 
E163 
E164 
E16?7 


E169 
E16A 
E16B 


E16C 
E16D 
E16E 
E16F 
E170 
op 町 6 
E172 


E173 
E174 
E176 


20 
D1 
C2 


E16C 


E176 
E174 


06 


F9 
01 


E174 


E174 
E173 


E173 
D9 


JMPR E158 


LDAX D 
LHLD E174 
MOV  M,A 


INX H 
SHLD E174 
LDA E173 
DCR み A 
STA E173 
JRNZ E142 


POP _D 
POP H 
RET 


内 部 サブ プ ル ー チ 


入り 口 状態 
戻り 状態 


使用 スタ ッ 


PUSH D 
MOV E,M 
INX H 
MOV  D,M 
XCHG 

POP D 
RET 


作業 領域 
1 バイ ト 
2 バイト 
1 バイト 


の 
H に sd3 の 先頭 番地 の 上 位 バ ィ 
し に 4 3 の 表地 の 下位 バイ ト 和 を 移す 
HL を sd 3 の 2 バイ ト 目 の 番地 に する 
HL に 文字 列 変 数 3 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
スタ ッ ク に 文字 列 変数 3 の 文字 列 の 先頭 番地 を し まう 
検索 操作 の 繰り 返し の 初期 設定 を する 
A に 置き 換え の 対象 と な る 文字 数 を 取り 出す 
に 革 き 所 え の 対象 と な る 区 字数 人 を 移し 繰り 返し 数 と する 
文字 列 変数 1 の 処理 の 対象 と な る 文字 の 番地 を 取り 出す 
A に 文字 列 変 数 1 の 処理 の 対象 と な る 文字 を 取り 出す 
DE に 文字 列 変数 3 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
HL に 文字 列 変数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
スタ ッ ク に 文字 列 変 数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 を し まい な お す 
スタ ッ ク に 文字 列 変数 3 の 文字 列 の 先頭 番地 を し まい な お す 
処理 対象 の 文字 A が 文字 列 変数 2 の な か に ある か どう か 調べ る 
処理 対象 の 文字 A と 文字 列 変 数 2 の な か の 文字 を 比べ る 
同じ 文字 な ら ば 置き 換え 操作 へ 行く 
HL を 文字 列 変数 2 の 次 の 文字 の 番地 に する 
DE を 文字 列 変 数 3 の 次 の 文字 の 番地 に する 
置き 換え 対象 の 残り 文字 数 B か ら 1 つ 引 き ゼ ロ ま で 繰り 返す 
同じ 文字 が 見 つか ら な い の で 置き 換え 処理 を と ば す 
置き 換え 処理 を する 
A に 文字 列 変数 2 に 対応 する 文字 列 変数 3 の 文字 を 取り 出す 
文字 列 変数 1 の 処理 対象 の 文字 の 番地 を 取り 出し な お す 
文字 列 変数 1 の 処理 対象 の 文字 を 置き 換え る 
置き 換え 操作 の 繰り 返し を 指示 する 
文字 列 変 数 1 の 処理 対象 と な る 文字 の 番地 を 1 つの 進め る 
文字 列 変 数 1 の 処理 対象 と な る 文字 の 番地 を し まう 
A に 文字 列 変数 1 の 未 処 理 文字 数 を 取り 出す 
務 2 実 導 } の 未 委 理数 な か ら 1 つ 93 
文字 列 変 数 1 の 未 処 理 文字 数 A を し 
1 の 人 か せ ロ で な り れ は り す 
スタ ッ ク を 整理 し て 呼び 出し プロ グラ ム に だ 戻 
ンク ンク から 文字 列 数 3 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
スタ ッ ク か と 文字 列 変数 2 の 文字 列 の 先頭 番地 を 取り 出す 
呼び 出し プロ グラ ム に 戻る 


ン 

六条 2 バイ ト を HL に 取り 出す 
L 一 値 を 取り 出す 先頭 番地 

詞 


出し た 値 
L 以外 の レジ スタ ー は 変化 し な い 
ク : 1 レベ ル 


作業 用 レジ スタ ーDE の 内 容 を スタ ッ ク に 保存 す 

の 衣 し て いる 和夫 人 き を E だ 取り 出す (バイ 
HL を 次 の バイ ト の 番地 に す 

上 し の 近 し て いる 秋子 の 内 人 を DC 取り 出す (上 2 ペイド) 
HL に 取り 出し た 値 を も っ て くる 

の 本 を し た D の 内 容 を 取り 戻す 

呼び 出し 機械 語 プ ログ ラム に だ 戻る 


因 国 因 回 
ざ 


文字 列 変 数 1 の 未 処理 文字 数 
文字 列 変数 1 の 処理 対象 文字 の 番 
生計 馬 数 多 導 数 2 3 の 長 さ ) 
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2 組 放 革 有 庶 (| BASIC の エラ ー メ ッ セ ー ジ 


N88-BATISC 


























意 味 
NEXT without FOR 
(NF) FOR が な い 。NEXT と FOR が 対応 し て いな い 


NEX 十 の あと の 変数 名 に 誤り は な いか 。 FOR て NEX の 
ルー プ の 途中 に GOTO 文 で と び こ ん で いな いか 


Syntax error 
(SN) 文法 違反 。 ス テー トメ ント の 記述 に 誤り が ある 
LIST. や HELP キ ー で エラ ー の 起き た 行 を 調べ る 


RETURN without GOSUB 
(RG) GOSUB で サブ ルー チン を 呼ば な い の に RETURN に な っ 
た 。GOTO で サブ ルーチン に と ん だ り 、 メ イン プロ グラ ム に 
END が な く サ ブル ー チ ン に つなが っ て いな いか 


Out of DATA 


(OD) READ で 読む デー タ が 不足 
READ 文 の 変数 と DA 生 信 文 の デー タ の 組み 合わ せ を 確認 す 
る 。 同じ デー タ を 再度 読む 時 は RESTORE か 必要 

Illegal function call 

(FC) コマ ンド や 関数 に 与え る 数 値 パ ラメ ー タ ー が 指定 で きる 藝 囲 外 
の 値 。 パ ラメ ー タ ー の 値 を 調べ る 


Overflow 
(OV) 数 値 や 演算 結果 が 範囲 を 越え た 。 変 数 が 整数 理 で な けれ ば 、 プ 
ログ ラム は 停止 せ ず メッ セー ジ を 表示 し て 継続 


Out of memory 

(OM) プロ グラ ム や 配列 が 大 きす ぎ て メモ リー 不足 
BAS 1IC の 使用 で きる メモ リー の 残り 容量 は F RE 関数 で 分 
か る 。 使用 する メモ リー の 大 き さ は CLEAR 文 で 設定 で きる 
また 、 サ ブル ー チ ン か ら 自 分 自身 を 呼ん を で も メモ リー 不足 に な 


る 場合 が ある 
Undefined line number 
(UL) プロ グラ ム 行 が 定義 され て いな い 


GOTO、GOSUB な ど 行 番号 を 指定 する ステ ー ト メン ト で 
目的 の 番号 が な い 。RENUM す る と 、 と びさ き の な い 行 番号 


を 表示 する 
Subscript out of range 
(BS) 配列 変数 の 添字 の 値 が D I M で 定義 し た 範囲 外 


変数 名 に 誤り は な いか 、 添 字 の 値 は 範囲 内 か 調べ る 
Duplicate Definition 
司 じ 名 前 の 配列 を 再 定 義 し た 
R ASE で 配列 を 消去 し て か ら 再 定義 する 


ロ 
に 
g 可 5 


Division by zero 
(0) 0 で 割っ た 。 た と えば 、 未 定義 の 変数 で 割っ た 。 変 数 が 整数 型 
で な けれ ば 、 プ ログ ラム は メッ セー ジ を 表示 し て 継続 
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N88-BASIC 


意 味 





Illegal dir 
(ID) 


すま 湯 老 應 


inmng too 


String form 


が" 比 双 im 之 下 呈 


Undefined u 


No RESUME 
(NR) 


RESUME with 
(RW) 


Unprintable 
(UE) 


Missing ope 
(MO) 
Line buffer 
(BO) 


FOR without 
(F N) 


Tape read e 


WHILE witho 
(WH) 


WEND withou 
(WE) 





@Ct 
ダイ レク トモ ー ド で 使え な い コ マン ド が 入っ た 


ch 
式 の 左右 で 変数 の 型 が 合わ な い 。 コ ユマ ンド や 関数 の 引数 の 理 が 
ちがう 。 た と えば 、 数 値 変数 に 文字 、 文 字 変 数 に 数 値 を 代入 


ng space 

スト リン グ 領 域 不 足 CLEAR 文 を 調べ よ 
1on 

文字 列 を 足し た 結果 が 2 5 5 文字 を 越え た 
ula too complex 

文字 式 が 複雑 すぎ る 


CONT で き な い 。 エ ラー 停止 や STOP 後 、 プ ログ ラム を 変 
更 し た り 、 消 し て し まっ た た め 。 ま た 、P A I NT の 途中 で 止 
め て も CONT で き な い 


処 導 導 も 16 洒 
DEF 文 で 定義 し て いな い ユ ー ザ ー 関 数 を 呼ん だ 
DEF 文 の 名 前 が まち が っ て いな いか 


ェ ラ ー 処 理 に 入っ た が 、RESUME が な い 。 エ ラー 処理 か ら 
の 復帰 は RESUME の み 
out GYPYPOT 
ェ エラー 処理 で な い の に RESUME が あっ た 
ON ERROR COTO を 設定 し て ある か 
GeTrTOT 
エラ ー メ ッ セ ー ジ に 定義 され て いな い エ ラー 
rand 
ステ ー ト メン ト の 中 に 必要 な パラ メー ター や 変数 が な い 
の ん た り し て 不 完全 で な いか 簡 べ る 
overfilow 
1 行 に 入力 で きる 文字 の 範囲 を 越え て 入力 し た 
NEX 工 
FOR に 対応 する NEX 十 が な い 
1 9 枯 0 部 


カセ ッ ト テ ー プ の 読み 込み で エラ ー が 発生 し た 
カセ ッ ト 装 置 の ボリ ュー ム を 調整 し て みる 


ut WEND 
WHILE に 対応 する WEND が な い 


【t WHILE 
WIII LE が な い 。WEND と WII TI LE が 対応 し て いな い 
GOTO 文 で WH I LE て WEND の あい だ に と ん で いな いか 
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N88-BASIC 
意 味 





3 1 PE すす や label 
















(DU) 同じ ラベ ル 名 が 2 つ 以 上 定義 され て いる 。 プ ログ ラム の 実行 直 
後に メッ セー ジ が で る 


Undefined label 
(UN) ラベ ル 名 が 定義 され て いな い 
GOTO や GOSUB の と びさ き に 誤り は な いか 


Feature not available 
(NA) 利用 で き な い 機能 を 指定 し た 。 デ ィ ス ク BAS I C の 命令 を デ 
ィ ス ク な し で 使用 し て いな いか 


FIELD overflow 
(FO) F IELD 文 で 合計 2 5 7 文字 以上 割り 当て た 


Internal error 
(IE) BASIC 内 部 で の エラー 


Bad file number 
(BN) シス テム 立ち 上 げ 時 に 指定 し た ファ イル 番号 を 越え て 使っ た 
how many fi1les の 指定 を 思い 出す 


File not found 


(FF) 指定 し た ファ イル が フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に な か っ た 
LOAD、KILL、OPEN (INPUT、APPEND) 
な ど で フ ァイル が な い 。FILES で 確認 する 。 フ ロッ ピー を 
まち が えて いな いか 

File already open 

(AO) すでに OPEN し て ある ファ イル を 再度 OPEN し た り 、K 1 
LL し た 。 エ ラー 終了 し た 時 は CLOSE し な い の で 注意 
ダイ レク トモ ー ド で CLOSE と 入れ る 


Input past end 

(EF) シー ケン シャ ルフ ァイル の デー タ を 読み 終わ っ た 後に INPU 
を 実行 、 あ る い は ラン ダム ファ イル に な い レ コー ド 番 号 を 指 
定 し て GET を 実行 。 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル で は EOF、 ラ 
ンダ ム フ ァ イル で は LOF に より 最大 レコ ー ド 番号 を 確認 

Bad file name 


(NM) 不適 当 な 文字 を ファ イル 名 に 使っ た 。 コ ロン (: ) や コン トロ 
ー ル 文字 は 使え な い 。 


Direct statement in file 
(DS) プロ グラ ム の ロー ド で 、 プ ログ ラム と は みな せな い ス テー トメ 
メン ト が あっ た 。 デ ー タ ファ イル を LOAD し て いな いか 


Sequential _ after PUT 
(SP) P UT 文 実行 後 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル を アク セス し よう と 
し た 。 


Seqauential 1 コグ /O only 
(S6) シー ケン シャ ル 入 出力 以外 で き な い 


File not open 
(CF) OPEN し て いな い フ ァイル に 対し て アク セス し た 。 フ ァイル 
番号 に 誤り は な いか 
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エラ ー|N86 一 BASIC 
コー ド 意 味 

















6 1 File write protected 
ライ ト プ ロ テク ト が か か っ て いる ファ イル に 対し て 書き 込ん だ 
り 、 削 除 し よう と し た 。 プ ロ テ ク ト の 確認 は ATTR$、 解 除 
は SE 

6 2 Disk offline 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 入っ て いな い デ ィ ス ク 装 置 に アク セス し 
Ne ドラ イド 二 策 0 ディ スク の ふた が 空い て い 
ぶ い か 


6 4 Disk IO error 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 不良 で 、 読 み 書 き 時 に エラ ー が 発生 





大 切な ファ イル の 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は バッ クア ッ プ を 
作っ て お く 
6 5 File already exists 
NAME 文 に より 新しく つけ な お す フ ァイル 名 が すでに だ 登録 さ 
れ て いる 
6 8 及 放 Ss 表す 客 よ き 
ディ スク 上 の すべ て の 場所 を 使い きっ た 
D S KF で 空き 容量 を 確認 し て お く 。 P U 下 で 大 きい レ ュ ー ド 
番号 を 指定 する と 、 1 か ら そ の 番号 まで の レコ ュー ド が 入る ファ 
ィ イル が で きる の で 注意 
6 9 Bad allocation table 
He が こわ れ た 。 FAT に DSKO$ で 書き 込み を し な か っ 
か 
7 0 Bad drive number 


ディ スク 装置 の つなが っ て いな い ド ライ ブ 番 号 に アク セス し た 


富山 Bad track グ sector 
DSKI$、 KO$ で サー フェ ス 番 号 、 ト ラッ ク 番 号 、 セ 
クタ ー 番 号 の 指定 が 折半 外 
7 2 Deleted record 
消去 し た レコ ュー ド を アク セス し た 


8 Rename across disks 
ファ イル 名 の 変更 で 旧 フ ァイル 名 と 新 フ ァイル 名 の ドラ イブ 番 
号 が ちがう 
7 4 Illegal operation 


キー ボー ド 操 作 が 正しく な い 。 
ーー _ 








2。 王 ャ テク グ ダ ー コ ヨー ド 須 













































































1 6 進数 は 横 が 上 位 4 ビ ッ ト 縦 が 下位 4 ビッ ト 
マス の 中 の 数 字 は 1 6 進数 に 対応 する 1 0 進数 (た と えば 4B は K だ が 
1 0 進数 で は 7 5 に な る ) 
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164 
165 
166 
167 
168 
169 
_170 
171 
172 
173 
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175 


177 


178 


に 4 
183 
184 
185 


186 
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So】 
. て う 
〇 > 











導 小 


3. 日 本 語 JIS コ ー ド 表 


テキ スト 画面 に 表示 で きる 半角 文字 一 覧 表 (1 5 6 包 ) 
2 3!4 5 6 7 
で 
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グラ フイ ッ ク 画 面 に 表示 で きる 外角 文字 一 覧 表 (2 1 3 学 ) 


1 2 3!4 5 6 718 9 


sm sk BkiET Eo Ak BLiBs 還 
Di Ds Di EiCN Rh 
! ャ まま 3 
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開 | 
応 は 福 近 人 人 千 由 才 環 要 諾 
NYC 
N 下 等 臣民 時 起 妥 和 違 関 時評 上 
SmtSNY SS 
還 加 記さ 人 症 む 人 き 天 守 計 凍 和 に 秋 明代 
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周 半 吉 記 洋 誰 明 癌 削 隔 記 
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隊 和 部 過 謎 江 に 電 思 剛 加 容 拓本 弄 。 ln 
3 連 較 4 党委 艇 軍人 R ド 
G 吉 羽 警 還 玩 堂 韻 求 論 則 須 環 視 誌 衣 送 応 嘆 時 Im 
電 EE に 球 言 曽 NSX 短 電 国 陸 二 | 
ES 宣 員 営 三 誠 甘 演 SS 司 記 二葉 中 伯 回 臣 引 昭 外 移 脆 完 ー 
記 SG 上 志 世間 細 次 中 記 揚 記 間 結 半 計 答 8 (g 手 思 生 下層 委 夫 本 時 潮 導 昌 lo 
Ta1 ra1 IA ぬ A に の の い に の いい に の いい ト の IA に の の いい に の の ゆい に の の いい に いい に の の に 
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由 FN 混交 応仁 巻 吾 僅 人 半 層 湯 民 陣 翌 室 杖 動 有 語 計 世 息 時 紀 選 閣 時 時 人 結党 総 交 下 識 融 交 円 
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ー バイ クジ 

(代入 , 等 価 判定 ) - 
こら (大 小 比 ) 
= テッ (大 小 比 較 ) 
< く アイウエオ 順 > 
アー クタ ンジ ェ ン ト (ATN) 
アウ ト プ ッ ト 
アキ ュ ム レー ター 一 -- 
アク ティ ブ ペ ー ジ …-- 
アス キー 形式 
アセ ンプ ブラ ー プ ログ ラム を 扱う 
アプ ア トリビュー ト エ リア 
アド レス 空間 
アン ダー ライ ン 
イグ ザ ミ ン レ ジス ター ーーーー 


つう うう て m て れつ いう て 1 ト う Cm て れ トト O ト SCn て Cm 


トゥ つつ の リーベ 必 つぐ ココ の つの の な の テー の の らら k ト Sm の mn - の RCtS の cm の kkS の Oc<mK ト う で つう ーー コー コ の ) の ) ーー コ 愉 、 ニコ て つの) の ) の ) て 





+ー 
〇 ⑦ の つど ぐ mo coC5CO 愉 Cm の oo の < っ 選 









イン スト ラク ショ ン ポ イン ター - 
ィ インター プリ ターROM 


ャ ーー テー トー トー 


英 数 記号 と カタ カナ ・ ひ ら が な 
エク スト ラ ・ セ グ メ ント ・ レ ジス ター 
ュ レ ー ト 


お す 形 コネ クタ ー 
オフ セッ ト 
オペ レー ショ ジン コー 
0 

オリ ジ ナ ルス クリ ーッ 内 
委 ー ツ ルル 


〇 ) の 〉 Co Cm の ) の 中 で の ルー トー トウ 5 - コ て うー で 


く (大 小 比 較 ) 
く > (等 し く な い ) 
> (大 小 比 較 ) 
\ (除算 , 結果 整数 ) 
壮 壮 (PRINT USING で 使用 ) - 
言 ) 


※ (アス タリ スク ) 
※※ (PRINT USING で 使用 ) 
※※ 半 (PRINT USING で 使用 ) 
@ (PRINT USING で 使用 ) 





CT 〇 1 Cm KO ト う いう ト う て ロト う て mn ト OK う て n ト うう ウト う 
中 OO の ) ー コ の) の) の > ご) の ) Cm ーー コー コー コー コ 


攻 行 幅 ーーーーーーーーーーーーーー 
改行 を 送 方 向 
ad 


鉱 大 文字 ーーー…ー 
加 


ーー アプ 
タカ ナ 人 カ 






カッ コ で 囲ま れ た 式 
カナ キー 
画面 ・ ゲ ラフ ィ ッ ク 関 数 
画面 ・ グ ラフ ィ ッ ク 命 令 対応 表 
画面 出力 モー ド 


カレ ンダ ー - 


深 字 
mp 
党 字 シフ トイ ン 
漢字 処理 


キー ボー ド 
キー ボー ドイ ンタ フェ ー 
キー ボー ド フ ァイル 


ご ) て ウル トー トド つ ヴ ト ー て ウト ウト トー コト OCStO CoOKtS 必 愉 Ok うつ の テ ルー テー - コ CO KO で つう < の テー ト う ー コ て っ コー コー コー コ 
どど で いら - コ の ) の の (の の) の - コ トウ (てら くう て っ う Oo CS Co 〇 〇 で ルー 一 コ に ひっ の ) の ) < つ ー コ -ー コ テー てら 一 コト う 


要 概 語 -ーーーーーーーー ド ーー 
機械 語 コ ユー ド の 生成 

機械 語 サ ブ プルー チン 
機械 語 の 形式 
機械 語 プ ログ ラム 
機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト 
機械 語 プ ログ ラム の 構造 
機械 語 モ ニタ ー モ ー ド 
機械 語 ル ー チ ン 
奇数 パリ ティ ー チ ェ ッ ク 一 
キャ ラク ター 座標 





トゥ ルー トウ 






部 剖 く くさ ささ さき 
ざい NNtNt NN いい NN Ni 
に に に が に が が 1 

ふさ さこ さこ へ へ て 


扶 
1 
Ni 
1 





コー ド セ グ メン トレ ジス ター … 
コサイン (COS) 
固定 ディ スク イン タフ ェ ー 
コマ ンド 
コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル 
コン デン ス 
サー フェ ス 
サー フェ ス 番 号 
最終 参照 座標 (LP) - 
サイ ン (SIN) 


算 術 AS ミユ コス ニャ る る ささ らら ーー な ご つら ご 
人 竹 人 人 

シー ケン シャ ルフ ァイル 3 
シー ケン シャ ルフ ァイル で 使う 関数 
シー ケン シャ ルフ ァイル の 作成 





シフ トコ ー ド 制御 
ジャ ン パ ー ス イッ チ 


lo こ 】 
ト う 
ゃ 





中 つの テー ュー ルー で づ ゆー コ の ) の っ て ら ト OCSES ト SS (OkS 


スク ロー ルウ イン ドー (せり 上 が り 部 分 ) 


rtmnncom 8 記 。 
久 少 ッ み oromemewromem 50,162,2 
スタ ッ ク ・ セ グ メ ント レジ スタ ー ーーーー 1 
ス み メッ み 提 キヤ ウー mooreemms …189。1 





スト リン グ デ ィ ス クリ プター 
スペ ー ス キー 
スペ シャ ル ESC シ ー ケ ンス 


+ ェ ー* k ト 5 テー 


つら の cnoom otoco oOc っ の で ら - コ cnto 居 の の やら to らら の らら ビビ の eo の to の ーーoo 必 の くう 





セグ メン トペ ベー ス 番 地 ーーーーーーー 1 9 
用 の メン キト ヤジ 多 テ ーー ツー 140,1 
総 対 則 標 
絶対 値 (AB S) 







セレ クト (SEL) ラン プ 


ー コ co ト う くら Co5 の の いう は Cm くら OS cm の のせ うう て っ の ルー の ) ー コ の > づ > 〇 > CO 中 て うー コー 〇 うつ 選 の > つつ トー トウ -ー コ ーー の ぴー の KO の の の どど ざー コ CO - コ ゴー ュー コバ つて で う の 


1 

ソー スイ ン デ ックス レジ スタ ー ーーーーーー 1 
属性 (アト ドリュー ト ) ーー マー デー ヤー 1 
属性 (ディ スク ファ イル ) ーーーーーーー 49 
その 他 の 関数 ーーーーーーーーーーーーーーー 
ーー ペナ モード で ーー 12,14,104,1 
ー ミ ナル モー ド の 仕様 一 ーーーーーーーーーーー 1 


代入 
タイ マー コン トロ ー ラ ー 
タイ ルス トリ ング 
ダイ レク トモ ー ド 
た れ 湾 し 方 式 
NM 








通信 機能 

通信 に 必要 な 規約 ーー- 
通信 バッ ファ 
通信 パラ メー ター 一 
柱 全 の 


トー ルー トー トー 


〇 ) つ - コ の ) の > や 〇 う ト ーー コー の) Cm の D) くつ - コ 


ディ スク を 扱う 


+ー 
つ で (らら 愉 ( の た - コ 愉 た トー ニュ オニ ミニ トー ミー ミー ミー よこ まこ ルド ここ ミ エー コー すこ て ) 


人 
トリ ー (ディ スク ) 
セグ メン トレ ジス ター SCBsE=s as5x 
ディ スク 
電 ず 守 


2 


+ー 


ろう 9u 


き 園 ド さ で NN ぶ 


NNINENINK NN NN Ni 


用 ビデ オ RAM 
人 
ス 名 
い : 入出 力 命令 対応 表 


テア アア アア テ で 


表 氷 来 謙 放 「 1 1「「「 ュ ペ ュ ュ 
ポテ ニー テン で NGSSt さ さ 


S 
ス ス 


みみ 2 ペース 
デット の パタ ー ン 出力 -- 


ー 剖 重 MNO Ne NN NN 


WOW ささ 宇 化 > 


ズ で 


Lly な 6 


CS 〇 1 づ う トー の トー つく の OO の ) C の た の っ て の て の ーー コー] ー コ いう CO いう テー の ) CO で っ いう Co CO C う っ う Go c 
lo こ 】 で の 愉 の の や の) の) ⑦ ト ウル トー の て で ウル ユー ルー で ルー の 愉 - コ ー コ 居 - コ kotom の テテ ecokS の omktSo の co らら の の つ ーー ュー 


さり ウン (7 う ) 
ハー フキ ャ リー フラ グ 





+ー 


CO SF の ) トウ づつ 1 OO ー] の うう て っ CO の ) C う C っ う Co に て の OO くう CO は ト う 





+ー マ ーー っ 


パ バイナリー 形式 
配列 デー タ セ グ メ ント 
配列 の 大 き さ 
配列 変数 領域 
バッ クア ッ プ ファ イル 
バッ ク グ ラウ ンド カラ ー 
8 進 定 数 
バッ テリ ー バ バックアップ 
バッ ファ の 個数 
パリ ティ ブ オ ー バ フロ ー 
パリ ティ ー (通信 機能 ) 
パリ ティ ー フ ラグ 
パレ ッ ト 
パレ ッ ト 番 号 
パレ ッ ト 番 号 と カラ ー コ ー ド の 対応 
半角 文字 
バン ク 切 り 換 え 
番地 の 指定 方 法 
半 二 重 モー ド 


つの で 1h う の > くら の 1ー コ CO 








ょ ー 


つや つづ つど で コ ビ O の 居 や ルー ルー で ので うく っ て っ Co で SO た ルー トウ ルー で oO つの 〇 の 〉 co < っ co k う 65 の の oo の ルー 


表示 選択 行 の 編集 
表示 選択 入力 方 式 
ひら が な 入力 
ファ イル 
ファ イル 記述 子 
ファ イル コピ ー 
ファ イル ディ スク リプ ター 
ファ イル の 使用 宣言 
ファ イル の 複写 
ファ イル 番号 
ファ イル 名 
ファ ンク ショ ン キ ー ーーーーーーー 1 なぁ 。 せ 4。 
ファ ンク ショ ンコ ー ド 
フォ アグ ラウ ンド カラ ー …ーー-- 22。.29, 
フォ ー マ ッ ト の 方 法 
号 に に ジフ ーー と ーー キア ーー 
物理 番地 
浮動 小数 点 形式 
フラ グ の 変化 
フラ グレ ジス ター 
プリ ンタ ー 
プリ ンタ ー イ ンタ フェ ー ス 
プリ ンタ ー ス イッ チ 
プリ ンタ ー の 使い 方 
プリ ンタ ー の ヘッ ド を 移動 
プリ ンタ ー リ ボン の 切り 換え 







ェ ー ニ ルー 






の! の 5 コー コ 1 KO - コ くら ー コ の トー の - コ ト ら つて っ < つ の) コト う の ) の > Go コト ウー つう - コ くら うい う Cm oO くら で つ SC う テ ーー ュ < つの cm くら うつ し ーー ト う 


グリ シタ ー を キン ライ ン ・ オ フラ イジ ーー 
プリ ント 開始 位置 
フル ハン ド シ ェ イク 
プレ ー ン を 使う 
フロ ー 制 御 (通信 機能 ) 
プロ グラ ムカ ウン ター - 
プロ グラ ム の 実行 を 追跡 
プロ グラ ム の 自動 スタ ー ト 
プロ グラ ム フ ァ イル 
プロ グラ ム モ ー ド 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ンタ フェ ー 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 使用 状況 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 使い 方 
プロ ポー ショ ナル 文字 
も 


+ー 





トー ルー 









メモ リー コン トロ ー ル ーーーーーーーーーーーーー 
メモ リー スイ ッ チ 
メモ リー の 内 容 を 操作 する 
く ABC 順 > 
ABS (絶対 値 ) 
ーー Ne eg 
AND (論理 積 ) --ーーーーーー 17。 の > 
ET 
ASC (文字 を キャ ラク ター コー ド 変 換 ) 
ATN (アー クタ ンジ ェ ン ト ) 
ATTR$ (属性 文字 を 返す ) 
AUTO ( 行 番号 自動 発生 ) 
AX レジ スタ ー 
A レ ジス ター 
ckup.n88 

SK 一 BAS 1IC と ファ イル の 複写 ) --- 


< の コト 5 トゥ テー て う テー に 一 コ の ) C う テー の う で の ルー ト う ひら う C う て ロ ルー で OO ルー で う コー コト ウー コル 一 CoOtScnCo GO O コー コ 


テー トー トー トー トー 








ド ( プ ザ デ ) で ーーーーーーーーー て mm 
AD (機械 語 の ロー ド ) 
ジス ター 
YE 詐 の セー ブ ) 


1 

S 
S 
S 
E 
O 
レ 
AA 


rー テ ーッ ーー トウ テー テー デー の の Co C う う 〇 1 CT CT の う て 1 
oo】 Coco らら ーー の どの の 吐 て nm( ら の 5 の の) - コ て っ の ) の > て つ - コ - コ て ら テー の うく の て < で つ で の トウ テー (の くら は 5 の) - コ (てら くら の で 〇 くら 〇 の ) - コ の の OO 愉 の うう ウル ー CO つの) て うっ CT 


軌内 の の の ノ ご ど 
の の の ロビ ロッ テロ 





35,60,82.,1 
ンダ ム フ ァ イル で 使う 関数 
ンダ ム フ ァ イル の ブロ ッ ク 化 


to う Cor 一 Cm Cmn ト SCn CS の ルー の の テー ルー コト OO - コ て っ て うら 


リテラ ルモード (通信 機能 ) 
リモ ー ト BASIC プ ロト コル 


レフ トマ ー ジ ン 
ロー マ 字 入力 の 規則 
ロー マ 字 入力 方 式 
ロジ カル シー クモ ー ド 








BX レ ジス ター ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
GAELTL…28。161。164。2011。 
CAPS キ ー (英字 の 大 文字 入力 ) 
CAS (装置 名 ) 
CDBL ( 倍 精 度 変 換 ) 
CHAIN (プロ グラ ム の ロー ド ・ 実 行 ) 
$ (キャ ラク ター コー ド 文 字 変換 ) 
(小数 四捨五入 整数 変換 ) 
LE (円 を 描く ) 
R ( 御 破 算 領域 設定 ) 
E (ファ イル 終了 ) 
キー (画面 クリ アー キー) 
(画面 クリ アー) 
一 


C 
A 
S 


の の の 〇 品 の 選 の 


の の 〇 〇 OOQOO の OO 
マビ ビビ ビー ロビ ロ ピ 


| 
ES 
3 
き 
N 
K 


COM (RS 一 232C 
コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト ) 
COM (装置 名 ) 
COMMON (変数 引き 渡し ) 
CONSOLE (画面 モー ド き 
CONT (継続 ) 


〇 
〇 
〇 
の 
加 
m 


設定 ) - 


5 ト 5 ト ーー コト 5 。 つ - コ つの トー テー くら の うー コ くら の ) - コ てら トウ - コ トート う の) の の ー ュ OO( ら ko っ の ktS Coo の の 〇 ょ らら の ー コ の) の ) の ) の > くら つ の リー の ー コ の) の > ルー て らく の 


C う C う CO テー テー C う - コ co っ ーッ ー の ktScncnmktS ル ーー の で っ ー 一 - コ の つの 愉 m 必 m よ ら コ の の - コ OS で SG G ど の 





COPY (画面 の プリンター 出力 ) ーーーーー 
COPY キ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーー ダグ 。 
COS (コサイン シン) ーーーーーーーーーーーーーーーーー 
CPU 制御 命令 ーーーーーーーーーーーーーー 
CRT コ ント ロー ラー ーーーー…ー 12 9 , 
CR コー ド の 受信 処理 
CSNG ( 単 精度 変換 ) 
CSRLIN (カー ソル 縦 の 位置 ) --ーーーー 
CS レジ スタ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 1 
CTRL キ ー (コン トロ < 

CVD ( 借 精 度 変 換 ) ーーーー 
CVI (整数 変換 ) ---- 
CVS ( 単 精 度 変換 ) 
CX レジスター ーーーーーーーーーーーーーーーーー 1 
DATA (デー タ 格 納 場所 ) ーーーーーーーーーー 
DATE$ (日 付 ) ーーーーーーーー 9 , 
DEF FN (ユー ザー 関数 定義 ) ーーーー- 
EG (セグ メン ト 定 義 ) 


トー ルー 


て 5 て ルー て うら て うら て う くう ひ う ひっ う つて う の) くう くう CO Co Co テー の ) で Cm ー コ て mm て ロト ー て っ 





ン ロ ピ の 
ヨロ ピ の 
誤 
半 
肖 
加 
中 


K 
KBAS 1 C だ け の 複写 ーーーーー- 
KBAS IC の スタ ー ト ーーーーーー 


ユン トロ ー ラ ー ーー…ー…ー……… 1 3 0 , 
ゲッ こっ en=r コ コニー ュ コ sc っ nSnpa2cnodkoarvowacog 
F (ディ スク の 情報 CRvsmeeem 5 


5 
O$ (上 の 逆 ) ーーーー ーー 3 
時 rmemwexesReaneaeeoocoss 


の の の の ーーー ニ ーーー ロロ ロロ ロロ ロロ 


ワリ ワ ワ ロワ ロワ ロワ ロワ ロワ ロワ ロワ けけ DD けけ ロワ ロワ 
8 ドン で トト ドー 押 


= ニー ルー っ 圧 ビ ーー ビー 


の っ ひっ C っ CO Go 5 C う ココ くら 
どど の の の の ek5。 の の た tOtO 愉 - コ ーー 心 らら oo て ょ ふら どら コ らら の らら co つの o5 て っ くう C っ C う CO テト 5 5 KO くら - コ ュー ュー ュ n の m の つら - コ つの ト う 


e 
補 
で 
ぷ 
き 
[ 


EDIT (画面 上 で の 編集 ) --ーーーーーーーーー 
END (実行 終了 ) ーーーーーーーーーーーーーーー 
EOF (エン ド ・ オ プ ・ フ ァイル ) 

本 


て mA ルー て > の ) で や て で ら トウ トー 





C (浮動 小数 点 ア キュ ム 
T (ファ イル 配置 表 ) -ーーーーー 

ELD (領域 禄 り 当 て ) --3 

LES (ファ イル 内 容 表 示 ) -ーーーーーー 
X (小数 点 以下 切り 捨て 整数 ) --ーーーー 
R (反復 集 





ュー トー トド 5 
て SCmC5KS ト SO の つ 


8 
(フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 初期 化 ) 8 
FPOS (ファ イル セク ター 番号 ) --ーーーー 6 


FRE (空き メモ リー) ーーーーーーーーーーー 
F レジ スタ ー ーーーーーーーーーーー 14 
GETT (ファ イル の 読み 込み ) ーー 
GET@ (図形 移動 ) ーーーーーーーーーーー 
GOSUB (サブ プルー チン へ と ぶ ) ーーーーーー 
GOTO (指定 行 へ ) 
GPIB (標準 イン タフ ェ ー ス バス ) ーー 
GR PH キー (グラ フィ ッ ク キ ー) ---- 1] 2 。 
GVRAM (グラ フィ ッ ク 用 ビデ オ R AM) 


CS の 
「 さ ドコ 


+ 一 
+ー CO て CS て C ら CScCS GS つの 


に た ユ 
+ー て ルー て C う - コ こう 


HELP ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
人 全 還っ ) ーーーーー 8 。 
HEX$ (1 6 進 変換 ) ーーーーーーーーーー 
HOME キ ー (ホー ム ポ ボ ポジション キー) 1 3 。 
How many files (0 一 15) 
(バッ ファ の 個数 設定 ) 
HS パ イカ 文字 (高速 印字 ) - 5 
1 エ ブ 0 ア ドレ スニ ーーーーーーーーーー 
I プ 0 ポー ト を 扱う ーー 
(ディ スク の 識別 子 ) ーー 5 
件 分 可 ) ーーーーーーーーーー 





て Cm トウ て うら くら の の) - コ -ー コ 


ら ど 。 ぐ や - コ ー コ ー コ 1 くら で 1 つの 1 の 1 PS で らく てら 一] の > くら つつ 1 て m で の の ) で 1 ニコ エー レー て うい うー コー コー コ C う トー トウ Cm てら cmー コ Cm の ) cn ー コ の の) の ) Cm ー コ て mn トゥ 


ご ご ピ 
コ 
の 
まで は 
に 
〇 ゝ 
トー 
CS 
(らら 


トー トー トー トー 


入力 
NV$ ( 党 字 を 文字 に 変換 ) --ーーーー- 
T$ ( 党 字 抜き 出し ) 
(ファ ンク ショ ン キ ー) ーーーーーーーー 


し 
PUT (漢字 入力 ) ーー 3 8 , 
S 
N 


LEFT$ ( 左 か ら 文 字 取り 出し ) ーー 
LEN (文字 の 長 さ ) 
LET (変数 に 値 代入 ) -ーーーーーーーーーー 
LFILES (ディ スク ファ イル 表示 ) 


LINE ( 線 、 箱 を 描く ) 
LINE INPUT 一 括 入力 ) 


て 5 て で T で ルー で や ルー の ) の ) の) ゝ の ) 〇 > っ テー ら う の ) の ) で ふう テ ルー の ) Co Co で ルー て ロト ー ル テー で つの 


て 5 - コ 


230 


D (mー ド 


SE 60,86,88。,1 
な 世 (カー ツル の 位置 ) = ニー デー マニ 
(最大 レ ュ ー ド 番号 ) 
60,86,88,1 


トー マ 
ルー トー ー コ 


W 

A 

C 

C 

F 

G (自然 対数 ) - 

(最終 参照 座標 2 , 2.9 
OS (アリ ンク ー ヘ ッ ド の 作 ) 6 0 
RINT ( 帳 表 印 刷 ) ーー 4 0 
SI 
E 
P 

R 
D 

D 

1 





( 環 析 関 凌 ) ーーーーーー……ーー… 


N8 8 一 BAS I C モ ー ド ーーーーーーー 8 。 
NAME (ファ イル 名 変更 ) ーーーーーーーーー 
NEW (プロ グラ ム と 変数 クリ アー) ーーーー 
NEW ON (設定 機能 変更 ) --ーーーーー 
NEXT (ルー プ の 範囲 設定 ) ーー 
NO ( 百 刀 アニ ーー で Fee 17 
8 間際 Coverpa の mameeamrosaseo 
ODA イ ンタ フェ ー 
ON (条件 分 岐 ) ーーーーーーーーーーーーー 4 2 
OPEN (ファ イル 使用 宣言 ) 4 3 。 8 2 。 
OPTION BASE ( 矯 学 の 下 了 ) egSS 


INT ( 仁 り っ ぶし) ~ Sanavansccsoarspesgsgesss 
2 グー で "や ヤー で cmwreamawracosneacupcs 1 
K ( 秋 地 を の ぞ く ) Foormaamcosscrsc=rsEees 


E (デー タ 守 き 込み ) ーーーーーーー 


N ーー ニー ニニ ニニ ニー ニー 
NT 井 (デー タ の 送信 ) -- 
NTT 井 (レコ ュー ド 書 き 出 し ) 
NT US I NG (画面 出力 編集) 


T ( レ ュー ド を 書く ) ーー 内 当 
PUT (人 和 動 、 池 表 示 ) ーー 
RA 


4 2 
RANDOMI 2ZE (人 46 
READ (デー タ を 読む 
REM (注釈 行 ) ーーーーーーーーーーーーーーーー 
RENUM ( 行 番号 つけ か え ) ーーーーーーーー 
RESTORE (デー タ の 再 使用 ) ーーーー 
RESUME (再開 ) ーーーーーーーーーーーー 
RETURN (サブルーチン 終了 ) -ーーーーー 
RET キ ー (リタ ー ン キー) ーーーーー 昌光 








で で で で で ゴロ で で で で で ロゴ マロ OO 
ご の の の の の の の の 〇 の ロロ 〇 の ァ 


〇 
の 
革 
芋 
ご 
ゃ 
ー ゴ 
1 【 っ 
m 尽 選 た 中 た moomoo 尽 mo 中 た の や の の の で の 愉 愉 必 ッ リー の KSCntO 必 改心 乙 必 心 tOOOO⑤ の や 愉 の ) で O+ コー コ の う ヴ ルー 
て mn ーー コー コ コー の ) 〇 うし ー の ) - コ て nA うか Cm で の トー て ロト ルー の は ト 5 Cm で うく で う の て うー の や ぐー コト oO トウ ーー リー ルー コー コー コー コー コル ーー コー コ O の どー の ルー の ルー ニョ ー-】 
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RIGHT$ ( 右 か ら 文 字 取 り 出し ) ーー 
RND ( 居 数 ) 
ROLL (画面 の 上 下 移動 ) 


て nm て nm 


RS-232C 
Eee HO0。1780359。10.4。 
RS 世 ET ( 活 づめ ) ーーーーーーーーー 48 
展 ONL ( 突 和 モー で ーー ドー 
R レジ スタ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
SAVE (プロ グラ ム の 保存 ) ーー 4 8 , 
SCREEN (画面 機能 設定 ) -ーーー 2 0 
SCRN (装置 名 ) 
SEARCH (整数 配列 検索 ) --ーーーーーーー 
SETT (ファ イル の 属性 ) --ーーーーーーーーーー 
setinf.n88 (プロ グラ ム の 自動 ス 
SGN (正負 符合 を 与え る ) ーーーーーーーーー 
SHTIFT キ ー (シフ トキ ー) ーーーー 1 妥 。 
N.《( サ イジ ) ーーーーーー デ ーー テーーー ド 
レジ スタ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 1 
CE$ ( 空 括 を 与え を る) ーーーーーーーーー 
人 
EAN 139,1 
(平方 根 ) “ーーー ドー ドド "ーーー 
(セッ トス イッ チ ) 


ゃ ルー 


ーー 守 
to っ ぬ の oooocmn 愉 cm ルーcnko | 愉 の 叶 居 リー の O の 愉 CSk う 5 。 の Oo 中 


ご 〇 ) 〇 つう cn CO っ テー テール トー トウ ト う ト OK ト ゥ う ル 一 CoCot う 5 ーー ーーkSCO の too どの ぐ ど どら Co の otS の O の どの つの) の ぅ - ア 人 ら tS - コ Orー で mn で OO- コ (バウ ら ーー こと まこ <】 


ーー 

NO osseeeoommmrasnaa 

NAM) 
> 人 の 。 昌 4 1 


STR$ (数 値 を 文字 列 変換 ) ーーーー… 
STRING$ (文字 列 を 与え る ) ーーーー 
SWAP (内 容 交 換 ) ーーーーーーーーーーーーー 
sySsSgen・n88 

(DISK-BAS 1C だ け 複 写 ) 一 …- 
SS リラ メー 一 ーー ニー で ac 5 0 ,1 
TAB (タプ ) ーーーーーーーーーーーーーーー 
TAB キ ー (タプ キー) ーーーーーーーー 
TAN (タン ジェ ント ) 一 …… 
TERM (ター ミナ ルモード ) > 
TIME$ (時 刻 ) ーーーーーーー 9 。 
TROFF (トレ ー ス モー ドド 解 除 ) -ーーーーー 
TRON (トレ ー ス モー ド ) ーーーーーーーーー 
USR 関 数 (ユー ザー 関数 ) 


VATL (数 値 変換 ) ーーー…ーーー…ーーーーーー 
VARPTR (バリ アブ ルポ イン ター) 一 ーーー 
VIEW (ビュ ー ポ ー ト ) ーー 2 M 

VRAM (ビデ オ R AM) 一 ーーー 
WAIT (入力 ポー トモ ニタ ー 
WEND (ルー プ の 藝 囲 設定 ) ーーーー… 
WHILE (反復 ) ーーーーーーーーーーー 
WIDTHH ( 幅 設定 ) ーー きま っ すか 。 1 
WINDOW (ウィ ンド ー) 上 まぁ 8 s 
WRITE (書き 出し ) ーー 53,84,1 
XFER キ ー (トラ ンス ファ ー キ ー) 
xfiles.n8 8 (ファ イル の 複写 ) …-- 
XOR (排他 的 論理 和 ) -ーーー 7 > の イ 

2 ぱ 光 メー ター ーー の eeehesrmrnm 5 0 


の の の の の の の の の の の 
RNNWR RY 
S 
へ メ 
趣き ゞ 
に 


紀 弓 の の の 〇 で で で 


Cm て Cm で ロ ルー 





cnm の ルー て ロリ ー つの の つの の 


ェ ュー トー 


の つの たら 選 の つの 叶 cnCncn CO で や つの 


+ー マ 
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